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『日本の 味』 から 丁度 二十 年 目に 『日本の 旅』 を まとめる ことと なった。 旅と 言 

えば すぐ 芭蕉 や 山 頭 火の 孤独な、 そして 時雨に 打 たれる ような 野 ざら しの 旅 を 思 

. うくせ のつ いている 私に は、 ここに 收め ている 昭和 二十 四 年から 三十 三年まで 十 

年間の 私の 旅の ような 旅 は、 仕事と 生活の 延長であって、 旅ら しい 旅で ないで ま 

ないかと、 自ら を 責めながら も、 再読して みて 妙に なつかしく、 捨てが たい^い 

がする ので ある。 

『日本の 味』 の 頃の 私 は 勤め人で あり、 子供 を めぐまれて いなかった、 そして 禅 

の 道に 志して、 そこから 日本的な もの を 探求しょう という 熱意 を もってい たかと 

思う。 ところが 『日本の 旅』 の 私 は、 勤めの ない 浪人の ような もので あり、 しか 

も 二人の 子供 を 持つ 親と なって いる。 そしても の を 探求 するとい うよりも、 気 ま 

まに 生活 を 楽しむ という 姿に なって いる。 人生の 往く 道から、 還る 道へ と、 ハっ 

の 程に か 転回して いたので ある。 従って 旅の 仕方 も あなた 任せの ものば かりで、 

時には 子供と 共に ゆく 旅 もあった りして、 『日本の 味』 から 『日本の 旅』 へ、 二 一 

十 年の 歲月は 私 を こんな 風に 変えて しまった かと、 自分ながら 詠歎した ような こ ー 

とで ある。  一 


しかし 外面 的に は 変って 来た けれ 共、 私と して は 変る ことなき 内面 を 少し は 耕 

しつづけて 来た かと 思う。 日本的な もの. に 憧れつつ、 敬慕す る 故人の あと を 尋ね 

沢山の よき 師、 よき 先輩、 よき 友 を 尋ねる ことの よろこび は、 平凡な 旅 を 心 豊か 

な ものにして くれた。 十 年の 旅 中 至る ところで、 私 は 温い 人々 の 恩情 をこう むつ 

ている。 茲で その 人々 に 感謝せ ずに はいられない。.  . . ： 

麿が 一 めぐりして、 今日 私 は 還暦の 誕生日 を 迎えた。 午前 四時と いう 生れた 時 

間より 少し 前に 起きて みると、 旧 二十日の 月が 少し 傾いて 雲 一 つない 澄み切った 

空に 淡く かかって いて、 東の 空が ほんのり とうす 明りして いる。 父から 聴かされ 

た 六十 年 前の 空と 同じ かの よう。 その 故に 父 は 澄 太と 名 づけて くれたの であつ 

た。 しかも 前面 はるかに 四国 山脈の 大きい 山々 が 黒く 眠って いる。 井月に 「落 栗 

の 座を定 むる や 窪た まり」 という 句が あるが、 私と いう 役人の 落 栗 は 落ちるべき 

時に 落ち、 落着くべき 所に 住みつ かして 貰った と、 今朝し み< ^思った ことで あ 

る。 しょせん 大山 は 大山で あり、 澄 太 は 澄 太で あるの が 私の しんじつであろう。 

昭和 三十 四月 十月 二十 一日 

久 米の 里  澄 ■ 太 
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. 海が ぴこく 光りよ る 

海が ぴこく 光りよ る 

あれ あれ 舟が 一つい る 二つい る  ■ . 

あそこに 舟が やってくる  - 

下灘 あたりの 車窓から、 まさ かぜ は、 こんな こと を 歌って いる。 山の 町に 生れて、 海 を 見る 

ことの 少ない お前に は、 ひろびろとした 緣 色の 海が 珍ら しいの だ。 父ち やん はお 前た ち を 家に 

残して よく 旅に 出る。 「行って らっしゃ あい」 と 手 を ふって、 父 ちゃんの 後 姿の 見えなくなる 

まで 戸口に 立って いる 二人 を 残して 旅に 出る 私 は、 うれしく も あるが、 淋しく も ある。 珍ら し 

〈お土産 を あてに して、 帰る 日 を 待って いて くれる の は、 たのしい ことで はあろう が、 「父ち 

やん、 明日 は 何、 処、 つち や、 行かない の」 とか 「父ち やん は、 帰った と 思う と、 直ぐ また 出て ゆ 

く」 などと、 久仁 子に 云われる と、 二人 を 家に 残して 旅に 出る こと を、 いつもす まなく 思う。 


その 父 ちゃんが、 今日はお 母さん も 一所、 四 人の 旅に 出る の だ。 しかも、 正風に とって は 生れ 

てはじめての 祖先の 地への 旅な の だ。  . 

正風が 生れた 時には、 井原のお 祖父さん もお 袓 母さん も、 もう 亡くなって いられた の だ。 だ 

から 姉 ちゃんの ように、 度々 井原へ つれて 行かなかった ので ある。 せめてお 墓へ でも 早くお 詣 

りさせ たいと 思わぬ ことはなかった ので あるが、 正風の 生れた 昭和 二十 年から 二、 三年の 間 は 

日本の 国が、 一番 乱れた 頃で、 汽車に のっても、 船に のっても、 人と 人 は 荒廃した 国土の 上で 

争い 合い、 罵り 合い、 旅する 心地 も 決してた のしい ものではなかった。 お前の 浄ら かに 澄んで 

いる 瞳に、 あの 惨めな 敗戦 風景 だけ は、 見せたくなかった ので ある。 それから こうして お前が 

五つに なった 此の頃、 日本の 地上 も いくらか 清らかに なり、 人々 の 心 も 少し は 和らいで 来た。 

そこで こうして 父 ちゃんの ふるさとへ、 姉 ちゃんの 学校が 休みに 入る の を 待つ ようにして、 旅 

に 出た の だ。 窓ぎ わに 席の 与えられた 正風 は、 飽 くこと なく、 変り ゆく 外の 風物に、 瞳 を 見張 

りづ つ、 時々 頓狂な 声で 歌ったり 叫んだり する ので、 周囲のお 客さん がみん な 笑われる。 今 治 

の 駅から 港まで を 厚生 車で 走る 時、 お前 は 母 ちゃんの 膝で、 かん 声 を あげて よろこん だね、 あ 

んな ものに 乗る こと も、 考えてみれば 生れて はじめての 感激な の だ。 それから 尾 道 ゆきの 汽船 

に 乗った ので あるが、 船の 内 も、 船の 外の 眺め も、 島 も、 海 を ゆく 舟 も、 一切 は 生れて はじめ 

ての、 新しい ものば かり、 あんまり 元気に はしゃぐ ので、 一度 枕 をと つて、 体 を 横にした 父ち 
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やん も、 眠る ことが 出来ず、 とうくお 前 達と 一所に、 子供心に 立ち 帰って、 童心の 旅人に な 

つて しまったの だ。 父ち やん は 旅に 出る 時には、 必ず 二三 冊の 本 を 持って 出る ので あるが、 今 

度 は 一冊 も 持たなかった。 というの も、 父ち やん はすつ かりお 前 達の 心に 従って、 自分 を 捨て 

た 旅 をす る ことにし たからで ある。 そうする ことが、 日頃 家に 不在 勝ちで、 淋しい 思い を させ 

ている 父 ちゃんが、 二人に 対する 罪 ほろぼしの つもりで も あるの だ。 

久仁 子よ、 船が 瀬戸 田と いう 港へ 着いた だろう。 あそこ はもう 広島県な の だ。 西 田の 小 母ち 

やん が 嬢ち やん を つれて 棧 橋まで 来られ、 おいしい 瀬戸 田 饅頭 を 下さった ね。 あの 嬢 ちゃんに 

はよ い 姉 ちゃんが あつたの だが、 広 島で 原子爆弾の ため、 悲惨に 死んで ゆかれた の だ。 広島県 

に 入る と、 そのような 悲しい 家庭が 到る ところに あるの だよ。 あの 小 母ち やん は、 今でも 在り 

し 日の 写真の 前に、 毎日 姉 ちゃんの 好きだつ たもの を 供えて いられる の だよ。 

さあ、 ここが 尾 道 だよ。 上りの 汽車まで 一時間 半 も あるので、 久仁 ちゃんの 帽子 を 買ったり 

リン ゴを 買ったり しょうね。 山と 海の 間の 細長い 街に、 なか，.^ いい 店が 沢山 ある。 時々 家の 

切れ目から 海が 見え、 舟が いると、 正風 は 「あれ、 舟が」 といって よろこんで 叫ぶ。  . I 

尾 道から 福 山、 そして 神 辺まで、 ここで また 乗り替え だ。 小さい 駅に 立って タ暮の 静かな 平 づ 

野 を 眺めて いる 間に も 二人 は 少しも 疲れた 様子 を 見せなかった、 幼い ものに とって、 今日の 旅 


は 少しく 遠す きたので あるが、 あの 日本 一 小さい まるで 玩具の 様な 井原 行の 汽車に つてから 

も、 正風 は、 暗い 窓に すがって、 面白そう に 外 を 見て 飽かない の だ。  . .， 

四 人で 一つの 炬鐽に 足 を 仲ば して 寝る この 室 は、 今 は 十二 畳に なって いるが、 以前 は 六 畳 二 

間にな つていて、 仏様のお まつりして ある 前で、 お祖父さん もお 祖母さん も 死んで ゆかれた の 

だ。 久仁 子が 二つの 時、 お 二人の 前で はじめて 這い 出した の も 此の 室 だ。 八十 をす ぎた 老人に 

七 人の 孫が あつたの であるが、 一番 幼い 久仁 子が 一番 可愛かった らしい、 久仁 子が 三つの 時、 

東京から お 祖母 ちゃんの 病床へ かけつけた ので あつたが、 「おば あち やん、 こんち は」 という 

お前の 声 を 聴いて、 お 祖母ち やん は、 淚をぽ ろ/ \ こぼして 「わたし はもう、 いつ 死んでも よ 

い」. と 云って よろこばれ たが、 二十日ば かりして 死んで ゆかれた の だ。 それから 三十 五日 目に 

お祖父さん も 亡くなられ たの だ。 久仁子 はもう お 二人の 顔 を 忘れて しまったであろう。 けれど 

もお 二人 は 決して 久仁子 を 忘れて はいられな いの だよ。 正風の 生れた こ ともよく 知っていられ 

るの だよ。 だから のん のん 様へ、 いろ- (\ な もの をお 供えして 線香 を 立て 四 人で 手 を <; 口せ たの 

だ。 この 布団に も炬鐽 にも、 お祖父さんお 祖母さん の 温い お 体が 触れて いたの だ。 今夜 は ゆつ 

くり 二人が、 お 二人に 抱かれて 眠れ、 古い 粗末な 家で は あるが、 ここに は 大山と いう 家の 遠い 

袓 先の 血が 通うて いるの だ。 しっかりと 抱かれて 眠る の だよ。 


あんまり 早く 醒めて、 二人が 「螢の 光」 を 歌う ので、 伯父さんが やかましかった かも 知れな 

い。 離れに いる 兄ち やん 夫婦に も 聞え たであろう。 それでよ しょし。 さあ 起きて 顔 を 洗えよ。 

水の 好きな お前 達に は、 父 ちゃんが 此の はねつるべの ある 井戸の 水 を 汲んで やる。 此の 古い 井 

戸の 水の 方が、 台所に 在る ポンプの 水より もうまいの だ。 お祖父さん は 最後まで 此の 冷い 水 を 

父 ちゃんに 汲ませて 暑い 夏に 死なれた の だ。 ああい い 朝 だ、 うらら かに 朝が 光って いる。 豆の 

花が 踊って いる。 ざくろ も 柿 も 芽 を ふくらませ ている、 正風 は 桐の 木に 抱きつい ている。 大き 

いだろう、 お祖父さん は 桐の 木が 大妤 きで、 父 ちゃんが 生れた 時に 此の 桐 を 植えられた。 それ 

から 何度か 伐って その あとに 仲び た 芽が こんなに 太って いるの だ。 あの 高い 梢に は 鈴の ような 

実が、 朝風に かさ/, \ 鳴って いるだろう、 五月に は 紫色の 美しい 花が 沢山 咲く、 父ち やん は此 

の 桐の 花が 一番 妤き なの だ。 雨の 朝な ど、 ぼと りくと 落ちて、 ほんのり 匂う その 風情 は、 日 

本の 初夏に なくて はならぬ ものである。 それからね、 久仁子 も 正風 も、 今 はそう して 洋服ら し 

いもの を 着て いるが、 父ち やん 母 ちゃんが 時々 着る ことの ある 黒い 羽織に ついている 紋は、 此 

の 桐の 紋 なの だよ。 桐 を 家の 紋章と する 祖父さん やお 父さん は、 妙に 桐の 木 を 愛する の だ。 

さあ、 お 墓へ 詣 るの だよ。 お 水 は久仁 子が 持って、 お 米 や 線香 や マッチの 入った 袋 は、 正風 

が 首に かける の だ。 よしよ しょく 似合う。 手 を 引かなくても 一人で 歩け るだろう。 出口の 徳永 

衬 上へ 挨拶に よると、 「まあ/ ^、大きくな つて。 お祖父さんお 祖母さん が 生きて おられた 
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ら よろこばれる のにな あ」 と 云って 下さる。 そうい われる と、 父ち やん は 涙が 出て ならない。 

此の 涙 はお 前 達に は 解らない であろう。 途中 寄った のが、 朴朗 さんのお 家 だよ。 それから 裏山 ^ 

へ。 石段 をの ぽ つて、 一番 高い 所、 此処が うちのお 墓な の だ。 遠い 祖先の 墓地 は 此処から 三 里 一 

の 山奥に あるの だ。 此処に 眠って いられる の は、 お祖父さんお 祖母さん。 それから 薄幸に して 

早く 死んで ゆかれた 伯父さん 伯母 さまな の だ。 遠い 日の 悲しみ は、 年月の 底に 埋れて 今朝 はう 

らら かに 春の 陽が 墓標に 注ぎ、 鶯が うしろの 林で ないている。 あそこに 光って いるの は 小 田 

川。 その ほとりの 小さい 街の 家々、 その 向う の 山、 父 ちゃんに とって は、 一日 も 忘れる ことの 

出来ない ふるさとの 山河で ある。 お前 達の 手 を ひいて、 こうして 此処に 立つ 時、 父ち やん は、 

袓 先の 血 を 思い 、祖先の 眠って いる 備 中の 土 を 思う。  . 

墓 を 下って お訪ねし たのが、 森 下と いうお 家 だ。 昔から 大山の 家と 一番 仲の よかった 家で あ 

る。 正風 は 門の 外から 杏の 花 を 沢山と つて 来て、 温い お 縁で 一 つ 年下の 妙 ちゃんと よく 遊んだ . 

り、 踏 石から 転げて 泣いたり、 けんかしたり、 まるで 我が家の ようにして 時 をす ごし、 ここで 

おいしい お昼 を 頂いて、 虎の いる 家へ 帰った ので ある。 父祖の 虫が そうさす のか、 お前 は 今度 

-の 旅で は、 内 子へ 帰ろうと は 云わず、 虎のお ると ころへ 帰ろうと いうの だ。 虎の 皮が 座敷に し 

いて ある 大山の 家に 一番に 心 を ひかれる の も 無理 はないで あろう。 午後 は 佐 藤、 久津 間、 川上 

という 風に 父 ちゃんと 親しい お 家 をお 訪ねした。 いづれ もお 前 達の 達者で 仲び る こと を、 いつ 


も 、ひこ. かけて いて 下さる 人々 に、 その 元気な 姿 を 見て 貰いたかった ので ある。 虎の 家で 早くお 

風呂に 入って、 それから 三人で、 前の 川へ 散歩に 出た。 お前 達 は 川原の 小石 を 拾って は、 日暮 

の 川へ^ ザて よろこんだ。 いや 父ち やん も 左の 手で 拾って は 投げた。 浅瀬に 落ちて 水 を はねる 

音 を、 父ち やん は 何年 振りに きいた ことか、 此の 川で、 鮒 や ドン コを とり、 姽を 追つ かけ、 水 

に 戯れ 泳いで 遊び暮らした 少年の 日が 昨日の ように、 そこに 横 わって いる。 石 を 投げて いる 二 

人の 姿が、 自分の 姿の 様に 見える の も、 ふるさとの 夢であろう か。 父ち やん ほど、 ふるさと を 

もハ、 父祖 を 念ずる ものが、 その ふるさと を 何時も 遠く はなれて 住まねば ならぬ と は 1 。 . 

大勢の たのしい タ餉 がすんだ。 南予の 「てん やわん や」 が 兄ち やん 達の 話題になる の ももつ 

ともだった。 白 父さん も 父ち やん も 酒に 酔うた。 父ち やん は、 てん やわん や 的に 豆腐の  一丁 を 

切らずに 醤油 を かけ、 箸で. つついて 食べて、 皆 を 笑わせた のだった が、 今度 はお 前 達 二人が、 

、ヽ ヽ、、 、、、  ： 

一座の 花钐 と」 よつ. こ。 小さい 1 上に 立って 「ぼうや は、 がつ たんこつ こ 歌， >  ます」 と 云って 眼 

をむ いで 皆の 方に 向き、 それから ありと あらゆる 歌 を 交 香に 歌った。 幼い ものの まだいな レ此 

の 家と して は 空前の 洪笑 だ。 伯父さん は 笑い 疲れて か、 仏間に 入って、 お経 をよ み 出された。 

• 流石の 正風 もやが て 疲れて 炬爐 にいる 父 ちゃんの 膝で 眠り こんで しまった。 久仁子 は 目が 強 か 

うた。 夜が ふける まで 皆で ゆかいに 語り合った のであった。 -  , 
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ふるさとの 第二 夜が 明けた。 雀が しきりに ないて 今日 もい いお 天気 だ。 二人 は 門の 内の 庭 や 

畑 を あちこちして よく 遊んだ。 無心に 遊んで いる 二人 をみ ている 父ち やん は、 いつしか 祖父 さ 

ん 祖母さん の 心に なって いるの だ。 朝日 を 浴びて 遊んで いる、 ただ それだけの ことが うれしい 

の だ。 何物 かに 感謝したくて ならない 朝だった。 それから 四 人で、 新橋の 畔の 三階のお 家へ い 

つた。 ここ は 高 橋と いう 親類な の だよ。 叔父さん は 大阪の 営業所へ 行って るす、 しかし やさし 

いお 叔母さん や 姉 ちゃんが いて、 久仁子 は ピアノに 戯れたり してた のしく 遊び、 お昼 を 頂いた。 

久仁 ちゃんが 見たい と 云って、 わざく 高屋 から よね子 姉ち やん も 来て 下さった ね。 また その 

時 ひょいと 来 合せて、 ゆかいな 小父さんが 沢山 酒 を 飲まれた ね、 あの人 はお 祖父さん の 兄さん 

の 子で、 ， もう 七十 一 才 なの だが なかなか 元気で、 あれから 三 里の 山奥の 村へ 帰 つて ゆかれた 

の だ。 (二十 四 年 四月) 
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見の 人々 


青い 蚊帳のう ちで 眼が 醒める と、 蟲 がしき りに 鳴いて いる、 雨が まだ 降り止ま ぬらし レ 庭 

木 を 打つ 雨の 音 を 聴き 乍ら、 小川さん とね ころんだ ままし ばらく 話して いる 心地 は、 遠い 旅に 

来て いると も^えぬ ような 親し さで ある。 ここ は 石 見の 国 今 福 村 ひ 街道から 一 里ば かり 左に 入 

つた 久左 というと ころで、 安芸の 八幡 高原の 大佐 山が 三 里の 彼方に 望まれる ような 静かな 部落 

である。 昨日 は 今 福と 久 佐と、 ニケ 所で 村の 人々 にお 話 をして、 この 興 禅寺の 奥まった 書院に 

泊めて 貰って いるので ある。 

秋 茄子 漬の鮮 かな 色に さえ 食欲 を そ \ られ るよう な 朝餉 をす まして、 雨が 小 降りに なり はせ 

ぬかと、 空模様 を 見て いるので あるが、 青い 柿 や 棗 や 萩に さめ，^ と 雨 は 降り注ぐ ばかりで あ 

る。 そこにあった 「世界人」 という 雑誌で 新 村 出先 生の 松の 随筆 を よんだり する の もな つかし 

かつ ヒが、 やがて 意 を 決してお 寺の 傘 を 借りて 尻 からげ で 雨の 中 を 美 又まで 出かける ことにす - 

る。 義道 和尚 はじめ 寺の 人々 に 山門まで 見送られて、 大根 や 白菜の よく 生えて いる 菜園 を 眺め -r 

ながら 石段 を 降りる。 刈 取られて 高い 稲 架と なって いる 早稲 も、 田に 在る 稲 も 穂 を 垂れて 雨に 


ぬれてい る。 昨日 は その 穂に 手 を あてて 稲の 香 を 臭いだ ので あつたが。 しばらくして 小さい 山 

路に 入る、 路の 両側 は 熊笹と 萩が 茂って いて、 重そう に 花 を たれて いる 萩 を ふみわけて 歩く 心 

地 は 可と も 云えず よろしい。 

若い 勝手 三 郎君が、 自転車に 私の 荷物 をつ けて 押して ゆく、 それから 私、 小川さん という 順 

に 歩く、 自転車に のれる 人が、 押して 歩く ほどたい がたい もの は あるまい と 思って、 乗って ゆ 

かれる こと をす \ める ので あるが、 先生と 一所に 歩く 方が よいと 云われる。 自転車に さえ 乗れ 

ない 私の 無能 無才 を あわれむ ほかない。 話が とぎれる と 山の 笹を 打つ 雨の 音が 一入 高い。 その 

笹の 葉から、. 私 はふと 石 見の 生んだ 萬 葉 歌人 柿 本人 麻呂の 

ささ- 

小 竹の 葉 はみ 山 もさ やに 乱れ ども 吾 は 妹お もう 別れ 来 ぬれば 

を 思い起した。 都 野津の 辺が 人 麻呂の 故郷であった とすれば、 此の 歌 は そこに 愛する 妻 を 残 

して 大和へ 出て ゆく 山路で 作った ものであろう。 斎 藤 茂 吉氏は 「萬 葉 秀歌」 で この 歌 は 邑智郡 

あたりの 山路で 作られ、 人 麻 呂は赤 名から 備 前へ 越して 上京した ものと 思われる と 云って い 

る。 そうすると 此の あたりの 山路と は 少しく 方向 は 違う ので あるが、 石 見の 山間部 一帯に 茂つ 

ている の は 此の 笹だ。 その 笹が 今朝 は 秋雨に 乱れて いるので あるが、 人 麻呂は 秋晴の 朝風に 乱 

れる笹 の 葉 を 見た のであろう。 さやと いう 感じ は、 秋の 朝風の ものである。 「別れ 来 ぬれば」 

という 感じ は、 妻 を 家に 残して 大和まで 幾 山河 を 越え 渡って 旅路 を 重ねる 旅人の もので、 今日 
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のように 伊予 を 朝 立って、 汽車、 船、 バスと いう 風に 走って、 その 日のう ちに 山隄， d 陰の 背 を 

なす 山 i にまで 迪 りつく ような 時代の 旅人に は 解らない と 思う。 尤も 人麻呂 は、 濃艷な 恋情 詩 

人で はあった が。 恋情 詩人と いえば、 島 村 抱 月 も 石 見の 人で、 しかも 此の 今 福 村の 産で ある。 

昨夜まで 私と 行 を 共して くれた 青年団 長竺 川哲隆 さんのお 寺 は、 抱 月の、 菩提寺で、 和 上が 先 

年上 京して 雑 司 谷の 墓地から 抱 月のお 骨 を 持ち帰った 時、 水 谷 八重 子 を はじめ 抱 月 先生 を 敬慕 

する 人々 は、 皆 それに 反対した けれども、 「あんたちの 拝む の は 記念碑で よい、 故郷の 血緣者 

がお まつりす るの は 御 骨でなくて はならぬ。 志 は 忝い が」 と 断って 来たと いう 話 も 昨日 は 聞か 

された のであった。 雨に ぬれて 荻 を 踏み分け、 笹の葉 すれ/^ に 歩きながら 私 は 人 麻呂を 想い 

f3 月 を 想うた ことであった。  - 

浜 田 街道 を 横切って、 小川さん は 山の 向う のお 宅へ、 私達 は 美 又 温泉へ と 急ぐ。 十一 年 前、 

私 は 今 市の 笛 声 君と 二人で この 道 を 歩いて 美 又へ 行った、 その 思い出が まだ かすかに 残って い 

るよう なと ころに は、 野菊が ぬれて 咲いて いた。 その 時 も 九月の 明月の 日であった。 「日本の 

味- のか か 6 かの 一文 は その 折の 作で ある。 関 正 雄 氏のお 計らいで あの 文が 当時 AK から 朗読 

放送 せられた 時、 東京の 義弟のと ころに いた 門 多の 母が、 それ を 聴いて、 こんなに うれしい こ 

とまない、 澄さん の もの を ラジオで 聴いた と 云って、 手紙 をよ こされた がその 母 も 間もなく 此 

の 世 を 去った。 義弟 も 戦死した。 笛 声 君 は 長男と お父さん を 失われた。 十 年の 間、 日本の 国土 
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を 襲った 大きい 長い 嵐 は、 何もかも 変えて 了った。 その 中に あって、 少しも 変らぬ もの は、 小 

川さん 笛 声 君、 そして 私 をつな ぐ 温い 心の 糸で ある。 私 はこの 美しい 糸に ひかれて 十 年 振りの 

石 見の 秋の 旅人と なって いるので ある。 

雨に ぬれた 旅人 は 昔ながら の 美 又の 湯に つかった。 こ の 前 は 寅垦に 一 泊した ので あつたが、 

今日は 通りすがりの 一 浴に すぎない。 伊予の 湯 山 温泉と 同質 同 温の 湯で、 つる- /\ した 温い 湯 

心地。 湯 は 清らかに 澄んで いる、 雨だれの 音と 山から ひいて ある 湯の こぼれる 音が、 板屋 根に 

ぽた/ \ ひびいて 妙に 旅愁 を そ i る。 ゆっくり 体 を 温めて 隣の 室に 降りる と、 その 湯壺に は、 

温度 を 加えないで 涌いた ままの 湯が あふれて いる。 少し 冷い が、 じっとして いると、 これ も 入 

るに 耐えられる。 西 式の 健康法で はない が、 私 は 子供が 戯れる ように、 熱い のと 冷い のと、 ふ 

たつの 壺に 出たり 人ったり していで ゆの 感触 を 独り 楽しんだ ことで ある。 面白い ことに、 冷い 

方から 温い 方へ 上る、 そのく ぐり 口が 茶室のに じり 口の 大きさな ので ある。 裸で 睪丸を だら り 

と 垂れて、 茶室へ 入る ように、 にじり 上る 光景 は、 誰が 見ても 洪 笑に 価す るで あろうと、 一人 

で 苦笑す るので あった。  - 

湯から 出る ともう 十二時だった。 寅 屋の畑 中 義人 君 はこの 村の 青年団の 副 団長で あるが、 ハ 

ルビンで 「日本の 味」 を 求め、 石 見の 秋で 我が家の 温泉 を 読んで 驚いた とのこと、 私達 は 雨の 

中 を 少し 歩いて 坂 根 村長さん のお 宅に ついた。 酒造 を 業と して いられる。 その 銘酒の 名が 霊泉 
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である、 これ は 私の 兄の 別号で、 兄が もし 来たら、 腹一杯 酒 をよ ばれて いいと 思う。 私 は 伊に 

よって 一 合 足らずで 足りる。 酒よりも 二 合 五 勺 入りの 古い 徳利に 心 を ひかれた。 講演が はじま 

るまでの しばらく を、 昼寝 さして 貰った。 僅か 二三 4. 分の ひるねで あつたが 小川さん にきく と 

大 いびき かいていた ほどで、 すっかり 旅の 疲れ を 拭って せいせいした。 雨が しとく 降る ので 

二 時間ば かり、 しみ^ \ 語った。 愛情 を 通した 人間の 和 を、 聖徳 太子の 道から 考えさして 貰い、 

民族の 血の つながり を 全うする ことで 話 を 結び、 三回に 亘る この 村の 会 も 終了して、 ほっとし 

た 気持と なり、 再び 霊泉に 帰る と、 今 市から はる^^ 私の 話 を 聴きに こられた 笛 声 君が 新米の 

焼 米 を ポケットから 出して くれる。 まさに 十一 年 振りの 石 見の 味で ある。 そこへ 美しい 西瓜が 

出さ、 る。 これ は 勝手 幸 君 作る ところの もの、 早す ぎず、 遅れず、 丁度ち ぎり どきの 赤 さ 甘 

さ。 幸 君 は 宮沢賢 治 君 を 思わす ような 求道 的な 農業 技術の 指導者で、 昨夜 は久 佐の 寺まで 泊り 

がけで 私の 後 を 追つ かけて 来たので あった。 

ゆるい 峠を越して 小川さん のお 宅へ ゆく。 11 の 中 を 萩 やすす きの 花 を 見て 歩き 乍ら、 婦人会 

長の 河 上さん は 「先生の ほくろが、 もし 額の まん 中に 在ったら、 仏像の よう だ」 と 云われる。 

河 上さん は 日暮れの 山路 を まだ 二 里 も 歩いて 帰られる とか。 路の 左上の 門前に は、 古い 松が 枝 

をく ねらして 秋雨に ぬれてい る。 湯 上りが 冷える ので 白い 障子 をし めて 三 郎君と 小川さん と 三 

人で 静かな タ餉を 頂く。 奥さん やお 嬢さん が、 心 を こめて つくられた 巻ず しゃ、 おはぎ は、 旅 
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人に は 一 ス うれしかった。 特に うれしかった の は、 色と り^ \> の 漬物で ある。 石 見の 山村で は 

信 州の 農家と 同じように、 漬物 を 大切に する。 沢庵、 味噌 漬、 らんけ う、 茄子、 胡瓜、 白菜な 

ど を、 それ ふ \ 別の 器に 美しく 切って 並べ、 それ を 漬物 専用の 手の ついた 膳に のせて 出され 

る。 これ は 四国の ような 南の 国で は、 見る ことの 出来ぬ 食膳の 美で ある。 漬物の 珍重 せられる 

地方 は 屹度お 茶が 盛んに 飲まれる。 ： . ：  . . 

その 夜 は 村の 青年が 五六 人 話しに やって来た。 ー燈の もとし みん \ 語り合った。 四国の 方の 

青年と、 こちらの 青年と どんなに 違う でしようと きかれる ままに、 静かな おとなしい 人柄と、 

寒くて 冬が 長く 物産に 乏しい 山陰の 風土 は、 政治的に は 民主主義よりも 独裁 主義に 傾き 易く、 

强 力な 指導者に 引 づられ 易いで あろうが、 四国に なると、 それが 大分 異っ ている こと。 農村の 

経営が この 地方 は 平面 的で あるが、 もっと 多角的に いろいろ 仕事が 残って いる ことな ど、 ぽっ 

り ぼつり 語った のであった。 

明ける と 九月 十一 日、 小雨の 中 を バスの 乗場へ 出る。 三 泊 四日、 まずしい 私の 足跡 をし るし 

た 今 福 村の 土と はなれ、 人々 ともお 別れす る 時が 来た。 パス は 有 福 温泉 を 経て、 浜 田へ むけて 

走る。 その パスに 乗り合わす 男女の 人情の 温か さは、 旅情 を 慰む るに 足る ものであった。 

久手は 出 雲と 境す る 静かな 海沿いの 町で 「日本の 味」 で 羽根 湖と 題して ーズ， を 草した 曽 遊の 
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地で ある。 あの 時の 有 馬 君 はもう 四 人の 愛児の 父と なって 迎えて くれる。 私 を 見た ことのな レ 

九才を 頭の 四 人が、 私に もぐれ 着いて はなれない。 

夜 は订の 文化 団体で ある 瓶 峰 会の 主催で、 観音 寺と いう 浄土宗の 寺で お 話す る。 静かない い 

人ば かりの 集りで、 良 寛 や 芭蕉 や 山 頭 火に ついて 語る 私の ことば を、 しみ/^ 汲みと つて 下さ 

るので あった。 ここで 「石 見の 秋」 で 私の 愛惜した 笹尾是 人君の 兄さんで ある 長 野 優 氏に お 会 

いしたの は うれしかった。 地下の 是 人君が 十 年 振に 二人 を 引合 わして くれたの かも 知れない。 

浄土宗の 信仰に 生きて いられる 国手で、 先頃 は 友 松 円諦氏 や、 山 本 空 外 氏 を 此の 寺に 招かれた 

りして、 一 巟んだ 世に まことの 信の 根 を 下そうと される 姿 を、 尊い ものと 思った ことで ある。 

翌日 は 日帰りで 松 江へ ゆく、 いや 岡 崎 信 之さん を 訪ねて ゆく。 出 雲 和紙、 袖 師焼を はじめと 

して、 出 雲 民芸の よさ を はじめて 私に 知らして 下さった の はこの 人で ある。 京大で は 久松真 一 

先主に 親しく 訓えられ ていた 一 人 息子 を、 広 島の 原爆で 亡く せられて 以来の 寂寥 をお 慰めした 

い 一念で 訪ねて いったの であるが、 今尚 仏壇に ぉ杞 りして ある 角帽の 面影 を 拝む と、 俄かに 涙 

が こみあげて、 お経 も 何も 口に 浮ばない のであった。 眼 を 床に 転ずる と、 西 川 一草亭の 草花の 

軸が 掛 つて 荻が 花瓶から 垂れて いる。 若草で 抹茶 を 頂き、 松 江の 味 を 三人で かみしめ 乍ら、 時 

の 経つ の も 忘れて 語り合う ことが 出来た のしい 一 日であった。 杵築順 氏の 話 も 出で、 故人 を傯 

ぶに ふさわしい 日であった。 (二十 四 年 九月) 
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あめ ふる ふるさと はは だしで あるく  山 頭 た 

山 頭 火が はだしで 歩いた 路を、 私 はちび た 下駄 を はいて あるく。 なんと、 この 大道 村の 路の 

美しい こと、 雨の ふる 日に 裸足で あるいても、 大して 足 は 汚れないで あろうと 思われる ような 

真砂 土の 路 である。 山 頭 火の ふるさとに 来て、 ふるさとの 句 を 口にしつつ、 此の 句 を 土に ふみ 

つける ようにして あるく こと は、 私に とって は うれしい ことの 限り。 十二月 こ， して は^.: 曰が 

さして、 木の 枝に つるして 干して ある 大根の 青 首が 甘そう に 匂うて くる。 昨日 は 伊予の 岩减島 

を 発って 尾 道に 上り、 一路 大道まで やって来て、 中 山 炬火 君のお 宅へ 泊めて 貰い、 いろくと 

山 頭 火に ついて 話 合った ので あるが、 私 は あの 『俳人 山 頭 火』 で 出生地 を 誤っていた。 大道で 

生れた と 書いて いるが 防 府市宮 市が 正しい。 宮 市で 十二 歳 頃まで 育ち それから 種 田 一 家 は 大道 

村に 移って 来たので あった。 宮巿で 失敗して、 大道 駅から 一里 近く も 海の 方に よった 大道 村 字 

段の 新館と いうと ころの、 山野 酒場 を 買 受けて あと をつ いで 酒屋 をして いた。 その 種 田 1 曰 I： の 

亡びた あと は、 犬 林 酒場と なって、 現在に 及んで いるとの こと。 しかし 大道 は宮 市から あまり 


は^れ て もい ないし 山 頭 火の ふるさと である こ と に 変り はない と 思う。 炬火 君の- 一階へ も 山 頭 

火 はよ く 酒 を 飲みに 来て いたと 云う ことで ある。 

炬火 君に 案内 せられて 大道から 一 つ 東の 三 田 尻 駅に 下車して、 山 頭 火の 若き 日 を 知る 俳メ极 

星甫 先生 を 訪ねて ゆく。 防府 郵便局の 前 を 少し 南に 下る と 清楚な 構えの 耳鼻科の 医院が ある。 

快く 招ぜら れる ままに 窿 敷に 通る と.、 一 .  . 

「あなたが 来られる までに、 き 人山 頭 火 を 皆 読んで 置こうと 思った のでした が、 も 少し 読み 

雯 している のです。 家内と 二人で 実にた のしく、 面白く 読んだ ことです。」 

「まあ、 あの 山 頭 火さん が、 こんな 人に なって いられようと は。 しかし、 あれほど 徹底す る 

と。」 

「大した ものだね、 こうなる と 山 頭 火 も 大した もの だ。 こちらで は、 あの 頃 椋鳥 句会と いう 

のがあって、 山 頭 火 も 早くから 新 傾向の 句 を 作って いたのです。 しかし 何と 云うても、 酒妤 

きで、 よく 飲み 歩き、 後に は 飲み 友達の 浴 永 君く らいし か 交わって いません でした。 早稲 田 

では 小川 未明と 同期で、 一時 は 種 田 か、 小川 かと 云われる ほど、 学内から 期待され た 時代 も _  - 

あつたよう でした。」  一 

と、 御 夫妻 はなつ かしそう に 語られる。 柳 先生 は 山 頭 火より 六 七 年お 若い のであろう、 早く 1 

から 俳句の 道に 志し、 二十 年の 久しき に亘 つて 雑誌 「めばえ」 を 主宰せられ たような 人で あ 


る。 現在 は 医 は 御 令息に 譲られ、 文芸 や 郷土の 歴史 を 趣味と して 研究せられ ている。 

「私 は 山 頭 火 を 主観的に 見る くせ を 持って いますので、 とても 出来ない のです が、 誰か、 郷 

土の 人で 種 田 山 頭 火 伝 を 書いて 貰いたい と 思います。」 

「いや、 ぽ つくもつ と 詳しく 調べたい ものです。」 

それから 先生 は 山 頭 火に 関係の ある 新聞の 切拔 や、 短冊 帖を持 出して 下さった。 その 中に 一 

枚 ある 山 頭 火の 「いちにち 光る もの ありて 水底 くれけ り」 という 短冊に は、 心 を ひかれた。 青 

年期の 筆蹟に はじめて ふれた ので ある。 人の 書体と いう もの は、 ずいぶん 変って ゆく もの だと 

思う。 全く 別人の 字の ようで ある。 山と いう 字 だけが、 晚 年の 字 を 思わせる。 更らに 先生 御 愛 

蔵の 芭蕉. 蕪 村 • 其 角 を はじめ 古今の 俳人の 筆の 跡に、 しばし 心 を 遊ばせて いるう ちに、 汽車 

の 時間が 迫って 来た。 一 . 

大道 小学校に は 村の PTA や 文化 会の 人々 が 五六 十 人 集って いられた。 あ k 山 頭 火の ふるさ 

とに 来て、 山 頭 火 を 語る と は、 「こらく 澄 太 君、 そんな こと は 止して くれ、 それだけ は。 困 

つたこと をす るね」 と 彼 は 苦笑して いるに 違いない。 しかし まあ 許せ、 山 頭 火よ。 あんた の 一 

生 を、 世に 公に する 時が 来たの だ。 あんた の 俳句と その 詩境 を、 ふるさとの 人々 に、 今 はもう 

語っても いい 時が 来たので ある。 あんた も 一度 白骨と なって 地下に 眠って いるの だ。 すべて は 

われわれに 任して くれ。 其 中 庵 時代の あんた は、 この ふるさと だけ は、 托鉢して いないで あろ 


—  22  — 


う。 ひそかに 人知れず 黒い 衣 を 着て 通った に違いない。 その あんた が 今や 書物の 中の 人物と し 

て、 私の 話の 中の 俳人と して 茲に 堂々 と 現われた ので ある. I .。 そうした こと を 私 は 独語し つ 

つ、 演壇に 立った のであった。 

城 干城 氏 は、 法会に ゆかれる 途中 を 無理して 私に 会いに 来て なつかし がって 下さる。 

「山 頭 火のお 姉さんが、 さあ 七十す ぎで しょうか、 此の 村に おられます。 私の 推定で は、 こ 

の 村に 山 頭 火 は 十七 年ば かりいた ことになるでしょう か。」 

大道 小学校 長の 高 樹昌三 氏 は  . 

： 「この 本 は、 二 晚でー 気に よみ ましたよ。 大道の 者 は、 案外 山 頭 火 を 知っていません よ。 私 

は 隣の 錡戋司 村の ものです が、 山 頭 火の 其 中 庵 時代 は、 ずっと 此の 村に おった のです。 それ 

に 此の 写 真のよう な 山 頭 火の 姿 を 見た ことがない のです。 村の 人 も 見て いないら しいので 

す。 陶 あたりへ は 行 乞に 行って いるら しいので すのに。」 

高樹 さん は 流石に 小学校 長ら しく、 郷土の 文化の ために、 いろくと 山 頭 火の こと を 考えて 

いられる らしい。 ふるさとの 句 を 尋ねられ るので、 私が 宮市 • 大道 を 思わせる 句 を 唱える と、 

それ を 一つ一つ 手帳に メモせられ るので あった。  一 

あめ ふる ふるさと はは だしで あるく 

ほうた る こい こい 故里に 来た 
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ふるさとの 水 を 飲み水 を 浴び 

泊る ことにして ふるさとの 葱坊主 

故里 はち しゃもみ がうまい 故里に いる 

これら はどう も 大道 村の 句ら しい。 

生れた 家 は あとかた もない ほうた る 

ふっと、 故里の ことが さんしょう 芽 

これ は宮. 1& でしよう ね。 

霞んで かさなって 山が ふるさと 

これ も 非常にい い 句で、 小 郡の 町 はづれ から、 大道 • 宮巿を 望んだ 句でしょう。 

ふるさと は 遠くして 木の芽 

これ は 肥 前の 平 戸から 望郷の 心に かられて 作った ものでしょう。 

ふるさと は あの 山な み の 雪の かがやく 

これ は 「ばいかる 丸に て」 と 前書して いるよう に、 海から この あたりの 山脈の 雪 を 遠望した 

句です。 彼 は 急がぬ 旅人な ので、 門 司から 欧洲 航路の 汽船に のる、 お 客 は 門 司で 大半 降りる の 

で、 三等で もす いていて、 遠洋航海の 気分が 少し は 残って いる。 九州の 同人に 食事つ きの 船賃 

を 払って 貰って、 の ほほん と、 大阪 まで ゆく。 そうした 旅 を もた のしんだ のでした。 その 翌日 
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に は、 宝 塚へ 案内 せられて 

春の 雪 ふる 女 はまことう つくしい 

と 山 頭 火の 風流 ここに 極 ぎれ りです。 

小 郡の 駅に つくと 国森樹 明君が、 なつかし そうな 顔で 待って いて くれる。 ほんとうに 十二 年 

振で ある。 二人が 会う ときには、 いつも 山 頭 火が いた。 その 山 頭 火が いないので、 二人 は、 お 

互 い に 山 頭 火に 会 つてい るよう な 気が してなら ない 

- 「敬 坊、 伊東 敬 治 君が、 今日は 出張す るので 残念 だと 云うて おった が。」  , 

「あ \ あの 敬坊 か、 なつかし いな あ。」  .  . 

云いつつ 二人 はもう 友 沢 博さん の 玄関に 入って いた。 「其 中日 記」 の 中に 「T さんの 御お 

意」 という ことばが 出る が、 その T さんと いうの は 友 沢さん のお 父さんの ことで、 春霞 夫人と 

共に、 風雅に 生きられた 人で、 山 頭 火 はずい ぶんお 世話になって いたらし い。 その 頃 博さん は 

；じ こして 大学 寺 代で、 帰郷され てし ばらく して 山 頭 火 は 小 郡 を 去った のであった 

■ 「あんた も 是非 友 沢さん に は 会って 貰いたい。 いろく. お世話になった よ。」 

そう 云う 山 頭 火の 言葉 を 思い出しつつ、 二人 は炉の 切って ある 室に 通されて、 三方から あぐ 

らで 囲んで、 お茶 を 頂きながら、 其 中 庵 を 語る のであった。 しかし 三人 共に 心が 落ちつかな 

、。 其 中 庵で 虫り の 山 頭 火が、 首 をのば して 待って いるよう な 気がして ならない ので ある 
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「では、 行こう、 早く 其 中 庵の 跡へ」 三人 は 藤本 敏 一氏に 電話して おいて、 いそく と 出かけ 

. る。/ 

「此処に 豆腐屋が あった 害 だが、 よく 買いに 来た もの だ。」 

- 「そうく、 この 家でした ね。」  . 

「酒屋 は？」  ， 

- 「あの 酒屋 は、 少し 駅 寄りの 方へ 移転せられ てね。 今 あの ミ、 ゾン のあった あの 家でした よ。」 

「酒と 豆腐 さえ あれば、 山 頭 火さん はもう。」  ， 

「あの 頃が なつかし いな あ。」 

街 を 横切って 田の 中の 路を、 うねりく ねりと 矢 足 部落へ ゆく。 路も、 農家 も、 山 椿 も、 石 地 

蔵 も、 みんな あの 頃の ままで ある。 山裾に つき 当って、 右に 少しく 下り、 そして 田、 j  〈出の ト道 

を 左に のぼると、 小さい 竹 藪が ある。 なつかしい 柿の 木が ある。 蜜柑が ある、 棗の 木 も ある。 

こ こだ こ こだと 云いながら 菜種の 植えて ある 畑の 中に ふみ 入る と、 萱ゃ 雑草の 茂った ところに 

御影石の 敷石 だけが 残って いる。  - 

「や あ、 山 頭 火さん、 来た ぞ、 来た ぞ。」  -. 

「此処、 此処、 ここに 一人 坐って おった のち や、 そして 二人で よく 呑んだ もの だ。」 

「竹 藪がず いぶん 追つ かけて 出 まし. たね。 こんなと ころまで 来て いる。」 


—26- 


柿の 木に 手 を 当てたり、 井戸の あつたと ころへ 行って みたり、 三人 は、 しばらく その 辺 をう 

ろうろ したの ち、 敷石に 腰かけた。 師走に して は、 暖く おだやかな 日で ある。 どこかで 小鳥が 

ないていて、 空 は 淡 縁に 晴れて いる。 

「こんな 日の 山 頭 火 は、 障子 を あけて、 誰か 酒 を 持って来 そうな もの だが 1 と、 人の 足音 

に 莽 をす ましてお るの でした が。」 

「こん ュ、 伊予の 『世が 4; と 云う 酒で、 犬 島 杜氏の 造った もの、 それ を 同人から 貰った ので、 

持って来た のです。」 

私 ま 小さい びんの 口 を 切った。 山吹色の 酒を盃 につぐ と、 樹 明君 は、 先づ庵 跡へ 一杯 ふり 力 

ける。 

「よう、 山 頭 火さん、 のんで くれよ。」 

おの づ から 樹 明君の 口 をつ いて 出る 言葉 は、 さながら 生ける 山 頭 火に 対してい るかの よう。 

日 南な つかしく 酒 を 供えて は 汲み  . 

ノ 菴主は 何処べ いった か 酒が 匂 ふて くる 庵 翻 

柿の 木に 手 を 当てて あの 頃の 面影 

崩れて 十 年 夢の ような 三人 で 訪ねる 

かさ こそ 落葉 を ふむ 音が して、 藤本 敏 一氏が 現われる。 写真 をと つて やろうと 云われる ので 
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ある。 在りし日の 庵、 在りし日の 翁 を、 しば 撮った その カメラに、 三人 はい ろ^^の ポ ー 

ズで 入れて 貰う。 ほんとうに 身にしみる 友情で ある。 

. 「句 碑 はこの 辺に、 こうむけ て 建てる のです ね、 松 山 一草 庵の 句 碑が、 細長く 立った 石な の 

で、 こちら は、 のつ しり 牛が ねころんだ ような 自然 石で、 無雑 作に、 こう 置く とします か、 

そして 其 中 庵で 作った 一句 を、 小さい 字で 刻 むんで すね、 山 頭 火の 筆跡で 刻みたい もので 

す。 それが 出来ねば、 放 哉の 場合の ように 井泉水に 書いて 頂いたら、 どうでしょう。」 

「此の上の 山に、 ふさわしい 石が ありそうな 気がします。 早速 とりかかりましょう。 そして 

十月 十一 日の 満十 周年の 命日に は、 大々 的に、 除幕式 を や るんだ な あ。」 

「その 時には 私 もまた やって来ます からね。 『層雲』 の 同人から も 浄財 を 任意に 出して 貰つ 

て、 みんなの 志で 建てた ことにした いのです。 『俳人 山 頭 火』 の 印税 を、 少く とも 二 万円 は 

出せます から、 一所に すると、 相当な 碑が 建つ でしよう。 そうした 手配 は、 地元の 方で たの 

みます ぞ。」 

「大いに やる。 其 中 庵 は 大事な 遺跡です から、 小 郡の 人々 も ぼつ/^. 気がついて 来たよう で 

すし。」  . 

こうした たのしい 話と、 計画、 それ を 庵 跡で 語る うれし さは、 何とも 云えない ものである。 

去りが たい 名残り を 惜しみつつ、 四 人 は、 椿の 咲いて いる 垣の 下 を 通って 矢 足 へ 出て、 思い出 
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の 石 蔵 さま を 背景に して、 再び 写真 をと つて 貰う。 

それから 駅 近く 帰って くると、 岩 城 酒店が あって、 あの 頃のお 主婦さん が 店先に いられる。 

「転宅せられ ましたね、 もう 十 何年 昔の ことです が、 よく あの人に 飲ます 酒 を 買いに 来 まし 

たが。」 

「I 見えて いますよ。 よく 土曜日の 午後に は、 広 島から くるから と 云うて、 待って おられ まし 

たが。」  ■■  _ 

- 「あの人が 死んでも う 十 年になります よ。 今 久しぶりに 庵の 跡へ いってみ たのです。」 

こうした 立 話 も 小 郡なら こそで ある。 

「t の 隣が ね、 山 頭 火が はじめて 小 郡に 来た 時、 しばらく 泊めて 貰った 木賃宿で すよ。」 

. と樹 明君が 指す。 その 指す ところに 「商人 宿、 小 郡屋」 と 大きく 書いた 脇に、 「小 郡 駅 通り 

1 二 五 〇、 柳 井 フミコ」 としる した 看板が 吊されて いる。  . 

「松 山で も 一. 草庵に 納まる までのし ばらく を、 道 後の 野中と いう 安宿に 泊って いた、 その 家 

の 前 を 時々 通る ことがあ るが。」 

それから 再び 友 沢さん へ戾 り、 おひる を 頂いて 上りの 汽車へ 送られた のであった。 (二十 四 

年 十二月) 
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北陸と ころ <\ 

有 磯 海から 国泰 寺へ 

高 岡から 二 上 山 を 左に 見て、 汽車 は 伏 木の 方に 向って 北上す る。 「能 町」 という 駅の 名 も、 

- 旅する ものの 心 を ひく。 伏 木の 町の 西側の 丘陵地帯に、 富 山 湾 を 眺めて 眠る ような 村落が あ 

る。 この あたりが 地図に よると 古 国府と なって いる。 天平の 昔、 大伴家 持が 奈 良の 都から 此の 

地に 赴任して、 北辺の 守護に あたって いた、 その 館の 跡 も 此の あたりに あつたの であろう。 汽 

あり そみ 

車 は 伏 木から 海岸線に 沿うて 西に 曲る。 こ こから 氷 見あたりまでの 浜辺 を 有 磯 海と いうので あ 

る。 その 有 磯 海の 雨晴 (あま はらし) という 小 駅で 下車す る。 ここ は義 経が 弁慶 を つれて 東北 

へ 落ちの びる 時に、 淋しい 杖 をと どめて 雨の 晴れる の を 待った 跡 だと 云われて いる。 村 は 春 祭 

である。 女の子 は 晴着 を 着て 遊んで いる。 餅 をつ くらしい 杵の 音が と ある 家から ひ Y いてく 

る。 呑 閑な 田の 中の 路には 土筆が ほほけ て 立って いる。 山裾 を 廻って 二十 四 五 丁 も あるいて ゆ 

くと 国泰 寺の 山門が 見える。 勅使 門 • 三門 • 法 堂が、 古い 木立の 中に 寂然と 立って いる。 妙 音 

. 会 という 札の 掛っ ている 玄関に 立って 案内 を 乞う と、 雲水さん が 潔く 招 じて くださる。 書院の 
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一室に 通されて、 うまい お茶 をいた だく。 

「前 管長の 勝 平 江 南 軒 老師に は、 山陰 地方で いろくと お世話になつ たことの ある 者です 

が。」  . 

という 私の 言葉 を、 伝え聞いて、 なつかし そうに 挨拶に 出て 来られた の は、 老師の 弟子、 野 

津明道 和尚であった。 二十 年 振りの 邂逅で ある。 明 道さん は 出 雲の 八 束 郡の 人で、 もと 西郷華 

便 局に 勤めて いられた ので あるが、 私と 同じ様に 禅に 志し、 私が 官吏の 位置に 止って ゆるく 

歩んで 来たのに 対して、 明 道さん は、 まっしぐら 此の 道に 突入 出家して 禅僧と なり、 勝 平 老師 

を 慕 つ て 松 江の 萬 寿 寺から 遠く こ の 道 場に 来られ、 それから 二十 年の 歳 月が 流れた ので あつ 

た。 和尚 は 修行 を 終えて 本山から あまり はなれて いない 安養寺に 坐って、 悟 後の 独り をた のし 

^つつ、 村 Q 人々 の 教化に つくして いられる ので あるが、 今日は 管長 釈大眉 老師が、 埼玉県 野 

火お の 平 林 一守へ 行かれて 御 不在のと ころえ、 富山県 知事 はじめ 県庁の 人々 が 百 人ば かり 参詣し 

て 来る ので、 お手伝いに 来て いられる ものら しく、 なか/ \ お 忙しい 様子で ある。 

やがて 私達 も 知事 一行と 同じ 座に ついて、 本堂の 読経に 参加した。 心 経と 坐禅 和讚 を 唱えて 

そかから 明 道 和尚 は 管長に 代って、 国泰 寺の 由来に ついて 詳しく 語られた。 参詣 者 百 人の 中に 

は 知事 はじめ 庁 員の 奥さん 達 も 四十 人ば かり 交って いられる ので あるが、 全員 粛然として 勤行 

し 傾 | 心 きられる 光景 は、 よそ 眼に も 頼 母し いもの を 感じさせられた。 人々 は 花に 浮かれ 酒に 踊 
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つて レる 桜の 季節に、 こうして 日曜の 一日 を、 清純な 禅寺の 山風に 浸ろうと される そのこと だ 

けで も、 とかく 吏道の 乱れ 易い 此の頃、 ほんとうに 尊い 姿 だと 思われた。 しかも 戦災 地 富 山の 

婦人 達が、 みんな 清楚な 和服で 静かに 進退され る その 姿から は、 日本の よさ を取戾 して いられ 

る その 平生が 思われる のであった。 昼餉 は、 雲水さん の 筍 料理 をいた だいた。 お 汁 も、 煮物 も 

あえもの も、 酢の もの も、 一切 筍で、 御飯 は 筍め しと 来て いる。 まことに 単純 極る 料理の 中に 

いろ^ \. の もの を 味わされ たこと であり、 仏 通 寺の 筍 を 思わずに はいられ なか つた。 

. 国泰 寺の 開山 聖 光国 師は、 紀 伊の 法 燈国師 の 弟子で、 法 燈国師 の 歿後 は、 三 光国 師に 兄事せ 

られ た。 三 光国 師は出 雲の 雲樹 寺の 開山で、 後醍醐 天皇と 関係が 深い。 山 岡 鉄 舟 居士が、 明治 

天皇の 北陸 御 巡幸に 扈 従して 此の 寺に 来たの は 明治 十 一 年の 秋であった。 陛下が 高 岡の 行在所 

に いられる 間に、 鉄 舟 は 一人で やって来 たらしい。 その 時の 和尚 は 越 叟禅師 で、 なかなかの 韋 

材、 酒 も 好きだった。 二人 は 初対面で、 無 主 無賓、 旧知 以上の 親し さで 大いに 語った。 談 たま 

たま 天皇 殿 再建の ことに 及ぶ や、 鉄 舟 は、 得意の 揮毫 を以 つて、 再建の 資 にせよ、 いくらでも 

書く ぞと 誓って 帰った。 その後 久しき に亘 り、 鉄 舟が 和尙に 書いて 与えた 書 は、 実に 屏風 千 二 

百雙、 掛軸 • 幅 物 • 扁額 等 一万 数千 点に 及んだ という。 越 叟は之 を 有志の 人々 に 計って 金に 換 

え、 天皇 殿、 庫裡 など 再建し、 本堂に 及ばん としたの であるが、 明治 十七 年 四十 七才 で、 鉄 舟 

は 二十 一年 五十 三才で、 相 前後して 共に 胃癌で 倒れた のであった。 そんな 訳で、 今尚 寺 内に は 
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鉄 舟の 雄 筆が 沢山に 愛蔵され ている-。 就中、 私の 最も 愛誦す る 「大 燈国師 遺戒」 の 額な ど は、 

よく 鉄 舟 居士の 心血が 注がれて いるかと 思う。  - 

知事 一行が 下山せられ てから、 明 道 和尙は 私達 を 天皇 殿の 下に ある 茶室に 招 じ、 抹茶 を 馳走 

して 下さる。 冒 雪の 老僧が 一人で 住んで いるかの ような 草庵で ある。 勝 平 老師の 遺作で 「春 樹 

亭」 と 云う。 島 崎 藤 村の 名 を 思わない わけに は ゆかなかった。 庭前の 手水 鉢に は、 山の 清水が 

音 もな く 涌いて あふれて いる。 別れ を 惜しんで、 お茶 を 点じて くれる 和尙の 心から は、 一期 一 

会の 涙 さえに じんで くる。  一 

「越 叟和尙 の 次 は、 雪 門玄松 和尚と なって いますね。」  . 

「はい、 五十 七 世 は 雪 門 和尚で、 大正 四 年に 亡くなられて います。」  . 

「西 田 幾多 郎 博士が 四 高 教授 時代に 参禅 せられた 雪 門と いう 人 は、 その 雪 門和尙 でしよう 

な。」  , 

「そうです。 此の 寺に いられる 時に も、 此の上の 山に 洗 心 庵と いうの を 建てて おられた 様で 

した。 独 園さん のお 弟子で、 一寸 変った 人で、 此処 を 出て 一応 俗に 還り、 金 沢の 向山に、 洗 

心 庵と いうの を 構えて おられた のです。」， 

「そうです か、 高 坂 博士の 『西 田 先生の 生涯と 思想』 や 西 田 博士の 『寸心 日記』 によると、 

洗 心 菴ゃ雪 門 和尚の 名が 出て くるので す。 寸心 という 号 も、 雪 門和尙 につけて 貰われた もの 
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らしい ので、 私 は 今度の 旅で、 金 沢で は、 西 田 先生 参禅の 跡 を 訪ねて みたい と 思って いたの 

です が。」  . 

「今、 向山に は 洗 心 庵 はなくな つてい るら しいです、 そこで 博士の 門下の 人で、 近く 何でも 

洗 心 庵 跡に、 記念碑と 云った ような もの を 建てる 企てが、 す- f めら れて いると かに 聞いて い 

るので すが。」 

また 鈴 木大拙 博士 や 西 田 博士 達 は、 四 高の 学生時代に、 その 頃 まだ 汽車の 通じてい なかった 

国泰 寺へ、 山脈 を 越して 徒歩で やって来られ たこと も あると いう 話 も 出た。 その 昔 を 忘れぬ 鈴 

木大拙 博士 は、 今 も尙、 時々 此の 寺に やって来られる という ことで ある。 

日が 傾き かけた 頃、 門の 下まで 昆 送られて、 寺 を 辞し、 明 道 和尚に お別れした。 遠い 旅の 果 

てで 奇しくも めぐり 会った 一 人の 禅僧、 遠く 久しく 別れ はなれて いるよう で、 会って 語れば 極 

めて 近いと ころに、 同じ 道 を 愛しつ づけて 来た 二人であった。 別れ は 惜しい けれど、 別れて 而 

もい つも 会って いる 思いの する 此の 道 を、 私 はと ぼくと 下って 来たので あった。 氷 見 街道で 

バス を 待って いる 間に、， 国泰 寺の 高い 石標と 相対して、 大伴家 持の 「多 胡の 崎 木の くれしげ に 

ほととぎす 来 鳴き 響けば はた 恋 ひめ や も」 の 歌碑が、 花 曇の タ 空に 気高く 立って いるの を 仰ぐ 

ことが 出来た。 バス は 僅か 二十 分で 永 見の 町に 入った。 有 磯 海に たたずんで 東の 海 を 眺める と 

静かに 霞んだ 湾の 彼方に、 真白い 雪. を 頂いた 立山 連峰の 山々 が 夢の ように 高く 浮んで、 今し も 
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西に 沈んだ 落日の 余光 を、 まともに 浴びて いるで はない か。 私 は 黒い イン バの ポケットに 両手 

を 入れた まま、 言葉 もな く、 そこに 立ちす くむので あった。 近くに 二 山上 を 眺め、 遠く 此の 連 

山の 雪 峰 を 望んだ 大伴家 持が、 この あたりの 浜に 立って、 詩情 を 育くんだ 天平 勝 宝の 昔の、 そ 

の 山の 姿が、 そのまま 今 私の 前に 存 する ことに、 つきせ ぬ 旅情 を 味わいつつ、 家 持の 歌 をな つ 

かしむ のであった。 

立山に ふりお ける 雪 を 常夏に 見れ ども 飽かず 神な 力ら ならし 

二 上の 牽の 上の 繁に こもりに しほと とぎす 待て どい まだ 来 鳴 力ず 

福 井 • 永 平 寺 • 大野  , 

戦災 それから 一 昨年の 地震、 その上に 水害と 云う 風に 重る 災禍に 打ちのめされた 福 井の 街の 

一 唯一 歩、 私 は 拝む ような 心地で、 郵便局まで 歩いて いった。 この 前 此の 街 を 訪れた 時には 

橘 曙 覧の跡 を 探し、 橋 本 左 内の 墓前に ぬ かづいた ので あつたが、 今日は そういう 懷古 的な こと 

に 心 を 遊ばす こと は、 此の 街の 人々 に 相す まぬ ことのよう にさえ 思われる のであった それえ 

のに、 会って みると 郵便局の 人々 も 土地の人 も、 何と 活き活 きとして いられる ことか、 困苦の 

中 を 自信 を以 つて 前進して ゆかれる ような 面 持に は、 頭の 下る 思いが する のであった。 

f: 寅 会場の 最前列に、 一人 だけ 郵便局の 人で はない と 思われる 人が いられる、 私 は 直ぐ 米 沢 
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英雄さん だと 思った。 米 沢さん は 「日本 味」 以来ず つと 私の 著書 を 読んで いて 下され 敗戦 後 

は、 「恩愛に 生きる」 によって 私の 疎開 先 を 知り、 「大 耕」 の 同人と なって いて 下さる ので あ 

る。 福 井へ ゆく 日 を ハガキ でお 知らせし ておいた のであった。 この 局の 人々 は、 話が 聴き 上手 

なので 私 はの び， （-と 気楽に 語る ことが 出来、 一時間 半 は、 知らぬ 間に 流れ 去った。 米 沢さん 

は 「十 畳 一間に 親子 七 人 住んで いるので すから ね」 とも 云われた。 その 米 沢さん は大耕 舎の 寄 

附金 を、 紙に 包んで 私に 握らせて 帰って ゆかれた。 私は武 知さん 達と 永 平 寺へ ゆく 電車に 乗つ 

て 力ら も、 この 浄財 を 貰っても いいのであろう かと、 考えつ づけた。 御 自分の 家が 二 荧も究 か 

れて、 仮の 住居に 耐えて いられる 人から、 大耕 舎と 云っても、 結局 自分の 住み家で も ある もの 

の 建築費 を 貰う の は、 どう 考えても 逆であって、 ほんとう 云えば 私の 方から お見舞 をせ ねばな 

らぬ 訳の ものである。 その 時 私 はふと お釈迦 さんの 言葉 を 思い出した。 或る 弟子が 飢饉の あつ 

た 地方え は、. 托鉢に 行かない 方が いいで しょうと 云った 時に、 お釈迦さん は 「いや、 飢饉の 土 

地 だから こそ 托鉢 をし に 行け、 そうして 人々 の 仏心 を 起して、 豊かな 心に なって 貰う の だよ」 

と 云わお た。 しかしお 釈迦さん やその 弟子 は、 そうした 浄財 を 頂かれる だけの 資格の ある 人で 

あつたが、 私な ど は、 人様の 余った ものが あれば 頂く、 その 程度の もので しかない。 自分で 71 

作 仏 行の 出来て いない 私 は、 せめて、 こうした 涙の 出る ような 浄財に よって、 小さい 道場 を 建 

て させて 貰い、 そこに 住み、 それ を 世の ために 使う に 当って は、 せめてお 釈^さん の 遺され，. こ 
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美しい 教の 線に 副うて ゆかして 貰う、 そうするならば、 此のお 金 を 貰って 匱いても 赦 される で 

あろうかと 心に きめて、 とりあえず 抉に 入れて おいた 包み を、 財布に 入れ 直した のであった。 

永 平 寺の 桜 も 青い 空の 下で 咲き 切って いた。 門前の 小僧なら ぬに こくと 如何にも 善良そう - 

なコ可 長さん の 案内で、 宿坊の 一室に 落着く。 大きく 重なる 伽藍が タ 闇の 中に 沈んで ゆく、 後ろ 

の 山で、 何 鳥 か 二 声 鳴いて、 山 はいよ いよ 寂しい。 一 浴して 此の 寺ら しい 精進料理 を 頂く。 伊 

予 の瑞応 寺から 修行に 来て いられる 權崎通 元さん が 会いに 来て 下さる。 遠い 旅先き でお 会いす 

る こと は 一入な つかしい。 通 元さん は 道元 禅師の 御廟、 承 陽 殿に 仕えて いられる とのこと、 通 

元さん の 紹介で 橋 本 老師のお 室 を 訪ね、 しばらく 禅談を 聴く。 祖師の 深い 道 を、 身を以 つて 行 

ずる 心を以 つて、 一 生 を 貫いて 行かれる 人の ことば は、 一 つ 一 つ 無心で ある。 たまく 私が 

「満洲 亡国の 際、 朝鮮との 国境に ある 図們の 禅寺が、 兵火に かかって 焼け、 敵に 取 囲まれた 時 

逃れる 道の ない こと を 知った 渡 辺 和尙は 焼けて ゆく 寺の 屋根に 上って、 衆 を 見下し、 坐禅 を 組 

んだ まま、 寺と 共に 焼けて 逝った という こと を、 ある 人から 聞かされ ましたよ」 と 云った とこ 

ろ、 老師 は、 可 だか 眼 をうる ませて いられる ようであった。 甲 州 恵 林 寺の 快 川 和尚 を 思わす よ 

うな 最期の 心事 は、 道に 命 を かけて いる 人に して、 はじめて 理解 出来る ことかと 思う。  一 

武 知さん と 枕 を 並べて ねる。 武 知さん は 忙しい 公の 旅の 中で、 毎日 日記 を 書きつ けられる、 

一 

その 様子 を 見て、 私 は 此の 人が 三年 余の 間、 ヅ ベリ ャ にて 捕虜 生活の 苦しみ を つぶさに なめつ 


つ、 帰国 後 「鉄の 力— テン をつ く」 という、 まことに 克明な 生活 記録と^ ベリ ャの スケッチ を 

公刊せられ たの も、 むべ なる 哉と 思った ことで ある。 私 は 日記 をつ けない、 横着な ので ある、 

ただ 無心に 旅し 感覚 だけ を仂 かせて、 その他 はぽ う，/^ ばく/ \ として 歩いて 寝て 起きて いる 

にすぎない。 その代り、 机に 坐って 書き だしたら、 たらく 四 五十 枚 も 書きつ づける ので あ 

る、 だから 正しい 記録と 写生に 缺げ て、 とかく 印象的に なって しまう ので ある。 日記 はっけた 

いものと 思う。 

振鈴に 眼が 醒めた の は 四時 頃であった。 急いで 洗面して 禅堂に 入れて 貰い、 雲水 諸士の 尻に 

ついて しばらく 坐禅す る。 無心に 坐って いると、 道元 禅師 以来の 此の 道の 伝統が、 背骨に しみ 

てく る 思いが する。 禅堂 を 出て 仰ぐ 法 堂 前の 桜の 花の 何と 美しい ことか、 小鳥の 声 を 耳に しな 

がら 長い 段に なった 廊下 を 登って、 法 堂の 朝の 勤行に 参加 さして 貰う。 大和 尙* 和尚 • 雲水 六 

七十 人が、 一心 一体にな つて 読経し 礼拝 せられる、 その 威儀 は、 そのまま 仏法 そのもの であろ 

う。 つづいて 承 陽 殿のお 勤め をして、 境内 を 案内して 貰う。 美術品と して は、 建物 • 絵画 • 庭 

• 仏像、 とり 立てて 見るべき もの はない が、 承 陽 殿の 幽玄 さ、 荘巌 さに は、 身心 自ら ひきしま 

り、 古聖の 魂が 今尚 茲に 生きて いられる 思いが した。 永 平 寺の 生命 は、 仏殿の 美し さや 伽藍の 

大きさに あるので はない。 一 つに 個々 の 修行者の 日々 の 行 持 そのものに かかって いるの だ。 

朝餉 を 頂いて 下山して 停留所に 出る と、 そこに 大耕 同人 鰐 淵玉栄 君が 私 を 待って いて くれ 
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た。 大きい ホ クロの ある 和服の 男 だと ハガキ に 書いて おいた ので 直ぐ 見つけて くれた。 鰐 淵 君 

は、 私達 一行に 加わって、 電車で 大野 局まで 同行し、 旅の 会見 を よろこんでく ォた 

大^ ま 九 頭 龍 川の 上流に 展 けた 大きい 盆地の 中心に あって、 美 作の 津山を 小さく したよう な 

〕 の 町で ある。 汽車が 貫通して いないだ けに 北陸 本線に 沿うて いる 土地と は、 異 つた 一 つの 独 

特な ものが 残って いる 町 かと 思う。 街路 は 京都の 様に、 竪横 整然とし ている 上に、 路に 沿うて 

トリ メ 流れて いる。 平 泉 澄 博士 は 此の 大野 郷の 人であって、 平 泉 寺と いう 村の 名が あるの もな 

つ ゝ ンぃ。 捤 谷さん の 話に よると、 南朝の 忠臣が 大野 郷には 入って いたらし く、 今 尙楠を 名乗 

つてい る 人 も ある どか、 一入 心 ひかれつ つも、 私達 は、 電車で 来て、 講話が すむ と、 また 電車 

で 去る という 慌 しい 旅人で しかない。 


私 は 追放と いう ことにつ いて、 日本で 一番 

右で は 平 泉 澄 氏 だと 思って いる。 前者 は 満洲 

る 大学の 教授た る こと は 出来ない として、 辞 

1 く 辞表 を 出して、 黙って 故山に 帰られた。 


： しい 態度 を とられた の は、 左で 矢 內原忠 雄 氏、 

- 変に 反対して、 之 を 認める ような 政府の 経営す 

f を 出して 去って ゆかれた。 後者 は、 敗戦と 共に 

： 間 は 進む こと も 大切で あるが、 退く こと はより 


以上 大切で ある。 こうした 人々 に は、 追放と 云う 言葉 さえ 無用で あつたと 思う。 勝 山 あたりの 

九 頭 龍 U よ.、 その 岸に 咲いて いる 桜 を 映して 美しかった。 「先生、 もう 一度、 今度 は ゆっくり 

比の H の 鮎 を 食べに 来て 下さい」 と 玉 栄君は 云って くれる。 私 は 車中で うとくと 浅い f り を 
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貪ったり した。 

河北 潟 一 

七 尾 線 高 松 駅から 一里ば かり、 春に して は 寒い 雨の 蕭々 として 降る 中 を、 早 川 五 栗さん に 案 

内せられ て、 南 大海 村のお 宅に 着いた 時には、 もう とつぷり 日が くれていた。 この あたりが 加 

賀と能 登の 国境です よと 聞かされた 路 のほとりに は 山 椿の 花が ぬれて 咲いて いた。 そうした 花 

や 草、 川の 流れ、 淋しい 家の 形、 麦の 植えて ない 田、 それら は 皆 早 川さん の 画と して、 いっか 

見た ことの ある 風景で ある。 その 人と 並んで その 人の 固 境の 中 を 歩いて いると 思えば、 雨の 一 

里 は 遠い 路 ではない のであった。 もう 十八 年 も 前にな ろうか、 私 は 親 不知の 荒磯 を 歩いた 足で 

ここに 訪ねて 来た ことがあ るので あるが、 御大 典の 秋に 生れられた 典次郞 ちゃんが、 その 時 は 

三つ か、 四つ かで 危ぃ足 どり で 家の 内 をよ ち/ \ して いられた その 人が、 今 来て みると、 京都 

大学の 農学部 を 卒業せられ、 今宵 は 村の 有志の 人々 が 集って、 祝盃を あげようと せられて い 

る。 私 は 典 ちゃんの 成人ぶ りに 驚く と共に、 私達の 上 を 通り 去った 歳月の 流る る 音に、 耳 を 澄 

ます 思い をしつつ、 大きい 炉辺に、 あぐらをかいて 坐った のであった。 流れ 変る 歳月、 そして 

転変 極り ない 世相、 そうした ものの 底に じっと 変らぬ 友情 を こめて、 私 を 待って いて くれる 

；友。 私 はいい 友 を 持って いると、 自分で 自分に 云い 聞かせ 乍ら、 比の 地方の 特垒 である ブド— 
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酒の 杯 を 重ねる、 交りの ない 純正な 味 はま さに 能 登の 味で ある。 自在で 吊された 鍋に は 温レ味 

,曽 汁が たぎって いる、 二人 は 若き 者の 前途 を 祝福す る 楽しい 宴の 声 を、 座敷の 彼方に ききなが 

ら、 夜の 雨 音^まぬ 炉の炭 を 注ぎた して は 語り合った。 伊予 路 のこと、 大耕 のこと、 道場 建立 

のこと など。 早 川さん は 建立 を 助ける 心から、 浄財 出資の 各人に、 一枚 づ つの 画 を 書いて 下さ 

. る ことにな つてい るので あるが、 私 は 此の 友情に 甘えて、 早 川さん の 得意と される、 そして 大 

■ 耕の 耕作と 関係の ある 大根 • 人参 二 無な ど、 野菜の 俳凾を 特にお 願いした。 

明ける と 雨が あがって 薄日が 庭に さしてい る、 典次郞 さん は 私達 二人 を、 カメラに 納めて く 

れた。 昨日の 路を高 松へ 送られて 出る。 丘が あって、 小川が あって、 浅い 林が あって、 点々 と 

家が あって、 田が あって、 そのと ころ^-に 山桜が 咲いて いる。 能登半島 はー带 にこうした 土 

地^ ご 房 総 半島の 上 総 あたりに よく 似て いる。 高 松 は、 白山 浅 野 平 二 氏の 故郷な ので、 発車 ま 

での 堇 かの 時間で、 曽 つて 土地の 豪家と して、 敬慕せられ たという その 邸の 跡を酽 めたり し 

た。 ここで、 厚生 課の 村 上さん 大 竹さん と 再び 会い、 金 沢 行の 汽車に のった。 早 川さん は 二つ 

目の 宇 野 気と いう 駅まで 送って 来て 下さった。 「これから は、 会う 間隔 を もっと 縮め ましよ 

う 一 「ほんとうに。 そのうち 四国 路へ凾 会で もして お招きし ますよ」 と 云って 別れた ので あつ 

た。 宇 野 気 は 西 由 幾多 郎 博士の 生れられた 村で ある。 西田静 子さん は 「我が 父 西 田 幾 太郎」 の 

中で 
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「父 は 長 楽 寺のお 寺に 並んで 小川に 添って 建てられた 家に 生れ ましたが、 三つの 時、 隣家 か 

ら 出た 火事で 焼けた とのこと です。 今 その 跡に 竹 藪と 廿軒 ばかりの 百姓家が 建てられて あり 

ます。 父の 六つの 頃、 小川に 橋の ある 駅に 近い 土地へ 移りました。 その 地で その 当時の 西 田 

家の 勢力 は 可成な ものであった らしく、 お 米 も 三百 五十石から 入った という 記録が 残されて 

おります。」 

「曾祖父 は 大変 学問の 妤 きな 人で、 刀 を 差し 近隣の 人に 読書 を 教え、 また 村の 争い を 裁いた 

りして いたそう です。」 

「祖父 は、 曽 祖父 ほど 学問 は 好きでありませんで したが、 屋敷 内に 寺小屋の ような もの を 造 

つたり して、 今の 宇 野 気 村の 小学校の 前身 をつ くった 人でした。 が 相場に 手 を 出し 家 をす つ 

かり 破産 させて しまいました。 終に 土地 や 屋敷 を 人手に 渡し 金 沢へ 出、 父 は 東京へ 出て 大学 

に 入りました。 その 頃の 若い 父に 

故なくて 唯 さめざめと 泣きし 夜半 知りぬ 我 まだ 我に 背かぬ 

古鄉に 我に 五 反の 畑 あらば 硯を 焼きて 麦 植え まし を  ，- 

の 歌が あります。」 

と 云うて おられる、 和 倉で 見た 北国 新聞に よると、 今度 宇 野 気 小学校 庭の 先生 遺愛の 木の 側 

らに 頌徳 碑が 村人の 手に よって 建てられる ことと なり、 その 碑文の 選 文 を、 先生の 高弟 京都の 
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久松真 一 博士に お願いして あると いう ことで ある。 私 は 車窓に 見える 河北 潟 を 眺めながら あ 

の 静かな 深く もの を 考えさす ような 潟、 池より は 大きく、 沼よりも 海に 近く、 湖よりも 浅い 感 

じの する 潟、 薄い 雲の 垂れた 下に、 灰色に 寂しく 光って いる 潟、 そういう 河北 潟 を 林 や 丘の 向 

うに 見て、 少年 時代 を 過され た 西 田 先生の ふるさと を 想いつつ、 我が国 最初の 世界的な 哲学者 

の 誕生 地の 空 を じっと 視 つめる のであった。 丘陵の 彼方に は 日本海の 海原が あるので あるが 

車窓から は 眺められない。 潟の 水がぬ まつ， て 来て いるよう な 田に は、 白鷺の 群が 降りて いたり 

した。 ところ^-に は 群 を はなれた 一羽が、 畔 にた たづんで 長い 首 を 傾けて、 じっと 北の 空 を 

見て いるので あった。 

小 浜と 敦賀 

単調な 日本海の 海岸線が 若 狭 丹 後に. かけて 美しい 曲線 を 描いて いる。 能 登の 七 尾 湾と 米 子の 

中 海が 之に 次ぐ ものであろう。 若 狭 は 北陸と いうよりも 近畿に 近い。 加 越 能と 違って、 京都に 

近い 文化 を 持って いる。 小 浜 湾の 静かな こと、 美しい こと、 海に 沿うて、 昔ながら の 町が 桜 

. の 散る 下に 眠って いる。 小 浜と 云えば 梅 田 雲 浜の 故郷で あり、 小 浜 中学 は、 佐久間 艇長の 母校 

である。 また 小 浜の 常 高 寺 は、 山 頭 火の 先輩で ある 俳人 尾 崎 放 哉が、 大正 十四 年 五月から 七月 

まで 漂泊の 体 を 寺男と してし ばし 横たえた 寺で ある。 
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頭 剃つ て 帰る 青梅 こ ろ/.^ 落ち ている 

「剃った. あにた まが 夜更. けた 枕で. 覚めて i る.. (な」 一：. さ  . . ^M,SM 

遠くへ 返事して 朝の 味噌 をす つてい る 

乞食に 話しかける 我と なつ て 草萠ゅ  . 

蛙. たくさん 鳴かせ 灯 を 消して ねる 

など は 小 浜の 作で 私の 好きな 句で ある。 放 哉 は 鶴 見祐輔 • 丸 山 鶴 吉. 田辺隆 治な どと、 大学 

の 同窓で あつたが、 ある 動機から、 - 実業界から 身 を 転じて ー燈 園に 入った。 そこで も 天 香さん 

の 教えに ついて 行けず、 一介の 寺男と して 須磨 寺へ、 そして 常 高 寺へ、 流転の 体 を 置いた ので 

あった。 私 は 山の手のお 寺の 屋根 を 望んで は、 放 哉の 淋しい 句 を 思い 浮べる のであった。 

私達の 宿 は、 青 浜 館と いうよ い 宿で、 縁から 静かな 小 浜 湾 を 望む ことが 出来、 広い 庭に は、 

松の木 だけ を 植え、 それに 丸い 海 石が 配して ある、 下手に 技巧 を 弄しで、 こま ちゃくれ た 庭よ 

り も、 こうした 単純 無心な 庭の 方が 日本の 庭ら しくて よい。 女中さん 達 も 皆 年 をと つていて、 

礼儀正しく、 便所 も 風呂 も 清浄で ある、 料理の 仕方 も、 材料の 選び 方 も 美事な ものである。 軍 

力ら も 戦後派から も、 荒されずに、 よき 伝統 を 守って 来たと 云った 感じで ある。 ここ は、 私の 

北 陸路の 旅に 於け る」 番 宿らし い 宿であった。  -- 

小 浜から 敦賀 へ、 僅かな 車中で 私 はう とく ひるねした。 旅に 疲れて 来たので あろう。 敦賀 
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ま戰災 後 まだ 思う様に 再建せられ ていない 街で あるが、 桜 は、 季節 を 忘れず 咲き出で ている。 

郵 哽 局 は 大和 田 銀行 を楣 にして 全員 捨身の 防火に よって、 災禍 をまぬ かれて いる。 家 を 忘れ、 

身 を 思わず、 その 職分 を 守った 人々 が、 やがて 次の 時代に 於て、 全 遞労仂 運動の 華やかな りし - 

頃に も 亦、 破壊 を ことと する 政党の 手段と して 利用 せられる こと を 防ぎ、 従事 員の 自主的な 判 

断に よって、 事業の 公益 性に 思い を 致し、 二  • 一  の ゼネスト にも 雷同せ ず、 公務員と しての 中 、• 

正 無私の 方向 を 堂々 と 歩いて 来られた こと を 永 井さん 達の 断片的な 話の 中で 知り、 いづれ の 時 

代に も、 真剣な 人が、 真に 職場の 柱で ある こと を カ强く 思った ことで ある。 

多 田 局長さん 達の 案内で 金 崎 宮に詣 でる。 新田 義貞 が、 尊 良 • 恒 良 両親 王 を 奉じて 此の 城に . 

拠って 戦った 遠い昔の、 軍用 米が、 落城した 山上の 城址に 今尚 黒焼けた 米と なって 掘 出される 

とか。 大谷 義隆の 最期と いい、 武田耕 雲 斎 以下 水 戸 天狗 党の 討ち 首と 云い、 敦賀は 亡びし もの 

の 悲しい 歴史の 跡ば かりで ある。 街の 古老の 中には 水 戸浪 士の 最期 をつ い 先年まで 目撃して 知 

つてい る 人が いたと か、 武田耕 雲 斎 以下の 頭髪 を 大切に 守って、 朝タ その 冥福 を 祈って いた 禅 

僧 もいた が、 その 寺 も 戦災で 焼失した とか、 —— そういう 悲史の 積み重ねられた 街の 空に、 桜 

は 美しく 咲き 盛って いる。 悲しい こと も 亡びし こと も、 昔 も 今 も、 とけて 一 つと なって、 落花 一 

の喷 ともなり 酒と もなる。 参拝 をす まして、 城址の 山に 登り、 大きい 椎の 一樹の 蔭で、 局 幹部 ^ 

の 人々 と共に、 思い も 設けぬ 花見の 莛を 拡げた のであった。 そのうる わしい 人の 和に 心 ひかれ 


ながら も 私 は 妙に 寒気 を 催す ので、 一足先き に 宿へ 帰る ことにした。 私たちと 行 違いに、 多く 

の 若い 男女が、 どんく 引 切りな しに 金 崎宮へ 参って ゆく。 此の頃 毎夜 「花換 まつり」 が ある 

からだと いう。 何と ゆかしい 「花 換 まつり」 よ。 お宮で 造花の 一枝 づっを 若い 男女に 売って 授 

ける、 その 花の 枝に、 番号が ついている。 夜の 九 時 を 期して 花 を 持つ 男女が、 拝殿の 前に 集つ 

て、 女 は 男と、 ^は 女と、 誰と でもい いその 花 を 交換す る。 そして 後に、 お宮で はくじ 引 を 発 

表して、 何人が が 幸福の 賞品 を 貰う ので ある。 何と 口  — マン 的な 花換 まつりよ。 何時頃から 此 

の宮 に、 此の まつりが 行われた か、 それさえ もよ く 解らない。 曰 本の 祭のう ちで、 最も 特色の 

ある もので はない かと 思う。 谷 崎 潤 一郎 あたりが、 此の 花 まつりから 創作の 糸 をた ぐり 出す と 

屹度い い 恋愛 小説が 描き出され るに 違い あるまい。 くじ 引当 選 は 恐らく 明治 以後の ことで、 遠 

い 昔の 花換 まつり は、 造花で はなく、 生きた 桜の 一 枝であった であろう。 その 一 枝が、 若き も 

のの 縁 を とりもつ 役 をして いたので は あるまい か、 神の 名に 於て、 結ばれて ゆく 無邪気な 恋愛 

というよ うな こ とも 考えられない こと はない。 人生の 花 を 知らずに 淋しく 散って ゆかれた 若い 

二人の 皇子 も、 今 は 此の 美しい 祭の 光景 を、 微笑して 眺めて いられる ことであろう。 

気 比 神宮に 近いた つみとい う 宿に ついて どうも 変な ので 体温 を 計って みると、 七 度 八 分。 私 

の 体と して は 珍ら しい 高熱で ある。 日頃 簡素な 食事 をして いた ものが、 急に 郵政 局のお 客と し 

て 遇せられ るので、 腹の虫が 労仂 過重で スト を 起して いるの だ。 明日の 公用に 障って はいけ な 


ハ ので 診療所の 先生に 来て 貰って 手当 をう ける。 おかみ さんの 心の こもった 親切 は 身にしみる 

田 ひ、 がした。 閬サば 此の 人 は 北満 デャ ムスから 命から がら 引 揚げて 来られた とか。 千振， 弥栄 

の 1 人の 惨状の 一端な ど 聞き、 いづれ も 伊達 君と 二人で 旅した 曽 遊の 地な ので、 人の 身の上と 

. も^えず、 涙の 下る の を どうす る こと も 出来ない 私で あつ た 

古い 局舎 も、 ，唐して 使えば、 こんなに 美しくなる もの かと 思わせられる 敦賀局 内 を 一巡し 

て、 それから 明るく 整った 宿直室で、 演壇に 立つ 元気がない ので、 畳に 坐って、 しみ，.^ とお 

fl デ. こ。 少しく 云い 足らぬ 気持 を 残しながら、 お別れす るの も、 旅人の 常であろう か。 芭蕉の 

「奥の 田 道」 では 此の 敦賀が 旅の 終 頃と なって いる。 遠い 旅 を 共に した 管 良 は、 健康 を 害した 

ので 山中 温泉で 芭蕉と 別れて 一 足 先き に 故郷 伊勢へ 帰って いった。 その 曽 良の 代りと 云う 訳で 

もない が、 福 井の 等 栽が 下駄ば きで、 へう くと してついて 来て くれたの であった。 敦賀へ 着 

、-ヒ の は 元禄 二 年 九月 十四日で 明月の 前夜で ある。 北国の 秋の ことと て、 明日の 天気 は 定め 力 

. たいと 云う 宿の 亭主に 案内 せられて、 二人 は その 晚 月見 をした。 

月 清し 遊行が もてる 砂の 上  芭 蕉 

は武 内宿弥 と仲哀 天皇 を 杞る気 比の 明 神での 作で ある。 その 気比宮 は、 私の 宿から 直ぐ 近く 見 

える 森の 中な ので あるが、 悲しい かな 社殿 は 一切 戦火で 焼け落ちて しまって いる。 その 昔 第二 

& 遊行 上人が 北陸 行脚の 折、 此の 宮に詣 でた ところ、 神 ー刖は 泥土が 深くて 参詣 者が 困って いる 


の を 見られ、 その 修理 を 発 願し、 自ら 草 を 刈り 石 を 運び、 浜から 砂 をと つて 来て 社の 前に 敷か 

れた。 それ以来 遊行の、 砂 持と いう ことが、 此の 宮の 年中行事 となって いるの も、 ゆかしい 物語 

りで あり、 芭蕉 は その 白， 砂の 上に 森の 樹立 を こぼれて 降る 青い ような 月光 を 浴びて、 明月の よ 

うな 真如に 生きた 遊行 上人 を 忍んだ ことであろう。 

翌日. の 中秋 明月の 日 は、 はたせる かな 雨であった。 

名月 や 北国 日和 定めな き  芭 蕉 

月 の み か 雨に 相撲 もなかり けり  " 

「一宿な すと も 再 宿すべからず」 と 行脚に 拔 した 芭蕉 も、 加 賀路に 入って から は、 風土と 人 

情に 心 ひかれた か、 或いは 長途の 旅に 疲れた か、 それとも 今や 帰るべき 自分の 家の ない 永遠の 

旅人と して 心の むくま まに 旅する ことにし たか、 金 沢で も、 山中で も ゆる/^ 滞在し、 敦賀に 

も 三 泊して いる。  ノ 

十六 日 は、 一天 拭う が 如き 好晴 で、 西 行 法師の 「汐 そむる ます ほの 小 貝 拾う とていろ の 浜と 

はいう にゃある らん」 と 歌って いる その 種が 浜へ 海上 三 里 を 舟で 尋ねて いった。 種が 浜と は ど 

の あたりでしょう かと、 永 井さん にきく と、 金が 崎と は 反対に、 港から 西に 彎曲して 木の 茂つ 

た 岬の 方 を 指して 下さる のであった。 


一 48 一 


金 沢 i  —松 任 

藤 先生 .11  一  . 

IPS 卞県 • 石川県の 旅 を 終えて 今 は 富山県に 来て います、 北国に して は 珍ら しく 打ち つづいた 

^日間の 妤晴 が、 昨日から 崩れて 曇り、 今日は 春に して は 冷えく する 小雨が、 音 もな く 屋根 

の 石 をぬ らして います。 ここ は 越 中 滑 川の 町で、 梅 原真隆 先生の 御坊に 近い 静かな 宿の 離れ 座 

敷です。 こういう 雨の 降る 日に は、 先生 は 庵室に 籠って お茶で も 喫しながら 浄ら かな 机の 上で 

原稿 を 書いて いられる ことでありましょう C 

先生が、 中学 • 高等学校 時代 を 過され た 金 沢へ は 旅の 途中 三度 出入し ました。 旅と いっても 

U 頭 火の ような 独りのへ うくと した 旅で なく、 郵政 局の 予定に 従って、 各地の 郵便局 をお 訪 

ねす るので すから、 気ままな こと は 出来ません、 しかし、 丁度 桜の 満開して いる 兼 六 公園 は ゆ 

つくり 見ました。 小 堀 遠 州の 作 だと 云われる 茶亭の あたりから、 池 を 眺め 小さい 滝 を 聴く あた 

り は、 矢張り 日本一の 名 園 だと 思いました。  - 

水 戸の 皆 楽園 や、 岡 山の 後楽園が 戦火で 廢 園に ひとしい ものと なった 今日で は、 兼 六 公園 は - 

重要な 日本的な 庭と なった ので はない かと 思います。 そう 云えば、 公園ば かりで なく、 金 沢の T 

街 そのものが、 京都に つぐ 日本 第二の 日本的な 都で はない かと 思われます。 すべての 都会が 


灰燼に 化し、 その あとに バラックの 街 は 再建せられ ましたが、 人口の 多い ばかり を以 つて、 都 

会と する 考え方 は、 もう 此の辺で 止めたい ものであります。 その 点 金 沢 は、 日本の 都会の よさ 

を、 そのまま 残して いるので す。 従って 道 ゆく 人 も、 花 を 見る 人々 も、 宿の 人 も、 物 を 売る 人 

も、 広 島， 松 山 あたりで は 見る ことの 出来ぬ 奥ゆかしい 気品 を 持って いるかに 見られます。 ほ 

ん とうに 恵まれた 美しい 北の 都 だと 思いました。  - 

金 沢で は 花が 開く と 同時に 宗教 平和 博が 開かれました。 性 来、 こうした もの を 見て、 博覧 達 

.識 になる ことの 嫌いな 私な のです が、 県下の 非常にい い 仏像が 一堂に 集って いる、 国宝 も 出て 

いるよ と梶谷 郵政 局長に 云われ、 一寸見て 来ました。 古い 文化 を そのまま 荒されずに 守って い 

る 能 登の 寺々 からの 出品 は、 なか， （-数 も 多くい い 仏像が ありました。 就中 門前の 総 持 寺の も 

の、 能 登 一宮の ものな どに は 心 ひかれました。 総 持 寺 出展の 中に、 提婆達 多の 大きい 函 像が あ 

りました。 実に 異彩 を 放つ 画で、 世 尊の 生涯に ついて 廻った 法 敵の 主 を、 こうして 堂々 と 書い 

て 残した 睡家、 どういう 人であった のか 私 は 作者の 心 をい ろ- (-に 思うて 見ました。 作者 不明 

らしい のです が、 支 那の 古聖 を 思わす ような 聰明な 知者ら しい 顔 をした 提婆達 多で ありまし 

た。 

旧 本 田 邸で は 出口 王 仁三郞 氏の 作品 を 沢山に 観ました。 画と 書と、 楽 焼と、 三百 点 あまり も 

展 出して あるので す。 その いづれ も 天衣無縫と いうか、 稚拙の 童心と いうか、 稚拙の ままが、 
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者の 固 生 を まる 出しにして いまして、 なかく にいい のです。 実に 豊かな 宗教 的な 天分が 

単純な 筆に 匂うて いるので あります。 茶碗な ど は 無造作に ひねって、 赤 や 黄 や 縁ので かくと 

した 色彩で 塗られて いるので すが、 じっと見て いると、 あれで あるいは 茶室の 中に、 落着け る 

かも 知 el ないような 寂び を 感じさす のです。 その 宗教 はよ く 知りません がこうした 作品 を 通し 

て 見る 王 仁三郎 という 人物 は、 確かに 大正時代の 逸物 だと 思われます。 志 を 得ず して 此の世 を 

去つ VJ 人です が、 無事に 生き 伸びた としたら、 どんな もの を 書き残し たか、 相当 興味の 持てる 

人物であった のではないでしょう か。 

人類愛 善苑 が、 独りの 先師の 遺作 だけ を 展示して、 垢抜けの した 策 をと つてい るのに 対し、 

本願 寺 会場の 入口に は 青 鬼 赤 鬼の 眼が、 電気で ギロ， ^光. つてい まして、 暗い 壁の 両側に は、 

.昔 乍ら の 地獄 極楽の 絵が 並んで います、 如何に 北陸の 善男善女 でも、 博覧会で こんな もの を 見 

せられて ま 一寸 困る でしよう。 古聖の 真筆に は 観るべき ものが ありまし たが、 美術品に は 立 

ち 止って 見る ほどの ものはありませんでした。 ただ 一 点 金 沢 法 船 寺 所蔵の ねはんの 彫刻 像に は 

心 ひかれました。 

四月 十四日の タ暮、 加賀の 千代 尼の 跡 を 訪ねて 松 任の 聖興 寺へ 詣 りました。 門 内 左側に、 千 

代 尼 辞世の 句 「月 も 見て 我 はこの 世 を かしく 哉」 を 刻んだ 塚が あって、 その 横に は、 晩年 を そ 

ここ 庵^して いられた という 庵 も ありました。 折よ く 千代 尼の 遺墨 展が 催されて いるので、 御 
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住職 中 野 塔 雨さん の 親切な 案内で、 観せ て 貰いました。 沢山 ある 中の 逸品ば かり を 出品して あ 

るら しく、 俳画 も 俳句 もなかく 立派な もので ありました。 子規 系の 人々 に 云わす と、 千代の 

句 は 所謂 写生で ない ので、 ひどく こき 下される のです が、 美 濃 派の 支考に 少女 時代に 会って い 

るので すから、 芭蕉の 道が、 だんく 下落して くる 頃、 而も まだ 蕪 村 は 出ない という、 俳句の 

一 番 堕落した 時代に 句作した 人な のです から、 あまりに 芸術論 的に 評する の は 当らない と 思い 

ます。 若く して 夫 を 亡い、 また 愛児 を 亡い、 出家して 生活 を 信仰と 俳句に 捧げた 此の 女の 一生 

を 私 は 貴く 思いました。 晚 年の 自像画 など、 心 持 肥え太った 顔の 表情に、 私 はこの 世の 苦しみ 

に 耐えた 淋しい 慈愛 を 直感す るので ありました。 

つくぼう て 雲 をう かがう 蛙 かな 

梅が 香に 白き 飯く う 世な りけ り 

山陰 やわ すれし 頃の すみれ 草  ， 

タ顔 やお なごの 肌の 見 ゆると き 

三日月に ひし ^(- と 物の 静まりぬ 

何 着ても 美しうな る 月見 かな 

秋の 野 や 花と なる 草なら ぬ 草  • 

月の 夜 や 石に 出て なくき り す 
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身に 添うて ひとり -/(^ の 寒さ かな 

初雪 や 子供の 持つ て 歩く ほど 

雪の 夜 やひと り 釣瓶の 落つ る 音 

ころぶ 人 を 笑うて ころぶ 雪見 かな 

などの 句 は、 なかく いい 句ではないでしょう か。 

立派な 書院で 岩さん の 心の こもった お茶 を 頂き、 松 任 局の 人々 と 旅の たのしい タ餉を 共に し 

つつ、 荅雨 氏から はしなくも 私達の 敬愛して いた 正 田 雨 青さん のこと を 耳に しました。 塔 雨 氏 

は、 句 仏 上人の 出して いられた 俳 誌 「懸 葵」 の 同人で 京都 遊学 中には、 しばしば、 雨 青さん を 

訪ね、 雨 青さん も 亦 一度 は 北陸 旅行の 途次、 此の 寺に 来て 一泊して おる のです。 そう 云えば、 

その 頃 私の 編輯して いた 「広 島遞 友」 の 裏 絵に 出 雲 崎の 良 寛 堂 や、 趨中 立山の スケッチ を 俳画 

こして 出し-こ あの 時の 旅で、 松 任に 一泊した よと 云うて いた 友の 言葉 を 思い 岀 され、 遠く 訪ね 

て 来て、 今 は 亡き その 足跡に 触れる と は、 俳 縁と いうか、 仏縁と いうか、 私 は 心に しみる もの 

を 感じました。 

また 金 沢で は梶 谷さん 達の 案内で 一 日 湯 湧の 温泉 ホテル 白雲 楼に 清遊して、 山気に 浸り まし 一 

た。 ここ は 越 中に 境す る 高山の 山腹へ、 大戦 中に 桜 井 兵 五郎 氏が、 思い切った 構想の 下に、 づ 

豪荘な 設計で 建てられ たもので、 薬 王 山 を 真 前に 望む、 大自然の 趣きに は 旅の 心 を 打 たれ まし 


た。 ホテル 内の 至る所に 咲いて いた 石楠花の 鉢植の 美し さは 忘れられません。 楼の 前の 櫟 林の 

上に は、 康楽 寺と いうお 寺まで 建立せられ ており、 私 は そこで 生れて はじめて 仏舎利 を 拝す こ 

とも 出来ました。 仏舎利 は ビルマの 寺から 奉戴して 帰られた もので、 此の 山 を 東洋 仏教の 中心 

としょう とする 雄渾な 桜 井 氏の 理想 もしの ばれ、 とにかく、 いいこと をした と 思いました。 

長い 手紙と なりました。 雨 は 本降りと なって、 楓の 若い 芽 を 打って います。 あ \ それから 笠 

間と いう 駅 をす ぎる 時には、 雑木林の 多い 村の あたり を 眺めながら、 先生の ふるさと は どの あ 

たりで あろうかと 思いました。 村に は 桜が 満開な のに はるか 白山 や 白山に つづく 山々 に は、 白 

い 雪が 光って いるの も、 私に は 珍ら しい 春 景色で ありました。  . 

、  やつ-を 

越 中 八 尾 

バス は 富 山の 街 を はなれ、 神 通 川の 堤の 路を 南へ 走る。 同車の 客 は 女の人が 多い が、 みな 質 

素で ある。 加賀の 人々 は 華美と いう ほどで はない が、 何処と なく 身 だしな みに 気品が あって、 

風雅な ところ も あるに 対し、 越 中の 人々 は 概して 素朴で、 実質的で 活動的で あるよう に 見え 

る。 その バスの 中へ、 途中から お化けの ような 二人の 若い 女が、 ただれた 唇 をむ き 出して、 だ 

ら りと 乗って 来たが、 山脈が 近くな つた 村で 降りて いった。 平野が なくなって、 飛驛の 重畳た 

る 山が、 どっしりと 根 を 張って いる、 その 大きい 山脈の 根が 八つの 谷に 分れて いるの だが、 八 
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尾と いう 町 は その 中で 一 番 大きい 井田川の 流れに 沿うた 斜面に、 千 数百の 軒 を 連ねた 長い 街で 

ある。 街路の 両側に は 小さい 流れが あって、 美しく 澄んだ 水をさら くと 流して いる、 一昨日 

が 春の 大祭だった ので、 古い 軒下に は、 紋章 を 染め抜いた 幕が 張って あったり する。 深い 戸口 

を^き 込む と、 昔 乍ら の のれ、 んが、 店の 間と 次の間との 間に 掛けられ ている。 家々 の 間口 は 妙 

に 短くて 奥行 はずい 分 あるら しい、 二 間の 間口が 普通で、 一間 半の 家 も 沢山 あり、 中には 一間 

のと ころも ある。 小 林 局長さん のお 説で は、 昔 はお 殿様が、 間口に 応じて 税金 を かけて いたの 

で、 比の 町で ま、 こんな 習 貧に なって いるとの こと。 石屋 根の 家が 多 いのも、 北の 国ら しい 趣 

きで ある。 日本の 町と して 最も 特色の ある 町 だと 思う。 こういう ところに は、 生活様式 も 風俗 

も 習 貧 も、 そのよし あし を 問わず、 とにかく 古い ものが そのまま 保存せられ るであろう などと 

^ハ ながら、 私 は 旅人ら しい 歩調で 郵便局から、 講演会 場と なって いる 城ケ 山へ 登って ゆく の 

であった。 ゆるい 登り 坂 は 昨日の 雨で しめって いる、 その上に 土 を かくさん ばかりに 桜の 花び 

らが 散りし いている。 それ は 女の子の 友 禅の 着物の ように あでやか である。 その 友 禅 を ふんで 

の、 まって ゆく 私たちの 上に、 更らに 桜の 花びらが 降り かかって くる。 樹上に 仰ぐ 桜 も 美しい が 

地上の 桜 を 踏んで 見る の も、 ぜいたくな 花見で は あると 思った。 

咸ケ山 は、 高 岡 城趾の 公園と 共に、 越 中に 冠たる 桜の 名所 かと 思われる。 富 山の 町が はるか 

に呢 めら れ、 その 北に 富 山 湾が 静かに 曇って いる、 晴れた 日に は 能登半島 も、 立山 連峰 も、 飛 
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驛の 山々 も 皆 はっきりと 遠望され るので あるが、 今日は 曇って いて それが 出来ない。 会場 はと 

ある 茶亭の 広間と なって いる、 今度の 旅の 道々 で 私 は 十 七 回の 講演 をした ので あるが、 茲 がそ 

の 最後の 席と なって いるの だ。 落花の 山の 春の 寂寥が 身に 迫って くるよう な 思い をしつつ、 私 

はわれ を 忘れて 二 時間 近く もしみ.^ \ と、 人間の 道 • 公務員の 道 • 民族の 道に ついて 語った。 

今日は 土曜日な ので、 今時の 基準法 的 考え方から すると、 午後 二 時からの 催し は、 公務の 外で 

あって 此処に くる 来ない も、 各人の 任意と いう ことになる 訳で あるが、 八 尾 局の 素 純な 人々 は 

四十 六 人の 中、 現場の 担当者 若干 を 除いて 四十 人 近いす ベての 入が II きに 来て、 ほんとうに 耳 

を 傾けて 聴かれる ので ある。 話し 終って からしば し 茶菓 を 共に して 散会した ので あつたが、 こ 

れで 私の 旅の 公用 は 一 切 終 r したわけ である。 金 沢 局 以来の 各地の 会合 を いろいろに 想起し な 

がら、 | 卞 のした X る 桜の 樹の下 を 漫歩して、 私達 は 「桜 園」 という 見晴らしの いい 亭に 登つ 

た。 捤 谷さん や 小 林さん の 旅情 を 慰めて やる とのお 計らいに よって、 此処で 八笔 民謡のお わら 

節 を 聴かして 貰う ことにな つていた。 心地よ ぃ桧 木の 湯 桶で ゆっくり 風呂 をた のしみ、 背 を 流 

して 貰って から、 私は武 知さん と 村 上さん の 間に 坐って、 最後の タ餉を 共に した。 長い 旅に 疲 

れて か、 良 寛の いわゆる 料理人の 料理に は、 私 はもう 箸 をつ ける 元気 を 失うて いた。 そして そ 

の 代りに、 山家 風な おいしい 沢庵漬 をし きりに 頂いた、 馳走 は 料理よりも むしろ、 おわら 節、 に 

在った ので ある。 
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歌い手 二人、 三味線 二人、 胡弓 一人。 いづれ もお わら 保存 会の 人々 で、 袴 を はいて がっちり 

と 五 人 一列に 坐ら れる。 それぐ 他に 本業 を 持. つ 町の 人で ある ことが 何より うれしい。 その 前 

へ、 歌と 曲に 合せて 黒 じゅす の带 をし めた 四 人の 娘さんが 袖 を 振って 踊りで る。 此の 乙女 達 も 

亦订の 良家の 娘さんで ある。 私達 は 心 耳を澄まして、 土から 生えた ような 寂び の ある 練れた 節 

に 聴き 入った。 

二百十日に 風 さい 吹かに や . 

早稲の 米 喰て ォ ワラ 踊ります 

八ッ 尾よ いとこお わらの 本場 

二百十日 をォ ワラ 出て 踊る 

あいや 可愛い やい つ 来て 見ても 

たす き 投げ やる ォ ワラ ひまがない 

たす き 投げ やる 暇 ある けれど 

あなた 忘れる ォ ワラ ひまがない 

八 尾 は 昔から 名 だた る 米 どころ、 そして 今 は 衰えて しまったが 養蚕と 機 織の 町であった。 寛 

永 十三 年頃から 農民 や 織女の 間に 唄われ 出した おわら 節が、 元禄 末期から いよく 盛んと なり 

伝統 四百 年 今日に 及んで いる。 おわら は大 藁で、 二百十日の 無事 を 祈る 心から、 台風な しに 大 
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きい 稲 藁に 稲穂み のれと 此の 日 を 風の 盆と 称して、 町民 総出で 踊る ので ある。 •  .  •  y 

保存 会の 人々 は、 落花の 山に、. 美しい 余韻 を 残して 帰って いった。 曇り 日 は 日暮が 早い、 私 

は ほのかに 見える 花びら を ふんで 藤 塚さん の 案内で、 江 尻豊吉 さん を 訪ねて いった。 おわら 節 

では レコ— ドゃ ラジオで 全国的に 閬 えた 江 尻 老人 は 今では 眼が すっかり 見え なくなって、 城ケ - 

山へ 登って 来られぬ の だし、 一 つに は 長い 旅に 疲れた 私の 体 を、 あんま を 本職と せられる 此の 

人に、 揉んで 貰いたい 気持 もあった ので ある。 

す \ めら れる ままに、 大きい 炬鐽に 当って、 肩 を もんで 貰いながら、 如何にも すなおで、 人 

の 善 さそうな 江 尻さん が、 ぽ つりく 話す、 若い 時からの 断片的で は あるが、 民謡 芸人と して ， 一 

の 物語に 耳 を 傾ける こと は、 北 陸路の 旅の 終りの 一夜と して、 私に とって は 終生 忘れ 得ぬ 思い 

出になる ことであろう。 江 尻さん は、 八才の 時から 三味線 を 習った。 その 頃 八 尾 千 軒に、 三味 

三千と 云われて、 男と いう 男 は、 みんな 三味線 を ひいた もの だそう である。 三味線 は 女の もの 

かと 思ったら、 矢張り 男の ものであった。 お父さんが 義太夫が 好きであった 関係から、 豊吉さ 

んは 若い 頃、 大阪へ 出て 芸の 修行 をした こと も あると か、 今 名の 聞え ている 文楽の 源 太夫な ど 

は、 その 頃からの 友人で あるら しい。 豊吉 さん は 若い 時から ひどい 近眼であった。 そのころ 流 , 

行し だした 鈹灸 術を芸 のかた わら 習うて 帰った のが 因で、 今までず つと こうした 生業に つなが 

つ て 来ながら、 好きな おわらに いよく 研き を かけて こられた のであった。 


このあいだ 源 太夫さん が 訪ねて 来て くれた。 わたしより 三つ 上の 六十 四才 というに、 な 力な 

かよい 声し とる、 それに わたし は 心の ままに 唄えぬ、 脚気が あるから しんどい の だとい うと、 

そうで はない、 しっかり 唄わぬ からだ、 脚気 も 何も 忘れて、 芸 のこと は 一生涯 修行 を 止めて は 

あかんと いうて くれた。 え X こと 云いよ る。 さあ、 あんた 今度 はこ こえこう 横にな つて 貰い ま 

しょかと 云うて くれる その 時、 孫ら しい 少年が 風呂から 帰って くる、 やがてお ばさん も 帰って 

来て 皆で 同じ 炬缝に 坐る。 少年 は、 おじさん 何処から 来た 人 かやと 尋ねる。 伊予の 国、 四国 か 

ら 来たの だよ というに、 まだ 四国 を 知っていない、 小学 二年生く らいら しい。 こんぴら 様 だよ 

と 云ったら、 かすかに 解ったら しく、 遠い 所の 人 だな、 今夜 は 泊って ゆく のかと 尋ねて くれた 

りする。 

豊吉 さんの^ はつ づ く。 昨日 富 山 へ 高松宮 さま が 来られて 立山 登山 をせ られ ると ラジオが 云 

うてお つた。 わたし は 宮様の 御前で おわら を 唄いました よ、 梨 本の 宮様の 前で も、 東久邇 宮様 

でも 貝ハ ました。 まだ 敗戦 前の ことで、 そんな こと を 思う と、 変り 変った 今の 世の中が 今更の 

ように ^ われ、 なつかし いやら、 悲しい やら。 横にな つた 私の 腰 を もんで いる 豊吉 さんの 顔 は 

見えない ので あるが、 いかにも 感慨 ふかそう な 息が、 わたしの 背に 感じられる。 五十 余 年の 間 

おわらば かりやって 来たので すが、 ちょいちょい 端 唄 もやる に はやった が 1 1 今 は 眼が 見えな 

ハナ el ども 一寸 その 吉を 聞けば、 この 人 は、 八 尾の 人 か、 八 尾から 川 をへ だてた 向う の 村の も 
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のか、 二 里 三 里と はなれた 所の 人 か、 富 山 あたりの 人 か、 他国の 人 か、 直ぐに 解ります よ。 ほ 

ん とうのお わら 節 は、 此の 八 尾の 町で 生れた もので、 八 尾の 水 を 飲んで 育った 者で ない と、 ど 

う 云う もの かう まく 唄えぬ。 上手な 節 廻し などで、 賑やかに、 口の 先き や、 咽で 唄うて は、 お 

わらの ような 土地から 生えた 民謡に はなり ません や、 体で 唄う のです わい、 手つき 足つ き、 体 

のこな しが、 みな 唄に ひびいて 来る ものでして。 

いつやら、 東京から 弘田 龍太郎 さんが、 おわらの 研究に 来られまして、 わたし も 会いました 

が、 おわら を 唄うて おります と、 いろ， （-の 人に 会わして 貰います。 小 杉 放 庵さん は 度々 来ら 

れ ましてな、 おわらの 新しい 歌詞 を 作って おられ ますよ。 吹き こみです か、 レコ— ドには 十六 

回 もとって 貰いました。 あなた はもし 今度 八 尾に 来られるならば、 風の子 祭りの 九月 一日に 来 

て 下さい。 聞 名 寺の 境内に あふれた ものた ちが 街 一 ぱいに ひろが つて 三味に 合せて 唄うて 踊り 

ますの じ や、 おわら を 唄わぬ もの、 踊らぬ もの は 此の 八 尾に は 一人 もない と 云うて よい ほど、 

長い 街 を、 上へ 下へ 踊り 暮らし 踊り 明かす のです わい。 昔の 八 尾 は、 おわらお わらで 半年 踊つ 

て も 食うて ゆけ たもので して、 それ は 儲けの よい 蚕種 を や つ て 岐阜から 近 江の 方へ 売った ので 

すが、 今 は それ も なくなり、 なかなか おわら を 踊って いる だけで はやって ゆけ ぬ 世の中と はな 

りました。 — 豊吉 さんの 話が すむ ころ、 あんま も 一 廻り もみ 終えて 春の 夜の 炬撻 が、 ほのか 

に暖 い。 豊吉 さんの 美しく 光って いる 細い 手に、 お礼の 志 を 握らせて、 辞して^ に 出た の はも 
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う 九 時半 頃 であった であろう か。 

.U の 街 はもう 眠って いる。 軒 の 下 を 走って いる 二 本の 流れ だけが さらさらと 音を立て てい 

る。 その 流 を またげて 私 は、 高 野と いう 古い 養 麦屋へ 入って 行った。 小 林さん、 清水さん も炉 

のまと りで 私の くるの を 待って いて 下さった ので ある。 小さい 炉の 辺に 坐って、 前に 置いて あ 

る 大きい 食 台 を 見る と、 これ は 何と 美事な 下手物の 美術品、 厚味が 六七寸 もあって、 美しい 木 

目が 浮き出て 光って いる。 後に 掲げて ある 扁額の 一 つ は 象 山、 一 つ は 鉄 舟の 書で ある。 深味の 

ある 店の 構えに 心 を ひかれて いる 間に、 のれんの 次の間で 手打ちの 鬵麦を 切る 音な どが して、 

大きい どんぶりに 注いで 出された 騫麦 は、 何と 今の 世に 珍ら しい 純粋な、 色の 黒くて 香の 高い . 

養 麦で はない か。 この 街の 夜に して この 店、 この 店に して この 養 麦、 私 は うれしく うな づ いて 

あまり 間食 をせ ぬ 慣習 を 破って、 お 変り を 求める のであった。 だしと 云い、 かやくと 云レ 十 . 

年 前に 信 州の 更 科で 食べた 蔷麦 以来の、 正しい 日本的な 味覚 を 呼び 起して くれる のであった。 

「あ.^ たの i- な、 それ も 御 遠方のお 客さん に、 食べて 貰って、 私 もうれ しいです この辺の 

山村よ、 f? が 早く どっと 来まして な、 その 霜に 打 たれる 前に 刈りと つた もので なレ と、 ょレ 

香が 出ません ので。」  一 

と 云う 老 亭主に、 心 を 残し 乍ら も、 私 は 宿へ 帰り を 急ぎ、 明日 は、 いよ-/ \ 帰国の 途 にっか 〗 

； ねばならぬ： 旅人な のでお. つお, 一 c 一 一  五 年 四月). お^ 


友 浦 日記 


七月 二十 七日。 終日 海上 時化、 風 強く 雨。 

時化で 舟 は缺航 らしい 海原に、 白い 波頭が 踊って いる。 東風が 正面から 当てる、 風が ひどい 

割に 雨量 は少 い。 内 子の ような 山間部で は、 土用 入 前後から、 雨が 降りす ぎて 困って いるのに 

この 島で は 曰で りつ づきで、 藷も稲 も 気息えん/, (^としてい る。 もっとも つと 雨が ほしいと 云 

うと ころ。 

雨の 晴れ まに は、 正風 や 久仁子 は 浜へ 出て 「虹が 出た」 というて よろこんで いる、 家内 は 中 

野の 奥さんと 凉 しい 話。 

内 子局から 廻送して 貰った 郵便物の 中に、， 「速達」 の 文字が 雨に ぬれてい る。 何 か 不吉な 予 

感 がして、 封 を 切って みると、 大耕 同人 岡山県 豪 溪の守 谷季男 氏が 二十 三日 心臓 マヒで 「わし 

はこれ まで 社会的に 何等 貢献して いない、 せめて こ の 死体 を 学術 研究 用に でも 役立てて 貰って 

くれ」 と、 孝 夫人に 云い 残して 急逝せられ たという 知らせで ある。 一人息子の 拝爾 君が、 家 

にいて 臨終に 会えた であろう か、 孝 夫人の 悲歎に くれて いられる 姿な ど —— しばらく 暗然と す 
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る。 東北の 空 を 仰いで 心 経 一巻 を 誦する。 

「広 島 郵政」 七月 号が 来た。 「孤独の 詩人」 と 題して 佐々 木 元 勝 氏の 新著 「展望 者」 の 評 を 

した 私の 一文の 次に、 郵政省の 稷本武 治 氏の 「ある 青年との 対話」 がの つてい るの もな つかし 

い。 .厶 こ. とって は 曾って 久しく 魂 を 打ち こんで 編輯して いた 「広 島遞 友」 が 再生した ような 気 

がして、 此の 雑誌 は 「犬 耕」 の 兄弟の 様に 思われて ならない。. 

子供達 は、 全く 変った 環境に も 直ちにす つかり 慣れて、 中 野さん 一家 を 我が家の ように 思つ 

. て、 もう 甘え だした。 よし子 チャン はお 母 ちゃんに つれられて、 お 祖母 ちゃんの ところへ 隣村 

から 遊びに 来て いるので あるが、 年上の 正風 ゃ久仁 子と すぐ 仲よ くな つて、 昨夜 は、 三人 一所 

に 離れの 二階で 蔓 ると 云って きかなかった が、 今日は 昼も夜も、 私達の 食堂と している 湯殿の 

橫の凉 しい 三 畳で 一所に 御飯 をた べるので ある。 子供の 世界 は 無心で いいな あと 思う。 夜、 私 

達が ガラス戸に 打ち当てる 嵐 や、 ごうくと 鳴る 海鳴りで、 とかく 寝醒め 勝で あるのに、 子供 

はいつ 見ても、 深く ぐっすり 寝 こんでいる。  . - 

七. 月 二十 八日。 晴れ. たり、 曇ったり、 降ったり。 

嵐の 弱くな つた 朝の 浜辺へ 出て、 子供 を 走らせたり、 体操 をしたり、 素足で 踏む に、 とても 

浄ら かなこ まかい 砂浜で ある。 視野の狭い 山の 町 は づれの 家から、 燧灘を 前にして、 四 坂 島 を 

二 里の 冲こ. 置き、 遠く 石鎚の 連峰 を 望む ここの ひろ.，， ^とした 大自然の 中へ 放 たれた 子供達 は 
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見る もの， 聞く ものが 珍ら しく うれしい ので ある。 

凉 しい 間に、 中 野さん の リン ゴ 山へ つれていって 貰う。 道の ほとりに は、 もう 撫子、 拮梗、 

萩な どが 咲いて いて 子供 を よろこばせる。 まだ 若い リン ゴの 木に、 点々 となって いる 青い リン 

ゴ を 見 つけて ちぎって 食べる 正風の 眼の、 くり- (\ と している こと。 

「また 盗まれた。 この 木に は、 この間 来た 時には 二十 個ば かりなって いたのに。」 

と 中 野さん は 苦笑して いる。 私 は 鳥の 食べ残しが 樹 下に 転がって いるので、 それ を 拾うて 食 

ベる。 人 や 鳥に いいと ころ を 食べさせて その 残り もの を、 よろこんで 食べる リン ゴ 山の 主の 愚 

かさ も、 われわれと 一脈 逋 ずる 「愚 を 守る」 ものであろう。 

海 を 見ながら、 呑気な 七 人の子 供大 供が、 青い リン ゴを 食べて いると、 凉 しい 東風が 吹きよ 

せて くる。 久仁子 は 帰る と、 それ を 画に して 見せた。 - .  _ 

午後、 少し 波が 高い けれど 子供 を 海で 遊ばせる。 この 浜に は ほろ ろん という 蟹が いる。 潮の 

引いた 砂浜へ、 丸い 穴 を 掘って、 その 中に かくれて いて、 タ方 など ほろ ろん と、 遊びに 出る の 

である。 透明と いう ほどで もない が 淡い 色の 体で、 さらく と 砂の 上 を 走る 速さ は 驚く ほどで 

なかく 捉えさせない。 感心な ことに は、 どんなに 追い 廻 されても 人の 穴に は 決して 逃げ こま 

ないで、 自分の 穴 を 探して 入って ゆく。 蟹の 世界に も 倫理が あるの か、 或いは 他の 穴へ 入った 

ら、 その 中に 頑張って おる ほろ ろん が、 怒って 闘争と なる からか。 この 蟹の 生きた の は アコ ゥ 


の 餌と なるとの こと 

ほんのり 暮れた 白砂の 

浜辺に かすかな ほろ ろん が 

音 立てず ほろ ろん と 

浮かれて 遊ぶ 友の 浦 

^ろ ろん は 浙 しき 蟹よ 

白砂の 穴 ふかく その 身 を かくす  - 

ほろ ろん や  ， 

ほんに はかなき 夏の 夢 

ほろ ろん をと るのに は、 潮で ぬれた 砂の 穴の 中へ、 乾いた 他所の 砂 を 握って 来て こぼし 入れ 

ておいて、 その 乾いた 白砂 を 目 あてに して、 シャベルで 掘って ほろ ろん を 突き あてる ので あ 

る。 まるで 山芋 掘みたい だ。 ほろ ろん Q いる 浜辺で、 顔が 見えなくなる まで、 ハチ 犬と 子供た 

. ち は、 涼しい 海風 を 浴びて 遊び 戯れる。 . 

|:| 七月 二十 九日 。終日 風雨 はげし。  - 

午前中 渡 辺 君 兄弟、 村 上 君 来談。 午 後村上 村長さん 来訪。 波音 を 聴いて 読書。 

七月 三十日。 曇の ち晴。 
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東予の 連山に は、 白い 雲が かかって まだ 降って いるら しい。 岩 城 島の 矢 野さん が 休叚で 帰村 

来訪。 その 船で ヨシコ チャン は、 母 チャンに つれられて 粟井の 大 祖母さん のと ころへ いった。 

午後 曰が 照り だした ので、 海に 入る。 波が や X 高い。 子供と ともに、 子供に なって、 潮と 砂 

に 戯れる。  - 

今日 あたり 満月な の だが 雲が 多くて、 月光 さえ もれて 来ない。  • 

七月 三十 一 日。 晴 のち 曇。 

のどかな、 凉 しい 日が 夢の ようにす ぎて ゆく。 朝^までに、 渚の 砂 を ふんで あるく、 ぬれた 

砂に、 大きい の や 小さい の や、 三人の 足跡が つづいて いるの を 振 返る の もた のしい。 すが^ \ 

しい 空気 を、 体 一 ぱいに 吸うて 爆る。 今日は 午後 一時 満潮。 正風 は 波に 戯れて 飽かない。 久仁 

子 は 岩の 上から、 飛び こみが 出来る ようになった。 子供 二人で 今日 はじめてぎ 所から 母ち やん 

を 海へ 引 張り出す。 私 は、 はじめて 児 を はなれて、 潮の ふくらんだ 沖へ 泳いで 出て みた。 何と 

いう 海の 安らか さ、 大らか さ、 無心に 浮いて 大空 を 見て いる 時の 心 は 悠久 そのもの である。 所 

謂 海水浴場の、 ごみく が やくした 気分 は、 われわれの 近寄りが たい ものであるが、 こうし 

た 人に 知られて いない 海の 美し さに 浸る こと は、 無上の 幸福で ある。 

今宵 は宮 島さん の 祭 だとい うので、 村の 子供達が、 浜辺で 麦藁の 火 を 焚いて 遊ぶ、 あちらで 

もこ ちらで も 束の まま 火 をつ けて 走って ゆく、 海辺でなくて は 出来ぬ 子 共の 火遊びで ある。 藤 
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均 君 来訪。 母屋で は 碁が 盛んで ある。 

八月 一日。 曇後晴 C 

朝早くす が/ \ しい 砂浜 を、 はだしで 児の 手 を ひいて 歩く。 遠山 は 雲に かくれて いる。 

中 野さん の 書架から 碧 梧桐の 「子規 を 語る」 を 引出して 読む。 タ方中 野さん と 二人で 峠を越 

して 宮 窪へ 出て 藤 均 君 宅へ。 二階から 海と 島山の 凉 しい 眺め を ほしいままに しながら、 たの 1 

い 食事 を 共に して、 役場へ 講演に ゆく、 十 時 頃から はじめて 終る 頃 は 夜更けて 冷えぐ した。 

,£ ハへ 出て 帚る 時、 とても 美しい 秋の ような 月が 冴えて いた。  - 

八月 二日。 晴。 

早く， g きて、 久しぶりに 風と なった 宮窪 湾内へ、 藤 君 曽我部 君の 案内で ギザ ミ 釣りに 出る 

友 浦から 中 野さん が、 久仁子 を 歩かせ、 正風 を 自転車に のせて、 つれて 来て 下さる。 私に とつ 

て は 広 島 以来の ギザ ミ 釣りで ある。 下 畠 君、 栗 田 君、 泉 君、 平 井 君 等と、 よく 切 串から 似 島の 

方へ 釣りに 行った あの 頃の 呑気な 夏が 思い出される。 切串燈 台に いられた 竹 内さん が、 今は此 

の 隣 島の 木浦燈 台に いられ、 その 官舎が、 はるかに 見えたり すると、 二十 年の 歳月が 流れ 変つ 

た樣 で、 ちっとも 変らずに いるかの よう だ。 子供達 は 割合よ く 釣れる のと、 青 リン ゴゃ 西瓜 も 

あるので、 よろこんで いる。 「とうち やん、 なかく 上手 だのう」 と 正風に ほめられ たりし 

て、 青 ギザ ミを 引上げる のであった。 


友 浦へ 帰って， 子供と 海に つかって いる 間に ギザ ミは 早速 料理され ていた。 二 時の 舟で 中 

野、 藤、 大山と いう 日に 焼けた 顔 を 揃えて 岩 城 島の 田 名 後 君 を 訪ねる。 新築の 家 を 皆で 見て 廻， 

り、 自分の 家が 建った かの ように うれしがる 我等の 友情 だ。 先づ 西瓜のう まいの、 それから 虱 

呂に 入って. ひろし チャン を 先頭に して 皆で 海岸 づたいに 本家の 西瓜 畑 を 荒しに ゆく。 しかし 

西瓜 は 朝の 露に ぬれた の を 食べる べきで、 タ暮 のぬ くいの は、 何だか 気持が わるい。 広ハ 畑に 

百 もぎ 五十 もころ， „ (^転って いるの を、 無雑 作に とって は 割って 口にする の だから 控え目に し 

たつ もりで も、 貪食して いたらし い。 帰って、 楽しい タ鈉 をす ませて、 凉んで 蚊帳の 中へ 入つ 

たが — 醒める と、 私の 腹 も、 両隣の 腹 も ごろ/ \ ごろ/^ 鳴って いる。 ひどい 痛み さえ 加わ 

つた 藤 君 は、 疲れて いたから であろう。 私 は 下痢 だけ。 中 野さん は 大した ことなし、 日頃から 

体 を 練って おられる からだ。 

八月 三日。 晴。 

朝 は、 梅干と お茶 だけにして 腹 を 整える。 船で 津 倉へ。 藤 君は宮 窪で 下船。 尾 道から 来た 割 

に 大きい 船 はお 客も少 く、 凉 しく、 空腹の 気持 もよ く、 私 はよ く 眠った。 幸 港に 上って、 大耕 

支部の 藤本 久 志さん に 迎えられ 役場へ ゆく。 柴田隆 文 君が 待って いて くれた。 私 は 元気がない 

ので、 小学校 前の 柴田 君のお 宅で、 開会まで 休ませて 頂く。 東風の よく 入る 涼しい 二階 こ. ねこ 

ろんで いると、 戦死 せられた 海軍の 兄さんと、 陸軍の 弟さんとの 大きい 写真が、 可 か 1 に 話し 
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かける かの よう。 あとでき くと、 此の 外にもう 二人、 併せて 四 人 戦死せられ ている とか。 柴田 

せコと は、 先年 小 松の 香 園 寺で 会って 以来、 ずっと 一筋に 犬 耕に つながって 貰い、 こうして 訪ね 

てく ると、 まるで 兄弟の ような 親し さで 会える の も、 此の 道の 味で ある。 此の 春、 同人 三人 づ 

、でム 通 寺に 二 泊、 老師 や 仁 山師に ついて 親しく 修行 せられた 時の 話な どなつ かしい 限りで あ 

つた。 

公民館で 午後 二 時から 暑い 中 を 二 時間ば かり、 私 は 真面目な 男女の 聴衆 を 前にして 語った。 

朝 律と 往来す る 飛行機の 爆音の 下で、 大和民族の 道 を、 深く 考えつつ。 あとで 大耕 同人の 人々 

と ゆっくり 座談会で もして 貰いたい と 思った が、 私 は少々 疲れて 来たので、 再び 柴田 君へ 帰り 

よい 風呂で 背 を 流して 貰った。  - •  -  . 

日が 頃いて から、 藤本 久 志さん 宅 をお 訪ねす る。 東に むいた 山裾の 小高い 所に、 青田 を 見 降 

して、 ト山 に対する 構え は、 島の 家と も 思われない。 菊 や 牡丹が 沢山に 作られて あるの は、 御 

老人の 御 趣味であろう。 二十 四 貫の 大軀を 裸に して、 主人公 は 広い 庭に 打ち水して、 夏の 客 を 

慰めて くれる。 やがて、 助役さん、 池 田 校長さん、 藤本さん 等 も 来られ、 大勢た のしく、 盃を 

頃け 合った。 禅の 話な ども 出て、 気持の よい 会であった。 私 は、 腹 をいた わるた め、 折角 美事 

こ 造られた 枓理の 半ば 以上 を、 ただ 見せて 貰う にす ぎなかった こと を、 申 訳ない と 思った こと 

e ある。 藤本 氏 自作 自慢の 犬 西瓜 を 切って、 食べて、 十二時 頃 皆 散会。 明けつ 放しの 家で 中 野 
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さんと 並んで 涼しい 蚊帳の 中で 短い 夜 を 眠る の も、 島の 夏ら しい。 ここの 水の 味 は、 実に 冷く 

てうまい ものであった。 こんな 水 は、 伊予の 国に も 沢山 あるまい と 思う。 大家族の 皆ん なお 揃 

いでお 元気な の も、 この 水の 良さに よると ころが 多い と 思う。 

八月 四日。 快晴。 

舟 便よりも 早い とのこと で、 中 野さん と 二人で、 山越して 友 浦へ 帰る。 一里 半 ほどの 山路で 

あるが、 津 倉の 牛 市へ 牛 を つれて ゆく のに も 出会った りして、 わけなく 帰って来た。 待って い 

た 子供 を つれ、 海に つかる つ 久仁 子ば、 十五 六 米 も 泳ぐ ようにな つたと 云って、 平泳ぎして 見 

せる。 此の 夏の 十日 の 間に 何とかして 泳ぐ こと を 自得 させて やりたい と 思って いた 願いが 達し 

たわけで ある。 正風 は、 浮く ようにな つたと 云って、 四肢 を ひろげて、 浅い 所に 仰向けに なつ 

て 浮んで みせる。 二三 日、 出て いる 間に 海 も 風ぎ、 子供 はもう すっかり 海に 馴れて いるの だ。 

一寸、 ひるねして、 午後 二 時から 友 浦 小学校で、 村の 人々 に 講話 をす る。 狭い 室に あふれる 

ほど、 此の 暑さの ただ 中 を、 集って 来られ、 時 を 忘れ、 暑さ を 忘れて 聴いて 下さる 村の 人々 の 

顏は 美しかった。  . 

帰って、 最後の 海へ ゆるく つかる。 一人で 沖へ 泳いで 出て みた。 太陽に 腹 を 向けて、 水面 

に 浮び、 じっと 浮いて いると、 乾坤た や 一人の 我と なり 切る、 その 我 を も 忘れて、 無心に 息 を 

している このた のし さ。 
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友^と 云っても 日本の 何人 か 知る であろう。 その 淋しい 浜辺で あるが、 海の 美しい こと、 砂 

の浄ら かなこと、 遠景の 山々 の 雄大な こと、 四季 を 通じてい ろくの 果物の 出来る こと。 こう 

いう^の 村 は、 日本に もそう 沢山 あるまい と 思う。 試みに 子供た ちが、 中 野さん で 頂いた 果物 

の 名 を あげて みても、 青 リン ゴ、 オレン デ、 夏蜜柑、 桃、 ブ ドウ、 西瓜な ど。 毎日 恵まれた 生 

活の 中で、 よく 焼けて、 海に 戯れ、 人に 戯れた ことで ある。 子供に とっても こうした 十日に わ 

たる 海辺の 生活 は 生れて 最初の ものであるが、 家内と しても 卯 之 町に 生れ 大洲に 育ち、 広 島、 

布 野、 武蔵 野、 そして 内 子と 転々 して 来たが、 多く は 海の ない 土地であった。 あくせくと、 家 

事に あけくれ する その 家 をし ばらく 捨てて、 海に 遊ぶ ことが 出来た の は、 中 野 一家の 人々 の妤 

意に よる もので、 これ また 生れて はじめての 経験であった。 夜 は、 皆で 最後の タ餉 をた のしん 

だ。 1 も 村 も 黒く 更けて、 天の川 だけが、 はっきりと かかって いる 空 を 見てから、 凉 しい 風の 

蚊帳 をく ぐった のであった。 

八月 五日。 晴、 のち 雨。  .， - 

いよく 帰る 朝 だ。. ハチ公が、 別れと 知って か、 妙に 頭 をす りつけ、 尾 を 振って くれる。 島 

に W れつつ も、 矢張り 帰りたくて ならない 久仁子 は 「内 子へ 帰】 つ-たら、 水 を がぶがぶ 呑みた 

^  - と 云い、 正風 は 「三輪車に 乗って やる ぞ」 と 云いながら、 乗場へ 急ぐ。 (二 五 年) 


十一月 九日。 下 関から 鹿 児 島 行の 急行に のる。 熊 本まで 無言。 これ も 亦 旅の たのしみ であ 

る。 鳥栖 から セ ー ラ— 服の 英国 海兵が 十五 六 人の りこんで 来た。 座席がない と 見た 彼等 は、 デ 

ツキ や 便所の 戸口に 立った ま X で、 遠慮深く して 入って 来ない。 あまり 大きな 声で 話 をす るよ 

うな こ ともなく、 間食 も、 立食い もせず、 時々 煙草 をく ゆらせる くらいの もので、 日本人に 笑 

い を 送る ような こ ともなく、 平常の ままに 立って いるので、 少し 気 毒な ようで もあった。 ァメ 

リカの 兵隊と は 全く 人柄が 違うよう だ。 筑後 平野 を 南下して、 大牟田 をす ぎ、、 右方 はるかに 雲 

他の， 峯を 望む ととろ から、 もう 肥 後で ある。 

熊 本 駅に つくと、 丸 山さん と、 山 頭 火夫 人が 待って いて 下さった。 早速 バスで 黒髪 町の 丸 山 

さんのお 宅へ 落ちつく。 広 島 高師の 教授 時代に、 戦線へ お送りし てから、 もう 十三 四 年 振りで 

ある。 一別 以来の 物語 はっきない。 二度目の 召集 は 戦場へ 行かず 熊 本の 兵隊 教育です み、 戦後 

は 熊 本 短期大学の 教頭と して 迎えられ、 郷里の 学生に 慕われて おられる。 昨年 は 一年 あまり ァ 

メリ 力へ 出張して 帰られた。 専門の 語学の 外に、 丸 山さん の 民俗学の 研究 は 既に 久しい。 この 


頃 九州に 於け る 河童の 研究 は 面白い。 肥 後の 山間部で は、 河童が 山に 上って、 山 童と 云われて 

いると か。 - 

〕 頭 火夫 人 I と 云っても 山 頭 火 は 妻女 を 捨てて 出家して 独りで 旅して 死んで 行った ので あ 

るが、 私 は 可 だか 此の 人に も 山 頭 火の 孤独な 影 を 感ずる ことが 出来る ような 気がする ので 敢 

て、 こう 呼^して 貰う ことにする。 —— に は 昭和 十六 年 三月 「愚 を 守る」 を 持参して から 十一 

年 1  おりで ある。 その 頃 は、 熊 本の 下 通りで 雅楽 多と 云う 額縁 店 を 営んで いら t た 力 戦災で 焼 

出されて 久しく 音信が 消えて いた。 「俳人 山 頭 火」 が 上梓され た 時に も、 先づ この 人 や、 健 君 

に 読んで 貰いたい と 思った ので あるが、 あとで 聞く ともう 店で 求めて 読まれた とのこと であ 

る。 健 君 は 山 頭 火の 遺骨と 共に 仏 通 寺で 会った きり、 満洲の 密山 炭鉱で 敗戦と なり シ ベリ ャ Z 

つれて ゆかれて いたが、 無事 帰る ことが 出来、 現在で は 長崎県の ある 炭鉱の 次長と して 仂 いて 

おら 1、 もう 三人の 父と なって いる。 夫人 は 健 君 一家と は 別に、 市内 大江 町の 知友のお 家の 一 

間に、 出家 後の 山 頭 火と 同じように、 独り をた のしんで 余生 を 静かに 送って いられる ので あ 

る。 熊 本な 失意の 山 頭 火が 十 年 もいた ところで ある。 その 間よ く 酒 も 飲み 歩いた が お 句 も 作 

つ， こ、 JH>^ より 禅に 志し、 ついに 出家 得度した ところで ある。 そして 所謂 山 頭 火 的 托鉢 生活の 

出発点と なった の も 亦 熊 本で ある。 

十日。 秋ら しい 朝の 陽が、 庭木 を 通して 新しい 鶏舎に あたって いる。 奥さんが しきりに 鶏の 


—  73  — 


世話 をして いられる。 朝餉に は 産みた ての 卵 をいた だく。 

やがて 山 頭 火夫 人が 迎ャに 来られ、 二人で 川尻 町の 大慈寺 を 訪ねて ゆる。 長 六 橋で 郊外電車 

にの り 換えて 白 川に 沿うて 下る。 熊 本 は 街の 構えが どっしり していて、 家の 建築に 飾が なく、 

素朴で 剛直で、 屋敷 を 広く とってあって、 木立が 多い。 土地が 肥 後の 肥で、 肥えて いると 見え 

て、 生垣の 木 も 庭木 も、 ぐんく 仲び て、 大木と なって いるの が 眼に つく。、 

川尻の 駅から 大慈 寺まで、 野の 中 を 歩く、 振り返る と大 阿蘇の 山に は 雲が かかって いて、 今 

日 は 噴煙 も 望めない。 大慈 寺と 云えば、 「禅の 生涯」 の 沢 木 興 道 老師が、 大正 五 年から 大正 十 

一年まで、 僧堂の 講師と して 住し、 五 高 学生な どに 禪風 を呼揚 せられた 道場で ある。 夫人のお 

話で は、 山 頭 火 は大慈 寺へ 参禅した かどう か は 解らぬ が、 老師が 万 日 山に 独 住せられてから は 

よく 禅談を 聴きに いった ものら しい。 興 道 老師が この 寺 を 出られてから、 久しく 無住で 荒れ 果 

てて いたので あるが、 現在 は 望月 義庵 老師が 住職せられ ている、 その 義庵 老師が 熊 本 市 浄行寺 

町の 報恩 寺 (俗に 千 体 仏と いう) の 住職 時代、 山 頭 火が 好んで 参禅し、 ついに 大正 十四 年 二月 

四十 四才 にして 出家 得度した 時、 導師と なって 山 頭 火の 堅い 頭髪に 剃刀 を 当てられ たのが、 此 

の 老師な ので ある。 

古い 山門 をく ぐると 右側に 切 石で 築いた 大きな 石仏が 坐って いて、 その 下に 茶の 花が 楚々 と 

して 咲いて いる。 大きな 法 塔、 大本 堂が 棟 を^べ て 秋風の 中に 建って いる。 一礼して 右手の 庫 
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裡の 入口から、 典 座 寮の 土間 を 通り、 一番 奥の 隠 寮へ いって、 フ」 めん 下さい」 と 云う に 返辞 

がない。 曰 南の 縁へ 廻って みると、 猫の 親子が 二 匹、 ぬく くと 坐って いて、 私達の 顔 を 見る 

まかり、 菜園で 仂 いている 人に 和尚さん はと 尋ねる と、 「今日は いられます、 本堂の 方で しょ 

う」 と 云われる。 S い 境内 をぐ るく 廻って 探す と、 本堂の 横に 稲 架 を 立てる 用意 をして いら 

れる ところ、 七十 六才の 老師が 百 丈 和尚で はない が、 十 町歩の 田地 を 農地法で 取り上げられ 僅 

かに 残された 一 艮 歩の 田に 稲 を 作って、 今日は その 稲 刈 を はじめられる とか。 山 頭 火夫 人と は 

日 S の 間^で、 山 頭 火の 歿後 夫人 はしば く 此の 老師 を 招いて 山 頭 火の 冥福 を 祈られ、 また 此 

の 寺に 詣 でて は 供養 を 重ねて いられる ので ある。 やがて 隠 寮に 招 せられて、 いろ./, \ 'と 山 頭 火 

について 語る。  .  . 

. 「まい、 坐禅 も 組みに 来ました、 どうしても 出家 するとい うので、 ほんとうの 禅僧に して 修 

行させる というの ではない が、 とにかく わしの 弟子に して、 得度 させた のぢ や。」 

「老師 さま は、 一度 山口県の 小 郡へ、 其 中 庵 を 訪ねて 行かれて いますね。」 

「はい、 はい。 あの ころ はよ く 東京へ 行く 用事が あつたので、 一度 帰りに 寄って 見ました わ 

、，。 山 頑大 らしく、 菴の ぐるりに は、 草をぽ う-/ \ と 生やして いました わい。 わざと 生やし 

て 楽しんで おる のぢ やと 云って おった が。」 

「比の" 俳人 h 頭 火" を 差 上げます、 一六 八 頁 を ごらん 下さい。 昭和 八 年の 五月 廿 六日の 日 
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記に. 山 頭 火 はこん な こと を 書いて います。 『御飯 を 炊いて いると、 聞き覚えの ある、 そし 

て 誰か 思い出せない 声が する。 出て みたら 意外に も義庵 老師であった。 上京の 帰途 立ち よら 

れ たので ある。 いろいろ 話して いるう ちに 熊 本が なつかしく なった。 お茶 もない し、 何も 差 

上げる ものがない ので、 S 店へ 走って ビ— ルと罐 詰と 巻 鮑と を 借りて 来て、 朝御飯 を 食べて 

貰って 八 時の 汽車に 間に合う ように 駅 近くまで 見送って いった』。」 

どれく と 云い 乍ら 老師 は 老眼鏡 をと り 出して その 頁 をな つかし そうに 見入られてから、 今 

日 は 一 つ 山 頭 火さん のために 本堂で お経 を 上げます かな、 と 云いつつ、 夫人 を 顧みられる。 ， 

「どうぞお 願いいた します。 一 日 早い けれども 山 頭 火の 命日です から。 大山さん と 一 所に こ 

こで 拝まして 貰う こと を 山 頭 火 も よろこんで くれる でしよう。」 

老師 は硯 をす つて、 戒名 紙に 「山 頭 火 耕 畝 居士」 と 書いて 衣 をつ けて 立 たれた。 二人 は 長い 

廊下 をぐ るく ついて 行って 大本 堂の 仏前に 坐った。 本堂 は ひどい 荒廢 である、 柱 は 傾き、 窓 

は 破れ、 坐って いる 私達の 間 を、 秋風が 颯々 として 通る。  ；  . 

秋風の 中で、 得度の 老師に 回向せられ るので ある。 先づ修 証義総 序の 「生 を あきらめ 死 を あ 

きらむ る は 仏家 一大事の 因縁な り」 と、 老師の 音声 は 寂び ている。 お経が すんで 再び 隠 寮に 戾 

り、 そこで、 御 親切な ごもくめしの お昼 を 頂いた。 稲 刈の 御 予定 も あるので、 尚 も 心 を 残しな 

がら 辞去しょう とすると、 老師 は 此の 寺に 伝わる 開山 寒 厳義尹 禅師の 真筆になる 国宝 「願文」 
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の 写， 本 一枚 を 記念と して 私に 下さる のであった。 義 尹禅師 は、 後鳥羽 上皇の 皇子で あるが 五才 

の 時に 上皇 を 亡くせられ、 その 菩提の ために 出家して 修行の 後、 大慈寺 を 創建せられ たとの こ 

と。 

熊 本に 帰って、 米屋 町に 友 枝 蓼 平氏 をお 訪ねす る。 薬剤師で 薬局 を 営んで いられる ので ある 

が、 熊 本に 於け る 一番 関係の 深い 文学と 酒の 友であった。 少し ぜんそく 気味で、 休んで， > らォ 

たの を、 無理に 起きて、 私達の ために 往時 を 語って 下さる のであった。 室に いた 犬 公が、 はじ 

めはしき りに 吠えて 困った が、 しまいに は 私の 手に 戯れて よく 遊んでくれ だした。 

十一 日。 夫人と 二人で. ^ おと 味 取へ ゆく。 曇って いるので 傘 を 用意した が、. だんく 晴れて 

来て、 山 鹿 行の バス は 快々 的に 鋪 装せられ た 大きい 路を 北に 向って 走る。 私 は バスに乗って か 

ら 一途に 蓮 田 善 明の こと を 思いつ づけた。 私の 広 島 時代、 文理 犬の 学生であった 蓮 田さん は、 

斎 藤 先生から 私の こと を 聞いて 牛 田の 家へ よく 遊びに 来て くれた。 「地下の 水」 を 出版す る 時. 

によ、 台湾の 任地へ 原稿 を 送って、 仮名 づ かい を 誤り 易い 私の， 字句 を 訂正して 貰ったり した。 

その後 斎 藤 先生の 修監 で、 中等学校 用の 「作文」 という 教科書 を 編纂した 時、 その 中に、 好ん 

で^り 文章 を 取 入れた の も 蓮 田さん 達であった。 成 城 高等学校 教授 時代 第一 次 応召で は、 中支 

に 従軍して 少 隊長 をつ とめた が、 兵隊 を 一人 も 殺さぬ ように、 それの み 心掛けつつ、 「奥の 細 

道」 ^じめ 国文学の 良書に 読み耽り 乍ら 戦場 を 去来して 一 弾が 中った が、 幸い 助って 帰って来 


た。 それから 昭和 十八 年 第二次 応召までの 蓮 田さん の 精進 は 鬼神 そのもので、 「鴨 長 明」 「本 

居宜 長」 を はじめと して 七 冊の 著述 を とげ、 「文芸 文化」 に 毎号 執筆す るば かりで なく、 保 田 

与 重郞、 中 河 与 一氏な どと 交り 当時の 文壇に 乗り出して 来た。 その 時、 南方へ 出陣 を 命ぜられ 

たのであった。 船中で 作った おらび 歌な ど、 重要な 原稿 を、 ジャ ガル タで 日本に 帰る と 云う 佐 

藤 春 夫に 托した その 原稿が、 遺書と なって 了い、 「文芸 文化」 の 終末 号 を、 奇しくも 飾った の 

であった。 

植木 町の 師井 という 医院の 前で バス を 降りる、 ここが 蓮 田夫 人の 生家であって、 私 を かすか 

に 覚えて いて くれる 二番目の 坊 チャンが、 もう 中学の 三年 生と なって 待って いて くれた。 町 裏 

の 我家に、 黙って 案内して くれる 少年の 後 姿 を 涙な しに 見られよ うか。 戸口で は、 東京の 家で 

見て いた 「蓮 田 善 明」 の 門標が 昔の ままで ある。 夫人に お会いす るの も 八 年ぶりで ある。 床の 

間に は 故人の 遺愛の 書が 山と 積まれて あり、 その 中で も 故人の 著書が 一 番手 近 かなとこ ろに 重 

つてい る。 なつかしい 限りで ある。 「鴨 長 明」 の 校正 用の ゲラ 刷が そのままに 残って、 蓮 田 さ 

んの 訂正の 文字が 見える と、 あの 砧 町の 家で 二 畳の 玄関 を 書斎に して、 三人の 幼い 坊 チャンに 

もぐれつ かれ 乍ら、 夏の 暑い 日射しの 下で、 克明に 校正 をして いた 蓮 田さん に 会う 思いが する 

のであった。 

仏壇の 写真 は、 和服で、 腕 を 組んで 微笑して いた、 此の 人が、 終戦と 同時に、 ニュ ー ギ ニヤ 
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の^ 島から^ ンガポ ー ルに 集結し、 そこで 責を 感じて 自害 を 遂げる ような、 ^し レ 魂の 持主と 

も 田 a わ 1 なハ。 私 は 涙 を 押えて 合掌 念仏した。 しばらく お茶 を 頂いたり して 奥さんと 右 時 を 語 

り、 それから 墓 也へ ぉ詣 りしょうと している と、 直ぐ 表の 家から 兄さん 夫婦が 挨拶に 来らす 

た。 「あなたの 御 本 は、 弟から 貰って よく 読んで います」 など 云われる と、 一寸お 会いして 直 

ぐお 別れす るの が つらかった。 墓地 は 街道の 西側の 森の 中で ある、 そこへ ゆく 道が、 あまりに 

も 蓮 田さん の 愛した 武蔵 野と よく 似て いるので、 奥さんに そのこと を 話す と、 「柳 田 国 男 先生 

も 云われ ましたよ、 成 城 あたりの 土と、 日本で 一番よ く 似て いるの は 肥 後の 植木 附近 だと。」 と 

答えられる。 お 墓 は、 お父さん、 お母さん、 そして 蓮 田さん と 云う 風に、 三 基 皆 西に 向いて 立 

つてい る、 どちら を 見ても 広い 肥 後の 野で あるが 西の 山が 一番 近い。 墓前に 香 を 立てて、 その 

煙 を ふりかえりながら、 三人 は、 畑の 中の 道 を 屋根の 見える 金 蓮 寺の 方へ 急いだ。 途中 一匹の 

馬が、 路に 立-ち ふさがって 遊んで いた。  • 

金 蓮 寺 は、 蓮 田さん の 生れた 寺で、 今 は 長兄が 住職して いられる。 古 寂び した 庫裡の 御内 仏 

の 前で、 兄さんに も 御 挨拶す る ことが 出来た。 そして 掃き 浄 めら れた 庭に 出る と、 庭木の 中の 

一本 は、 大山 木で、 枝の 先き に 赤い 実が ついていた。 私 は 思わず こんな ことばが 浮んで 来た。 

歌 を やらぬ 私な ので 歌に はなって いないが、 此の 前後の 感銘 は、 どうも 俳句と して は 表現し に 

くいものであった。 
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大山 木 実と なり 寺 はすが すがし 蓮 田 善 明 こ の 庭に 育つ 

それから 墓地で は 

母 そばの 母に 竝 びて 倶 会ー処 西に 山 見 ゆ 安らかに 眠れ 

武蔵 野の 土 を 思わす ふるさとの 土に 帰りて な \ とせの 秋 、 

大 阿蘇の 煙の 見えて 馬 遊び 粟 刈りす \ む 君が ふるさと 

こうして 二人の 夫人と 共に、 一 つ は 蓮 田さん の 墓参、 一 つ は 山 頭 火 庵住の 跡 を 尋ねる という 

こと も、 考えてみれば、 奇 しき 因縁で ある。 山 頭 火の 句集 「草木 塔」 や 「愚 を 守る」 を 熱愛し 

て、 「山 頭 火の おられた と 云う 味 取 観音 は、 僕の 故鄉の 隣村で、 子供の 時に よく 遊びに いった 

ものです よ」 と 私に 云って くれた 蓮 田さん であった。  - 

バスの 両側に は、 所々 甘藷の 畑が あった、 高原 は 霜が 早く 来る らしく、 いもの 葉が すっかり 

枯れて いた。 火山灰の 堆積して 沃土と 化した この あたりに は、 水田 は 殆んど 見られない、 粟の 

畑が 沢山あって、 今 粟 刈の 最中ら しい。 

山 頭 火さん、 

ここ は 熊 本大江 町の 奥さんの 仮寓の 一室です、 室の 一隅に 机 かあつて、 その上に 大きい 蓄音 

一 器の 箱が 口 を あけて いて、 その 中に 「種 田家 代々 之 霊位」 と 「解脱 院山頭 火 耕 畝 居士」 と 小さ 

い 二つの 位牌が まつられ、 耕 畝 居士の 前に は盃に 酒が 供えて あります。 一輪 ざしに は 菊の花が 
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. 活けて あり、 赤い リン ゴも 供えて あるので す。 蓄音器の 箱 を、 仏壇に する なんて、 昔の 雅楽 多 

堂の 女主 人の せられる ことではありません が、 今 は 無一物と なられた 孤独の 戦災者な のです、 

この 光景が 極めて 山 頭 火 的な ので、 私 は 1 入 うれしいです。 あんた が 捨てる ようにして 別れて 

いった 人が、 今 はこうして 日々 あんた を 憶念して いられる のです。 私が あげた 「愚 を 守る」 は 

^うまで もな く、 山 頭 火に 関する 新聞 や 雑誌の 記事 を、 奥さん は 細大 もらさず 切 取って、 我が 

ヒ とのよう に 大切に して いられる のです。 

今日は 多年 あこがれ ていた 味 取の 観音 堂 を 訪ねて 来ました。 思った よりも 便利の いい 所で、 

バスの 停留所から 直ぐ 左手の 小山に 上って ゆく と、 古い 松が あんた の 句の 「松 はみ な 枝 たれて 

南無 観世音」 の 如く、 風に 耐えた 枝 を 垂れて いました。 石段 を 半分 登った ところの 左側に 庫裡 

と 本堂 を 兼ねた ような 小さい 曹洞宗 の 寺が あり、 石段 を のぼりつめた ところに 小 ちん まりした 

観音 堂が 在る。 庭 は 広々 として 松の 間に 桜が 交って 紅葉して いるの も 美しく、 お 堂の 両側に は 

八本 づ つの 羅漢の 石仏が、 風化した 寂しい 顔して 坐って いられる その 顔に、 松風が 松の 葉 を 散 

らして 通る ので ありました。 礼拝して 下のお 寺へ 立 寄りました、 あんた が義庵 老師の 御世 話で 

ここに 庵住した の は 大正 十四 年 二月から 十五 年の 四月までで あつたが、 その後 住の 柏木 和尚 は 

ずっと 今日まで 在住し、 なかく の やりてで、 二十 七 年の 間にお 堂の 修繕から 庫裡の 拡張、 西 

国 三十 三番の 設置な ど 大した 発展ぶ りです よ。 「久しぶりに 掃く 垣根の 花が 咲いて いる」 とい 
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う あんた の 句に なった 垣根 は、 埋 立せられ て 広い 庭と なって いる。 最も 驚くべき 柏木 和 尙の努 

力 は 此の 岩盤の 山に 百 三十 尺の 井戸 を 掘って 地下水 を 汲み 当てて いる ことでした。 あんた のい 

た 頃の ように、 麓の 家の人が 代る-^. 水 を 汲んで 石段 を かつぎ 上って くれる と 云う、 あのよう 

な こと はなくな つてい るので す。 其 中 庵が あとかたもなく 崩れて いるのに 対し、 ここ は あと か 

たもな く 発展して 小さい 庵が 一 つの 禅寺に なって いるので す。 これ また 無常。 柏木 和 尙は山 頭 

火に ついて 何も 知る ところの ない 人で あるが、 昨年で あつたか、 山 頭 火 を 慕う 天草 島の 俳人 達 

が、 ここに 山 頭 火の いた こと をし きりに なつかし がり、 わざ/ \ 訪ねて 来て 山 頭 火の 書かれた 

ものが 何 か あり はしない かと、 その 筆跡 を 求めて いたと 云う ことで ありました。 一 

私 は 秋風 をき \ ながら 大きい 松の 幹 を 撫でる ようにして 手 を 当て、 三十 年の 昔 をし のび、 石 

段 を 降りた ので ありました。 

十二 日。 小雨。 

ぐっすり ねて 起きて、 旅の 身辺 や、 原稿の 整理 をす る。 午後 丸 山さん の 御 案内で、 熊 本日 日 

新聞社 主催の 「山 頭 火 を 語る 座談会」 に ゆく。 秋の 雨が ふる 中 を、 川尻の 宮本 謙吉、 「日本 談 

議」 主宰の 荒木 精 之、 作家の 森本忠 八、 歌人の 西 本 清樹、 吉村 光二郎の 諸氏 はじめ 十数 人 集つ 

て 下さる。 場所 は 新聞社の 直ぐ 裏の 公民館、 司会 ほ 熊 日 論説委員 岩 下さん、 岩 下さん は 広 島 文 

理大の 出身で 斎 藤 先生の 門下で ある。 
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茶菓子 を 頂きながら 実に 和やかに、 飲み 友達、 文学 友達の 話が はずんだ。 西 本さん のお 話で 

は、 西 本さん 達の 催して いる 短歌の 会へ 山 頭 火 も 一首 出して 加わった ことがある。 互選に なつ 

てから 山 頭 火 は 自分で 自分の 歌 を 選して いた、 これ は 一寸 誰でも 出来ない、 他に よいと 思う 歌 

が^かつ たと 云う。 その 自信の 强 さに は 心 を ひかれた。 また われく はるか 年少の 後進に 向つ 

て は、 人間的に 実に 優しく、 親切で、 読書の こと、 文学す る 態度な どに ついて 導いて くれた。 

しかし 教えて やる と 云う 風な 先輩ら しい 様子 は 少しも 見せなかった、 今 当時 を 思い出して なつ 

か ンく 思う と。 また 吉 村さん や 山 頭 火夫 人の 云われる に は、 ある 日、 酔 払った 山 頭 火 は、 公会 

堂の 前で 一人 大手 を ひろげて 進行して くる 電車の 前に 立ち 塞って、 ついに 電車 を 止めた。 それ 

を 見た 木 庭と いう 人が、 山 頭 火 を 千 体 仏に つれて 行って 参禅 させた、 それが 禅門 をく ぐる 第一 

歩であった。 その他、 遊び 友達に ずいぶん 迷惑 を かけた ので は あるまい かと 尋ねて みる、 お 答 

え は 一致した。 それ-は 決して 迷惑で はない、 料理屋から 馬が つけて 来ようと、 どうしょうと 山 

^火と 共に 飲む ことが 好きな 人々 で、 つまり 山 頭 火に 酒徳 があった のです ねと、 皆で 笑った こ 

とであった。 

，灸 こ， 私 は 山 頭 火の 句 碑 は 終焉の 地 松 山と、 故里に 近い 其 中 庵 跡に 建てられて いるので ある 

が、 ^める 十き Q 熊 本 時代の しるしと して、 熊 本へ も 時 を 見て 一基 樹 てたい と 云う 悲願 を 抱い 

ている と 云って、 話 を 結んだ のであった。 (二十 六 年) , , 
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東京と 房 総 


十 一月 二十 I 曰。 小雨。 

車窓の 外 は 小さい 秋雨が しと，/. \- 降って いて、 品 川で 午後の 四時と いうに、 もう 暗い。 新橋 

あたりから、 街の ネオンが 夢の ように 光り 出し、 道 いっぱいに 流れて いる 自動車が 縁 や 黒 や、 

- 蛙の 背中の ように 光って、 ネオンに ぬれて 美しい。 やがて 東京 駅で ある。 八 年ぶりに 踏みし め 

る プラットで 先づ 見つけられ たの は、 田 倉さん、 それから 長 岡さん、 その後に 蘭 田さん、 そし 

て 山上 君、 田 倉 実さん。 佐 藤 堅 司さん に は、 此処で 初めて 会う。 東京 郵政 局の 橋 川さん 阿部 さ 

ん という 風に なつかしい にこ/ \ 顔 ばかり。 うしろから 肩 を 叩いて 春陽 堂の 和 田さん が のつ そ 

.りカ  - 

「ちっとも 変ゥ ていないね」 「ます/^ 太って くるね」.  ： ... 

などと 云われながら 降車口へ。 そして 自動車で 荻 窪の 田 倉さん まで 走る。 戦火 を 免れた 玄関 

も、 座敷 も 昔の ままで ある、 奥さんに 挨拶した 時、 私 は 急に こみ上げて くる 涙 を どうす る こと 
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も 出来なかった。 新 京 悲劇、 引 楊 者と しての 生きる 道、 そんな もの はお 顔の 何処に も 残して い 

られ ない が、 それだけに、 言葉に つくせな いものに 打 たれる ので ある。 タ餉 はお 心の こもった 

手^: 理で、 長 S さん 一 園 田さん 田 倉さん 父子と 卓 を かこむ。 菊の花の 一皿 は、 みちの くの もの 料 

理で、 とても 珍しい。 外 は武蔵 野の 静かな 秋雨、 内 は 温い 話と 酒。 一昨年 長 岡さん が、 胃の 大 

，手術 をせられ た 時のお 話に は 心 を ひかれた。 手術の 後で、 こんなに 静かに 落着いて、 私に 心 置 

なく 刀 を 振 わせた 患者 は曽 つてない と 医師が 云われた と 云う ことで あるが、 禅定の 心境で 台 上 

の 人となり、 大事に 処 せられた のであろう。 それ を 長 岡さん は 単に、 ますい 薬が よく 利いた の 

, に こと 云われる けれど。 囚人と して 遠く ヅ ベリ ャに 流されて いられた 田 倉さん の 「赤 塔」 は 広く 

よまれた 本で あるが、 お 話 は 自然 中共の 政治な どに 及んで くる。  , 

そこへ、 勝 矢さん が 雨の 中 を 来て 下さる。 安芸の 国 アクセント もな つかしい。 参議院 内の こ 

とから、 話 は吉田 首相の 赤い ネクタイに 及ぶ。  ， - 

「マッカ ー サ— も 心得が わるい、 帰る 時には 天皇陛下に 挨拶 をして 帰る かと 思ったら、 黙つ 

• て 飛んで 帰った。」 

に は 皆洪笑 同感す る。 長 岡さん は、 海事 振興 会の 用で 明日 は 神 戸へ 出張せられ るので 九 時半 

散会。 よい 風呂で 旅の 疲れ を 拭い、 日記 を 書いて 就寝。 


二十 二日。 快晴。 

庭の 落葉 を 掃く 箒 木の 音が 気持よ く 聞え てく る。 塩 を 使って、 庭に 出る と、 昨日に 変った 快 

晴。 雲の 片々 が、 大空のと ころ.^ \. で 高く 遊んで いる。 鶏が、 卵 を 生んだ と 告げて いる。 「菊 

はもう 盛り を 過ぎ ましたよ。 こ の 栗 は 沢山な つ て くれてね。」 と 田 倉さん につ い て 畑 や 庭 を 見て 

迤る。 国電で 四 谷へ。 出口で 宮 本さん の 車と ばったり 出会い、 三人 同車して、 東京 郵政 局へ。 

みとせ . へ  •  I  .  . 

三年 経つ われ 生 ありて 天 山 を 南. に 望む 野に 麦 を 刈る 

その かみの 吉 林の 守の 掃除す る 凍れる 糞の 山な す 便所  ， 

みちの くの わが 故郷の しだれ 桜 咲きて 散りし かわれ は 還らず 

これの 世の 生きの いとなみ 四 人 子 を 持ちて わが 妻 やせに やせし か  ， 

これらの 宮 本さん の 歌は曽 つて 「大 耕」 にの せ、 私 は 「君、 吉林之 守 (吉林 省 次長). たりし 

頃、 鯉の 生づ くりに てビ ー ルを 傾けて 訣れ しが、 国破れて 捕えられ、 銃殺 せられし 報 あり、 

われ 悲しき うちに も、 九死一生の 帰国 を 待ちいた りしに、 ナホトカ 最後の 船に て 祖国の 土 を 踏 

み、 君 健やか 遲信 博物館 長たり」 と 註して いる。 「や あ、 どうも」 「や あ」 と 軽く 言 集 を 交し 

て 車に 乗って はいるが、 吉林 訣別 以来 二人の 歩いた 道 は、 あまりに も 差別と 変： 化が ありすぎ 

る。 それだけに 共に 生き残つ ていた こと、 いやこう して 生きて いる ことが、 た うれし ハ 
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ので ある。 局長 室で、 二十四日から 千葉県 巡講 のこと を 係の人と 打合せ、 田 倉さん と 二人で 上 

野 ヘラって、 廑れの 日展に 入る。 日本画、 洋画 をみ て、 最後に、 彫刻の 室に 入った。 沢山な 立 

像の まん 中に、 二人の 青年が、 肩に 手 を 打ち かけて 無我 そのもので 立って いる。 女学生が 沢山 

見て いる その後から 私 は 此の 二人の 像 を 一見した 時、 不思議に 両眼に 涙が にじみ 出た。 おかし 

いな、 この 大勢の 観衆の 中で、 しかも 沢山の 作品 を見飽 いている 眼に、 こうした 生々 しい 感激 

が 浮んで くると は。 やがて 学生の 去った あと、 よく 見る と 「へ ル シン キの 感激」 である 石 

井 • 上 迫の 二 選手 を、 藤 野舜正 氏が 創って いる。 無我にまで 達した 芸術の 偉大 さ。 私の ように 

二人の 優勝者と、 何の かかわり のない 者まで も 感激せ しめる ので ある。 それから 田 倉さん と 親 

交の ある 橋 本 高 昇 氏の 裸婦 「春 暁」 など を 観て 退出。 上野 公園 は、 紅葉から 落葉へ、 季節の 移 

り 変り で 美しい。 ベンチに 疲れた 腰をおろして、 しばらく 落葉 を 見て たのしむ。  、 

上野 駅から 国電で 東京 駅へ。 駅前から 丸 ビル 新 丸 ビル あたり、 街路樹が 黄色な 葉 をし きりに 

落して いる。 丸 ビル 地下の ほてい 屋で、 そば をいた だく。 ビル や 食堂に 出入す る 人々 は、 勿論 

見知ら^ 人々 ばかりで あるが、 昼の 休みに こうして 地下の 食堂な どぶら く 歩いて いた 過去 力 

^わ， el て、 に？ の 顔が、 何処かで 会った ことの ある 顔の ようで なつかしい。 二階の 一室で 折よ 

く 高 村 光太郎 氏の 個展が 開かれて いるので、 観る。 小品が 七 八 点、 楚々 として 並んで いる、 い 

づ 1 も 昭和 十 年 前後の 作で ある。 白檀の 木に 彫られた 白い 文鳥の つがい など、 実に 愛すべき 作 
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ばかり。 上野の 多くの それが、 名 を 競い、 見て くれよ、 我 を 見よ、 と 叫び を 発して いたのに 対 

して ここの それ は、 作る こと を 楽しんで いる。 だから 観て いて 心が 和 ごみ、 安らかに なって く 

る。 桃、 蓮根な ど、 手に とって 撫でて 見たい 衝動に かられる。 岩手県の 山中に 於け る 高 村さん 一 

の 小屋の 近影 は、 またな つかしい。 あとで 宮崎丈 二さん にきいた ので あるが、 岩 手で は 冬 は 寒 

くて 木が 凍り 仕事が 出来ぬ ので、 ある 大作 を 志して、 先き 頃 東京に 出て 来られた とのこと。 冬 . 

-の 間中、 小屋の 炉 にかが まって いられた ため か、 腰が 少し 曲って いられる とか。 

靖国 神社の 境内 は 銀杏の 落葉で いづ ぱい だ、 それ を 二人の 人が しきりに 掃き よせてい る。 落 

葉 を ふんで、 此の 宮に詣 でる 私達の 一歩一歩に は、 云いつ くせぬ 感慨が こもって いる。 木枯の ， 

風 は、 美しく 黄葉した 銀杏 を 降らして ゆく ので あるが、 時局の 嵐 は、 若々 しい 幾 万の 若者 を、 

その 親木から 奪い 去って 行った の だ。 

それから 麻布の 巴荘 へ。 ここ は 東京 地方 貯金局の 休養 所、 私の ために、 東京の 大耕 会が 開か 

れ るので ある。 集る 人、 岡 崎 誠 一 *景 山 準吉， 勝 矢 和 三、 斎 藤 春 彦， 佐々 木 源 蔵 • 佐 藤 堅 司 • 

闋正雄 • 舊田 一 男 • 田 倉八郞 • 高木 正遙 . 高藤武 馬， (南蛮 寺 萬 造) 古瀬 長栄 • 古山 恵 風 • 宮崎 

丈 二  * 宮沢芳 重 • 宮 本 武夫. 山上 進， 本吉 明治の 諸氏、 いづれ も 親しみ 深い 顔ば かり、 玖村敏 

雄 二 滕井崇 治 • 長 岡 信 捷， 遠 藤 後 1 の 四 氏 は 御旅 行中で、 缺席を 残念 がられて いたと。 

■ お 客で ある 私から、 各人 を 紹介せ よとの ことで、 私 流の 紹介 をす るの も大耕 会ら しい。 すべ 


ての 人 を、 皆よ く 知ってい るの はこの 中で 私 一人 だからであろう。 これから は少 くと も 年に 一 

. 度 は 出て 来い と 皆さんから 云われる。 占領下の 東京 を 見たくなかった ので ある。 

隣の 帝の 古 瀨長栄 さん は、 山形県 尾花 沢の 人で ある。 芭蕉の 奥の 細道の あの 「涼し さ を わが . 

宿に して^ まるな り」 の 鈴 木 清風の 尾花 沢で ある。 古瀬さん の 話で は、 「ねまる」 はこの 地方 

の 方言で 端座して 坐る ことで ある、 大抵の 人 は、 ねまる を、 寝 まると 見て、 ゆるく 横にな つ- 

て ねる ことのよ うに 解して いるが、  そうで はない と 聞かされて、 私も亦 教えられた。 「通信 世 

界」 に遁信 太平 記 を 連載して いる 古瀬さん は 一家の 人物 評論家で も あるが、 久しく 「層雲」 に 

よって、 わたくしと 同じ 自由 律， 俳句 もやって いられ、 如何にも みちの くの 人ら しく 素朴で あ 

る。 その 前の 席 は、 宮内庁の 斎 藤さん、 信 州 飯 田の 人、 山 頭 火が 旅で 急性 肺炎 を 患って 入院し 

病院 は 面白くな いと 云って、 便所の 草履で 脱出し、 コップ 滔ニ杯 を ひっかけて、 其 中 庵まで 帰 

っヒ、 その 飯 田で ある。 私も曽 遊の 地で なつかしい。 名物、 蜂の 子の 珍味 を 思い出して 話した 

ところ、 それにつ いて 斎 藤さん から、 詳しい こと を 聞かされた。 あれ は 地蜂の 子で あるが、 そ . 

の 巣が 見つからない、 そこで 土地の人々 は、 地蜂の 好物で あると ころの 蛙の 小さい 肉片 を、 真 

帛の 糸に 吊して おく、 烽 がそれ を くわえて 飛び去る その後に、 真綿の 糸 を 仲ば して、 巣の あり 一 

か をつ きとめる。 そして、 油 を 注いで 巣 を 焼く と、 匂いが 残る ので、 松明の 火で 焼きせ める、 4 

& 下の 巣で. S 数に 眠って いる 蜂の 幼虫 をと つて、 乾して おくとの こと。 


二十 三日。 晴 のち 曇、 そして 小雨。 

「朴の木が、 あんなに 大きくな つて、 こ丄 から 見える でしよう。 あの 朴が 大きい 若葉 を ひろ 

げ ると、 路 ゆく 人が みんな 仰ぎ見て ゆく よ。」  . 

と 南蛮 寺が いう。 隣から 私の 旧居 を 二人で なつかし そうに 眺めて いるので ある。 玄関 も、 何 

も かも あの 頃の まま、 子の ない 現在の 持主 は、 私たちの いた 頃よりも、 家のう ち は 清らかに 使 

いこな して いられる であろう。 たや 変って いるの は、 長 岡さん に 貰った 金銀 二 本の 木犀 を はじ 

め、 家の まわりの 木立が 大きくな つてい る だけ。 

「八 年ぶりと は 思われな いね、 毎月 大耕を 見て いるので、 いつも 会って いるよう な 気がす 

る。」 

向う はそう かも 知れない が、 私から 云う と、 矢張り 久しぶり である。 それからの 話が つきな 

い。 毛深い 南蛮 寺 は 頭 だけ 大いに 禿げ 上って いるが、 年寄り じみて はいない。 今では、 悠々 と 

金 曰く ことによって 暮 しも 立ち、 週に 二回 だけ 法 政 大学へ 出る の だと 云う。 主人の 禿に 対して 客 

は 白髪が 多くな つてい る。 話 は 呑気で ある けれども、 二人の 頭上 を 烈しい 時代の 波が 荒れ狂つ 

た 此の 八 年であった。 

二人で 斎 藤清衞 先生 を 訪ねる。 「武蔵 野に 炊ぐ」 時代から 考える と、 先生 ももう 古い 千歳 村 
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の 住人で ある。 だんく 家が 建ち 並んで 来たが、 書斎で 火鉢 を 囲んで 話して いると、 昔の まま 

に 静かな 千歳 村で ある。 山 頭 火の こと、 玖村敏 雄さん のこと、 話 はっきない。  •. 

II. 「わしのと こ 6 へ、 毎月 これ だけの 雑誌が 来ち よる。」 - 

と 云って 三十 冊ば かり 積まれて いる 山 を 指される。 その 中に r 大耕」 も ある。 

二十四日。 曇、 後 雨。 

新 宿で 郵玫 局の 阿部さん と 一 所に なって 千葉県 佐 原へ ゆく ことにする。 千 葉 駅から 佐 藤 堅 司 

さん 同車。 下 総 はう ねく とした 十五 六 米の 丘が つづく 国で その 丘の 間に 村が あり 田が あり 沼 

が 光って いる。 白い 鷺が 沢山 刈 田で 遊んで いるの も 西の ものに は 珍ら しい。 利根 川の 流^ をォ 

の 車窓に 感じて 潮 来 • 鹿 島. 香 取な ど、 曽 遊の 地 を 心に 浮べて いるう ちに 佐 原に つく。 久賀の 

米 本 氏 父子に 迎えられる。 郵便局で 頂いた おひるの 鰻 飯 は 鰻の 焼 方と いい、 醤油の 香と いい、 

米の 味と いい、. 実に 美事な もので、 鰻 は 佐 原の 名物で ある。 > 

佐 藤 先生 は 好んで 私の 講話の 前座に 立 たれた。 西洋史から 日本の 武士道、 それから 二宮 尊徳 

という 風に、 深く その 道 を 学問的に 探求せられ、 駒 沢 大学の 講座に 立って いられる この 人に、 

前座 をせられ て は 相 済まぬ ので あるが、 二人の 間柄 は 「大 耕」 によって 前後 を 超えて いるので 

ある。 私が 話 を はじめる 頃から 外 は 雨と なって、 白 募が 迫って 来た。 雨の 中 を バスで 久賀 へ。 
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如何にも 下 総の 豪農ら しい 門の 構え。 今 は 門の 左が 郵便局で、 吉 植庄亮 門下の 歌人で 歌 誌 

「かんらん」 を 編輯して いる 重 信 氏が 局長、 門の 右が 旭 窓 庵で 信 吾 氏が その 主、 外庭の 上に、 

古い 歴史 を 持つ 米 本 図書館が 立 つ て 信 吾 氏が その 館長で ある。 黒い 森 を 後に した. 母屋の 大きい 

屋根が、 とつぷり 暮れて 秋雨に ぬれてい る。 さめ^, \ と 降る 雨の 音 を 聴きながら、 ゆるく. 風 

呂 にっかって いると、. はる^, \ 旅に 来て いる 我が 体が、 温い 湯気の 中で 夢の ように 白い。 白い 

夢 はいろ. （-と 過ぎし： n を 思い起させる。 私が 此の 父子と こうした 親しい 縁 を 結んだ の は、 昭 

和 十五 年の 七月、 伊達 大ニ 郎君と 二人で、 ハルピンから 松 花 江 を 降り、 北満 弥栄村 を 訪ね、 弥 

栄 郵政 局長 米 本 秀雄君 夫妻と 一 夜 を 語った ことに 因す る。 広 島へ 帰って 計らず も 私 は 東京に 転 

勤した。 そして 弥栄 の状况 を、 お伝え せん ものと 此の 家 を 訪ねて 来たので あった。 しかし 悲し 

い 哉、 その後 新 京の 航空 局に 転じて いた 秀雄君 は、 満洲 亡国. に 際して 彼 地の 土と なって 再び 此 

の 家に 帰らない ので ある。 

二十 五日。 雨。 

一家 一局 を あげて 歓待して 貰った が、 一宿し か出来ぬ 旅人 は、 今日は 利根 川尻の 銑 子まで ゆ 

かねば ならない。 美しく 熟れた 柚子 をち ぎって 貰い、 それ を懷 にして お 暇す る。 小 見 川で、 佐 

藤氏と 別れる。 医師 本 田 氏 を 訪ねられる 由、 本 田 氏 は 大原幽 学の 教え を 受けられた 家で ある。 
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J 子局で ま、 前嚅^ 代から、 志 を 同じう した 吉野 局長に お会いす る ことが 出来て ぅォ 1 "力つ 

た。 吉 野さん の 案内で 屋上から 铫 子の 町 や、 利根 川の 対岸に ある 波 崎 を 見る。 ひどい 風で じつ 

として いられない。 舟 は 皆 港に 入って、 今日は 秋刀魚 舟 も 出て いない。 労仂 会館で 講和 をす る 

間に も、 太平洋の 嵐が、 体に 寒々 と-感ぜられ、 私の 話 も 暗くな つた かと 思う。 ここで 大耕 同人 

&日 市場の 尹 東 誠さん、 飯 岡の 宮嶋 芳四郎 さんに 会う。 鹿 野 山の 講習 以来、 ずっと 私 を 忘れ 

ずに いて 下さる の だ。 吉 野さん • 田 辺さん の 案内で、 犬 吠 岬へ 車 を 走らせる。 波 静かな 日より 

も、 この 時化の 日 こそ 犬 吠 岬ら しいと 云われる。 荒波 は、 岩に 砕け、 岸に 吠 ゆる。 太平洋の 彼 

方 は、 暗雲が こめて 波が たちまちに 由く 飛び はね、 走って ゆく 車が 振い、 大地が うなる。 灯台 

ベ 着いて、 台 長さん に 親切に 説明して 貰い 乍ら、 灯台に 昇る。  . 

「無電き、 電波の 信号で、 洋の 彼方、 視界の 外 を ゆく 船と 連絡して いるので す。 铫 子の 漁船 

は、 直接、 此の 光 を 頼りに しています がね、 こんなに 時化る 日 は、 船の 人 は 緊張して いて 航海 

を 誤らないで すが、 却って 波の 静かな 日に、 沖から 帰って くるのに、 岬 を 一 つ 間違えたり しま 

すよ。」 

と 云われる。 荒れ狂う 岬から 潮 光荘へ 入って 泊る。 先づ 一風呂 浴びる。 なんという 肌 ざ わり 

のよ い 浴槽であろう。 出たり 入ったり して 楽しむ。 それに 此のよう な 旅で は、 風呂に 入って い 

る闺： „ こけが、 私 独りの 世界で、 黙って 一人 を 楽しむ ことが 出来る。 次から 次へ 会う 人 は、 みん 


な会レ たい 人ば かりで、 人と 語り合う こと も 楽しい 限りで あるが、 時には 独で 黙って いたい。 

タ餉に 私 は 特に 土地の 名産 秋刀魚 を 注文す る。 ここで は 生きが よいので、 秋刀魚の 腸が 一番 

うまい と 云われる。 関西へ くるまでに は、 その 腸 は 悪くな つてい るので どうに もなら ない。 さ 

ん まの 塩物な ど 食べ たことの ない 铫 子の 人々 なので ある。 剣道 七 段の 鶴 岡 氏の 若い 時の 修業 談 

はとても ゆかいな もので 酒杯の 興 を そ &られ たこと である。 民謡の 磯 節 • 大漁 節な ど は、 此処 

で 聴いて こそ 味が あり、 旅情 を 一入 深めて くれる。 関西の 人々 は、 磯 節の 調子が あまり 早す ぎ 

るが、 太平洋の 波の ゆる，， （- としたう ねりから 生れた 此の 歌 は、 ゆっくり 歌う のが ほんとう だ 

と 思う。 伊藤さん 達と 枕 を 並べて 休む。  . 

二十 六日。 晴。 

今日は 铫 子から 房 総 半島の 南端 館 山まで、 太平洋 岸 を 南下す る、 その 旅に ふさわしい 好晴。 

成 東 • 大 網で 乗換えて いよ- 房 州に 入る。 訓練 係長 阿部さん は、 五 尺 七寸に 二十 貫と いう 大 

男、 私 も 小さい 方で はない。 ぬく- ^と 日 南の 車窓で、 うたたね などして 呑気に 旅する 二人と 

なった。 旅 は 道 づれと 云う。 よい 道づれ だ。  . 

鴨 川で は 富 安 風 生 先生の こと を 思い出さずに はいられなかった。 もう 池 袋の 草魚 洞 も 冬 景色 

になった ので、 ぼつ，/^ こちらへ 来られる 頃 かと 思う が、 下車す る ゆとり はない。 绾山 局の 二 
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階で 語る。 昨日と 違って、 汗が 出る ほど ぼかく 日が 射して 温い。 自然 私の 話 も 陽気に なり 

紫 山 老師の 「だら り」 から 悠々 と 語る。 岩 井の 局長さん はじめ、 もっと ゆるゆる 談じ合 レたレ 

ような 好き 人々 が 多く いられた ので あるが、 心 を 残しつつ 小滝 吉五郞 さんに 迎えられて 去る。 

四十 分 こして、 犬掛 という 所で 降りる と、 そこから 小滝さん の 古くて 大きい お宅が 見える。 犬 

掛の犬 は、 里 見 八 犬 伝の 犬であって、 昔の 物語 を 忍びつつ 門 をく ぐる。 東京に て 敗戦、 安岡 正 

篤 先生に 相談せられ たと ころ、 「応仁の乱の 時、 志 ある 人々 は 多く 京 を 去った。 此の度 は、 応 

仁の 乱 以上に 国土 も 人心 も 荒れる であろう。 帰る に 如かず、 帰農して 耕す に 如かず」 と 示さ ォ 

て、 直ちに 故里に 帰り、 土 を 耕して、 今日に 至られた ので ある。 晚 秋の 夜 も 長いが、 話 もつ き 

ない。  ， 

. ここで、 私 は、 ひそかに 尊敬して いた 成蹊 学園の 奥 田 正 造 先生が 一昨年 死去せられ たこと を 

聞いて、 悲しく、 惜しい かなと 歎じた。 名著 「茶 味」 を 読んで 以来、 一度 親しく 教え をう けた 

ハ ものと 思い 乍ら 空襲 下で 思う. に 任せず、 遠く 伊予に 去り、 今度 上京して、 是非お 訪ねしたい 

と& つていた ので ある。 小滝さん は 東京 文理 大 在学 中から、 奥 田 先生に 参 じ 茶と 禅 を 行 ぜられ 

また、 法隆 寺の 佐 伯 猊下に も 先生と 共に 就いて 学ばれた のであった。 今日、 茶と 禅に 関する 著 

書 は 多い が、 「茶 味」 に まさる もの は あるまい と 思う。 その 著者 既に 亡く、 佐 伯 猊下も^ 八十 

五才を 一期と して 饔^ せられた。 二人で 法 隆寺ゃ 亡き人々 を 忍んだ ことで ある。 小滝さん は、 
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二十 七日。 晴。 

落葉 を ふんで 母屋 へ 降りよう とすると、 私 を 起しに 落葉 を ふんで 上つ て くるわ 1 さんと が、 

庭木の 中で 出合った。 霜 かと 思われる ような 露が、 石 をぬ らし、 屋根 をぬ らし、 紅葉した 葉 を 

ぬらして いる。 生れて はじめて 見る 房 州 農村の 朝 ぼらけ である。 田の 畔を 少し 歩いて 座敷に， 

ると、 もう 朝餉で、 饀 餅の ぬく いのが 一 皿つ いている ではない か。 皆で 三時から 起きて 搗 いた 

のです よと 云われる。 何とい う 家 を あげての 心 入れであろう。 下 総の 雨の 一夜と いい、 安房 Q 


また 東京 高師 時代から、 足 利 紫 山 老師 や、 平 林 寺の 大休 老師に 参せられ たので あるが、 それ は 

一 つに 郷里の 先輩 坪 野 平太郞 先生の 影響で、 坪 野 氏 は、 京都の 峩山 和尚に よって、 心膽を 練ら 

れた 達人であった。 話 は、 広 島の 原爆に 及び、 爆死 せられた 杉 本 五郎 夫人の こと、 遺児 四 人の 

ことになると、 幼年 校から 士官学校と 相 つづいて 長男 正 君 を 親しく 教えられた 小滝さん は、 慈 

父の 如く、 慈眼 を 曇らされる のであった。 - 

「友 あり 遠方より 来る」 と は、 全く この こと だと 云われる。 そう 云われる と、 ^島で は 仏 通 

寺の 一滴 を 共に 行 じ、 東京で は大 泉の 官舎に もお 訪ねした りした 私 は、 遠く 四国へ 落ちて 行つ 

た。 それから、 十 年 振りで 房 総の 南端に 現われた ので あるから、 全く 遠方より 来る である。 月 

光 を 浴びて 裏の 小高い 所に ある 離 座敷に 案内され て 一 人で 灯 を 消して 眠る。 
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月 Q 一  夜と いい、 私 は あまりに もったいない 宿に 恵まれす ぎている。 劐の 好きな 正風の ために 

お土産まで 頂いて 館 山 駅まで 送って 貰った のであった 力 

二十 八日。 小雨。 

少し 寝す ぎた が、 宮 本さん と 近くの 明治神宮に 参拝す る。 何と 静かな 森であろう。 広い 参道 

の 砂 W を ふむ 、その 足音が 自分の 足音と は 思えない ほど 美しくて 快い。 曇った 空から、 雑木の 

杠蕖 がちり く 降って くる。 その 落榘を ふんで 拝殿に 達し、 手 を 洗って、 拝礼す る。 仮 本殿 は 

ト さい 寸れ ども、 日本の 神 は、 杜の あると ころに 宿り 給う ので あると 思えば 淋しくない 社 を 

焼いて、 杜を 残した 米軍に、 社の 心 は 解らぬ であろうが。 帰って、 湯豆腐で、 ちょいと 一杯、 

この 一杯 は 山 頭 火 的で ある。 豆腐 は 私の ために わざく 田舎風の もの を 用意せら^ たと 力 昨 

夜の 霞 浦の 公 魚と 云い、 淡々 とした 日本の 味 は、 タべ もよ く、 あした もよ ろしい。 越後 柏 崎の 

調の 子の 塩辛 もな つかしい。 朝から あんまり 悠々 としす ぎて 少しく おくれて 発車。 新 宿の 駅で 

寺って いた 南蛮 寺 をのせ、 長 崎へ 廻って 宮崎丈 二さん を 誘う。 冬 花亭に 上る 時 間もなく、 玄関 

で a 堂と 奥さんに 挨拶して 四 人で 一 路川越 街道の 坦々 たる 道 を 平 林 寺へ 走る。 占領軍の 手 入し 

た路 だけに、 まさしく ドライブ. クェ— だ。 成 増. 朝霞と、 西す るに 従って 道 は 街の 気分 を 脱 

ノて、 武蔵 野の た Y 中に つきす i む。 街路樹の 落葉 も 美しい が、 並木の 櫸は、 武蔵野 特有の 風 


一 97  — 


景 である。 停々 と 云う 言葉に ふさわしい 並木が 竝ん で、 春の 靄の ように 霞んで いる。 その 並木 

力 次第に 高く 大きくな つて、 清 瀬の あの 聳え 立つ 捧が 見え 出した 頃、 車 は 「平 林 寺 道」 から 

左に 入る。 それからお 寺まで は 片側に 並木が つづく。 楓と 桜で みんな 紅葉して 落葉して いる。 

やがて 大門の 前に 止る。  .  . 

「いいな あ」 「いいな あ」 「これ はく」 四 人 はたや 詠歎す るば かり。 何と 云う 自然の まま 

の 静けさであろう。 幽玄 そのものが、 古い 門 をと りまい ている。 門の 屋根 は草葺 で、 その 屋根 

に d さい 楓が三 四 本 生え、 それが 大きい 楓の 下で 紅葉して、 屋根の 上に 落葉して いるので あ 

る。 東京と 云う 魔の ような 街の 都心から、 僅か 五十 分に して、 此の 閑寂 境が あろうと は。 じつ 

とた，^ ずんで いると、 私達 四 人が、 もうす つかり、 晩秋の 平 林 寺 風景の 中の 一 つに 取り 容れら 

れ ている こと を 感ずる。 小雨が 降り だして、 帽子 をぽ そく ぬらす こと も 此処で は 却って 趣き 

を 添える ばかり。 踏み石 を ふみ、 落葉 を ふんで、 法 堂に 至る。 その 左右の 紅葉 や 杉の 木立 はま 

るで、 都会の 風 を 石らず 清浄 そのもの である。 法 堂の 大屋 根 は 形の 崩れた 草屋根で、 寂然と し 

ている 丈 二さん は スケッチブック を ひろげて、 立った まま、 それ を 描いて いる。 水の 澄ん ビ 

V さレ 流れに 沿って、 常住の 玄関に 立つ。 この 流れ は 典 座 寮の 台所 を 通って 門の 方へ 流れて い 

るので あるが、 米の 一 粒 も、 菜っ葉 一枚 も 流れて いない。 私 はこの 清浄な 流れ を 見た どけで、 

平 林道 場 無事な りと 観じ 力強い ものに 打 たれた。 そして 曽 つて 在京中し ばく やって来て、 顇 
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切に して 貰った 俳 僧 石 馬賢洲 さんや、 堀 井一 蔵 居士の こと を、 なつかしく 思った 

白 扒孜， U 老師 は、 私 を 待って いて 下さった。 私 は、 遠 州 方 広 寺で、 宗寛 老師から ことづかつ 

た 扇子な どを呈 する ことが 出来た。 そして 米国の 雑誌 ライフ 正月の アジ ャ 特輯 号に 平 林 寺が 美 

しい 原色 写真で 紹介せられ ていた こと を 話す と、 老師 は ライフ を 持ち出して、 撮影 当時の こと 

• を 語られる のであった。 大休老 大師 は、 と 云う と、 いや、 お 元気な ので 奥へ ゆかんでも 此処へ 

出て 下さる と 云いつつ、 老師が 奥 隠 寮へ 行こうと 障子 を さっと 明けられ ると、 俄かに 私達の 眼 

を 射た の は 奥庭の 美し さで ある。 木立 も 芝生 もみん な それぐ に 自分の 達するべき 秋色に 達し 

て、 まさに、 一 霜の 訪れに よって、 冬枯れに 入らん とする 秋の 終末の 美に 輝いて いるので あ 

る。 自然の ままの 外庭と、 素朴 そのものの ような 堂宇の その 奥、 ここに はこうした 造園の 美が 

かく 1 ている ので ある。 庭の 趣きに 心 を 奪われて いると、 大休 老師 は、 九十 三 歳の 御 老体 を輊 

く 運んで 一人で 踏 石 を 伝って 出て 来られる。 白髪、 白髯の 翁が、 瓢々 として 歩いて 来られる と 

また 一入、 此の 庭の 趣きが 変って 来て、 此の 庭に して 此の 翁 あり、 動く 白髯の 翁に よって、 I 

かな 庭が 本来の 調子 を 出して くる。 禅僧と いうよりも 詩 僧と 云った 御風 格で ある。 円覚 寺の 今 

ヒ洪川 和尚に 師事せられ ただけ に、 老 大師の 詩 は、 日本の 禅門に 雄た る もの。 端然と 坐って 話 

される そのお 言葉 は、 冴え /^\- として、 耳 もよ く 聞 えられ、 眼 もよ くな つて いられ ダ。 

「どんな もの を、 召し 上ります か。」 
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「養 麦が 一番 好き ぢゃ。 豆腐 も 好き、 それから、 うどん ぢ やのう。」 

と 云われる。 お茶 を 頂いて ぉ訣れ すると また 美しい 庭の 中の 翁と なって 去られた。 隣の 室で 

敬 山 老師の 蘭 や、 梅 や、 菊の 絵 を 見て いると、 一人の 侍者が 老 大師 近著の 詩集 を 持って来て 下 

さる。 表紙 を ひらく と、 「贈、 大山 氏、 九十 三 大体」 の 墨 跡が まだ ぬれていた。 

古道 場に、 生涯 を 禅に 生きつつ、 詩 を 楽しむ 翁と、 法 を 護りつつ 絵 を 描いて、 閑 を 楽しむ 老 

師が、 簡素に しかも 悠久な 自然の 息の 中に 生きて いられる。 尊ぶべき 師弟で ある ことよ。 帰る 

路も亦 同じ 落葉の 中。 東京 貯金局へ つく。 宮 本さん は、 

「僕 はこれ から、 全遞 労組と 団交です よ。」 

のことば を 残して 出て ゆかれた。 平 林 寺と、 団体交渉、 静から 動へ。 絶好の 禅 機で ある。 

千 葉さん が、 沢山の 色紙 を 持って来て 書け と 云われる。 十五 六 枚、 さらく 書 流して おいて 

幹部 職員の 人々 に 二 時間 近く 語る。 しみ，， ^と 聴いて 下さる 人々 を 前にして、 私も亦 我 を 忘れ 

て 語る のであった。 ここに は 職員が 二 千 四 五 百 人 も いられる とか、 蘭 田 局長 は、 それらの 人が 

どう 力、，， I を 一 つに、 楽しく 仕事 をせられ るよう に 念じ、 人の 和 を 出現す る ことに 興味 を 持つ よ 

うな 人で ある。 車で 送って 貰い、 雨の 中 を 白金 三 光町の 関 正 雄 氏お 宅へ。 模様が 変って いるの 

で、 探し 当てる のに ひまどった。 葭子 夫人 もい とお 健やかで、 お 二人共に 以前より むしろお 元 

気で いられる の は、 何より うれしい ことであった。 
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「僕よりも、 うちで は 細の 方が 大 耕の 愛読者 だよ。」 

「ほんとうに 大耕を 毎月 待って いますよ。 此の頃 紀行文が 出ません ね。」 

「今度 は、 帰って 東京 紀行 を 書きます よ。」  --  . 

代々 木 初 台へ 急ぐ。 戦災 後 再建 せられた 長 岡信捷 さんのお 宅へ はじめて 上る。 洋室の 床に は 

.迦 洞無评 さん 作の 「南無 仏」 が 合掌して いる。 「来た 人が みんな、 ほめて ゆきます わ」 と 云わ 

れる。 「それにつ けても、 和 高 節 二さん の 糸車の 絵 を 焼いた の は 惜しくて ならない」 と 云われ 

る。 そこへ、 もうす つかりお 医者 様になられた 滋 君が 帰って くる。 特にお 願いした 野菜 料理で 

タ餉を 頂いて から、 炬燧で 四 人 四方に 坐って、 それから、 それへ、 一別 以来の 物語 はっきな 

い。 猫の 親子 もやって 来て、 私の 膝で ぐるく 云う。 そこへ 工大 生の 温 君が 帰って来る。 三重 

： 県庁に つとめて いられる 長男の 実さん の 噂 も 出る。 官吏、 医師、 挟 術 者、 三人 を 三色の 性格に 

応 二て、 すくく と 仲ば して ここまで 来られた 両親の 御幸 福 を 思う。 雨の 音 を 聴き 乍ら 長 岡 さ 

んと 竝んで 眠る。  - 

二十 九日。 曇の ち睛。 -  - 

温 君に 送られて 東京 駅 八重 洲ロ へ。 そこで 私の ふろしきが 山上 君に リレ ー される と 同時に、 

東京 最後の 一 日の 私の 体 は 山上 君 任せと なる。 両陛下の 召 上る 野菜 づ くり を 以 つて 天職と 任ず 


—  101  — 


る，：： i 上 君 は、 土の 如く 黙々 として 朴 であり 純で ある。 三越へ いって、 久仁 子と 正風に、 さ X や 

かな 東京 土産 を 一 つづつ 買う。 そして 法隆 寺の 模写され た 壁画と 仏像の 展覧会 を 見る。 一筆 三 i 

礼で 信仰の 心の ま \ に 描いた 原 固 を 観て いる 私に は、 電気 座布団の 上で、 ぬ《 と 描いた 現 I 

代睡 家の 線が どうも 生きた 線と して 見えない。 しかし 壁画が 焼失した 今日、 これらの 絵 ま、 別 

な 意味で 貴い ものであろう。 

大手 門から 皇居に 入って、 呉竹 寮の 前方の 雅楽 部の 館に 至る。 古代 印度に 始 つて、 支那 大陸 

朝鮮 を 経て、 奈良朝 時代に 我が国に 入って 来り、 平安朝の 頃、 日本の 雅楽と して、 確立した 此 

の 古典的な 音楽と 舞が、 今日、 茲で 演出せられ るので ある。 澄み渡った 大空から 降り注ぐ 雨後 

の 日 をう けて、 入口で 待って いると、 古山 恵 風 君が にこ，/^ 顔で くる。 好きな 俳句が まとまつ 

, たのであろう、 澄み切った 眼で、 松と 大空 を 眺めて いる。 やがて 田 倉さん、 山上 君と 同村の 白 

木 寛 先生、 斎 藤 春 彦氏も 来られ、 一所に 観る。 此処で は 流石に、 縫紋の 絞附を 着た 婦人の 姿 も 

多い。 しかし 男の 和服 は、 どうも 私 一人ら しい。 舞台の 周囲 は、 白い 御影石の 中 粒の 砂利が し 

いてあって、 清楚な 極みで ある。 その上に 椅子が 竝 ベら れ ていて 皆 静かに 腰 を かける。 宮内庁 

吉川 儀式 課長の 挨拶に つづいて 山 崎 楽 部長の 解説に よって はじまる。 管 絞 方に は、 横笛 三、、 

笙 二人、 ひちりき 三、 琵琶 二、 箏ニ それに 鼓 一人、 鉦 一人、 太鼓 r 人、 計 十五 人が 徐ろに 現わ 

れて、 着座。 それから 五 種目の 管絃と 舞楽が、 此の 舞台の 上に 繰 拡げられた。 何とい う 荘厳 さ 


であろう。 舞う 人 も、 管 方の 十五 人 も、 まるでい のちが けだ。 それでいて、 静かで 優しい。 

という か、 幽 という か、 玄 という か、 観衆 は 恍惚と して、 我 を 忘れ、 古今 を 絶し、 処を 忘れて 

美しい 夢の 世界に 引 きづり 込まれる のであった。 舞台の 右と 左に 置かれて ある 大太鼓 は、 京都 _ 

の 紫宸殿から 昭和の 御大 典の 直後に 此処へ 移された ものの 由、 時々 鳴り ひ Y くその 音 は、 世に 

も 稀れ な 悠揚た る ひ ^ き、 その 太鼓、 舞台 演出 者の 衣裳、 館の 構造、 そうした ものが、 ある 一 

つの 色調に 統一 せられて いて、 そして 又 演ずる 舞と 調和して いる。 楽と は 調和な りと 云いたい 

感じで ある。 長時間の 舞 を、 よくも こんなに 稽古せられ たもの だと 思う。 

しかもす ベて は、 堀 一 つ 隔てた 東京の 街で 盛り を 極めてい る アメリカ 流の ダンスと 全く 対照 

的で ある。 外なる ダンス は、 肉体の 線から くる 美で ある。 内た る 雅楽 は、 骨格の 線に よって 描 - 

かれる 美で ある。 肉と、 骨と、 人間に とって、 どちらが 大事な もので あるか、 どちらが 最後の 

もので あるか。 肉が 女の 肉体に 傾き、 しかも 衣 を 脱いで 裸出して ゆく 傾向 を迪 るに 対し、 骨の 

美 は、 古代 ギリシャの 美で、 男性の 骨でなくて はならない。 そして 露出 を さけて、 衣装の 美 を 

借る。 たまに、 指 二 本 を 衣の 袖から 現わす が、 それ は、 曲線で はなく、 天 を 指し、 着 貫く 直 

線で ある。 肉 —— 女 .—— 曲線の 美に 対して、 骨 I 男 .i 直線の 美で ある。 こうした 二つの も ト 

のが 西洋と 東洋に それ，^ あってい いので あり、 また あるべき であると 思う。 この 雅楽 を 欧米 y 

乂 こも 見て 貰いたい なと 思った ことで あるが、 散会の 時には、 相当 多数の 外交官ら しい 欧米人 


- 夫婦 も 私達の 後の方で 観て いた ことに 気がついた のであった。 舞い 方に ついては、 素人の しか 

も 初めて 之 を 見る 私が、 何も 云う ことの 出来る もので はない が、 特に 感歎 久しう した こと は、 

舞い 終って、 舞台から 退き 去って ゆく、 その 退き 方の 何と 堂々 たる ことよ。 まことに 終を完 う 

したと 云う 感じで 実に 悠々 と、 後 姿の 美 を 残して 去って ゆく。 去り ゆく もの はま さに かくの 如 

く あらねば と 思わせられる ような 退去 振りで ある。 管 方 はまた、 去る ものが 去り 終る まで、 最 

後の 妙 音 を かき 立てて 合奏す る、 その 故に、 一芸 終って、 その あとに 残る 余韻 は、 掬すべき も 

の 力 あるので あった。 こうした 宮中の 楽に 奇しくも 会し 得させて 貰った こと を、 身の 幸と 田 a い 

深く 感謝し 乍ら、 今度 は 斎 藤さん の 案内で、 皇居 内 を 謹 しんで 一巡 拝観した。 宮中 三 殿に 拝礼 

した 時には、 霜の 夜 を、 国 を 憂いて、 ここに 土下座 せられて、 皇祖に 祈られた 戦時中の 陛下の 

お 姿 もしの ばれて、 襟 を 正す のであった。 斎 藤さん 主管の 庭園 係 内の 珍重な 盆栽と、 花に は、 

心 ひかれる ものが あった。 最後に 所謂 二重橋 を 渡って、 旧 西 丸の 焼失した 宮殿 跡に 立った 時に 

は、 感慨 無限。 宮内庁 員の 奉仕に よって、 やっと 焼 跡が 整理せられ、 今 は 芝生に なって いるの 

であるが。 

戦災者 ゃ引揚 者の 住居が 安定す るまで は、 御所の 再建 はお 望みに 相 成らない Hi と 斎 藤さん 

に 聞かされる につけても、 汚れた 富に おごり、 公務 を 濁して、 酒色に 溺れる 者の 多い 日本人 は 

もっと 自主的に、 自覚し なくて はと 思った ことであった。 女官の H!H> の 前 を 通る 寺に ま、 もう 日 
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は 暮れて いた。 斎 藤さん にお 別れして、 我々 五 人 は、 旧 天主 閣の 跡に 登って 文字通りの 荒城の 

月 を 観て、 別れる ことにした。 天守閣が 焼けて からもう 百年 近くに なり 雑草が 茂り、 その 一部 

は 菜園に もな つてい るが、 華やかな りし 昔の 夢が 何処かに さまよって いるかの よう。 折からの 

まった 十三夜の 月が、 私達の 顔 を 輝ら し、 脚下の 草 むら を 照らす。 はるかに 望む と、 その 月 は 

立ち 竝ぶ ビル を も 照らして いる。 あ \ 私の 旅の 東京の 最後の 日 は、 こうして 江戸 城 天守 跡の 月 

光の 中で、 終り を 告げられ るの だ。 何とい う 歴史的な、 そして 劇的な 東京と、 東京の 人々 への 

別れであろう。  . 

山上 君の 室で 二人 枕を竝 ベてから、 私の 眼に 三つの 馬の 姿が 浮んで くる。 二つ は 真白で、 つ 

つましく うつぶし ている。 一 つ は 栗毛で 鼻筋 だけが さい。 じっと 私の 顔 を 見て いる。 今日、 厩 

へ 案内され て 見せて 貰った 馬た ちで ある。 白 いのは、 嶺雪 号で、 陛下の 御馬、 他の 白い の り 

白 藤 号で 皇太子 様のお 馬、 栗毛の ュ ー リツ 号 も 皇太子 様のお 馬。 ュ— リツ はどうし たもの か 

私に 馴々 しく 顔 をよ せて 来た。 私 は その 若々 しい 頰を 軽く 叩いたり 撫でたり してやつ たので あ 

るが、 その 三つの 馬が 何だか 私の 枕辺に 顔 をよ せて、 私の 句い を 臭いで いるよう な、 夢の よう 

な 現の ような、 馬の 顔に 守られて、 皇居 内の 一夜 を 眠り こんだ のであった。 (二十 七 年) 


久仁 子と 共に 

久仁子 は、 隣の 船客の 少女 やその 弟と すぐ 仲よ しにな つて、 雑誌 を 昔  りたり、 まりを 貸して 

あげたり、. 上甲板に 上ったり 下りたり して、 楽しそう に 遊んで いる。 船が 来 島 海峡に さし か \ 

る 頃、 三人 は、 大きな リン ゴをー つづつ 手に して 室に 帰って来た。 二等 室のう しろに 美しい 食 

堂が あつたので、 入って 行ったら、 そこにいた 船の 人が、 三人に これ を 一 つづつ 下さった の だ 

と 云う。 みると、 よく 洗って 貰ったら しく 水が まだした たって いる。 三人 は、 リン ゴ のように 

その 顔 を 赤らめて よろこんで いる。 私 も 時々 上甲板に 上って、 子供と 一緒に 島 を 眺め、 山 を 望 

, む。 高繮 山に は 珍ら しく 春の 雪が まだ 残って いる。 ，  一 ■ 

明 石 丸が 今 治 を 出る 頃、 久仁子 は 二 年 前の 夏の 友 浦 を 思い出し たらしい。 友 浦で はタ 方に な 

ると、 浜に 出て、 ほろ ろん と 云う 走りの 早い 蟹と 戯れ、 正風が ぼつ/, \ 眠くなる 八 時す ぎに な 

ると、 きまった ように、 友 浦 沖 を、 今 治 港 を 出た 明 石 丸 か、 あるいは 舞子 丸 かが、 美しい 燈を 

とぼして、 音 もな く 夢の ように 東へ 東へ 通って 行った ものである。 その 夢の ような 憧れの 船に 

4, 乗って、 神 戸へ 向って いるので ある。 久仁子 は 友 浦の 方 を 見に 室 を 出て 行った が、 もう 海の 
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上 は 暗くて、 島 も 家も毘 えなかった と 云う。 正風 を 家に 残して 来た ことが， 可愛そう でも あり 

悔 〈られ もす る 私達な ので あるが、 どう 考えても 今度の 旅 は 正風に は、 時が 早す ぎる ので あつ 

た。 弟に すまない と 思って か、 久仁子 は 売店で 船の 色 刷して ある 絵 ハガキ を 買って 来て、 旅の 

第一 言お 書いたり していた が、 そのうちに、 服 を 着換えて、 ころりと 横にな り、 寝て しまつ 

た。 .  . 

五 年になる と、 学校の 社会科で、 地理 • 歴史の 緒 を 教わった。 地理と 歴史 ほど 子供の 世界 を 

広く して くれる もの はない。 その 五 年の 課業 を 終える の を 侍って 旅に 出る ことにし たので あ 

る。 寝顔 を そっと 見る と、 ほんとうに 邪気の ない よい 顔で ねて いる。 . 

^はた ど 一度 だけ、 父に つれられて 船に のって 遠い 旅 をした 少年 〇 日の 思い 岀を 持って い 

る。 その 思い出 は、 父が 亡くなつ てから、 もう 十 年に もなる のに、 妙に なつかしくて ^レ和 

^こ 枕を竝 ベて ねた 時の、 父の あの 特色の ある 油く さいような 体臭が、 今尙 私の 鼻に つ レてレ 

るよう でさえ ある。 故里から 四 里の 路を 歩いて 笠 岡に 出で、 そこから 故郷の 人々 二十 人ば かり 

と 一緒に、 別 仕 立の 帆前船に のって、 翌朝 多度津 についた。 港に 上る と、 見物な どし ないで 直 

ちに 一行 は 海岸 寺に 詣り、 それから 祖谷 山に の ぽりノ 善 通 寺に 詣り、 金比羅 様に 参って、 また 

金蔵 寺まで 引返して お 寺に 泊めて 貰った。 所謂 七 ケ所詣 りと 云う 宗教 的 ハイキング である。 信 

心の 土い 子供に は 相当つ らい、 强 行の 旅で は あるが、 それでも、 父が 煎餅 や 焼 饅頭の 温い の を 
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買って くれる のが うれしくて、 元気で ついて 廻った ものである。 金蔵 寺で は 終日、 帳場 を 張つ 

てお 接待 をした。 つまり 故郷の 家々 からお 金 や 米 を 集めて、 それ を 船に つみこんで 来て、 この 

札所に 巡礼して くるお 遍路さん の 一人一人に、 あげる ので ある。 それが 私達 備 中の 村々 の 古い 

年中行事 になって いたので ある。 父 は その 世話 方 をして いたらし い。 ところが その美し いお 大 

師 様への 奉仕の 旅 も、 帰りの 船中で は、 台な しとな り、 一部の 者 は、 五 戋十戋 の 賭博 を やりだ 

した。 ある 男 は、 財布 を 空に してし まい、 これで は 家に 帰れぬ から、 父に お金 を 貸せ、 も 一度 

やって 儲ける という、 父 はそんな 戋は 貸して やれぬ と 云う と、 その 男 は 家の 近くの 者で あり 乍 

ら、 父の 顔 を なぐりつけて 来た。 父 も 負ける もの かと、 反撃した。 私 は 心 を 震わして 父 を 守ろ 

うとした。 その 時 私 は 生れて はじめて、 父への 愛情 を ひしく と 身に 感じた ように 思う。 . I . 

そうした、 あまり 楽しそう でもない 旅が、 今にして 思い出せば、 涙が 出る ほどに なつかし いの 

である。 「父と 共に 旅 をす る」 そうした よき 思い出 を、 今や、 父と して 子供に 握らせよ うとし 

て 旅に 出て いるので ある。 

眼が 覚める と 淡路島が 見えて いる。 久 米から 一緒に 出て 来た 高 市さん が、 船室の 壁に むいて 

合掌し、 朝の 拝礼 をして いられる その 横顔が、 真白い 巡礼 姿で も あるし、 人間ば なれの した 祖 

蔵 さま か 何 かの 像の ようで ある。 私 は 黙って 高 市さん のお 姿に 合掌して、 遠い 旅の つつが， よき 

こと を 念じた。 去年の 春 は 夫婦で 四国の 八十 八 ケ所を 遍路せられ たので あるが、 今年 は 更らに 
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售)、ぃ を 仲ば して、 西 国 三十 三番 を 夫婦で 巡礼しょう として いられる ので ある。 や 力て 久仁 子が 

起き I, こ。 一にで 冼 面に ラ つて 上陸 準備 をす る。 船中のお 友達 や 高 市さん 夫婦に お別れして 神 

戸で 下船。 歩いて 元 町 駅へ、 それから 大阪 へ、 そして 車で 上 本 町へ。 早い もので 八 時 発の 参宮 

急行に 間に合った。 天気 もよ い、 坐 席 も ゆっくり、 電車 は 快く 走る。 沿道の 説明 をして やって 

いるう ちに、 四月 一日の 十 時 十五 分に はもう 山 田に 着く という スピ— ドの 旅で ある 

「父ち やん、 こんなに 大きい 杉！」 

と 云って ま、 参道の 千年 杉に 久仁子 は 抱きついて よろこんで いる。 やがて 外宮の 御手洗で、 

口 をす すぎ 両手 を 洗う。 大きい 鉢の 底から、 こんくと 湧いて あふれる 清水が、 遠く 旅して 来 

た 二人の 体を浄 めて くれる。 久仁子 はうまい くと 云って、 その 水 を 杓に 汲んで は 飲む。 日頃 

は あまり 生水 を 飲まない ので あるが、 子供 は 直感が 正しく、 この 水の 味が よく 解る らしい。 〜 

参拝 をす まして、 バスで 内宮へ 走る。 荷物 を 店に 預けて おいて 空手で 歩く。 踏みし める 砂利 

の 道、 古い 木立、 空の 青 さ、 身 も 心 も 軽く、 丸木の 鳥居 をく ぐり、 五十鈴川の 橋 を 渡る。 下駄 

で 踏む 木喬の 明る い 足音よ。 清く 明るく、 大らかな 参道 は、 参拝 者の 行列で 一 杯で ある。 全国 

各お」 ぶら、 それ，^ に 参って 来た ものであるが、 この 国の 遠祖 を 敬慕し、 その 神徳 を 仰ぐ 心に 

変り まない。 一 人の 監視者 も 指導者 も いないのに みんな 粛々 として^ 序 を 舌す もの カレな レ 

先き を 競う でもな く、 他 を 責める ような 表情 も 見られない。 民族の ふるさとに 帰った 気楽 さ、 
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なつ 力し さ、 そうした 万人 共通の 感激が この 道 を ゆく すべての 者 を 貫いて いるの だ。 それ はま 

さしく、 大和の はらから としての 感激で ある。 内宮で は 御手洗の 設備 は路の 右側に ちゃんと 整 

つてい る にもかかわらず、 誰 一人と して そこで 手を浄 める 者 はいない。 みんな、 少し 先き の 五 

十 鈴 川の 美しい 流れで、 直接に 身心 を浄 める。. 

「この 川の 水 はね、 どんなに 大雨が 降っても 濁らず、 また どんな ひでりの 夏で も 酒れ よいの 

だよ。」 

と 云いつつ 両手 を 洗う 私達の 影に、 小魚 は 決して 恐れたり せず 近よ つてく る。 私 は 十九 年の 

五月に ぉ詣 りして からまる 九 年ぶりで ある。 あの 時 は、 苦戦の どん底に いて、 国の 将来 も 不安 

に充 ちていた ので、 この 道 を 歩いて 犬 神の 前に ひざ まづく 私の 心 も 悲壮であった。 午前 三時 半 

に 古市の 大安と いう 宿 を 出て、 この 川の 水で 禊し、 誰も 通らぬ 暗い 森の 道 を、 素足で 歩いて 行 

つた 宮司の 朝の 拝礼よりも 私の 方が 先き であった。 石の 冷た さも 忘れて 大 前に 額 づ いた 時、 

私 は 泣けて 泣けて 仕方がなかった。 やがて 拝殿で、 t やか あがった。 私 一人の ために、 大神 

に 祈って 下さる ような 気がして ならなかった。 森の奥で は、 「ほうく」 と、 夜の 寿がた くさ 

ん 鳴きつ づけて いた。 宿に 帰る と、 酒の 乏しい 時 にもかかわらず、 朝 鋭に は、 二 本の 酒 を 墨 

して、 私 を 待って いて くれた。 

「大勢のお 客 さまの 宿 をし ますが、 あなたの ように 夜明け 前に 一人で 詣られ る 人よ、 b つ，. こ 
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にありません。 うちで は、 昔から 参宮 客の 宿 をして いますので、 不寝番 をつ けて、 夜中で も 

二 尸 口を^ける ように 気 を 配って いますが つ」  ノ  ぞぷ  0 

と 云った 年镥の 女中の ことば も 今 思い出される。 その 参道 を、 久仁子 は、 体 を 踊らせ、 飛ぶ 

ようにして あるく。 この 子 は、 うれしい 時には、 いつでも こうして 歩く ので ある。 そして 古い 

大杉 こ. 突き 当って は、 両手 を ひろげて 抱きつく が、 私の 手が 加勢しても、 とても 及ばない 杉の 

太 さ だ。 

やがて 大 前に 達し、 青 味 をお びた 石段 を ふむ 。多くの 足に ふまれて、 石 は 滑らかに すりへら 

されて いる。 前方の 人々 が 立ち去る まで、 じっとた たずんで 心 を 静かに し、 真正面に 立って、 

白-手 を 打つ、 その 音が、 何とも 云えず 腹に こたえる 拝礼であった。 それから、 少しく 左に 寄つ 

て、 寂静 そのものの ような 御社の 古い 柱と 屋根の 傾き を 観る。 参道 を もとに 戾 つて 橋 を 渡る 時 

五十鈴 出の ほとり を 眺める と、 蕾の ふくらんだ 桜の 下の 川岸の 芝生で、 みんな 楽しそう にお 弁 

当 を 開、. ている ではない か。 浅瀬の せ \ら ぎと いい、 神路 山の 姿と 云い、 空の 明るさと 云い - 

ほんとうに 羨し い 大自然の 食堂で あるが、 遠い 旅人の 悲し さ、 私達 は、 停留所 前の 月^の 食堂 

で、 昼食 を とらねば ならぬ のであった。  -  I 

. 松 坂、 名 張、 長 谷 寺な ど、 心 を ひかれる 駅の 名 を 素通りして、 八 木で 電車 をのり 換える。 こ 一 

の あたりから 眺められる 畝 旁 山 • 耳 成 山. 香具 山の 松の 緣は、 長い 戦争に も 耐えて、 深く 茂つ 


てレ てう^し 力った。 二 千年の 昔から、 耕された 大和の国 原 は 麦の 畝 も 正しく 仲び て、 その 中 

の 菜の 花が 今 盛りで ある。 古い 白壁の 家、 崩れ かかった 土塀、 少しく 傾斜の 急な 草葺の 屋^、 

そうした 平凡な 農家の 姿 や、 その 家 を かこむ 古木 立 や、 点々 と 見える 椿の 花に も、 私 は 何：. こか 

民族の 郷愁と 云うよう ななつ かし さ を 感じる のであった。 西大 寺で 再び 電車 を 乗換えて 間 もな 

く奈 良に つく。 

藤 川 君に 電話 をす ると、 直ぐ 福 角さん と 一緒に 来て くれて、 日暮れまでに まだ 時間が あるの 

で、 久仁 子に 東大寺の 大仏 さま を 拝ませに ゆく。 千 二百 年 前の 日本の 宗教 文化 を 象徴す る 此の 

大仏が、 乙女の 心に どんな 風に 映る ことか。 去年 「大仏 開眼」 の 映画 は 見せた ので あるが、 あ 

まりに も 原作 を 無視し 歪められた 製作 は、 こ の 悠久な 大仏 を 観る 予備知識 にも 何にもなら なか 

つた。 大きい 仏殿の 中には まだ 冬が 残って いた。 冷え， <\- として 動かない 空気の 中 を、 前から 

後 力ら 或いは 斜に、 左から、 右から も 仰ぎみ るお 像 は、 た Y 大きい と 云う だけで は.. よく、 

言のう ちに こまかい 慈悲が 表情せられ ている。 何度 観ても 観ても、 此の 仏像の 真の 相 は 観つ く 

せない。 

仏殿 正面の 金属製の 六 面燈籠 一基 は、 千 二百 年 前 そのままの 国宝で、 よくも 長い 歳月の 雨露 

に 堪え 得た ことで ある。 その 一 つの 面に 刻みつ けられて ある 音声 菩薩 は、 作者 不明の 傑作で あ 

ると 藤 川 君に 教えられて よく 観る と、 ほんとうに 大した ものである。 大仏に、. ：3 を捉 しれこ、 
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こうした 小さい ものの 美し さ を 見逃して いたな と 思う。 公園 を 漫歩して いるう ちに 春日^社の 

鳥居に 出た。 鹿が 沢山 遊んで いる。 野の 鹿 を はじめて 見る 久仁子 は、 せんべい を 買って 与えた 

りして よろこんで いる。 一匹の 鹿 は、 一群の 学生た ちから、 沢山の 御馳走 を 貰った もの か、 満. 

腹して、 て せんべい など 食べようと しなかった。 ふと 眼 を 転ずる と 木立の 間に、 白木蓮が 大き 

い P 、山の 花 を 空に むけて 咲かして いる。 その 花に、 薄 曇の 空から、 かすかな タ 陽が こぼれて い 

るで はない か。 電々 公社の 寮と なって いる 春 日荘に 一 夜の 宿 を 恵まれる。 奈良 ホテル. と 池 を 一 

つ 離 ノ相寸 ) ている と 云うよう な 絶好の 位置で、 床に 活けられた あせびの 花が 畳の 上に 白玉の 

ように こぼれて いる C タ餉に は 電報局の 大里. 高木. 高 橋さん も 一緒に 来られて、 奈良 独特の 

料理で あると 云われる 若草 鍋 を 七 人で かこみ、 親しく 温く 語る。 

若草 鍋、 その 名 もな つかしい ではない か。 大きい 鍋に は、 昆布と 鰹と 塩で 味 をつ けた だし 汁 

がた ぎって いる、 その 中へ 美しく 大皿に 山と 盛られた いろくの 野菜 や 珍味が 投げ こまれる、 

こまかく 切って あるので、 直ぐ 煮える、 それ をめ いめいに とって 食べる ので ある。 季節に よつ 

て は 二十 S 類 以上の ものが 用意せられ ると 云う。 試みに 私の 食べた ものの 名 を 記して みると 

ねぎ。 大根。 椎茸。 豆腐。 白菜。 筍。 豚。 ほうれん 草。 いか。 かまぼこ。 あなご。 蠣。 銀 

杏の 実。 

至って 複雑な 雑 次の ようで ありながら、 その 味が 妙に 単純な のに 心 を ひかれつつ 味わいつ 
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くした ことであった。 私 はふと、 奈良朝 時代の 人々 が、 朝鮮 や 支那から 渡来した 人が もたらす 

そのころ の 大陸の 食べ方 を 学び、 春 日 野に 若草の 萠ぇ いづるの を 待つ ようにして、 野草 をつ み 

とり、 このよう にして 温い 鍋 をが こんだ であろう 古え の 大和の 風俗 を、 自分勝手に 想像して み 

たりした。  - 

古レ樹 和の 間から 朝の 光が 薄く 射して くる 春 日 神社の 参道 を、 子の 手 を ひいて あるく。 芝生 

に はま だ 青い もの は 見られな いが、 頭上の 桜 はもう 綻び かけて 匂うて いる。 鹿が たくさん 遊ん 

でい る 久仁 子が 小さい 掌に 餌 をのせ ると、 たちまち 七 八 匹が 来て 食べる。 静かな やさしい 鹿 

の 眼に 春が 来て いる。 礼拝 をす まして、 若草 山へ 出ようと 道 を 横にと つたが、 左と 右 を 間違え 

ていて、 春 曰の 林に 入って しまった。 それ は 驚くべき 馬醉木 (あせび) の 原始林で ある。 花の 

盛り はもう 過ぎて いるが、 その 灌木の 枝 先き にだけ、 真白い 雪の ような 花が 咲き残つ ている。 

Imr 「父ち や ふ、 ほんとうに、 雪が ふっている のか. と 思った。」  - 

と 云うて 眼 を 輝かす、 あせび は、 中国 四国の 山に も あるが ここで 見る ほど 真白い 花が 咲かな 

い。 林 を 過ぎる と 小さい 寺が あって 空 也 上人 旧蹟と ある。 私達 は、 この 空 也 上人の いられた と 

レぅ 跡に 住んで いるので あるが、 ここで その上 人の 旧蹟 を 見る と は。 あせびの 林と 云い、 まん 

とうによ い 散歩道に 迷い こんだ ものである。 萬 葉 植物園、 博物館な どに は 心 を ひかれる が、 子 

供に はま だ 早い。 宿に 帰って、 父と 子、 二人 だけで 朝餉 をいた ざ。 家に いても、 旅に 出ても 
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二人 だけで こうして 食事す る こと は 珍ら しい。 これ また 一期一会 である。 赤味噌の 味 も 海苔の 

香 も 心に しみる。 

このよき 宿 を 後に して 二人 は 電車で 西の 京までの る。 西大 寺で 乗換える 時、 奈 良の 都 はこの 

あたりまで づ つと 昔 は 街が つづいて いたの だよ。 だから 東大寺と 西大 寺が ある だろうと 云う と 

僅かな 歴史の 知識 を 呼び 起す ようにして、 遷都の こと を 思うて 見る らしい。 詣 でる こと は 出来 

なかった が、 丸い 小山の 松林 を、 静かな 池で めぐらして ある 垂仁 天皇の 御陵 は、 この 子に は 古 

い 歴史の しるしと して 回顧 せられる。 歴史と 切 離して 今日の 社会が 何処に あり 得よう。 ァ メリ 

力の 様な^くて 新しい 国と 違って、 少く とも はっきりと 千 四百 年の 歴史が、 此の 大和 を 中、 丄と 

して、 その 遺物と 共に 文化の 歩み を 明らかに 示して いる 事実 を、 日本の 学生た ち は、 もっと 豊 

かに 学ぶべき である。 そういう 意味で、 私 は先づ 伊勢神宮、 それから 大和、 そして 京都。 それ 

から 近代 文明の 先走り をす る 神 戸 • 大阪に 子の 手 を 引かん とする ので ある。 

電車 を 降りる と、 右手の 森の 彼方に 塔が 立って いる。 薬師 寺 だ。 白 土の 路 二三 丁に して 裏門 

に 達する。 今日は この 寺の 花 会式ら しい。 桃 や 桜の 花が 夥しく 供えられて、 古い 仏像のお 顔が 

t つてい る。 お 寺の 曽ゃ 檀家の 人々 は、 会式の 準備に 忙しい らしい。 皆 一流の 国宝で ある。 金 

堂 を 出て 東 塔 を 仰ぐ。 天平の 建築 文化の 粋と いうべき であろう。 東 禅院に 入る と、 ここに も 亦 

古き 厶達。 一人の 高校 女 先生ら しい 人が、 二人の 女学生 を つれて 来て、 その 一つ一つ について 
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詳しい 実地 指導 をして いられる 様子 を 見て、 私 はよ き 師弟よ と、 心から 尊敬した くな つた。 そ 

して 久仁 子な ども、 やがて 天平 時代の 歌 や 仏像 や 建築に 少し は 心 をよ せる 日 も、 あるであろう 

かな どと 想うて みるので あった。 

薬師 寺から 憧れの 唐招提 寺へ。 古い 僧院の 厚い 壁に 沿うて あるく。 大和なら では 歩かれぬ 路 

である。 門 をく ぐると、 此の 寺の 境内 は、 今尙、 千 二百 年の 昔の ままの 精舎で ある。 流石に 戒 

律の きびしかった 鑑真和 上の 道場であった だけに、 白く 光る 庭 土の 感じ は 浄土の ように 清純で 

ある。 私 は 今まで 多くの 寺 や 道場に 出入した が、 この 唐招提 寺の ような 清浄な 感じ を 受けた こ 

とがない。 金堂の 人口で、 拝観 受付 をして いる 老人 も 説明 をして くれる 老婆 も、 こうした 寺に 

よく あるよう な 俗気が 少しもない。 先づ 金堂に 入って 内から その 建築 を 見、 そして、 堂々 たる 

気品 あふれる 仏像 を 拝む。 国宝の 中に 国宝が 竝んで ござる。 それが すべて 在りし 時代の ままに 

保存せられ ている ので ある。 法 隆寺を 小じんまりとし たような ものである。 その 中で 三本 玦ザ 

ると いう 千手観音の 大 立像に は 大小 千 本の 御手が、 一 つ 一 つ 違った 形で 刻みつ けられて いる。 

- 後の 講堂 内の 仏た ち も 亦、 いづれ も 見ても，/ \ 飽かぬ 美し さに 光って いる。 茲 にいち く 記す 

こと は 省く けれど、 私 は、 今の 世 をし ばらく 忘れて、 古人の 悠久 丹誠な 心に ふれる よろこびに 

したる のであった。 堂 を 出で て、 庭に 立って、 金堂 • 講堂 • 鼓堂 • 礼 堂の 建物 を じっと 観る。 

太く 丸い 柱、 美しく そった 屋根の 線、 厚い 白壁、 それが よく 調和して どっしりと 力強く、 浄ら 
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かな 地上に 立って いる。 それらの 建物 をのせ ている 基礎工事の 確実 さよ。 千 二百 年の 間 風雪 

，と 地震 を 経て 寸分の くるい も 生じて いない で^な レカ . 

おほてら の まろき はしらの つきかげ を つちに ふみつつ もの を こそ 

おもへ 

せきばく と ひ は せう だいの こんだ うの のきの くまより くれ わた 

り ゆく 

と 「鹿 鳴 集」 の 会 津八ー 博士の 歌 もしの ばれる 

京都で は 老師さん の 広 讓にニ 管して 貰い、 久仁子 も 亦 朝 タの塞 を 共に させて 貰った。 

せ 来い よく 健やかに なられた 師を、 ひそかに 祝福しつつ。 

四月 三日 はケ— ブル 力— で 比 S にの ぼった。 山の 上に は 熊笹の かげに 雪が 消え残つ てい 

こ。 それ をと つて 食べて は、 鶯笛を 吹き 乍ら 根本 中堂へ と 杉 間の 道 を あるく。 久仁子 は 「この 

ぶ 狐く さい」 と 云う。 狐 もい るであろう。 大 講堂 はま だ 寒々 として 暗い。 ー燈を 捧げて 此の 

山 を 開いた 直の 心 直った。 『學 一隅』 のことば もな つかしい。 『靈と は何ぞ や、 道心 T 

ある 者 を 国宝と 云う』 多くの 学徒に 向って、 人間の 中に ある 国 裏 求の 行 を 教えられた。 寶 


で 見て 来た 国宝 は 古人の のこした 文化財に すぎない。 その 仏た ちの 心 を、 今日の 社会に 生く る 

われ， —力 多^な りと も 心に して、 生きた 国宝へ 精進す る ことこ そ僧最 澄の 遺訓であろう。 さ 

れば こそ、 この 山に のぼつ て 道 を 求められた 法然 • 日蓮 • 栄西 • 親鸞 • 道元 • 蓮 如 • 恵 心 等 偉 

犬な 宗教家 は それ^-生きた 国宝と して 此の 国の 人心 を 教化せられ たのであった。 山上から は 

霧が 深くて 琵琶湖 を 展望 さす ことが 出来なかった。 ケ— ブルで 坂 本に 降りて 大津 の湖陴 で、 さ 

ざな みの 旬い をな つかしんだ ことで ある。 三 条に戾 つて 岡 崎へ 廻り 動物園 を ゆっくり 観せ る。 

四日 は、 子供に ふさわしい 観光バスで 京洛の 名所 を 一巡した。 古寺よりも、 まだ 百貨店の ェ 

t ベ— タ ー に 心 を ひかれる 子で は あるが、 バ ス .ガ —ルの 美しい 声での 説明の セリフに 瞳 を か 

が やかせる のであった。 太泰 の. 広隆 寺で 観た 仏像の 中には、 久仁 子の 胎教と なって 貰った 聖徳 

太子 二 歳の 時の 「南無 仏像」 も いられた。  (二八 年 四月) 
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関東より みちの く へ 


五月 二十 五日。 晴。 

「父ち やん、 いってい らっしゃ あい。」 

「とうち やん、 みやげ、 わすれな よ、 いって らっしゃい。」 

と 学 交、 出て ゆく 久仁 子と 正風のう しろ 姿が 柿の 若葉の かげに かくれる。 遠い 旅に 出る の だ 

と 思えば、 草木よ、 犬よ、. 茄子よ、 鶏よ、 と 云いた くなる。 . 

準急 もト は、 相当に こみ 合って いた。 でも 一 つの 席 を 見出して ほっとす る。 郵政 局の 松 島 棗 

- 里さん と 隣合せ となり、 広 時代 や、 大耕 について 語る。 

善 通 寺の 駅に は、 東 原 重 行 君が 待って いて くれた。 郵政 研修所へ。 そして 富 岡 所長と 久しぶ 

りこ 会，。 本 もす つかりよ く、 職員 や、 生徒の ために 心 を 砕く 君の 気構え を 尊い と 思った。 生 

： 徒 全員に しばらく 講話す る。 みんな 姿勢が 正しく、 視線が 正 純な ので、 うれしかった。 東 原 君 

と 二人で、 陋の もと、 樗の 花の 咲いて いる 窓で ビ j ルを拔 く。 妙に 暑い 日で ある。 ^ベリ ャで 
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1 度 死線 を 超えた 東 原 君の 話に は， 人の まことが にじみ 出る。 多度津 港まで 送って 貰い、 大阪 

行 あけぼの 丸に のる。 船 は 大きい が、 三等 は 不潔で ある。 しかしよ く 眠れて よかった。 

五月 二十 六日。 晴。 

大阪天 保 山へ 上陸。 私 はふと、 いっか 如法 寺の 会で、 鍋 田さん が 涙 乍ら に 語った お母さんの 

. 話 を 思い起し、 私の 母の ことまで なつかしく なって 来た。 それ は、 幼少の 日の 鍋 田さん が、 田 

舎から 来て この 電車に 誤って 一人で 乗った。 ところが お母さん は、 狂気の 如くな つて、 一生 懸 

命に 走って、 電車 を 追つ かけた。 その 姿が、 母の 唯一 の 記憶で あると 云う ので ある。 

特急 ツバ メ号 では、 皇居 奉仕に 上京す る大阪 住吉の 婦人会の 人々 と 同じ 車であった。 九 時 か 

ら 午後 五 時まで、 坐禅の 構えで 無言。 左 窓に 山々 を 観る。 動 中の 独 坐、 時には 坐睡。 上目 黒の 

和 田さん 宅へ 泊めて いただく。 

山 頭 火の 「愚 を 守る」 出版に ついて 相談。 十三夜の 月 美しく。 東京の はつな つの 夜 はいいな 

- あと 思う。 

五月 二十 七日。 晴 のち 曇。 

和 田さん はもう 家の まわりの 畑の 手入れで、 朝 を 楽しんで いられる。 ビルで 仕事しつつ も、 
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土 を はなれない 老 童心よ。 

二人で、 日本 橋の ビルへ。 そこへ 東京 郵政 局の 阿部さん が 来られ、 明日からの 巡鬍 につ レて 

相談して、 日本 電信 電話 公社まで 送って 貰う。 いちょう、 プラタナス 等の 街路樹の 緣が 美し 

、。 公社で ま 田 辺 正 氏に 会う、 十 年ぶりで ある。 弘済会 長の 平 沢 要 氏を訪 う。 三人で 広 島 や 仏 

通 寺の 思い出 を 語る。 郵政省で 武知仁 氏に 会う の も 金 沢 以来 はじめて である。 松 井 一郎 氏を郵 

務 局長 室に 訪ぅ。 十五 六 年ぶりで ある。 禿 頭、 美髯の 風格 は、 一入な つかしい。 話に 興 力の つ 

て、 二 時間 半ば かり も 語る。 昨年 万国 郵便 会議で ブラッセルへ 日本 政府 代表と して 行か ォ 西 

欧 各国 を、 観て 来られての、 お土産 話 は、 実によ かった。 

それから 教養 係の 模本さん を 訪ね、 しみぐ と 仕事 や 歌に ついて、 また 広 島の 耕 一 君 や、 双 

岩の 貞 子さん を 語る。 ここに は 千葉県 府 馬の 絵鳩恭 子さん も 勤めて いられ、 亡きお 父さん を 追 

慕 ン たこと である。 再び 千 葉さん に 迎えられて、 東京 地方 貯金局へ ゆく。 局長 蘭 田さん は、 局 

長 会議で 不在 中で あるが、 ここの 作法 室 を 借りて 昨秋に つぐ、 東 京大 耕 会 を 催して いた Y く。 

荻 窪の 田 倉さん 宅 泊。 

五月 二十 八日。 曇の ち 小雨。 

庭木の 若葉が 眼に しみる 朝で ある。 奥さん 実さん が、 夏に は 八幡 浜へ 来られる ついでに 大 
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耕舍へ も 泊つ て 貰い、 思い出の 仏 通 寺へ も 行きましょう などと 約す。 

新 宿までの 国電 沿線の 家々 では、 ばら を 色と り f に 咲かせて いる。 昨秋 は 菊の花であった 

が。 阿部さん と 二人で 京 橋の 竹 葉亭の 南の 国立 近代 美術館へ ゆく。 建築と 室の 構造が、 美術品 

を 観せ るた めに 出来て いるので、 観て 快い。 日本画の 系統と その 展開 を 歴史的に 順序よ く 名画 

:s 力り 陳列して あるので、 実物 教育 をう ける 感じが する。 上野から 急行で 高 崎へ 走る。 関東 平 

野 は、 ほんとうに 若葉 青葉で 埋 つてい る。 伊予の 山川 を 見て いる 眼に は、 行っても く 山の よ 

い 風景 は 珍ら しい。 やがて 高 崎に つくと、 改札口に 女の人 山が わいわい している。 駅の 人 は、 

ほ 力ん として 自失して 立って いる。 どうした のかと 思う と、 同じ 汽車で 乙 羽 言 子が 下車して い 

るので ある。 竹 内局 長の 案内で 高 崎 郵便局へ ゆく。 十 余 年ぶりで あるが、 古い 人 はま だ 私を覚 

えてい て 下さる。 

講演会 場 は、 高 崎 貿易 会舘の 講堂に なって いた。 そして 不思議な ことに、 私の 控室に は、 ブ 

ル— ノ • タウトの 記念 室が 当てられ ていた。 この 室に は タウトの 愛用して いた 日用品 や 什物 を 

はじめ、 筆跡 数 点と 写真が 保存せられ ている。 戸棚 や 本 立から パイプに 至る まで タウトの デザ 

インに よる もので、 日本の 文化 を 愛した 異邦人 を 忍ぶ に 十分で ある。 , . 

やがて 開会、 私 は 「肉親の 愛と 隣人の 愛」 について 語った。 会場に 満ちた 上 州の 人々 は、 身 

動き もせずに、 私の まづ しい 話に 耳 を 傾けて くれた。 私 は 時 を 忘れ、 我 を 忘れて. g 、いに 語つ 
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た。 終った あとで、 一 人の 人が 立って、 

「私 は、 空襲で 局舎 も 家 も 焼かれて、 ずいぶん 鬪ぃ 苦しんで 来ました。 しかしと にかく 独立 

独 歩 やって来ました。 私 は 誰が 何とい つて、 他人の 云う こと を 聞かず、 頑固な 男です。 生れ 

てこの 方、 父が 死んだ 時に、 一度 涙 を こぼした ことがある だけでした。 その 私が 今日は、 ダ 

生の 話 をき \ 乍ら、 はじめから、 しまいまで 心 ゆく まで、 泣かして 貰いました。 気持よ く 泣 

かせて 貰いました。. 一 

と、 言葉 も とぎれく に 云われる ので ある。 私も亦 眼 を 曇らせた ことで ある。 あとで 控室に 

来て 貰って 話して みると、 近くの ある 特定 局長さん で、 

「あの 席に いた もの は、 恐らく みんな、 私と 同じ 感激に 打 たれた に違いないと 思います。 先 

生 この 精神 を、 今後、 郵政 部内の すべての 人に 伝えて 下さい。 そして 私 を、 先づ 此の 道の 同 

志に して 下さい。」 

と はっきり 誓われる。 何とい う 情熱と、 信義に 充 ちたことば であろう。 私 はこの 人の 真心に 

ふれ、 そのうし ろ 姿 を 見送りつつ、 ふと、 上 州の 義人、 国定 忠治 のこと を 思った。 そして、 こ 

の、、 一人の 男の ために、 はるん， \. 四国の 果てから、 ここまで 旅して 来たので あると 思っても 

よいよう な 気がした。 そして、 生きて いる ことの、 うれし さ を、 しみ f と、 自分で 味った こ 

とで ある。 それから 竹 内局 長さん の 好意で、 日 ぐれの 道 を、 タウトの 旧居、 八幡 村の 少林 山 達 
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磨 寺へ 一路 車 を 走らせる。 確 水 川に 沿うて、 中 仙 道 を 一里 あまり 上る と、 川の 南 則の わ 山に 達 

磨 寺の 屋根が 見える。 橋 を 渡って から 車 を 降り、 急な 石段 を 登って、 鐘の なくなつ ている 鐘楼 

の 下 をく ぐると、 楓の 青葉が 茂って いる 静かな 庭が 拡がる。 やがて 広 瀬和尙 さんがに こ./ \ し 

ながら、 案内に 出て 来て 下さる。 まづ洗 心亭へ 参りましょうと 指される 樹の 下の 道 を ゆく と、 

和尚さん がたん ねんに 作られて いる 芍薬の 花が 右側に 咲き 盛って いる。 やがて 青い 樹の 間に 洗 

心亭が 見える。 この 亭は、 東大に いられた 佐 藤 完治 博士が 建てられた 茶室な ので あるが、 タウ 

トの 気に入って、 昭和 九 年 八月から 十一 年 十月まで、 足掛 三年の 間の タウト 夫妻の 仮寓の 家と 

なった ので ある。 亭の 右上の 小高い 所に、 故人の ドイツ 文字の 筆蹟 を、 四角な 青 石に 拡大した 

清楚な 碑が 立って いる。 私に は ドイツ語 は 解らない が、 

私 は 日本の 文化 を 愛する 

ブル—  ノ • タウト 

ではない かと 判読す る。 和尙 さんが 亭の ガラス戸 を 明けて、 上って 見よ と 云われる ま \ に 入つ 

てみ ると、 六 畳と 四畳半の 二 室で、 六 畳に は 北から 東へ 廻り 縁が ついて おり、 四畳半に は、 ま 

ん 中に 大きい 炉が切 つ て ある。 

「先生 は、 この 炉が お好きで してね、 冬になる と、 いつも こちら 側に 坐って、 奥さんが そち 

ら 側で、 よく 向き合って 静かに 話 をしたり、 お茶 をす \ つたり、 もの を 考えたり して.： ら 1 
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ましたよ。」 

と 云われる。 「日本 美の 再発 見」 その他の 著書 を 通じて、 十五 年 前から 敬慕して いた 私 は 

だん/ <\ -タ 闇が 迫って くる 畳の 上 を、 なつかしい 思い を こめて 一足 一足 ふんで あるいた。 

タウト は  一 ~八〇 年、 ドイツの プロ イセ ン州、 ケ— 二 ヒス ベルグに 生れた。 ユダヤ人の 血 を 

うけていた。 若く して 建築 工芸 学に すぐれ、 シャル ロッテ ン 工科大学の 教授と なった。 一九 三 

二 年 C. は、 ソ聯 政府から 頼まれて 犬 モスクワ 都市の 建設に 参画した が、 その 頃から、 ナチの 運 

動で ドイツ を 追われ 一九 三 三年 五月、 日本の インタ —ナショナル 建築 会に 招聘せられ、 敦賀に 

上陸した のであった。 私 は 松 江の ラフカディオ • へ ルン 旧居と 思い 比べながら、 北の 縁に 立つ 

た。 青葉 を 通して、 眼下に 確 氷 川の 清流が 見える。 今日は 曇って いて その 山裾の 線し か I めら 

れ ない けれど、 左に 榛名、 右に 赤 城の 両 山が 一目に 收 めら れる。 この 雄大な 大自然が 国際的 流 

浪 者の 孤独な 心 を どんなに 慰めた ことか。 

和尙 さん は 更らに 庫裡の 方へ 私達 を 招じ入れて 凾帳 や、 短冊 や、 色紙に 書き残された タウト 

の 遺墨 を 見せて 下さる のであった。 すべて 毛筆で ある。 英語 も ドイツ語 も 皆 和紙に 書いて い 

る o 

「この 室で よく 抹茶 を あげました。 その 時には、 ちゃんと 坐って、 茶碗 を 掌で 廻し 乍ら、 う 

まそう に欽 まれた ものです。 お 食事です か、 朝 は 軽い パンと 牛乳く らい。 お昼と 晚は、 あの 


私達の 室に 来て 貰って 食べて 貰い ましたが、 魚類 や 油 物が 好物でした。 よく 高 崎の 鰻屋 や、 

てんぷら 屋へも 食べに ゆかれました。 また エリカ 夫人 は、 実によ く 先生に つくされる 人で、 

先生の ために は、 どんな ことで も 骨身 を 唐し まずに せられました よ。 I 

窓の 下の 杉 ゃ櫸の 葉が だんく 暮れて くる。 その 木立の 間から、 かすかに 川瀬の 音が ひやい 

てく る。 老 夫人が 「妾が 摘んで 作った 新茶です よ」 と 云って、 緑色の 香の 高い お茶 を 出され 

る o 

「先生 は、 浅 間 山が 非常に 好きで、 よく 写生せられ ました。 写生と 云っても その 場で 書かれ 

るので はなく、 よく 見て おいて、 亭に 帰って から 書かれる のです が、 頭が よいから か、 スケ 

ツチした かの ように 書かれました。 またよ く 旅に 出られました。 京都 附近 はもと より 出. 雲 • 

北陸 • 秋 田の 方まで。 秋 田の 農家の 建築が ドイツの 故郷の 方の 家と よく 似て いると 云われ ま 

した。 はいく 日光の 東照宮な ど は 大嫌いでした。 いや 此の 寺の 本堂な ど 気に入りません。 

先生 は、 日本の 美 を 認めて 世界に 紹介せられ ましたが、 悪い ところ は、 何の 遠慮 もな く、 ず 

けく 面と 向って 云って くれました。」 

- と、 和尙 さんの 話 はっきない。 タウト は 昭和 十一 年 トルコ 政府の 最高 技術 顧問に 聘 せられて 

十月 十二 日、 此の 洗 心亭を 去って ィ スタンプ— ルに 至り、 昭和 十三 年に は、 ケ マウ .パ ノビの 

葬儀場 を 設計した が、 それ を 最後と して 十二月 二十四日、 五十八 歲の 若さ を以 つて 客死し ヒ。 
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ところが、 エリカ 夫人 は 昭和 十五 年、 故人の 遺言に より、 はるぐ このな つ 力し い 達磨 寺へ 

タウトの デスマスク を 携えて 来り、 寺に 納めて ドイツの 方へ 帰って ゆかれた。 私 は、 薄暗い 北 

向きの 室で、 桐の 箱の 中に、 静かに 眠って いる ブル— ノ* タウトの 顔 を 眺めさして 貰い、 じつ 

ヒ艮 をと じて、 しばらく、 此の 哲人 的 工芸 家の 数奇な 生涯 を 憶念して、 寺 を 辞した。 高 崎から 

渋 n まで 上越 線で 北上し、 渋 川から 雨の 中 を 伊香保の 温泉 場まで バスで 上り、 金 太夫と 云う 古 

い 大きな 宿に ついた の は、 もう 九 時 頃であった。 

五月 二十 九日。 雨. くもり 小雨。 

朝の 食膳に は、 うど、 わらび、 ぜんまい などが あって、 山の 温泉と いう 感じ を ふかめて くれ 

る。 昨夜 はお そく 着いて、 雨の 音 を 聴きながら 湯 あがりの 疲れた 体で 貪る ように 寝込んだ ので 

あるが、 朝、 四 階の 窓から 見下す と、 朴の 若木が、 大^い 葉に、 雨 をう け、 二つの 真白い 花 を 

关 かせて いる。 渋 川から バスで 三 里 あまり も榛 名山の 中腹への ぼって 来て いるので、 雨の 朝 は 

i 、ハ。 この 宿 は 木暮金 太夫と いう 古い 宿で、 わらびと 云えば、 ここで は 徳富盧 花の 「不如帰」 

の武 雄と 浪子を 思い出さな いわけに は ゆかない。 ところが、 今朝 私 は、 湯の 中で、 武 雄と 浪子 

ならぬ 仲の よい 中老 夫婦 を 見た。 やせた 青白い 夫が、 よく 肥えた 妻の 背中 を 洗って やって いる 

ので ある。 うるわしい 風景で は あるが 私 はふと、 中 里 介 山の 「犬 菩薩 峠」 の 白骨 温泉に 出て く 
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るい やなおば さんの いやな 肉体 を 思い 浮べて しまった。 ここの 湯 は 濁って いて、 肌 ざ わり も 悪 

くまた 温度 も 一寸 低い ので、 温泉と して は、 その 名が 知られて いる ほどに、 いいと は 思われな 

レ 天気が よければ、 朝の 爽やかな 山気の 中 を、 バスで 山上の 榛名 湖までの ぼって みると ころ 

であるが、 雨 はいよ/ \ 降りつ のる ばかり。 バスで 渋 川まで 下る 広い 山路の 両側に は、 アカ^ 

ャの樹 が 多かった。 花盛りで、 白い 雪の ような 花が 雨に うたれ ている の も 美しかった。 汽車で 

沼田へ ゆく。  ノ 

沼田 は 赤 城 山の 北方の 山の 上の、 丁度 信 濃の 小 諸 を 思わす ような 静かな 町で ある。 昔から 利 

根 郡の 中心と なった 町で、 高等学校 も 沢山 あるら しい。 バス や 汽車に 乗降す る 学生が 非常に 素 

朴で、 落着いて いる。 群馬県で は 旧制 中学校 • 女学校 を 男女 別の まま、 それ^ \ 高等学校 にし 

ている の だとい う。 気風 も 学習 振り も 非常にい いらし い。 農業 同志 会舘で 沼田 局 や 附近の 特定 

局の 人々 のために、 しばらく 講話して、 小 林 局長さん 達に 送られて 沼田から 汽車で！： fg: 温泉へ 

急ぐ。 実は 沼田の 次の. 後閑 駅に 下りる と、 そこから バスで 上越の 仙境 法師 温泉へ ゆけ るし、 ま 

た 渋 川へ 後戾 りして 四 萬 温泉へ 入る こと も 考えた ので あるが、 山 深く 入って ひどい ^こ^られ 

ると 困る ので、 今 盛りであろう 害の 法師 や 四 萬の 深山の 石楠花の 花に 心 を 残しつつ、 鉄道に 近 

い 上牧を 選んだ ので ある。 
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ここ は、 利根 川の 上流、 しかも 本流で、 青い 両岸の 山 を 映して 岸に 砕けつつ、 勢の よい 急ず 

が 音を立てて 流れて いる。 釣り橋 を 渡って 上牧荘 という 川の ほとりの 宿に つく。 宿 は 二 軒し か 

ない おしい 山： K の 部落で、 伊香保の ような 温泉 街と 違った 閑寂 さが ある。 浴槽 は 川の 流れの 直 

ぐ まとり で、 古い 湯垢の ついた 大きい 板で ある ことが、 山の 湯ら しくて よい。 そして 温泉 は 青 

いほ ど、 登み 切って あふれて いる。 夜更けて、 ぽんの くぼ を、 温い 縁に のせて、 手足 を 伸ばして 

艮を つむる と、 骨に しみ 入る ような 湯の 味 は、 身 を も 心 を も 無心に して くれる。 遠く 旅に 来て 

いると いう こと も 忘. れて、 筧 から 落ちる さ k やかな 湯の 音 を 聴く。 一人で 出たり 入ったり する 

と、 自分の 体が 人間の 体で はなく、 この 湯に 昔から 栖ん でい る 人魚 か、 河童の 体の ように 思わ 

れて くる。 薄暗 い 一 灯の 下で、 一 人の 湯の 音 を させて 一 人で 聴く。 しばらく 楽しんで いると、 

女中さん が 三人で、 が や^ \ やって来た。 それ/. \ の 籠に は 洗濯 もの を 一杯 いれて いる。 一日 

の I 力れ を 温泉で 拭い、 湧いて は あふれる 温い 湯 を 汲んで 洗濯 をしょう というの である。 みんな 

たくましく、 浄ら かな 肉体美で ある。 筧の 口へ 行って、 熱い の を 掌に すくって  一口 飲み、 五十 

幾 段 も あると いう 高い 階段 を、 私の 室へ 帰って来 たこと である。 

伊香保の 金 太夫 もそう であった が、 朝 は 梅干の 一 皿が 出る。 紫蘇が 使って ない ので、 色が 変 

であるが、 台 司の 白 湯 を 汲んで 梅 湯に して 飲む 食前の 一杯 は、 旅する 体に はありが たいと 思 

う。 ^菴 その他の 漬物の 味が、 山へ くると 特にお いしい。 川鳟の 塩焼 もよ かった。 たや 豆腐が 
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出ずに、 豚カツ 等の 出る こと は、 いさ 1 か 淋しい が、 これ は、 私の わが ま，， -で、 宿と して は、 

無理 もない ことで ある。 

五月 三十日。 晴、 のち 曇。 

朝早く 湯に つかって いると、 昨夜の 大雨で 増水した 利根 川の 水 音が、 体に ひびく。 昨年 はこ 

の 川が 海に 入る 銶 子に 旅し、 今 は その 水源に いる。 久賀の 米 本 翁 一家 や、 下 総の 人々 のこと な 

ど、 思い出さないで いられよ うか。 

通じ もよ く、 朝餉 もお いしく、 旅心 地い よいよ 定まる と 云った 感じ。 ものすごい 音の 急流 を 

釣 橋で 渡る。 山峡の 緣に、 身心が 染まる 心地で ある。 時鳥 は 鳴かない かなと 思う。 

前 橋 市街 は 全焼した ので あるが、 郵便局 は、 理想的に 新築 せられて、 講演 も 広い 会議室で 出 

来た。 ここで も 近隣の 局から 大勢 集って 来て、 心 を 澄まして 聴いて 下さる ので、 うれ ン かつ 

た。 局舎の 窓から 晴れた 赤 城 山が 見える。 局 前から バスで 高 崎まで 坦々 とした 路を 走る。 赤 威 

榛 名の 山々 が 今日は とても 美しい。 緑の 山 ひだが、 旅情 を そ、 る。 浅 間 山 も 遠く 聳えて いる。 

妙義 山の 奇峰も 近く 見える。 高 崎から 準急で 東京べ 走る。 この あたり 電化して いるので、 乗、 い 

地が よい。  一 

赤 羽 • 池 袋 • 新 宿と、 調子よ く 乗換えて 代々 木の 長 岡さん 宅へ 着いた の は 六 寺 半 頃で あつ 
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た。 南蛮 寺 は 既に 来て いた。 しばらくして 宮崎丈 二さん も 来る。 ほんとうに うれしい 集いで あ 

る。 よい 酒で みんな ほろ く 酔う。 私 も 旅の 疲れ を 忘れて くつろぐ。 仏 通 老師の こと、 詩の こ 

と、 伊予の 同人の こと、 話 はっきない。 長 岡さん の 尊敬 せられる 河田烈 氏の 「君子 其 慎 独」 の 

扁額. の ある 四畳半で。 

五月 三十 一 日。 曇 後晴。 

参宮 橋から 成 城まで 小 田 急で 走る。 思い出の 多い 沿線で ある。 久しぶりに 遠 藤 梧逸さん 宅 を 

お訪ねす る。 梧逸さん は 福島県の. 平へ 句会に ゆかれて 不在。 奥さん 茂さん と、 抹茶 を 頂きつつ 

一別 以来の^ こふけ る。 とぼしき を 分ち 合った あの 頃 をな つかし まれる。 私が 東京 を 去る 時、 

かたみと して、 私の 庭の 朴の木 を 植えさして 貰った ので あるが、 仙 台へ 疎開 不在 中に その ネカ 

枯れて しまい、 どうも 申 訳ない と 思い また 他の 小さい 朴を 植え ましたと、 裏庭へ 案内して 下さ 

る。 あとで 二 冊の 画帳 を 出される、 その 中には 私の 粗末な 鐘 も 残って いる。 描いた こと を 忘れ 

ていた その 凾を 見る と 、俄かに、 その 頃の ことが 浮んで 来る のであった 

午 t は 祖師 谷 大蔵で 降りて、 勝 矢 和 三 氏 を 訪ねる。 蓮 田 善 明君の いた 家と 同じ 番地で ある。 

突然な ので、 奥さん や 嬢ち やん はび つくり せられる。 静かな よい 庭に は、 石が よく 坐って い 

る。 茼洲の 話、 広 島の 話。 広 島の 人に 会う と 広 島 弁が どんく 出て くる。 「つか あさい」 と 云 


うような 言葉 もこ こで は 自然で ある。 嬢 ちゃんに 写真 をと つて 貰って、 お別れす る。 生垣の 多 

い 道 を、 南蛮 寺まで あるく、 隣の 私の 旧居の 朴が 大きな 葉 を、 高い 空に ひろげて いるの が 目に 

つく 主人 は 今朝 旅に 出て 不在。 しばらく 奥さんと 話す。 「今年 はもう 銀婚式で すの」 と 云わ 

わる。 ほんとうに 速い もの だ。 三男 二 女の 母と して、 体の 休まる 曰と てはなかった 二十 五 年で 

あろう。 「妾た ち、 是非 旅行に 出たい の」 と 云われる。 瀬戸内海 を 船で 旅して 道 後， 別 府に遊 

ぶように すすめ、 二人の 来遊 を 約して 別れる。 

六月 一 日。 雨の ち 曇。 

ぐっすり ねて 起きて 久仁子 や 正風へ 絵 ハガキ を 書いて いると、 宮 本さん が 来る。 二人で 朝 か 

-ら 湯豆腐で 一杯。  - 

こうなる と、. 山 頭 火 以上 だ。 空腹へ 柔らかく 落ちついて ゆく 豆腐の 味 は、 心に しみる。 また 

しばらく は 会えまい と 思う と 酒の 味が 身にしみる。 清純 • 端的/温和。 そういった 豆腐の 味 は 

二人の 気持に ぴったり くるので ある。 高木 正道さん から 電話。 今度 は 何処か 旅行 中で 会えまい 

と 思って いる 人と、 東京 最後の 日に、 話の 出来る 電話 は 有難い。 

阿部さん と 二人で 一 路 宇都 宮に 赴く。 講演会 場 は労仂 会舘 だ。 宿 は 大きい 養鯉 場 を 持つ ^政 

クラブ 古い 樹立が 多くて 心の 静まる 宿で ある。 鯉 を主材 とする 料理 も 珍ら しかった。 あんま 
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りうまい ので、 酒 は特吟 だし、 少し 過して 寝る。 

六月 二日。 終日 曇天。  ， 

朝餉^ こ， ぶらく 散歩したり、 原稿紙 を 買ったり する うちに 栃木県 庁の 前に 出た。 この あた 

り 栃木県ら しく、 栃の木の 街路樹が 青々 と 並んで いる。 栃は橡 でも 同じで、 七葉樹 ともいう だ 

けに、 七つの 葉が 規則正しく 一  つの 柄 をな して、 上に むいて 地味な 花が ついている。 朴の木と 

どちらが 兄で あるか 弟で あるか、 深山の 兄弟であろう。 朴は 葉が もっと 大きく やわらかで 口 ー 

マン 的で ある。 しかし 橡の 街路樹とば、 流石に 栃木県ら しい。  . 

蓖、 召^まで 自動車で 送って 貰う。 この あたり 養羑の 産地ら しいので お昼に は、 郵便局で 生騫 

麦 をと つて 貰う。 私の 予想の 通り とてもい いものであった。 講演 は 丘の 上の 市民会館 である。 

璺に 坐って 聴いて 貰う の も、 私の 話に はふ さわし かった。 汽車で 宇都 宮へ戾 る、 閑散な 二等 車 

の 中、 日光 見物に 行ったら しい 三人の 一家 族が いる。 細君 は、 窓に 足 を 上げて、 主人に 何 か あ 

ごで 旨 示して いる。 主人 は 細君の サンダル を 穿き、 女の 児 は 父の 靴 を はいている。 見られた 風 

景 ではない。 女性が 仲び ゆく 戦後の 情勢 はいい けれど、 一人の 主婦の だらしな さに よって、 一 

家の 格が くづれ てし まっている 風景 は、 心 を 寒う せずに はいられない。 宇都 宮 から 東北 本線で 

黒 磯まで 北上。 この あたり 那須 野の 原の たや 中で、 雑木林 や 不毛の 原野が ひろ ふ \ と つづく。 
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左へ 入る と 塩 原、 右へ ゆく と那須 温泉で ある。 ここで はじめて 芭蕉の 「奥の 細道」 の 跡に ふれ 

る。 日光から 那須に 道 をと つた 芭蕉 は、 曽 つて 参禅した 鹿 島の 仏 頂和尙 が、 その後 臨 済 宗の巨 

• 刹雲巌 寺に 住職せられ、 便りな ど 貰って いたが、 老師 はもう 遷化 せられた その 跡 をした つて、 

わざく 廻り 道して 雲巌 寺に ぉ詣 りして いるが、 私 は 古人の 跡 を 訪ねる こと もせず、 横着に も 

バスで 温泉へ 走る。 まったく 関東 平原の 北 隅で、 奥づ まった と 云う 感じが する。 街 を 右に それ 

て、 郵政の 対 雲荘に 泊る。 

こ こで は 東京から 出張して 来られた 圜 田さん が 私 を 待って いて 下さ つ た。 大耕 会で 会えな か 

つた 代りに、 奇しくも 此の 山の 湯に 泊り 合わせる と は、 はじめから 計画して いても、 こんなに 

うまく は ゆくまい にと、 相 よろこびながら、 一夜 を 語り合つ たこと である。 ここの 湯 は、 炭酸 

と 硫黄が きついので、 鉄 も タイル も 腐って しまう。 そこで 湯槽 はすべ て 板、 湯 を 流す 管 ま、 松 

の 木の しん を 繰りぬ いた 素朴な もの、 それが 却って 私達の 好みに 合う ので あるが、 湯が きつく 

て 倒れる ので 二、 三分 以上 は 入らぬ 方が いいと ある。 殺生 石の こと も 思われて 夜更けに 入る 時 

など、 恐ろしい ような 気 もした。 

六月 三日。 曇。 

朝餉に は、 わらび、 細い 筍、 野蓖の 佃煮、 それに 卵が 一 つ。 山の 湯ら しくて よい。 菌 田さん 


一 134 一 


1 一 バス 早く 宇都 宮へ 向って 立ち、 私達 は 殺生 石まで 散歩す る。 荒廢 した 山の 岩間から は 妾 

ると ころ 白い 煙が 立って いる。 谷の 行づ まった ところに 柳が あって その 中に 伝説の 殺生 石が 横 

た わって いる。  ， 

飛ぶ もの は 雲ば かりなり 石の 上 . 芭 蕉  、 

の 句 碑な どが 立って いる。 雲が 低く たれて いて、 異様な 匂いが する。 山腹の 路 を那須 神社へ と 

つて 下る。 神社の 前 あたりから、 湯の 町まで、 ぶな、 みづなら 等の 巨木が 並んで いて その 間に 

背の 高い 山つつ じが 赤く 咲いて いた。 この あたり 海抜 千 米 内外で、 六月と 云う に 朝 は 冷え，^ 

する。 

バスで 黒 磯まで 出る と、 町に は 日の丸の 旗が 掲げられ、 今日は 天皇陛下が 那須の 御用邸へ お 

- 越しになる とのこと、 駅の 貴賓 室 入口に は 山つつ じの 大鉢植 が 美しく 行啓 を 待って いるかの よ 

う。 大田原 町 は、 那須 郡の 中心 をな す 重厚な 町で、 西 田 局長さん に 迎えられ、 お昼に は、 那珂 

H の沾 をいた だく。  土地々々 の 季節の もの ほど、 旅する 者に うれしい もの はない。 会場 は、 最 

近廢 止と なった 地方事務所の 講堂であった。 ここで 一 週間の 旅 を 共に して 貰った 阿部さん と、 

北と 南に お別れす る。 

車窓に 見える 栃の木の 葉に 眼 を 楽しませたり している うちに 汽車 は 白 河の 関に か" る。 停車 

寺 分の 間 こ、 プラット ホ j ムで、 旅人 はう まそう に薔 麦の 立ち食い をす る。 遠く 旅に 来つ る も 
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の 哉と 思う。 白 河の 関と いう 言葉が 既に 詠歎 的で ある。 やがて 須賀 川に つく。 

風 流 の は ノレ め や 奥， の 田 植歌 . 芭蕉  - 

の 句 は、 丁度 この頃の 作であろう。 芭蕉 は 等窮と 云う 人 を 訪ねて 此の 町に 四 五日 も 滞在して い 

るが、 私 は、 道 山 莩太郎 さんと いう 俳人と、 白 河から 私に 会うた めに 来て いられた 大谷仰 峰 さ 

ん という 画家に 迎えられる。 いづれ も 未知の 友で あるが、 虎屋と いう 大きい 宿に 案内され て、 

三人で、 一杯 やり 乍ら 山 頭 火 を 語る と、 これ は 十 年 以上の 知己の 親し さで ある。 草太郞 さん は 

須賀川 地方に 於け る 俳句の 元老で、 「愚 を 守る」 「草木 塔」 以来の 山 頭火宗 である。 仰 峰さん 

は、 そうした 山 頭 火の 遺著 を、 毛筆で 写本して、 愛誦して 止まぬ と 云うよう な 人で ある。 みち 

のく に、 一歩 入った だけで、 私 はみ ちの くらしい 清純な 二人の 友 を 得て、 あまりに うれしく、 

阿武隈川の 大きい 鮎 を 味わいつつ、 杯 をす ごして しまった。 その 時、 草太郞 さんの 同 友 俳人 十 

二三 人が、 やって来られ、 別室で またし ばらく、 山 頭 火 を 語った ことで ある。 

六月 四日。 曇。 須賀 川より 塩 釜へ。 

目が 醒める と、 かっこうが、 のどかに 鳴いて いる。 いや、 かっこうが 鳴いた ので 目が さめた 

のであろう。 宿の 庭木に 来て 鳴いて いるら しい。 五 時 前ら しいのに、 こちら は 夜の 明ける のが 

： 早くて、 もう 障子が 白い。 少し 冷える し、 まだ 起きる に は 早い ので、 ふん わりした 蒲団の 上で 
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かっこう を 聴く。 少し 遠くの 木へ とんで いったら しい。 私 はふと、 斎 藤 先生が みちの くの 端 ま 

で 歩いて 旅 をせられ た 時、 十 和 田 湖から、 一人で 山路 を 青 森の 方へ 出る 途中、 この かっこう 鳥 

が、 深山の 中で 遊んで いて、 歩いて ゆく と、 逃げる どころ か、 人間 を 珍ら しがって、 足 もとへ 

降りて 来て 鳴いた —— -と 云うよう な 話 を 思い 浮べたり した。 . 

ぐっすり ねたので、 朝餉が とてもお いしい。 私 は、 三度の 食事のう ちで、 いつも 朝が 一番お 

(し、。 道 山さん のお 話で はこの 須賀 川に は 有名な 牡丹 園が あって、 つい 十日 ほど 前まで 遠近 

の 見物 客で 街 はいつ ぱいであった、 しかも その 牡丹 を 今日の ように 美しく 育てた の は、 実に 清 

貧 をた のしむ、 いい 老人で あつたが、 先生 死んで しまって 淋しくな つた。 先日の 読売 新聞で、 

吉 = 英 治さん が、 此の 牡丹 園と、 その 老人の こと を 書いて いられた とのこと なので、 お 丹に、 

心 を ひかれつ つも、 仙 台へ 急ぐ。  . 

リン ゴ • 梨 .柿. さくらんぼ など、 車窓から 果樹が 沢山 見える の も、 福島県ら しい。 仙 台へ 

つくと、 遠 藤 梧逸さん と 海運 局の 舟 木さん が、 待って いて 下さる。 古い 士族の 屋敷だった とい 

5  6  6、ii で 三人た のしい 昼食 をいた Y  く。 舟 木さん と は 一昨年、 下 関で 会う ことが 出来た の 

であつ ヒが、 梧逸さん と は、 十 年ぶりで ある。 少し 冷える ので、 熱澗の コップ 酒 を 貰う 印 S 

出来 だち の 梧逸さん 主宰の 俳 誌 『みちの く』 を 貰う。 忙しい 会社の 仕事の 傍ら、 この 道に よつ 

て 生き甲斐 を 感じて いられる らしい お 気持 はよ くわ かる。 午後の 汽車で 岩手県の 方へ ゆかれる 
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ので、 ゆれ を 惜しんで 舟 木さん と 二人で 塩 釜へ 走る。 今 は坦々 とした ドライブ • ウェイで ある 

が、 昔 は、 岩 切から 多賀城 あたり を 奥の 細道と いった その 名の 如く、 細々 とした 路 であった の 

であろう。 東北 海運 局で は、 吉村 局長 や、 高橋大 麓さん 橋 本さん が 待って いて 下さった。 早速 

職員に 何 か 話 をせ よとの 事で、 コップ 酒の ほろ/, \ 気分で 「禅に ついて」 語った ので あるが、 

みんな 一 言 一 句 吸いと るよう に 聴いて 下さる ので、 語る こと も 亦た のしい と 思った。 

それから 皆で 多 賀城趾 を 尋ねる こと X して、 自動車で まづ 野 田の 玉 川へ ゆき、 能 因 法師の 

「タ ざれば 潮風 越て みちの くの 野 田の 玉 川 千鳥 なくなり」 の 歌碑の 前に 立つ。 現在で はもう 地 

勢が 変って しまって、 昔日の 感じから は 遠い。 そこから 古い 丘陵の 裾 を 廻って 多 賀城趾 へ ゆ 

く。 車 を 降りる と、 そこの 丘の 上に、 芭蕉 も 訪ねた という 壺の 石碑が 立って いる。 大きい 平た 

い 青 石で ある。 聖武 天皇の 初期、 神 亀 元年 (千 二百 三十 年 前) に 大野 東 人が 建てた と 云う 日本 

でも 一番 古い 碑で ある。 右へ 入って ゆるい 丘 をの ぽ つて ゆく と、 いよく 多賀 城の あった 趾で 

ある。 足元に、 瓦の 破片が 沢山 落ちて いる。 拾って みると、 古代の 布目 瓦で ある。 多賀 城に 用 

いた ものであろう。 吉 村さん が、 「これが いいです よ、 僕 はよ く 子供 を つれて 散歩に 来ます が 

此の 前 は、 この あたりに、 もっと 沢山 散乱して いました よ」 と 云って 形の よいの を 拾って 下さ 

る o 

桜はづ つと 後世に 植えた もので あろうが、 よく 太って 青葉が 茂って いる。 雑草 を ふみわけて 
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ゆく と、 草の 中に、 黙々 と 礎石が 残って いる。 その 昔、 奈良 朝の 政府の 力が、 北に 向って は、 

ここにまで 仲び て、 云わば 北の 太宰府であった わけであろう。 石 を 踏んだり、 撫でたり すると 

讓古 的な 情が 迫って くる。 また、 南朝の 忠臣 北 畠 親 房顕 家の 父子が、 義良 親王 を 奉じて、 抵抗 

の 成と した 時代 も あり、 芭蕉の 「夏草 やつ はもの どもが 夢の 跡」 の 句 は 平 泉の 作で ある こと は 

云う まで もない が、 私 は 此処に 立って、 此の 句 を 想うて みたり した。 此の 礎石の ある 所 を 中心 

として 南北 千 米、 東西 八 百 米と 云う 雄大な 搆 えであった と 云う ので ある。 この あたり、 多賀城 

を 中心とした 文化 も、 発達して いたで あろうが、 風雪 千 二百 年 を 経た 今日で は 空しく 草が 茂つ 

ている だけ。 芭蕉 は 

『今 眼前に 古人の 心を閲 す、 行脚の 一徳、 存命の よろこび、 覉 旅の 労 を わすれて、 泪も 落る 

ばかり 也』 _ 

とひ どく 感激して いるが、 汽車 や 自動車で、 覉 旅の 労 を 知らぬ 私に は、 芭蕉 ほどの 感慨の な 

いこと を 恥 かしく 思う。 それから 歌枕と して 残って いる 末の 松 山と、 沖の 井へ 案内して 貰う。 

舟 木さん は、 なかく に 芭蕉の 足蹟を 詳しく 調べて おられ、 いろくと 説明して 下さる ので あ 

つた。 暮れて」 g 釜へ 帰り、 神社の 東に つづく 丘の 上の 海員 会舘に 泊めて 頂く。 芭蕉 も 塩 釜に 一 

白して、 その 夜 は 奥浄ん 卜と 云う 古びた 琵琶 をなら す 盲目 法師の 一 曲に 耳 を 傾けて いる。 私達 

は、 塩 釜 港 や 松 島の 一部 を 眺めと する 一室で、 時 を 忘れて 親しく 語り 且つ、 吉 村さん 秘蔵の 酒 
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を 汲み 交わ レ たこと である。 

ここの 一皿の まぐろ は、 実に、 まぐろの 漁場 だけあって、 舌頭に 残る 味であった。 いやしい 

私 は、 こうして 土地 土地の 産物 を、 口にする こと を 行脚の 一徳と する か。 

六月 五日。 雨。 松 島より 鶴 岡へ。 

港の 暁 は 汽笛の 音で 明ける。 宿の 人 はま だね ている ので、 こっそり 戸 を あけて、 石 巻の 石 だ 

という 青 石の 石段 を ふんで 塩 釜 神社に 詣 でる。 ぬれた 参道 は、 通る 人 もな く浄ら かで ある。 ま 

た ら よう- --  -  ^ 

づ 多羅 葉の 大木が 眼に つく。 その 厚い 葉 を 一枚 拾う。 そして 俳人 正 田 雨 青さん が、 曽 つて ここ 

に詣 り、 此の 葉の うらに 俳句 を 書いて 送って くれた ことな どなつ かしんだ ことで ある。 紙の 少 

い 頃の 人 は、 此の 葉に 字 を 書いて、 葉書と したであろう などと 思う。 社務所の 屋根がぬ、 てい 

て、 前庭の 太と 共に 絵に 書いた ように 美しい。 拝殿の 前の 右と 左に も、 多羅 葉の 古木が 若い 葉 

を 小雨に ぬらして いる。 横 門の 外に は、 巨大な 橡の木が 川端 龍 子の 絵の ように、 蒼々 と 高く 茂 

つて 青い I 下 を 落して いる。 幽 にして 厳、 東北 第一 の 神社であろう。 芭蕉 は 神前の 古い 宝 燈を見 

て 「文治 三年 和 泉三郞 寄進と あり、 五 百年 来の 俤、 今 目の前にう かがいて そぞろ 珍し、 かれは 

勇義 忠孝の 士也」 とほめ ている。 三 郎は藤 原 秀衡の 三男 忠衡 である。 

宿に 帰つ て 朝餉 をす まし、 日記 を 書いて いると 吉 村さん 舟 木さん 高撟 さんが 迎 ハ こ 来て 下さ 
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る。 雨 は 降り だした がいよ く 松 島 を 観る 時が 来た。 芭蕉 は 塩 釜から 船で ゆき 島々 を 眺めて 

あの 名文 を 残して いるが、 私達 は、 海岸に 沿うて、 うねりく ねり、 車の 窓から 観る。 雨に かす 

む 静かな 湾内に、 無数の 小島が、 それ，^ の 形 をして、 ちらばつ ている。 島の 間から 島が 現わ 

れ、 また 他の 島が 島に かくれて ゆく。 自動車が 力 ー ブ する 度に、 その 眺めが 変って ゆく 眺め 

の、 、甲で は 車から 出て、 松の しづくに ぬれ 乍ら、 松の 青い 小島 を 眺める の も 1 人ら しレ 却 

島で ュ、 傘 を さして、 橋 を 渡り、 雲居 禅師 のこと など 忍び、 多年 性の 萩の 古木に 心 を ひかれた 

りした。 

湍巌 寺に ぶで る 時には、 流す ような 雨で、 山裾に ある 古い 巌 穴の 中に 雨 を さけて、 千年 も 昔 

に、 ここで 修， したと 云う 古え の 僧 達の こと を 思って みた。 此の 寺 は、 伝教 大師のお 弟子、 慈 

覚 大師が 創建せられ たの だから、 「しづか さや 岩に しみ 入る 蟬の 声」 の ある 山形県の 立 石 寺と 

同 待 代 Q ものである。 北条時 頼の 世に なって、 臨 済宗に 改め、 常 陸の 真 壁 平 四郎が 出家して 宋 

へ 行って 金山 寺の 昧準 禅師 について 大悟し、 帰朝して 第一 世と なって いる。 無 準禅師 は、 京都 

東 福 寺の 開〕 聖 一国 師の師 尚で も ある。 その後、 伊達 家の 菩提寺と なつてから 雲居 禅師が 迎え 

ら， e„、 その 高徳に よって、 今日の 七堂伽藍が 整備した と 云う ことで ある。 雲水さん の 説明で 本 

堂な ど を 拝ませて 貰って いるう ちに 「この 貴賓の 玄関 は、 支那の 金山 寺の 玄関の 構造 を、 その 

ままに 模 放した 様式です」 と 聴き、 私 は、 仏 通 寺の 開山 愚 中禅師 が、 修行 せられた あの 楊子 江 
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岸り 金山 寺 を 想わないで はいられなかった。 愚 中禅師 が入宋 せられた 時には、 金山 寺 はもう 仏 

通 禅師の 時代であった。 

松 島 駅で 大 麓さん にお 別れして、 三人 は 雨の ふりしきる 東北 本線で 小牛 田まで 北上して 酒 田 

行に 乗換える。 丁度 時間な ので、 ホ I ムに 三人 竝び、 騫 麦の 立食い をす る。 立って さらく す 

すると ころに、 みちの くの 養 麦ら しい 感じが して うれしい。 私達に とって は、 まる 一日の たの 

しい 会見が 終りに 近づきつつ ある 時で、 これ は 別れの 養 麦で も ある。 「大耕 舎が 近いと 度々 訪 

ねて ゆきたい のです がね。 伊予の 同人 はよ く 行く ようです ね。」 と、 舟 木さん は、 大耕舍 を 憧れ 

て、 別れ を 惜しむ。 ほんとうに 「今度 は 何処で お会い 出来る ことか」 鳴子の 駅で 下車され ると 

き 「また 何処かで、 会う でしよう」 と吉 村さん に 云われ、 旅する 者と、 辞令で 動く ものとの、 

奇 しき 離合が 胸に 迫る のであった。  - 

汽車が 山に か \ ると、 雨 は 小 休みと なる。 芭蕉が、 「蚤 しらみ 馬の 尿す る 枕 もと」 の 句 を 残 

した 尿 前の 関 は、 この トンネルの 彼方で もあろう か 等と、 古人の 雨に さらされた 旅 を 思う うち 

に、 もう 山形県 だ。 人家 少く 朴の木が 到る 処に、 白い 花 を 開いて いる。 しかし 山 はよ く 伐採 さ 

れて、 原始の 林な ど 見るべく もない。 いつしか 乗客 も少 くな つていて、 車中 は 少し 寒い。 新庄 

をす ぎる 頃から、 左手の 彼方に 残雪の 白い 山々 が 重って 見える、 出 羽の 三 山であろう か。 最ヒ 

川 は、 今日 も 亦、 さみだれ を あつめて 早く 流れて いる。 清 川 八郎の 生地 清 n から は 名 だた る 主 


内 平き で、 もう 殆んど 田植が 終って いる。 早い もので、 みちの くの 東の 松 島から. 背 柱 をな す へ 

U 脈 を戏」 して、 西の 端の 鶴 岡が もう 見え だした。 荘 内の 美田 は、 二 里 も 三 里 もずつ と 山裾まで 

整然と 稲の 畦畔が つづく。 

「や あ、 どうも、 御苦労さん でした」 と 長 南 七 右衛門 さんに 迎えられる。 杉 本さん の 「大 ノ 

義」 や 清水 精一 師ゃ r 大耕」 を 通して、 心の 旧知で ある。 初対面と も 思われぬ 親し さの まま バ 

スで、 鶴 岡の 街 を 横に それて、 一路 温 田 川 温泉へ 走る。 御殿 旅館と 云って 旧 酒 井家の 殿様が、 

用ハて いられた 湯 宿に つく。 「この 室に は、 安岡正篤 先生 も 泊ら れた ことがあります。」 と 云わ 

れる 枯れ ヒ 障子で めぐらされた 座敷に くつろぐ。 青い までに 澄んだ 湯に は、 菖蒲の 一束が 投入 

れて ある。 ゆるく 一  浴、 そして 一 杯 やりつつ、 道の 話に ふける。 生れた 歳 も 同じ 亥の 年と は 

なつかしい。  ■ 

六月 六日。 鶴 岡 市。 曇 時々 晴。 

鶴^ 行 弋^ 半の バ スに 乗る ことにし ていたと ころが、 宿の 時計 は 既に 四十 分に なって いる。 

長 南さん はもう 次の バスに しましょうと 云う。 「まだ 八 時 三十 分に 間に合います、 直ぐ 出 まし 一 

よう」 と 私 は 云って しまった。 十 年来 時計 を 持たぬ 私の 勘が 仂 いて くれ だので ある。 停留所へ ゆ 

ゆく と、 丁度 八 時半、 都合よ く 乗れて よかった と 思う。 


鶴 岡 市の 以文 会へ ゆく。 ここ は 旧藩主、 酒 井家が、 そのお 屋敷の 一部 を 充てて 財団法人 とせ 

られ たもので、 荘内 藩の 伝統 ゆかしい 致道舘 教学 を 現代的に 延長せられ たもので ある。 此の頃 

の 公民館に は、 幅 は あるが 深さがない。 以文 会 は、 致 道 博物館 を も 兼ね備えて、 郷土の 文化と 

人材の 育成に、 不断の 努力 を つづけられ ている。 「泉」 という 機関誌 も 出されて いる。 云わば 

日本的 社会教育で こうした 例 は 全国的に あまり あるまい と 思われる。 会務を 担当して ハられ る 

犬 塚 又太郞 氏、 加 藤 省 一郎 氏、 酒 井 忠明氏 等と、 庭に 面する 三 余 室と 云う 茶室で 会談す る。 や 

がて 私の ために、 「潮音 堂」 の 三 字の 横 物が 床に かかげられた。 これ は、 測らず も 昨日の 瑞巌 

寺と 関係の ふかい 金山 寺の 無 準 禅師の 真筆で、 実に 美事な 大作で ある。 東 福 寺に あった もの 

が、 小 堀 遠 州 公の 手に 渡って いた、 それ を 遠 州の 茶の 弟子で あられた 酒 井忠勝 公が 特に 所望し 

て 貰われた 逸品で、 重要 美術品と なって いるもの である。 そこえ 菅原兵 治 先生 も 来られ、 。まつ 

りぽ つり 語り 乍ら 昼食 を 一緒に 頂く。 その 中の 黒 ごまの、 ごま 豆腐 はこれ また 珍ら しいみ ちの 

くの 味であった。  .  - 

午後、 酒 井さん の 案内で 庭園 を 観せ て 頂く。 有名な バラ 園で は、 旧 酒 井 忠良 公が 作業服 姿 

で、 雨の 後の バラの 手入れ をして いられる。 長江 老人 も 手伝って いられる。 その 姿が 実に 無、.： D 

で、 バラに 注がれる 視線 は、 慈父が 児の 上に 注ぐ 視線の ように、 愛情と 深い 注意に 充 ちて、 

る。 聞けば、 古いの は 四十 年 以上の もので、 バラと 云う バラの あらゆる 種-類 百 五十 種 以上 も 育 


てて いられる とのこと、 須賀 川の 牡丹 園と 云い、 ゆかしい みちの くの 薫りで ある。 明治維新で 

藩玫を 奉還し、 昭和の 改革で 農地 を 解放 せられた 曽 つての 城主が、 世 を 忘れ、 バラ を 愛育す る 

ことに 静かな 楽しみ を 蔵して いられる ので ある。 花 は、 白. 赤 *黄. クリ— ム その他 それ^ \ 

無、，、. 1 こ. 咲き誇って いるが、 主 公の 心中 を 知る や 否や。 明治維新と 云えば、 あの 「大西郷 遺訓」 

を 出版した の は、 夷に 荘内 藩学の 菅秀 実であった。 親しく 大西郷に 陽 明 学 を 学び、 歿後 は、 そ 

の 遺訓 を、 明治 二十 三年に 鶴 岡から 出版した。 私 は 犬 塚さん から 石版 ものの 一 冊 を 頂いて 学 

問の 道統と 云う もの を 手近に 感じた ことで ある。  . 

_ 午後 郊外 藤 島 村の 米倉 庫の 広間で 「無我と 慈悲」 について 語る。 倉庫 長 田 中善吉 氏な どと 別 

れを昔 しんで、 直ぐ 近くの 長 南さん のお 宅へ 泊めて 貰う。 荘内 平野の 代表的 農家で、 家に 帰る 

と 先 づ馬ゃ 鶏 を 見て 廻り、 もの を 云うて おられる 長 南さん は、 いいお 百姓 だと 思う。 ところが 

此の あたり は 一戸 平均 二 町 二 反歩 も 耕作して いるが、 米し か出来な いので 清水 先生 は、 百姓で 

はない 一 姓 だと 云われる などと 語った ことで ある。 単作 は、 短命の 原因 だと、 東北大 学の 近 藤 

博士 は 研究発表して いられる が、 考えさせら- れる。  .  . . 

六月 七日。 鶴 岡。 曇。 

、 、ヽ、  r 

五 時 こ e きて、 広い 屋敷の まわり を 見て あるく。 庭に 珍ら しく もー榥 のけん ぼ 梨 力 ある 気 
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持の わるい ほど 甘い 此の 実 を、 私達 少年 時代に 好んで 食べた ものて あるが、 此の 木の 近辺で 

は、 酒屋 は 必ず 酒 を 腐らす と 云う 伝承 を、 もっと 科学的に 研究して はどう かと S う。 . 

" 六 時までに 車で 鶴 岡の 以文 会へ、 曇って いて 月 山 も 鳥 海山 も 見えない。 勤めに 出る前 を 集わ 

れた同 友 会の 真面目な 若い 人々 のために 「禅の 用」 について 二 時間 語る。 此の 話 は、 私と して 

も 快 心の 作で あつたと 思う。 場所と 聴 手の つぶが よいから だ。 三 余 室で 自由 律 俳人、 和 田 秋 兎 

死 君に 会う。 句集 二 冊 を 貰う。 話 は 直ちに 山 頭 火に 及ぶ。 山 頭 火 は、 昭和 十一 年の、 みちの く 

の大 旅行で、 此の 孤独の 天才 詩人 を 訪ね、 相 抱いて 語り 且つ 飲んで いる。 湯 田 川 温泉な ど、 こ 

の あたりに 七 八日ば かりいて、 ずいぶん 秋 兎 死の 世話になった らしい。 そのこと は 山 頭 火から 

もき いていた が、 山 頭 火 は、 そのつ ぐない のつ もり か、 破れた 笠と、 法衣 を 脱いで 秋 兎 死に 与 

え、 着物 一枚で 永 平 寺へ 行ったら しい。 如何にも 山 頭 火 的で ある。 飲みす ぎた ざんげの つもり 

で 僧形 を 捨てた つもりで はない がと も 語り合う o  .  で 

以文 会から 少し はなれた 荘内 松柏 会舘へ ゆく。 ここ も 酒 井家の 別宅 を、 戦後、 会舘に 充てら 

れ たもので、 酒 井忠悌 氏に お会いす る。 伊予で は、 久 松さん が 知事 選挙の 時、 「お 殿様」 と 書 

レた 投票が 実に 沢山あって、 当選せられ ましたよ と 云う と、 久松 様の 当選 は、 全く 日本的 民主 

主義です ねと 云われる。 松柏 会 は、 十七 年 前に 荘内 農村 指導者の ために 結成せられ、 戦前 .戦 

中 • 戦後 を 一貫して、 郷土の ために 土に 即して いろ/ \ 貢献して いる。 長 南さん ま その 育ての 


I で、 現在 は、 高山さん に 任せ、 酒 井 氏が 会長で ある。 午後 各 村から 参集 せられた 会員の 人々 

に 二 時間ば かり 語る。 そして 高山さん の 案内で、 松 ヶ岡の 東北 農家 研究所へ ゆく。 ここ は 明治 

初年、 酒 中 藩の 人々 が 旧 家老 を はじめと して 開墾した 地域で、 現在 は、 中学 を 卒業した 農村の 

. 青年に、 正しい 日本の 農道と 技術 を 伝習す る、 村 塾の ような ものである。 私 も 実は 敗戦 後、 

伊予に も、 丁度こう した 農村の 子弟 を 教育す る墊が ほしいと、 いろく 考えた こと もあった の 

で 此の 研究所に は 心 を 動かされた。 秋 兎 死 君 は、 自転車で 来り 待って いて くれた。 私と 一緒に 

it コ n に 入る。 ム通 寺の 風呂と 同じ 大きさで r 瘦身」 という 句集の 名の 示す 如く 秋 鬼 死 君の 体で 

は、 丸い 板に 乗って しまって、 沈めない。 「よし 来た」 と 十八 貫 五 百で 応援し、 二人で つか 

る。 塒に戾 つた， E 6 こシ が、 窓の 近くで、 姿 を 見せて 鳴く、 しきりに 自作の 句 を 朗吟して きか 

せて くれる 君 は、 体 そのものが 詩で ある。 所長の 菅 原さん 達と、 たのしく 盃を 傾けて タ餉を 頂 

く。 ほんとうに 一期一会 である。 小雨の 中へ 秋 兎 死 君 を 送って から、 生徒た ちの 坐禅して いる 

道場へ 行って しばらく 一緒に 坐る。 ここで は、 朝タ 坐禅 を 行 じ、 坐禅 和讚 を 唱える。 食事 その 

起居な 禅の 生活に 準じて いる。 私に は 実に ぴったり くる 行き方で ある 

. 六月 八日。 雨。 時 々曇。 

かっこうの 声で 醒める。 直ぐ 近くの 開墾の 本陣 あたり を 散歩す る。 岡から 眺める と 月 山が 姿 
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を 現わして いて、 残雪が 白い。 本陣と せられた 建物 は、 加 藤 清 正の 子忠弘 が、 荘内藩 預けと な 

つて 住んで いた 古い もので、 維新 後 ここに 移された もの。 後の 大きい 桐の 木が しきりに 花 を こ 

ぼして いる。 拾って 口に あてる と、 ほのかな なつかしい 旬い がする。 かっこうが 遠い ところ、 

近い 所で 閑 かに 鳴く。 閑古鳥と はよ く あてはまる 名 だと 思う。 

食後、 生徒に 話 をす る。 行の 教育で、 身心が 正しい。 バスで 鶴 岡へ 出る。 正午、 犬 塚さん 高 

山さん に 見送られて 青 森から 南下して 来た 急行で 富 山に 向う。 

ねずみが 関 あたり、 雨が しきりに 降って 越 後路に 入る。 ふと 醒める と、 雨が 止んで、 右の 車 

去 心に 山が 見える。 あ X なつかしい 国 上 山 だ。 良 寛 さまの 五合 庵 を 訪ねて、 あの 上の 国 上 寺に 泊 

めて 貰った なつかしい 山で ある。 柏 崎 • 直江津 • 糸魚 川 • 親 不知 • 市 振 みんなな つかしい 芭蕉 

の 足跡、 今日は 雨に かすんで いるが、 親 不知の 荒磯 を 市 振まで 歩いて 出た 日の 私 はま だ 若 かつ 

たと 田 5 う。 
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京都の 旅  - 

御所の 匕 面 を 通って、 烏 丸 通 を 曲り、 鞍馬口で 電車 を 降りる。 この 秋 はま だ 霜が 来ない ので 

- 街路樹の 大きい プラタナスの 葉が まだ 青い。  . 

.「 京都 もこ こま-で 北へ くると、 空気が 浄 らかぢ やな あ。」  - 

と 老師さん が 云われる。 洛 北の 山々 が はっきりと 澄んで 眼 近く 見える。 見覚えの ある 大きな 

. 碧 梧桐の かぶ さって いる 門 をく ぐる。 足 もとの 秋 海棠 はもう うら 枯れて いる。 玄関から づ つと 

書架が 林の ように 竝ん でい る 書斎に 通される。 新 村 先生 は 十 時から 慈 雲 尊者の 百 五十 回忌が 上 

加 茂の 方のお 寺で 催される ので、 その 方へ 行かれね ばなら ぬので あるが、 それまでの 僅かの 時 

^昔し むような 面持ちで 会って 下さる。 書棚の 上に 沢山 こと 積み重ねて ある 松笠の 枯れた の 力 

老師さん の 眼に つく。 . . ， 

「松笠が たんと ありますな。」 

「はは あ、 あんな もの を 集める のが 老いの 楽しみで してね。 あの 中には、 安芸の 宮 島の もの 

天の 喬 立の もの や、 松 島の もの や、 全国 各地の 松笠が あります。 旅の 途中で 拾った の や、 心 
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ある 人から 送って もらった の や、 いろ/ \ 'と 皆 忘れが たい 松笠ば かりです。」 

「ほほう、 それ は 面白い 。可愛い いもので すな。」  . 

「いや。 この 世のお 勤め を 果して 地に 落ちた 松笠 は、 丁度 私自身の ような もの だと、 停年で 

大学 を 退いた 時に 思い当り、 それから、 ぽ つ/^ 集めて 来たので す。 枯れ 果てて しまって * 

自分の 持って いた 松笠の 実は、 風の ふくま まに 全国へ 蒔き 散らして、 自分 は、 こうして 無為 

を 楽しんで いる、 まったく 松笠の ような 存在で してね。， T 

「い^お ほ、 皆さんで よくお 出で 下さいました。」 .r ぶ ニ録な §:%，繁養ノ  了 

「広 誠院 では、 大変お 世話になりました。 私達 老人で、 流水 会と 云う の を 造って いまして ね 

あの 時 は、 東京から 土岐善 麿さん が 来た ものです から。」  - 

「土岐 さん は、 去年 松 山へ も 放送局の 用事で 来られた こと を、 私 は あとで 知った のです が、 

あの人 は、 『歌の ことば』 の 中で、 山 頭 火の 『草木 塔』 を とても ほめて 紹介して いて くれる 

のです。」， 

「山 頭 火と 云えば、 私 も 明治 九 年に 山 口で 生れた ので、 なつかしいです。 —— そのうし ろの 

. 床 にか かってい るの は、 慈 雲 尊者の 書かれ ものです が —— 。」 

と、 先生 は、 床 を 指される。 ふりむく と  , 

「時」 と 一字あって、 「桃 栗 三年、 柿 八 年」 と ある。 
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「すくて 世の中の こと は、 時 を 待たねば、 時が すべて を 解決して くれる とで も 云う のでし よ 

うか。」 

「はは あ、 これ は 立派な 筆跡です ね、 広誠院 にも 一 つ あるので すが、 大山さん、 昨夜 休まれ 

-. た 室の 床に かかって いるの が 慈 雲 尊者です よ。」  . .  , 

, 「まが 1 びます が、 仏 通 寺と 云えば、 もう 既に 亡くなり ましたが、 鎌 倉に いた 私の 弟 力 ゆ 

治 四十 三 四 年頃に、 仏 通 寺へ 行き、 時の 老師に 参禅して いるので す。 どうして 仏 通 寺まで も 

行った か、 そこが 解らぬ のです が。」 

. 「香 川 寛 量 老師の 頃でしょう。」 . . 

「いっか、 仏 通 寺の 開山、 仏 徳大通 禅師の 語録 を 送って 貰い、 あれ はいろ く 参考に なり ま 

した。」  .  - 

「あの 紙 は、 大山さん のお 世話で、 すべて 出 雲の 民芸 和紙 を 用いまして な。」 

「弋〕 さん、 去年の 秋 は、 東京で したね、 あの 平 林 寺へ 行かれた 時の 文章 は、 なつかし かつ 

た。 私が 行った の は、 昭和 十八 年の 十二月の はじめでした。 あなたと 一緒に ゆかれた 南蛮 寺 

君、 宮崎丈 二さん 等、 なつかしい 人ば かり。」.  . 

話 はっきな いが、 時 は いつまでも 三人 を 「時」 の 前に 居らして くれない。 先生が 慈 雲 尊者の 

会へ ゆかれる 時が 来た。 お別れ を 惜しんで おいと まする。 格子戸 をし めて 出る と、 右側の 板塀 
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の 根に、 朴の 若木が 一本 立って いる。 老師さん と 私 は 思わず 「ここに 朴の木が」 と 云った、 そ 

の 声が 玄関に 坐って いられる 先生のお 耳に 入ったら しく、 「朴 が」 と 何 か 云 つ て いられる ので 

あるが、 それが もう 聞き とれない。 

小路 を 北へ 歩いて 北 大路へ 出る。 比^山の 姿が くっきりと 秋の 空 を 突いて いる。 電車で 大徳 

寺 前 を 通り、 ，ハスに 乗り換えて、 妙 心 寺 裏門 前に 下車す る。 大きい 門 をく ぐると、 山 内 は 昔な 

がらに 静かで ある。 秋の 陽が、 古い 土塀 や 敷石に あたって、 どの 寺の 松 も、 枝ぶ りが よい。 師 

と共に、 こうして 京都の 古い 山 内 を 歩く ことが、 それだけで 心 足りる うれし さが こみ上げ てく 

る。 此の 夏の 暑さ を、 狭い 病室で 堪えて 来られた お 体 は、 手術の あと もす つかり 癒えて いられ 

るら しく、 敷石 を 踏んで ゆかれる 一足 一足の 歩調 は、 曽 つて、 二人で 仏 通 寺の 庭 を 竝んで 歩い 

た ころと 同じ ものが 感じられる。 

春光 院の門 をく ぐって 右に 廻って 裏側に 入る と、 また 小さい 門が ある。 これで 門 を 三つく ぐ 

づ たこと になる。 門のう ち は 苔が 一 ぱいに しきつめ たように 茂って いて、 苔の 中 を 踏み石が 点 

々とつら なって いる。 その 石に、 一 つ 一 っ異 つた 趣きが 潜んで いる。 此の 庭 は、 建物 もそう の 

ようで あるが、 別に 改 つて、 庭 を 造る とか、 茶室 を 建てる とか 云った ような 意図な しに、 何 心 

なく 造られた ものら しいので あるが、 それが 年 を 経て、 そして また、 庭の 心に 従うて 住みな し 

て 来られた ため か、 名の ある 庭よりも、 心に しみる ものが 感じられる。 
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柱に 「今日 失礼し ます」 と ある。 久松 先生の 字で ある。 しかし 私たち は、 少しも 失望し な 力 

- つた。 この 庭、 このお 部屋に、 先生のお 心が はっきりと 匂うて いるで はない か、 そんな 気持が 

したので、 御 留守居の しとやかな 御 婦人に 招せられ る まま、 お 室に 通った。 教授会が あるので 

先生 は、 今 さっき 出られた と 残念 がられる。 「抱 石 庵」 と 大書 せられた 寸心 先生の 扁額 もな つ 

, ) ハ。 ト さい 床の 拄に は、 早く 咲いた 椿が ほんに 一 りん、 青い 葉と 共に 活けられて、 室に は 

まだ 朝の 香の 匂いが 残って いる。 その 句い の 漂う ところに、 妙 心 寺の 湘道 老師と、 西 田 幾太郞 

先生の 小さい お 写真が かかって いる。 哲学と、 禅と、 お 二人の 師の 下で、 学 道 を 行せられ る久 

机ム 先生に お会いして いるよう な 気がして くる。 老師 力 

「なんとい ぃ風ぢ や。 気持の よい こと。」  . 

と 感歎 せられる。 三尺の 簀を くぐる ようにして、 庭の 竹 を ゆるがせた 秋の 風が、 二人の 身辺 

に 一道うて くるので ある。 「葉々 清風 を 起す」 と は、 まさに、 今日 只今、 此処の 風光で は ある ま 

いか。 私 は、 曽 つて 戦^中に、 先生から 愛されて いた 松 江の 岡 崎 光雄 君の こと を 申し、 岡 崎 さ 

んの 消息 を 語り、 ことづかりの お土産 を 差 出した。 

「あ \、 松 江の 岡 崎さん、 いいお 方が 原子爆弾で 亡くなられ、 先生 もよ く 思い出して、 惜し 

んで おられます ので。」 

そう 云わ k ると、 私 は 何だか、 自分が 光雄さん の 父で でも あるかの ような 気がして、 眼 を 曇 
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らせ ことばが つまって しまった。 凡そ 戦争と は 縁の 遠い 性格の 学徒が、 - 実によ き師 にっき 得 

ていた もの を、 あのよう にし ズ動員 せられた のであった。 

信 州から 到来の、 白い 栗 菓子 も 珍ら しく、 ゆっくり 抹茶 をいた だく。 私達 は 少しも 用件が あ 

つて 来たので はない。 た Y 無心に、 秋日の 雲の ように、 ひょうぜんと お訪ねして いるので ある 

が、 ただ 一 つ 私 は、 お尋ねしたい ことがあった。 それ は 一昨年 頃、 先生 は 膽石症 を 患って いら 

れ たので、 その後の 御樣 子が 知りたかった ので. ある。 その 時 老師 は、  - 

「先生の 膽石、 もうす つかりよ ろしいです か。」 

「おかげで、 よい 薬 を 教えて 貰いました ので、 あれから もう 一度 も 出ません ので、 よろこん 

で いられます。」 

. 「それ は 結構。 膽 石ゃ膽 砂に は、 これから 出て くる 山芋、 あの、 いかか^ h と 云う のが、 生で 

食べる と 大変 わるい ので、 あれ は 是非お 控えになる よう。」  ノ 

清風 は、 依然として 竹 葉から 湧いて 流れて 二人 をつ つんでくれ るので あるが、 お 暇して 門前 

まで 送って いただく。 隣の 霊 雲院の 大きい 国宝の 梵鐘 を 仰ぐ、 この 鐘の 下に 西 田寸心 先生のお 

墓が ある、 そこへ 先年 は、 久松 先生に 案内して 貰った ので あつたが。  . 

大本山の 前 を 通って、 表門へ 出る。 そして 門前の 早 川 尚古 斎 を 訪ねられ るので、 ついて 上 

る。 名人 は 外出中。 奥さん や 白髪のお 婆さんが、 大阪 弁で 親しそう に 語り よられる。 大阪で 戦 


—  154— 


災こ 会い、 ここに 仮寓して いられる の だが、 それ も いつまでも 居られぬ 家ら しい。 ここで は 管 

長さん とか、 老師 さまと か 云われない。  ， 

「和 尙 さん、 おっさん」 である。 

「おっさん、 ようこそ、 訪ねて おくれ はった。」 

-と 云う 風に。 聴いて いるう ちに、 その 親し さが だん/ \ と 解って くる。 老師が まだ 天 龍 寺の 

雲水 時 はに、 大阪 托鉢に ゆかれ、 先代 尚古 斎の 時代から、 よくお 昼の 点心 をよ ばれて いら ォた 

らし、。 4。 ひつ 一杯の 御钣 をけ ろり と 空に して 見せたり、 うどんの お代り を 五六 へん も 出して 

笑わせたり せられた ものら しい。 だから 老婆 は  ， 

「おっさん、 もうえ え 齢 やさ かいに、 あんまり 大飯は 食べられません やろ な。」 

ときつ 土る。 今の 世で は、 想像 もっかない、 あの 頃の 雲水 生活。 その 托鉢と 点心 を 通しての、 

今苟 つづく 此の 親しみ はどう だ。 ここで も 主に 会えない 私達で はあった が、 用事の ない 流水の 

客、 抹茶 をよ ばれて 辞す る。 

バスで 一路 三条 河原 町へ 出る。 丁度お ひるな ので、 寺 町の 河 道屋へ つれて 行って 貰う。 うど 

ん やそば は、 京都で は 此の 店が 一番よ い。 此の 店の 祖先 は、 桓武 天皇が 遷都 せられた 時に、 大 

和から ついて 来た 千 二百 年の 旧家で ある。 先代、 植田 安兵衛 さんが 明治 廿八 年に 著わした 「蓄 

麦 志」 を、 東京の 古本屋で 探 出して、 宮 沢さん が 送って くれ、 読んで いたので 一入 興 を そ \ ら 
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れる。 此の 前 は、 昭和 十二 年頃に 来たと 思う がその 時の 女中さん は、 日本髪で、 带を しめ、 木 

綿の そして 紺の 匂いの 漂う 純 日本の 姿で あつたが、 今日は 洋服で ある こと も 止む を 得まい。 

あの 時 は、 昨日、 水江タ I キ— が 男装で うどん を 食べに 来たので、 タ —キ ー の ファンが 店頭に 

何千と なく 押しよ せて 来て うるさかった こと。 彼女が、 畳の 上に 足 を 投げ出して 食べる ので、 

「日本の 畳の 上で は、 ちゃんとお 行儀に 坐って 食べたら どう どす」 とたし なめて やった とか、 

意地の わるい 禅僧の ような 女中さん であった が。 . . 

床に は、 大徳 寺の 大綱 老師の 月の 歌が かかり、 額 は、 「かわみ ちゃ」 と 平仮名で 直 入道 人が 

書いた もの、 こういう 禅師ゃ 墨客が 出没す ると ころで ある。 うどんの 味 は、 とてもよ かつ ヒが 

騫麦. は 松 江の わり ごに は、， 及ばぬ と 思った。 i:  參 

今日は、 春の 葵祭と 竝び 称せられる 平安 神宮の 時代 祭で ある。 わし は 京都に いて、 まだ ー荧 

も 見た ことがない と 云われる ので、 馬鹿にな つて 貰って、 二人で 三条小 橋の 橋畔で、 行列 を 観 

る ことにする。 正午に、 御所から 繰 出して、 烏 丸 通 を 下り、 四条 から 河原 町へ 出て、 三条 通り 

を祗 園の 方へ 通る という 行列 を、 橋畔で 待つ ことにした。 高山 彦九郎 が、 御所 を 仰いで、 その 

荒廃 を 歎いた と 云う 大 橋の 手前で、 帝都の 昔 を 忍ばして 貰う わけで ある。 行列 は蜒々 として、 

一里 半に も 及び、 二 千 人に 近い 京都の 市民が 奉仕して、 真面目に 変装して 通る。 その 衣裳と 云 

い、 道具と 云い、 持物と 云い、 皆 それ， の 時代の 考証に よる もので、 流石に 京都 だな と g 
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う。 京都なら ではと 感ぜ させられる。 

維新 勤皇 隊を 先駆と して 徳川城 使 上洛の 列 (江戸時代) 豊公 参朝の 列 • 織 田 信 長 上洛の 列 

(安土  • 桃山時代) それから 楠 公 上洛の 列 (室町 時代) 城 南 やぶさめ 列 (鎌會 時代) 天皇 御幸 

の 列 二滕原 公卿 参朝の 列 (藤 原 時代) みんな それぞれに その 時代の 姿で ある。 黙々 として 行進 

する 人々 は、 もうす つかり その 時代の 人に なり 切って いるかの よう。 

この 祭 は 明治 一一 十八 年 平安 神宮 創立の 年から づ つと 昭和 十七 年まで つづけられ、 二十 五 年 か 

ら复活 したの だと 云う。 今年 は、 祗 園の 芸者た ち も 加って、 紀貫 之の 女、 紫 式部、 清少納 言、 

常 盤 御前 (平安時代) それにつ いで 巴 御前、 静 御前、 阿仏尼、 淀 君 (縑倉 • 室町 時代) が、 皆 

それぞれの 侍女 や 伴 を つれている。 また、 出 雲 阿国、 吉野 太夫、 和宮 (江戸時代) など も 加つ 

て、 此の 古き 都 を 流れ 去った 歴史の 女、 文学の 女、 芸能の 女な ど、 女性が 列に 加った こと も、 

比の 祭に、 一 入の 美し さ ゆかし さ を 添えた かと 思う。 幾 万の 観衆 も、 流石に 京都ら しく 静かで 

ある。 少し 疲れて 広 誠院へ 帰り、 いただく お茶のう まいこと。 そこへ 藤 川 熊 太 郎君が 迎 いに 来 

て くれて、 今夜 は、 鹿ケ 谷の 電通荘 に 泊って、 一夜 を 語ろうと 云う。 東 山 を はなれた 後月の 満 

月の 美しい 光の 中で、 疎水の ほとりの 門 を 叩く。 水 は 音 もな く 流れて いる。 後 は、 冷泉 天皇の 

御陵で ある。 松の 枝に 月光が 澄んで いる。 二人 は、 夜の ふける こと を 忘れて 語った。 

久 公 先生 は、 私達の 時代 祭 見物 中に、 わざく 広 誠院へ 尋ねて 来られ、 「墨 美」 の 慈 雲 尊者 
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号 を 老師と 私に それぐ 下さった。 その 尊者の 枯雅 にして 力の 漲る 墨の 跡 を、 鹿の 鳴 声の 聞え 

そうな 奥まった 二階の 一室で 眺め 入った のであった。 

起き抜け を、 すぐ 近くの 法然 院に詣 でる。 女 二人で 広い 参道 を 掃いて おられる。 山門 も、 そ 

れを取 かこむ 木立 も、 ただ 静かで ある。 苔の よくつ いた 木の 根に 心 を ひかれながら 本堂で 礼拝 

する。 上って 香 を 立て、 木魚 を 叩かして 貰いたい と 思った が、 白い 障子 は、 何処から も 明かな 

い。 この頃 は、 いろんな 者が、 出没す るので どうも 仕方がない。 その 昔、 ここで 法然 上人の 高 

弟、 住 蓮と 安楽が、 念仏 三昧に 入って いると ころへ、 仙 洞 御所の 侍女、 松虫 • 鈴虫が、 人間と 

しての 自己に 覚め、 念仏の 一道に 馳せ参じた、 そのこと が 因と なって、 つい 謂、 H ，か 

難と なって 上人 はついに 阿波の 国へ 流される に 至った、 あの 悲劇の こと も 思われる。 また 巣 鴨 

出獄 後の 河上肇 博士が、 時代の 嵐の 外に 立って、 よくこの あたりに 歩 を 運び、 静かに 流れて く 

る 木魚の 音に 心 をよ せられた と 云う 自叙伝の 一節 も 慕われて くる。 そこ. へ 尾 張 だとい う 二人の 

おばさんが、 朝詣 りして 来て、 障子の 外から 念仏 せられる。 庭 を 掃いて いた 老人が 箒 を やめて 

話しかける。 「ようこそ、 遠い お 国 もとから、 参られました」 と 云う。 東京の 人が 田舎と 云つ 

てし まう ところ を、 「お 国 もと」 と 云う の も 京都ら しい。 掃いた あとに 直ぐ 落葉の する 首 一 を、 

小鳥の 声に 耳を澄ませながら 宿へ 下りた のであった。  - 

西 田 天 香さん が、 大正時代に、 一 燈園を 創ら れ たの は、 鹿ケ 谷の どの あたりであった ろうと： 
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思いながら、 三条大 橋へ 出る バスに乗る。 大津行 電車 は、 遠足の 小学生で 一 ぱいに なった。 一 

人の 女生徒に 腰かけさせて やる と、 他の 男の子が わ あと 云う。 背に はちち ははの 愛情 あふれる 

^ベ、^ しちが、 小さい リュックに 一 ぱい、 いい 匂いが こぼれる。 山 科 をす ぎて 四宮で 下車。 鉄 

路を うしろに 越す と、 すぐ ー燈 園で ある。 光 泉 林の 門 やくぐ ると、 白砂の 庭に 大きい ふじ 猫が 

一匹 遊んで いる。 一寸 舌で 呼ぶ と、 猫 は、 私の 足 もとに 来て、 ころりと ひっくり返って 白レ 

腹 を 見せて 甘える。 そこへ 下駄の 音が して、 木の かげから、 江 谷さん が 出て 来られる。 三 畳の 

書斎と 四畳半が、 先生 御 一家の 栖 である。 そこへ すわら じの 山田隆 也さん や 石 川さん も 来られ 

しみ，^ と 語る。.  ， 

江 谷さん の 机上 や 身辺 は、 各地の 民芸品で とり 囲まれて いる。 話 は 自然と、 民芸の ことに 及 

ぶ。 奥さんに 抹茶 をた てて いただき、 彦 根の 井伊 家の こと、 現在の 井伊 市長 夫人の 歌集 をみ せ 

て 貰ったり して、 中 寮で 江 谷さん、 山 田さん と 三人で お昼 を 頂戴す る。 私の 好きな 土鍋の 湯 豆 

腐が うれしく ゆるく 頂く。  二、 三の 同人 も 来られ、 放 哉 や 山 頭 火に ついて 語る。 この 二人 は 

いつもよ く 引合いに 出される 自由 律 俳句の 雙壁 であるが、 放 哉が 肺病 患者で あつたに 対し、 山 

頭 火 ま. 体が 健康であった こと。 放 哉 は、 浮んで くる 句 を そのまま 投 出す ように 発表した が、 山 

頭 火 まよく 練り 推敲した。 放 哉の 禅 は 禅味の ある 性格で あつたと 云う 程度の もの だが、 山 頭 火 

ま 一応 師 について 行じ、 祖録 など もよ く 味読 工夫して いた。 その他の こと はよ く 似て いた こと 


など 語り、 放 哉が ー燈 園に 僅かの 間し か いられなかった と 云う こと は、 体が 弱く- その上、 山 

頭 火と 同じように 時には 一 杯 酒 を やらねば 納まらぬ ので、 こうした 行 的な 協同 生活に は 堪えら 

れな いのが ほんとうであった でしよう などと 云ったり した。 

それから 江 谷さん の 御 案内で 園内 を ゆる./ \- 観せ ていた だく、 いや 拝ませて 貰った。 ある 篤 

志 家が 感ずる ところあって 山 を 一 谷 天 香さん に 寄附 せられた、 それ を拓 いて ある 部分 は 屋敷に 

し、 畑に し、 また 学校の 敷地と せられた もので、 その 中心が 礼拝堂で ある。 朝タ、 老い も 若き 

も 幼き も、 この 講堂に 集って 勤行し、 拝む 心 を 主体と して、 懺悔と 奉仕の 生活が つづけられ 

る。 報酬 を 求めないで、 労力 を 人に 捧げつつ 一筋に 社会 を ひろく 浄化して 来られた 五十 年の 行 

願 は、 世に も 珍ら しく 尊い ものであった。 それが 今では 同行 三百 人 を 越す 一 つの 新しい 村と な 

つて 生長し、 一 燈園 独自の 小学校 • 中学校 • 定時制の 高等学校 • 大学 林 を 持 つて いられる ので 

ある。 この頃、 社会教育の 面で は、 村づ くりと か、 全 村 教育と か、 その 名称 だけ は、 立派な も 

のが 各地で とりあげられて いるが、 それ は、 熟語の 乱用で しかない。 

一 燈 園の 日常生活の 姿 は、 天 香さん が 南 禅寺で 禅 を 行 じられ た その 体験が 相当 著しく 影響し 

ている ように 思われる。 禅の 道場 は 青年 雲水に 限られる が、 一 燈園は 出家で はなく 出社 会の 道 

である。 女 • 子供 を ふくめた 家族 的な 集団で ある。 従って、 禅の 道場の 規範 そのままに は ゆか 

ない。 その代り、 道場で は 出せない 家族 的な 妙味が ある わけで ある。 
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さて、 いろくの 建物 を 拝見して うれしかった こと は、 いづれ も、 いづこ も、 実によ く 清掃 

せられ、 特に 上等の 材木 を 用いられても いないのに、 ぽ つく 歳月と 行の 力に よって、 日本の 

美が 光りいで つつ ある ことであった。 更らに うれしく 思った こと は、 礼拝堂の 脇に は 一般の 

同行よりも 毎朝 少し 早めに、 幹部の 人々 だけが 入って、 静かに 坐禅せられ ると いう 暗室に 近い 

静 慮の 室が あり、 また 鹿ケ 谷から 持って来られ たと 云う ー燈園 発足 当時の 建物 は、 禅の 小さい 

専門 道場 と 同じ ような 設計 になって いて、 今尙 独身者 の 有志の 人々 によって 坐が つづけられて 

いる ことであった。 動静 一如 こそ、. すべての 生活 者の ほんとうの 在り方で ある。 ー燈 園の 路頭 

の 行 願 は、 一昨年の ように、 淡路島 一国の あらゆる 家の 便所 掃除 を、 全員 総出で 敢行せられ 

る。 こうした 動の 仂 きの 背後に、 静かな 礼拝と 坐禅の 行が 蓄積せられ ている。 また 天 香さん の 

隠 寮に は、 師 がお 一人で^ 想せられ る 小さい 地下の 坐が 用意せられ ている。 法隆 寺に 於け る聖 

徳 太子の 夢 殿の 役を果 すべき 室 かと 思った。  - 

資本主義と 社会主義、 この 二つの もの は 世界の 大きい 思潮の 主流 をな して はいる。 しかし そ 

の いづれ も、 人類の 理想的な 生き方 を 造り 出して くれる ものと は 思われ 難い。 うっかり すると 

等^ ゃ隹 勿に 陥り 易い。 まして 此の 二つの ものが、 正面衝突 する ことによって 生ずる 鬪 争の リ 

ばな は、 社会 を 革命 か 戦争 かに 追い こむ 危険性 を 多分に 孕んで いる。 二つの もの 共存 を 認めて 

戦争 を 競争に 止めよう とする 正しい 行き方 も あるが、 そうした ものに 失望し、 疲れ、 ある レに 
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その 勝敗に 興味の 持てない 性格の 持主が 今の 世に はずい ぶん 沢山 存在す る箦 である。 各種の 宗 

教も、 多くの場合、 二つの 対立 者 を 超えた 道 を 示して はくれ るが、 生活ぐ るみ 抱き こんで 老幼 

男女 相 共に、 同行と して 生きて 行ける 具体的な 生活様式と 組織 を 持って いない。 深く 考える 人 

は、 あるいは 茲 でも 満足し 切れない かも 知れない。 そういう 人々 が、 此の 洛東山 科の 里で、 北 

に 山 を 背負い 南に ひらけた 山 ふところの 一 燈 園で、 静かな 祈りの 共同生活 をせられ ている ので 

は あるまい か。 私 は その 生活の 一端に ふれさして 貰いつつ、 旅 中半 日の 閑 を 楽しんだ ので あつ 

た。 

魯 

天 香さん は 信 州の 方べ 御旅 行中で お会い 出来なかった が、 私 はお 会いした と 同じ 感じ を 園内 

の 一木 一 草から 受取った。 齢 八十 をす ぎて、 道の ために 全国 各地に 旅の 出来る 御 健康 は、 お 若 

い 時から 心中 無 一 物で 粗食に 甘んじて 来られた ことの. お徳であろう。 更らに 天 香さん の 幸福 

は、 園内に 十指 を 屈する に 足る 立派な 古いお 弟子に 恵まれて いられる ことで あると 思った。 今 

の 世で はよ き師を 持つ ことよりも、 よき 弟子 を 持つ ことの 方が はるかにむ づ かしく、 在り 難ハ 

ことで ある。 それ は 五十 年来、 黙々 と、 あらゆる こと を 忍び、 あらゆる ものに 合掌して 来られ 

た 翁の、 最大の お徳で あると 思いながら、 私 は 江 谷さん に 送られて 京都 行の 電車に のった ので 

あった。 (二八 年 十月) _ 
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i 甬後 ^合から 汽車 はいよ く ゆるく 北進す る。 山家 風の 家が 点々 あって 広い 草 場に は 牛 力 あ 

ち こちに 放 たれて 遊んで いる。 私 は 前日 広 島の 栗 田 君の 案内で、 全国 和牛 共進会 を 見せて 貰い 

日本一と 賞せられ た 備後比 婆 郡 口 北 村の 牡牛の、 あの やさしい 目と、 艷々 した 黒い 毛竝を 思い 

浮べた。  . 

ある 人が、 その 牛の 飼主に 尋ねる と、  - - 

. 「は 〈-/^、 これ は、 もう 十 一才でして、 わしら の 家族と 同じです よ。， 種牛と して 皆さん か 

らも 可愛がられ、 村 内 はじめ あちこちに、 もう 千 以上の 仔が 出来て おります。 値段です か、 

先 H も每 食さん が 来て、 五 百万 円なら 買いたい と 云うて くれ ましたが、 うちで はもう わが 家 

の 大切な 息子です からな あ、 千万 円で も 売り ま へん。」  . ， 

と 答えて いた。 牛と 竝ん です ぐ 後に 座 を 作り、 一家の 者が 総出で 牛の 世話 をし、 牛と 寝食 を 

共に している あの 出展 風景 は、 やさしい もので あつたが  。 

气 車まい よ-, (^山脈 を 越した。 久しぶりに 見る 出 雲の 山々 であり、 村々 である。 玉 造の 八 雲 


荘の ^泉に 一 浴。 松 江から 来られた 伊勢 坊さんた ちと 一 夜 楽しく 語り 興じて ねる。 

明けて 伊勢 坊さんの 車で 宍道 湖畔 を 走 つ て 松 江 郵便局 へ ゆき、 旧友 林 君の 案内で 松 江 見物 を 

する。 

有 沢 山荘 は、 十 余 年 前と 同じ 静けさで ある。 何処 を 大戦の 嵐が 通りす ぎた かと 云うよう に、 

. 松 平不昧 公の 昔の ままに、 松風が 渡って いる。 草履に 穿き かえて 菅田 庵の 待合へ ゆく。 簡素な 

室内 を 見せて 貰いながら、 遠く 旅に 来て、 街 中 を 車で 走って 来た 心 を 落着け る。 いや 自然に 落 

ちついて くる。 そこから 踏 石 を 一 つ 一 つ 踏んで 菅田 庵へ 露路を 下る。 苔の 中に 程よ く 配られて 

いる 踏 石 を、 草履で 軽く ふんで ゆく 心地 は、 心頭の 塵 を 洗いお とすよう なすが くし さで あ 

る。 黙って 入室して、 坐ったり、 立ったり、 手 を 触れたり して 観る。 小 堀 遠 州に 師事した、 一 

代の 茶人 不昧 公が、 忙しい 政務の 中 を茲に 来て 茶 を 愛し、 魂を視 つめた 高雅な 風格が しのばれ 

る。 柱 も、 壁 も、 窓 も、 みなよ く 枯れて 秋の 日が、 ほのかに 感じられる。 遠くの 林で 小鳥が 時 

々鳴いて いる。 左に 廻って 水屋 を 見て、 向 月亭に 出る と、 眺めが たちまちに 展 けて、 ぱっと 明 

るくなる。 清楚な 庭、 そして 山に つづく 樹々 の竝 び、 まことに 和やかで ある。 とげ した 心 

も 此処で は、 温く まるめられる であろう。 女 庵主の 心の こもった お茶 をいた だき 乍ら 「いいな 

. あ」 「いいな あ」 と 顔 を 見合す。 それ 以上に 言葉の いらぬ 風趣で あり、 また 二人の 間柄で も あ 

る。 お茶と いう もの はこうした ところで、 こうした 心で 味わい 楽しむべき ものである かとしみ 
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思う。 

辞して 小さい 門 をく ぐる。 と、 門外 左手の 樹の 枝から、 長い 丸 竹が ぶら 下って いる。 この 竹 

に 自在 をと りつけ て、 釜 を 吊し、 落葉 を 焚いて 茶 を 喫した であろう、 或る日の 野 点の 跡で あ 

る。 少し はなれて 小さい 林間の 池が あって 秋の 水を湛 えてい る。 水に は、 林の 樹々 が はっきり 

映って 深山に いる 思いが する。 紅葉に はま だ 早い 葉 を 小鳥が 散らして 行った。 そこから 入口 ま 

での 小径 もまた 自然の ままで 技巧がない ので、 いよくよ ろしい。 一歩一歩 を 惜しむ ようにし 

て 通る。 草屋根の 門 をく ぐって、 ふりむく と 「閑」 の 一字の 額が かかって いる。 これ は 向月亭 

め 作者 瓢庵 (不昧 公の 弟) の 筆跡 かと 思われる。 . 

古い^ 江の 士族 屋敷が、 その ま \ に 残って いる 街 を 通って 久しぶりに ラフ カデォ • へ ルンの 

記念 舘を訪 う。 瀟洒な 建物、 小 ちん まりした 展観 場 は ハイデル ベル ヒのゲ —テ 記念館 を 型 どつ 

たもので すと 若い 女の人が 云う。 へ ルンの 筆蹟 は 勿論、 机、 椅子、 煙管に 至る まで、 幾多の 遺 

品 遺物が 陳列され ていて、 一つ一つ、 心 を ひかれぬ ものと て はない。 こうして、 日本の 人と 風 

物と 文化 を 熱愛した 異邦人の 跡 を、 極めて 深切に 保存 顕彰す る こと は、 奥床しい ことの 限りで 

ある。 隣の 旧居 は、 当時の ままに 保存せられ ている。 純 日本の 家で ある。 蓮の ある 小さい 池、 I 

お 稲荷 様、 木蓮の 古木、 百日紅 等、 読書に 忙しい 故人の 心 を 慰めた ことであろう。 私 は 松 江 中 y 

学生 诗 代から、 へ ルンに 愛された 大谷繞 石 先生の ことな ど、 ここで 思い出し たこと である。 亡 


く なられる まで 「広 島遲 友」 の 俳句の 選 をお 願いして いたので 時々 お訪ねして は、 酒 をよ ばれ 

つつへ ルン ゃ漱 石の 話 を 聞いた ものである。 

二階から 宍道湖 を 眺める ことの 出来る 倚水荘 で、 林 君と 二人で 昼餉 をた のしむ。 食器の すべ 

てが、 私の 好きな 民芸 作品で ある こと もうれ しい。 大阪 以来 四十 年に 近い， 二人の 交りで は ある 

が、 いつも 遠く 隔て 住む ために、 相 語り、 酒 を 汲み かわす こと も 稀であった だけに、 こうして 

向き合って いると、 淀川 を 渡って i 芋 を 買いに 走った 少年の 日の ことまで 浮んで くるで はない 

か。 昼の 酒 は 少し 廻りす ぎた。 千鳥 城 を 見てから 岡 崎さん でしば らく 休み、 タ 方より、. 郵政 関 

係の人々 のために、 近くの 寺院で 講話す る。  .  ノ 

翌日の 午後 は 岡 崎さん の 案内で、 「出 雲 和紙」 の 製作者 安部 栄四郞 さん を 岩 坂 村に 訪ねた。 

安部さん は 丁度 御 上京中で あつたが、 紺 耕 もんぺ 姿の 奥さんから、 いろくと その後の こと を 

..聞 く。 高 松 宮様、 義 宮様が 遠く 此の 紙 漉 場 を 訪ねられた 当時の 模様 を、 奥さん は、 眼 をうる ま 

せて 語られる のであった。 また バ —ナ— ド • リ —チ の、 再度 来訪の 話 もな つかしく、 裏の 二階 

の 別室に は、 リ— チが出 雲 布 志 名に 滞在して 製作したい ろ/, -の 焼物 を、 大切に 保存 せられて 

いるの も、 ゆかしく 拝見した。 あとで 製紙 場 を 見せて 貰って お 暇す る。 美しい 山に かこまれて 

水の 浄ら かな 別 所の 里よ、 さようなら。 

松 江に 於け る 最後の 半日 は、 伊勢 坊さんの 計らいで 閑 を 得て、 宍道 湖で 鯊 釣 を させて 貰つ 
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た。 磯 U さんが 船頭 格で、 大 橋の 畔 から 舟 を 漕ぎ出した。 魚 を 釣る ことよりも、 憧れの 湖水に 

舟 を 浮べ、 自分 達 も 亦、 松 江 風景の 中に 入って いると 云う ことで、 私の 旅情 はもう 一 ぱいで あ 

る。 よ 二め 嫁ケ 島が 眼 近に 見える ところへ 碇を 入れて 二三 匹 釣った。 少し 東風が ふいて いるが 

空 は 大きく 晴れて、 笹 濁りの 湖水に 白い 雲が 映って 流れる。 湖水 は 思った よりも 浅くて、 四 五 

尋 位の もの、 じっと 糸 を 垂れて、 東 を 望む と、 伯耆の 大山が、 出 雲 富士の 名に そむかず、 美し 

い 線 を 秋 空に 張って いる。 西 を 望む と、 大社に かけて ひょうび ようとして 湖水が ひろがり ^ 

波が 立って いる。 

しばらくして 大 i の 東 下に 舟 を 移して、 また 釣 を たれる。 今まで 幾度 も 渡つ-たことの ある ナ 

橋で あるが、 こうして 舟に のって、 初めてし みぐ と 此の 橋 を 眺める こと もうれ しい。 人の ゆ 

き \ 車の 往来 を、 どっしりと のせて、 昔の 木 橋 ほどで はない にしても、 古雅な 姿で 横たわる 

橋。 湖畔の 家の 静かな 趣き、 北側に は 松 江 一流の 旅館が 竝ん で、 一度 泊った ことの あるよう な 

宿の 名が、 遠くから よく 読める、 鯊 は 四 五 匹 も 釣れたら もういい ので、 私 は うっとりと、 ^ の 

橋の よさと、 橋畔の 景色、 そして 遠景と いったよ うに、 しみ，^ 鑑賞して 楽しんだ。 もし 人 あ 

りて、 私に 日本の 三 名 橋， を あげよ というならば、 岩 国 錦 带橋は 別と して、 瀬 田の 唐 橋、 嵐 山の 

渡 PP 橋、 そして 比の 松江大 橋の 三つ を 挙げる であろう。 見れ ども 飽か ぬ^め を 持ち 歩レ 1 ぎ 

, つても、 車で 通っても、 こうして 舟から 仰いでも、 心地よ い 橋で ある ことよ。 


た。 禾ー 


日暮が 近づく 頃から、 橋 上の ゆきき も繁 しくな り、 鯊 も 空腹 を 感じた か、 盛んに 釣れ 出し 

節が 早い ので 四五寸 にし かなって いないが、 湖から 引上げて 握る と、 魚の 体が 少し 温い。 

やがて 橋に 灯が ついた。 橋畔の 大きい 柳が、 ほの 暗い 風に ゆれ だすと、 湖上の 波が 寒くな つて 

来た。 「半日の 清遊と して は、 大漁 タ々」 と 口にしながら、 舟 を 橋畔の 雁木へ 漕ぎよ せた。 


ハガキ を 書いて いると、 ポストに 入れて 来ましょうと 云う。 昨夜 は、 倉敷 レイ ヨンの 酒津ェ 

. 場で 講話 をして、 おそく 着いた ので あるが、 女中さん は 私の 着物 を ちゃんとた たんで くれる。 

洗面に 行けば、 デ レットに 至る まで 用意して ある。 こんなに 親切な 宿 は 一寸 覚えが な  V  こ ご 

は 倉敷 市大原 邸の 脇に ある 川 増と 云う 宿。  . 

工場から 倉 田さん と 平 松さん が 来て 下さって、 直ぐ 近くに 在る 美術館と 民芸 舘を 案内して や 

ると 云われる。 あれから もう 十 幾年に もなる が、 なつかしい 美術館の 建物 は、 時代 を 経て、 既 

に 古き ものの 落着いた 美し さ を 見せて いる。 東京の 近代 美術館な どよりも、 此処の 方が 重厚 

で、 光線の 加减と 云い、 立って 観る 距離と 云い、 はるかにし つくりす る。 観に くる 人 も、 三々 

五々 と 云った 風で、 静かで ある。 みんな 足 音を立てないで、 じっと 観入って いる。 以前と はす 

つかり 絵が 人れ 替えられ、 いよく 充実して いる。  • 

ミレ —の 「断崖」 これ は 昔の まま、 矢張りい いと 思う。 シャヴ アンヌの 「漁夫」 同じく 「幻 
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. 想」 セザ ンヌの 「風景」 その 前 を 立ち去り がたい。 ル ノア— ルの 「泉に よる 女」 ゴ —ガンの 

「タ ヒチ 島に て」 全く 調子 を 異にする が、 どちらに も 心 を ひかれる。 ゴッホ の 「アル フス- の 

道」 マチスの 「ェ ー ルタの 海岸」 ルォ ー の 「道化」 ピカソの 「鳥籠」 等々、 いづれ も フランス 

の ものが い C な あと 思う。 ィ タリ ー 人で は、 セ ガン チュの 「アルプスの 真昼」 が 素晴らし いと 

田 ひつ， こ。 高山の 紫外線 を、 こんなに ありく とよく も 描き出し たもの だと 思う。 世界一 流凾家 

の 乍 品が、 こうして 一堂で 観られる と は、 「有り難い こと だ」 と 独語し 乍ら 門 を 出た ので あつ 

た。 

それから 少 しゅくと 古風な 備 中の 倉を竝 ベて 四つ、 民芸 舘 として ある その 門 をく ぐる。 外 村 

さんに お会い 出来なかった の は 残念であ つたが、 岡山県 を 主と し、 全国 各地の、 嫌味の ない 実 

用品で、 しかも 素朴な 「美」 の 要素 を 多分に 持つ、 陶器、 木工 品、 藁ェ 品、 織物 等が、 実に 調 

子よ く 配置せられ ている。 しかし 私 は 美術館で、 観る 心 を、 へと， （-に 消耗 させて 来て いるの 

で、 此処 はまた 改めて、 清新な 眼で 観せ て 貰いたい と 思いつつ も 一通り 見る ことにした。 多く 

の 人が、 無心に 創作した 作品 を、 デパ —トの 商品の ように、 慌 しく 見て 通る こと は、 私に はと 

て も 堪えられぬ こと だ。 それから 羽 島 焼の 窯 を 拝見して、 素焼に 字 を 書き、 明日 は 両陛下が、 

岡 山から この 道 をお 通りに なると 云う 浄ら かに 鋪装 せられた アスファルトの 道 を、 車 は 私  一 ノ 

一の せて 岡 山へ 走って くれる のであった。 (二八 年) 


師と友 を 尋ねて- ■  .1 

四月 三十日 晴。 竹 原  一 

堀江から 仁 方へ、 内海 は 小波 もな く 静かで ある。 竹 原に つくと、 黒 瀬 君、 林 ^1 が 待って いて 

くれた。 新築の 電報 電話局 は 広くて 明るい。 局長 室で 吉 井さん、 山 岡さん、 有 田さん 達と 久し 

• ぶりに 語る。 有 田さん はわ ざ 木 江から 会いに 来て 下さった ので ある。 

午後 は吉 井さん の 案内で、 神社 境内に 吉 井さん 宿 年の 願望であった 唐 崎 常 陸 之 介の 碑 を 建立 

. せられた の を 観に ゆく。 常 陸 之 介 は 山 崎 闇齊の 高弟で、 高 山彦 九郎正 之の 同志であった。 竹 原 

に 久しく 止って 国学 を講 した。 吉井 氏の 先祖に も その 門弟と なった 人が 多い。 憂国の 志士で 書 

をよ くし、 大義名分 を 明らかにした。 寛 政 八 年 十一月 十六 日 六十 才で屠 腹した。 

皆さんと 別れて 吉井 本邸に 泊る。 今日は 岡 山の 池 田家 御 夫妻が 此の 竹 原の 旧家 へお 立 寄に 相 

成る 予定だった のが、 変更と なった 由。 床の 掛物ゃ 座敷の 額 は、 頼 家の ものが 多い。 山陽 外史 

の 天草の 詩 や、 方 広 寺の 詩 は、 重要文化財と 云うても いいであろう 大作で ある。 福 沢 諭吉先 

生の 額、 特に 私の 母校 興讓 館の 朗廬 先生の 額 はなつ かしかった。 珍ら しい 鯛 釣 草の たれた 一り 
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ん ざしの 下で、 色々 と 古人 先哲の 書 を 拝見。 その 昔、 芸州 藩の 町 年寄と して 栄えた 吉 井家の よ 

き 建物と 家風に レ たって 深く 眠らして いただく。  •：；# 

五月 一 日 晴。 木 野 山より 萬 富へ  .  .. 

朝飯に は、 わらび、 路 など、 季節の 好物 を 頂いて、 備 中の 木 野 山へ 大月 郁代さん を 訪ねて ゆ 

く。 郁代さん は 三十 年 振りに アメリカから 飛行機で 帰郷せられ たので ある。 「層雲」 を 通じて 

大月 喜三郞 さんと 相識った の は、 二十 年 も 前で あつたか。 井泉水 先生 も 藤秀璨 先生 も、 渡米の 

節に は 此の 人 を 訪ねられた。 自ら は 加州に 止って、 御両親の まだお 達者で ある うちにと、 夫人 

を 先き に 帰らせた 心事 を ゆかしく 思いつつ、 御 老人と 一所に 私の 好きな 鱔 などいた だく。 初 対 

面と も 思われぬ 此の 親し さ。 

戦後、 日本が 一番 物の 缺 乏して いる 時、 小包で いろ/ \ -と久 仁 子 や 正風の 着る ものまで 送つ 

て 頂いた ことな ど、 今更の ように 思われる。 その 郁代さん から 

「帰って 一番 驚いた の は、 日本に は 物が あり 余って いる こと、 そして 女の人な ど 大変 はでで 

ある ことでした。 妾 もこう して 髮を 縮ませて いますが、 これ はこ ちらへ 帰って. から 皆さんが 

。ハ— マ を かけて いられる ので、 何だかき まりが わるくて 急に やった ような ことです。 洋服で 

も 皆ん なよ い 生地の を 着て いられる ので、 妾な ど 恥 かしい 様です。」 
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と 聞かされて， 私 は びんぼうな 日本人の ぜいたく を恥ぢ 入った。 アメリカ人の 豊かな 生活の 

I 

間にあって、 勤勉と 簡素に 生きる 者と、 乏しい 自国の 資源 を 他国の 輸入品で 補わねば ならぬ 現 3 

状の 中で、 表面 だけ 富める アメリカ人の 真似 をす る 者と、 どちらが ほんとうであろう か。  I 

記念の 写真 を 撮って 貰ったり して、 松 山へ も 来て 貰う こと を 約して 木 野 山 駅で お別れす る。 

萬 富の 駅に つくと 藤 原 保 夫さん が 待って いて 下さる。 南方と 云う 部落 は、 大和の 農村 を 思わ 

せる ような 土塀で かこまれた 家が 四 五十 軒 計画的に 建てられた 古い 純 農村で ある。 藤 原さん が 

帰られる と、 二 匹の 牛と 羊が、 もう/ \> めい^^と ないて 迎える。 「そら 食べ」 と 云って 甘 そ 

うな 刈りた ての げんげ 草 を 投げて やられる。 やがて 中 野さん 岸 本さん も 来られ、 四 人で 裏山の 

方 を 散歩す る。 柿 や 桃の 果樹 畑が あって、 みのりの 秋 を 思わせる。 山 藤の 花が、 美しく 咲いて 

脚下に は 虎杖のう まそう なのが 二 ヨキ./ \ 生えて いる。 まん^-と 水を湛 えた 大 池に は タ焼雲 ： 

が 映って いた。  ， 

タ 食に 頂いた 藤 原さん 手作りの 太い ァス パ ラガ ス の 味 は 何とも 云えない ものであった。 私 は ノ- 

マ ヨネ —ズ でな しに ゴマ 味噌に 酢 をき かせた もの を かけて 貰った。 

. 五月 二日 曇。 神 戸 祥福寺  - 

神 戸に 下車。 「嗚呼 忠臣 楠 子 之 墓」 に 参って 平野の 祥福 寺に 詣 でる。 今日は ここで 「層雲」 


全国大会が あるので ある。 

羊ーコ | 寺 は、 臨 済 大学 長 を も 兼ねて いられる 山 田 無 文 老師の 道場で、 老師 も 亦 井泉水の F 下な 

ので ある。 山 を 後に した 高台に 建てられた 大寺 である。 門前から 一点の 塵 もな く、 寺 内 は 実に 

よく 清掃せられ、 二十 四 五 人の 若い 雲水が それ.，^ の 行に 専念して いられる。 . 

句会の 前に 大本 堂で 同人 物故者の 追悼会が 催される、 その 中には 放 哉、 山 頭 火 もい る 訳で 井 

泉水 師 以下 各 目 焼香す る。 

午後 書院で 句会に 入る。 参加者 は 私鉄 ストで 半减 して 三十 五 人。 先づ 二十 九 年度の 授賞式が 

ある。 神 戸の 吉田 六郎 氏が 作家と して 近年 素晴 しくよ い 句 を 創り つづけられ るので、 層雲 賞 を 

与えられ、 井泉水 賞 は、 計らず も 私が 戴く 光栄に 浴した。 私 は 同人と して 三十 年来、 横着ば か 

りして 来たので あるが、 此の 細い 一筋に つながる 道す がらに 於て、 山 頭 火の ことで 一つの 役割 

を 担って 来た ことが、 師の 認められる ところと なった のか も 知れない。 また 師は 「大 耕」 のい 

ろい ろの 営み を も 理解して 下さる ような 御 挨拶で あつたが、 すべて は 元来、 無 功徳であって、 

賞 を 受ける に 価す る 私で はない けれど、 素直に いただく。 . 

会で は 互選の 高点 句が 何処でも 問題に せられる が、 選 句 は 議員の 選挙と は 違う ので、 私 は 

昔から 互選の 意味 は 認めない。 たや 一句 一句に 対する 師の 講評 を 傾聴す る。 それから 京都の 内 

島 北 朗、 名 古 屋の池 原 魚 眠 洞、 摂津の 木戸 夢郞、 佐 賀の松 田 一男、 小豆 島の 井上  一二、 下 関の 
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近 木圭之 介、 大 阪の牧 山 牧句人 はじめ、 皆で いろ/ \ と 俳句の 作風な どに ついて 座談 研究 をす .. 

る。 来年 は 「層雲」 五 百 号に 達する ので その 記念 事業に ついても 相談す る。 とにかく 此の 道 を i 

拓 いて 四十 年、 その 一生涯 を 棒に ふって つくして 来られ、 今や その 師が 古稀 を 越えて 尙ぉ 元気 一 

だと 云う こと は、 われ， /(- として うれしい ことの 限りで ある。 終って 雲水の 手になる 精進料理 

で タ飯を 伴に する の もな つかしかった。 散会しても 尙師を かこんで 短い 夜 を 惜しみ、 私たち 遠 

方の もの は、 そのままお 寺で 泊めて 貰った。 .. ,  -  拿^^ 

五月 三日 雨。 京都 広誠院 

典 座 寮で お 粥 をいた だく 頃から 雨と なった、 スト は 今日 も つづく らしい。 私 は 友に 別れて 一 

人で 駅に 出て 国電で 京都へ ゆく。  , 

広 誠 院には 私の 勘が 当って 益洲老 大師が 巡錫 先から 帰って おられ、 お茶 を 頂き 乍ら お 話 を 聴 

く。 佐々 木 三 雄 君 も 同席。 庭の 楓の 新綠が 一 入 鮮やかで 雨に ぬれてい る P 床に は 白 隠 禅 師のも 

のが かかって いる。 雨の 一日 を院に 籠る こと も 旅の 一日と して 有難い。 . 

夕餉に は 芸州三 原の 酒 「酔 心」 をいた だく。 一休 寺の 納豆 も、 辛く 幽かな 味と してよ かつ 

た。 老 大師が 四月に 義濃犬 山の 徳授 寺へ 授戒に ゆかれ、 その 間大洲 如法 寺の 藤 木 和 尙が師 に 侍 . 

された こと、 授戒 者が 二 千 七 百 人 もの 男女に 及んで 大変だった こと 等お^ きした。 


五月 四日 曇ったり 晴れたり。 尾 崎 

大阪の 地下， をく ぐって 難 波。 そして 尾 崎へ 旅 をつ づける。 地下鉄と 云う もの は、 何だか 都会 

文 ヒの虚 ^ 的 トンネルの ようで 悪くない と 思う。 三 宅さん に 迎えられて 倉敷 レイ ョ ン 工場の 門 

をく ぐる。 禅林の 山門から、 道 はこうした 門へ もつな がって いる。，  . 

午後 社宅 婦人の 人々 に 語る。 大きい 風呂で 一人 ゆるく 体 をのば す。 タ、 従業員 大衆に 語 

る。 女子 寄宿舎の 長い 廊下が 実によ く 拭き こまれて、 室々 の 入口に は 照 顧 脚下の スリッパが 整 

然と 揃えられ ている。 いいな あと 思う。 西条 土産の 柚子の 香の 強い 菓子で お茶 を 頂いて 休む。 

-き 、- . • 五月 五日 薄 曇。 太阪 ゾー： .Bilp  ..^sft 

大阪 中島の 電通 会舘へ 急ぐ。 桜の 宮 会が 催される の だ。 恩師 加 田宗吉 先生 はもう 七十 八才で 

尚お 元気で ある。 佐 藤 一 造 先生に は 大正 八 年 以来 三十ん 年 振り、 八十 七才と 云う に 昔の 如く 気 

品の 高い 温顔で 待って いて 下さる。 小 谷 勇 助 先生 は 六十 八 才で住 吉播磨 町 局長と して 御 健在。 

比の 三師 をお 招きして 曽 つて 此の 師に 教えられ、 また その 部下と して 通信 生 養成の 教職に あつ 

たもの が、 年に一度 こうして、 相 会す ると 云うな つかしい 席に は、 東栄、 和 泉 助 一、 太 田武司 

氏 等 同窓 二十 余人の 顔が S んで いる。 一 別 以来 の 話の つきない うちに 洋風の 宴席が はじまる。 
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私 は 遠来の 珍 顔と 云う ので、 茲 でも 師 に竝ん で、 親しくお 話 を 聴く ことが 出来た。 

神 戸で は 俳句の 師に、 京都で は 禅の 師に、 大阪 では 官吏の 師に、 今度の 旅 は、 恩師 を 訪ねる 

の 旅で あるかと 思う。 此の 師を はなれて 私の 今日はない。 その 旧師が それぞれ 皆 御 長寿で、 後 

進に 立派な 範を 無言のう ちに 示して いて 下さる こと は、 私に と つ て 何と 云う 幸せであろう。 

別れ を 惜しんで 東西に 散 じ、 私 は 呼ばれる ままに 小 谷 先生のお 宅へ 泊めて 頂く ことにした。 

長男 を 戦争で 失われてから は、 お 二人のお 孫さん を 愛育 せられて、 深く 信仰に 生きつつ、 清純 

な 局長と しての 奉公に 一 貫して いられる いろくのお 話 を 承って、 二階で 休ませて 貰う。 流石 

は 大大阪 の 表通り、 夜もすがら 往来す る 車の 音 は、 旅の 枕に ひびいて 止まなかった。 こうした 

都会の 一夜 も 時には 閑居す る 私への 警 策であろう か。 

五月 六日 雨。 紀 伊田 辺、 富 田 ■ 

小雨の 中 を、 先生に 天 王 寺まで 送って 貰い 新宮 行の 準急く まの 号に 乗る。 和歌 山 をす ぎて 有 

田 川 流域 あたり は、 去年の 水害の あとが 今尙 ありく と 忍ばれる。 雨 は 止まない。 田 辺 駅に は 

竹 山 老人と 松 井 夫人と が 待って いて 下さった。 田 辺 市 公民館で 一寸 休み、 婦人会 や 一般の 人々 

に 「無我と 慈悲」 について 語る。 皆 それぐ に 宗教 的に 日頃から 工夫 を 重ねて いられる らしく 

聴く もの、 語る もの 全く 自他 一如、 時 を 忘れて 感応 道 交す るの 感 があった。 それから 有志 二十 
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五六 人の 人々 と、 俵 屋でタ 食 を 共に して 座談 をす る。 私 は、 はじめて 会う 南紀の 人々 の 心の 素 

钝さ にう たれる。 犬 谷さん と 云う 方 は、 若 狭の 原 田 老師に 十五 年 も 参 じて おられる、 その 体 i 

談 などよ かった と 思う。 

ケ山 老人と 私 は 夜 ふけて 少し 南の 富 田へ 行って 西嶋 さんのお 宅に つく。 ゆるく 湯に 入れて 

貰い、 とてもい い 酒 を 四 五 杯いた だいて、 少し 疲れて いたので、 ぐっすりと 眠る。 

五月七日 雨の ち晴。 

雨が 晴れて、 庭の 楠 木な どの 若葉 青葉が 美しい。 その 一葉々々 が 光明 を 放って いるで はない 

か。 ILC^K; の 太い 株が 点々 と竝ん でいて 南国ら しい 庭で ある。 松風の 中 を 歩いて 海岸に 出る 

と、 太平洋の 大きい うねりが 小粒に 揃った 浜の 小石 を 洗って いる。 土 佐の 桂 浜 を 思わせる よう 

な 大観で ある。 砂丘に 腰 を 下して しばらく 空と 海 を 眺める。 私 は 有名な 人物よりも 無名の 人の 

中に よい 人を昆 出して よろこぶ と同じように、 無名の 風景の 方が、 有名で 大衆の 押し かける 名 

券 也よりも だんだん 好きに なった。 この 富 田の 浜辺な ど 観ても 飽かぬ 絶景 だと 思う。 竹 山 老人 

と 二人で 抹茶 をいた だく。 

牛 後、 大耕 六月 号の 原稿 や、 此の 日記 を 書く。 松林の 彼方から、 海鳴りの 音が きこえて く 

る。 タ方田 辺から 公 井さん も 来られ、 西嶋 一家の 方々 と 温い 鍋 を かこんで タ飯 をいた だく。 大 
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鯛 も 新鮮で おいしかった が、 此の 村の 豆腐 もよ いと 思う。 つづいて、 禪 その他の ことにつ いて 

十 一 時 頃まで 座談。 

五月 八日 晴。 椿 温泉  _  、. 

松 井さん の 案内で、 竹 山 老人と 三人で 次の 駅まで 汽車で 行って、 椿 温泉へ ゆく。 

小さい 湾の ほとり を、 二 軒の 旅館で 占めて いる その 一 つの 椿楼で くつろぐ。 椿と 云う 名 も 南 

国ら しく 白浜よりも 私たちに は 落着け る 温泉で ある。 浴槽 はよ い 加减に 温い のと 少しぬ るいの 

と、 水に 近いのと 三つあって 私の 体に は 実に ふさわしい アルカリ性の 泉 質で ある。 子供の よう 

に、 珍ら しそうに 三つの 槽に 交々 入って たのしむ。 旅の 体 を 湯に 横たえて、 ぼうとし ている そ 

の 無心な 楽しみで 身心 共に とろり とする。 お昼に いただいた あわび や も づくは 浜の 香が してよ 

かった。  ， 

松 井 夫人 は 満洲 事変の 時、 建国 直前に、 熱 河 省の 工作 中に 満洲 国の 礎石と して 戦死 せられた 

松 井清 助 大佐 夫人で、 夫君の 死後 六 人のお 子さん 達 を それ-^ 立派に 育て上げ、 特に 仏 通老大 

師 等の 影響で、 宗教 的に よく 育てられた。 現在で は巿の 婦人会の 指導者と して、 道 を 楽しみつ 

つ 余生 を 送って いられる ので ある。  -  . 

一寸 ひるねして 帰る。 もう 初夏の 陽 ざしで ある。 お茶 を 喫する その 味の よさ。 私な 日記 を 書 


~"  I マ o  ― 


いたり 読書したり、 竹 山老は その 側らで、 大耕 表紙と しての 画 を 書いて おられる。 今日は しき 

りに 家の こと や、 畑の ことな ど 思われる。 子供た ちが 待って いるから であろう。 

五月 九日 雨、 風 あれる。 和歌 山 . 

俄かに 時化と なって、 松林が うなり、 波の 荒れる 音が 窓 を 打つ。 醒めて まだ 早い ので 寝床の 

中で 静かに 考える。 竹 山老も 醒めて はいるら しい。 その 寝顔が、 良 寛 さまに、 似て ござる。 三 

日 も 泊ら して 貰う と、 此の 家に お別れす る ことが 何 か 淋しくなる。 西嶋 さん は、 単に 病患 だけ 

を 仕事の 対象に する 所謂 開業医で はなく、 人間 全体、 身心 一如、 もっと 大きく 云えば 病人の 生 

活 環境にまで、 医師と しての 手 をのば し、 そのよき 指導者た らんと する ような 理想 を以 つて、 

ぼつく それ を 現実化して いられる 人 だ。 私たち は、 此の 一 家が 南紀の 一 隅で 温い 光 を 放って 

下さる こと を 祈りたい 気持で ある。 ひるの 汽車で 奥さんと 一 所に 田 辺へ 出て、 和歌 浦 を 見る こ 

とこす る。 竹山老 はしば らく 止って 額の 篆刻 をす ると 云う。 (二十 九 年) 


庄 原から 鳥 取 へ 

餚ま庄 原 

夏草の 

しげる がま まに 

比翼塚 ふたつ 竝 びて 

夢 は 永し 

太古 そのまま 静かに 眠る 

青草 を ふんで 

みはるかす 一 河の 流れ 

ほの ぽ のとして 

家 は 古り て 寂し 

倉 田 百 三 こ の 町に 生る 
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「出家と その 弟子」 

「処女の 死」 「歌 はぬ 人」 と  . 

相つ ぎて むさぶ り 読みし 

あの 頃の こと 

うつつの 如し • 

長髪 を 撫で上げつつ  - 

語りし 君の ことのは 

薄 赤く やせた る頰 

くぼみた る 瞳の 

黒く 光りし 君の ふるさと 

井家上 耕 一 の 官舎に は、 茶の間に 大きく 深い 上海 流の 炬撻 がして あって、 炭火の いらぬ 此の 

頃 は、 机の 代用と なって いる。 主人が 一人な ので、 若い 人、 おんなお とこつ どいて、 ゆかいに 

. 炊事して いる。 青い 畳が 匂うて いる 室で、 郵* 電両 局の 人々 と 飯台 をた のしく 囲む。 鯉の さし 

み、 鯉の 白 味噌汁、 それに 跪の 焼いた 酢 ものな ど は 今日 見た 川の 産物で ある。 夜が 更ける と 星 

が 冴えて、 痛 北の 此の 町から は 空が 近いよう な 気がする。 蛙が 遠くで しきりに 鳴いて いた。 耕 


1 と 澄 太、 どちらも 負けず 大 いびき を かいてね たであろう。 

庄 原から 備中 神代へ、 神代から 伯備線で 北へ 走る。 落 合、 東 城 あたり、 山の 青葉が 車窓に 迫 

り、 乗客の 少ぃ 車内まで 青くなる。 山陰へ 越す あたりまで、 ほんとうに 「分け入っても 分け入 

つても 青い 山」 で、 山 頭 火さん の 如く、 このような 道 は、 笠 を かむ つて 歩いて みたくなる。 伯 

耆 大山の 容姿 はいつ 見ても いいと 思う。 曇って はいても、 雲が 高い ので、 山が はっきり 見え 

る。 伯耆 大山で 乗換えて、 大山の 裾野 を 大きく 廻って 鳥 取へ 急ぐ。 日本海の 青くて 静かな 海 を. 

背に して、 松の 林が あり、 村が あり 湖水が ある。 この あたりの 風景 は、 油絵で もな く、 墨絵で 

もな く、 水彩画 だと 思う。 -  , 

吉田 君、 永 見 君、 丹 羽さん など 電通 のな つかしい 人々 に 迎えられて 街に 入る。 やがて 講演。 

その 頃から 雨と なる、 外 は 雨 だな と 眺め 乍ら 話 をす \ めて いる 自分 を 観る 自分が いる。 壇上に 

立つ ようになって 年 を 経た なと 思う。 

宿 は 一 の 湯 皐月 寮。 鳥 取 は 街の ただ 中に 温泉が 沢山 湧いて いる。 水害、 地震、 火事な ど、 災 

難の 多い 所では あるが、 温泉 は 自然の 温い 恵みで ある。 藤 村 も 「山陰 土産」 に そのこと を 書い 

ていたと 思う。 あの 時の 同伴者 鶏 二さん は、 四 人のお 子さん のうちで、 一番よ く 父 に似ていて 

立 流な 画家と なられた が、 戦争 も 終らん とする 頃、 従軍 画家に 徴用せられ、 海 南 島へ 飛行機が 

着陸す る 時、 事故で 亡くなられ たこと を、 文学 愛好の 畑 和 夫君な どに 語ったり した。 ぐっすり 
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ねて、 早く 起きて 一 人で 温泉に つかる。 少し 濁って いるが 身にしみ 心 も 和む 

鳥 取に て，  . 

街 中のと こ ろ/^ \ に 

い で. く 

とつと りの 土の あたたかさ 

ふみしめて あるく 

われ も 亦 旅人 

ゆけむりの  . 

ほのかに 白く 朝 あけて  . - 

城 山の 青葉に 

雨 あがらん とする 

山脈の 

果 つると ころ 


砂山の 

うち つづく ところ 

白波の 

うねりて 消 ゆる 

北の 海の  . 

深き 嘆き を われ 聴かん とする 

あまさぎ は  - 

悲しき 魚よ 

湖山なる 

みづ うみの ほとりに 

棲む と 云う  - 

あまさぎ の 

味の 淡き を われ 愛するな り 

興 禅寺 境内の 尾 崎 放 哉 句 碑に 詣 でる。 放 哉が 小豆 島の 南郷 庵に 入った 時に、 山 頭 火 は 熊 本で 
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. 出家して いる。 放 哉が 大正 十五 年 四月 七日 病歿した 時に、 山 頭 火 は 肥 後の 味 取 観音 を 捨てて 漂 

： 泊の 旅に 出て いる。 古い 樫の 葉が I 卞を 落して、 丸い 句 碑 をぬ らして いる。  . 

「春の 山のう しろから けむりが 出 だした」 

と 最後の 句が 刻まれて いる。  , 

興 禅寺 は 黄檗宗 で、 お茶 を 頂き 乍ら、 いろく 話して いるう ちに、 大原幽 学が 師事した 近。 

.. 松 尾 寺の 提宗 和尚が、 この 寺の 開山で ある こと、 そして 松 尾 寺の 開山、 潮音 禅師 は、 木 庵禅師 

の 法 をつ がれた 人で ある こと を 稲垣 丹田 和尚から 教えられた。 

洚 つたり 止ん. だり する 街 を、 車で 駅前 通の 吉田璋 也 先生の 鳥 取 民芸 館へ ゆく。 病院 長と して 

お 亡し い 先生が、 わざく 実に 丁寧に 舘內を 案内して 下さる。 階下に は 鳥 取の 牛 戸 焼と 因久焼 

を 年代 頃 こ 陳列され ている。 あまり 広くない 古風な 土蔵で あるが、 ほんとうに 簡素で、 民芸 作 

品 もさる こと 乍ら、 内部の 設計 や 飾付に も吉田 先生の 工芸 家と しての いい 感覚が 蔵され てい 

る。 素朴で、 平凡で、 無心な 美 を 漂わせて いる 一 つ 一 つの 器に 心 を ひかれて、 時 を 惜しみ つ つ 

観る。 二階 は 県外 各地の 種々 の 参考品で、 古い 支那の 陶器 も 交って いる。 吉田 先生 は、 館の 小 

さいこと や、 陳列 品の 少 いこと を 云われる けれども、 私たちに は 此の 数で 十分、 駒 場 や 倉敷の 

民芸 館になる と あまり 多面的で 数が 多く、 一回で は 観 切れない 恨みが あると 思った。 館の 入口 

の 木食上人 流の 也 蔵さん も 亦、 よく 此の 下座 を 行ず る 民芸の 道 を象徵 している かと 思った。 
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いつ 来ても 倉吉の 美し さは， 裏山の 古い 木々 の 茂りに あるかと 思う。 ただ 駅から 電々 局へ 行 

つて、 講話して、 それから パスの 乗場へ 出た だけで あるが、 心の 和む ところで ある。 

放 哉 を 慕い、 俳句と 絵 をよ くした 河 本綠石 は、 隣の 社 村の 人で、 ここの 農学 校の 「仏さん」 

と あだ 名せられ た 先生だった。 八幡 浜で、 溺れる 友 を 救わん として 不慮の 死 をと げた 惜しい 

y  o  . 

ノ  . 

. バスに乗って 走り出した 時、 後から 呼び かけられて 振りむ くと、 岡山県 井原の 同人 久津 間夫 

妻が 直ぐ 後の 席に いられる に は、 お 互いに 驚いた。 このお 二人 は 五月に ははる/^ 伊予 路の旅 

で 大耕舍 を 訪ねて 下さった のに、 私 は 一日 違^で 不在した。 こんなと ころで、 旅する 者が、 旅 

する 人と、 同じ バスに乗 合わせる と は。 しばらく 三 朝で 湯治して いられる ので ある。 七 年ぶり 

の 三澗荘 では、 大 丸さん が 待って いて 下さった。 赤硫 から 佐 伯 君、 浦 安から 吉田君 わざわざ 私 

の倉吉 での 話 を 聴きに 来て くれ、 その上 一 緒に 泊って 語ろうと 云う ので ある。 倉 吉の田 中さん 

旭の 山 崎さん 同行の 鳥 取の 永 見 国 君た ちと、 一 会 をた のしむ。 湯の 質 は、 私の 知る 限りで は 三 

朝が 一番い いと 思う。 蛙の 声 をき X 乍ら、 親しい 友と しみ- ^浸る。 永 見 君と、 枕を竝 ベて 休 

むの も 旅 なれば こそで ある。 翌朝、 大丸 局長さん の益洲 老師の 書に 箱 書 をす る。 私と して は 初 

めての ことで ある。 短冊な ども 沢山 書く。 油屋 に久津 間夫 妻 を 訪ね 抹茶 をいた だいて、 故郷の 

話に 耳 を 傾ける。 
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-滂へ ゆく 途中に は 米軍の 基地が あり、 弓ケ 浜の 松 並木 は 美しい と 思う。 広 瀬 局長に 迎えられ 

て、 その後の 話 もな つかしい。 私が 広 島から 東京へ 去った あとの、 戦時中の むづ かしい 仕事 を 

担われ、 その後 大陸で 敗戦 を 体験した 人で ある。 大耕 一号からの 同人 渡 村の 松 本 君。 出 雲 城 安 

寺で 一度 会った 藤本 源 君 等、 なつかしい 人々 に 待 たれる 私 は 幸せ 者 だと 思う。 一時間 半ば かり 

講話して、 米 子へ 出る。  . 

潮 助 治さん いよ，/ \ お 元気で 先づ 安心。 私達が 東京で 家の 建つ 間、 お世話にな つたの はこの 

1 家で ある。 宮崎丈 二さん の 近くで よく 往来した あの 頃 はなつ かしい。 漸く 這い 出した 久仁子 

を、 我が 子の ように 抱いて 下さった 静 江さん は、 小学 一年生の 道つ ちゃんの 母と なって いられ 

る。 あれから いろくと 苦難 を 超えて 来られた が、 愛児 を 光りと して 生きられる 一家の 幸福 を 

思う。 

< 家 島 君の 心配で、 日 野 川の 若 鮎 を 沢山いた だく。 江 尾の 清水さん 達と、 日 野 川で 鮎 狩り をし 

河原で 焼いて 食べた 往年の 香り を 思い出し たりした。 

忠 明君の 案内で 遞信 診療所に 至り、 大山の 絵な ど 見る。 忠 明君の 絵 も 亦 不断に 新し さ を 探求 

して 止らず いいなと 思う。 米 子 郵便局の 窓から 大山が よく 見える。 話の あとで 大耕 同人の 人々 

としば らく 座談す る。  -  . 

雨の 中 を相賀 さんに 送られて バスで 二部へ 入る。 大ニ郎 さんの 戸口に は r 大耕舍 二部 支部」 


の 看板が 掛 つてい る、 雨の さめ/.^ と 降る 音 をき いて、 奥の間に くつろぐ。 

辻さん の 彫刻の 話、 新 井さん の 陶器の 話、 満洲の 話、 東京の 人々 の 話、 信 州の 山の 話、 信 州 

の 山に は、 新 京で 亡くなられた 頼 子 夫人の 遺髪が 眠って いる。 夜 はまた 仲 田さん、 伝燈 寺さん 

石 井さん、 伊達さん も 来られ 時 を 忘れて 語る、 十二時 散会。 

天井の 高さ、 夜の 深さ、 旅の 最後の 一 夜 を伝燈 寺の 一 室で ぐっすり 寝る。 ■ 

昨夜 は、 うどん、 今朝、 団子 汁、 旅 をつ づける 私に は、 御飯で ない 食事が 一 入 うれしい。 そ 

れ にしても、 梅雨期の 七日の 旅路の、 到る ところで 戴いた 食事のお いし さ、 それ は 私の 体の 調 

子が よかった からで も あるが、 その 食べ物の 背後に ある 「人情の 味」 をも嚙 みしめ たこと であ 

つた。 雨の 少し ふる 中 を、 パスで 溝 口まで 伊達さん 父子に 送られる。  - 

日 野 川 は、 さみだれ を あつめて 速く、 薄 濁りして 走って いる。 汽車 は、 出入の 客も少 い。 根 

雨の 町 は づれの 丘に 立って いる 平和 観音 像 を 遠望す る、 辻晋 堂さん の 作で ある。 木 野 山 駅の 車 

窓で 松 山へ 来て 貰った 犬 月 郁代さん に 会う。 近く アメリカへ 帰られる ときく、 一期一会 であ 

る。 高 梁 川の 雑魚の 串に さして 焼いた の を 貰う。 鲍、 ギギ、 砂 喰な ど、 ドン コ はいない が、 い 

づれ も、 私の 幼な 友達で ある。 (二 九 年 六月) 
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長 岡信捷 さんのお 伴 をして、 小豆 島へ 渡った の は、 昭和 十三 年頃で あつたかと 思う」 それ 力 

ら 十六 七 年ぶりで ある。 あの 頃 は 暗い 船室に 体 を かがめて 坐り こんだ ので あつたが、 今日は 明 

るい 快速の オリ —ブ 丸の 清潔な 椅子に 腰かけて いる。 たや 困る の は 観光地 域の 例に もれず 噪が 

し ハジ ャ ズが毫 り つづく ので、 船尾の 静かな 室に 席 を 変える。 この美し い 海と 島々 を 観る ため 

に、 ジャズ 等 は 一切 不要。 ロダンが. 云った ように、 名画 は 黙って 見るべき だと 思う。 

土 庄電々 局で しばらく 休んで から、 藤 原さん の 案内で 井上さん と 一 緒た 本覚 寺の 一 髪 観音 を 

拝みに ゆく。 海 を 見 降す ところに 鐘楼が あって、 その 鐘の 銘が荻 原 井泉水の 俳句で ある こと は 

世に も 珍ら しい。 一つ 撞 いて その 長い 余韻に 聴 入る。 一髪 観音の 御堂 は 目下 建立 進行 中で、 敷 

地 だけ を 完成して いる。 井上さん に 導かれて 本堂の 一室に 入る と、 そこに これ また 世に も 珍ら 

しい 大きな 絹地に、 杉 本哲郞 画伯の 筆になる 原画の 観音 像が 描かれ、 その 原画の 線の 上に、 人 

間の 毛髪 を 集めて、 彩色し、 刺繍が 施されて いる。 その 多くの 人々 の 毛髪の 中には、 印度の タ 

ゴ ー ルゃ、 ネ— シの髪 も 交って いるので ある。 その 観音の 四辺 を 取り かこむ 図案 は アデ ヤン タ 


—の 壁画に 似せて 杉 本 画伯の 筆になる もの、 なかく 変った 構想で ある。 発案 発 願 者の 和尙さ 

んは 上京 御 不在 中。  . ： 

そォ から 井上  一二さん のお 宅へ 戾る。 古く 七 代に 伝わる 醤油 屋で、 玄関に は 四 斗 樽が 二つ 坐 

つてお り、 一升から 五合、 一 合、 五 勺と 云う 風に 順々 に桝が 角を竝 ベて 置かれて ある。 これが 

酒 だったら、 放 哉 や 山 頸 火が 歓喜した ことであろう。 奥の 茶室に 招 ぜられ てお 茶 を 頁き 乍ら 放 

哉の ありし日の 話 を 聴く。 近くの 南郷 庵に いて、 用件 をす ベて 郵便で 出して いるの も 放 哉ら し 

い。 山 頭 火と 違って 相当 気む づ かしい わがままな 性であった らしく 身辺のお 世話 も 骨が折れた 

ことであろう。 大正 十五 年 四月、 放 哉が 死んで から、 放 哉の 句 を 縁と して、 私 は その 頃 病弱で 

無為に 遊んで いたので、 その 淋し さに 一脈 通う もの を 感じ、 此の 句作 道に 入った のであった。 

山 頭 火 は 行脚の 途中、 放 哉 を 慕って 二度 この 島に 渡って 井上 氏 を 訪ね、 墓参 をして いる。 

蕪 村の 三十 六 俳 仙の 絵 を 見せて 貰ったり して、 画帳 を 出された ので 即興の ままに . 

風 音 こと-,, \- 放 哉 を 聴く  "澄 太 

としる した。 此の 日、 島 は 風が 強く、 茶室の 窓の 障子 を 絶えず コトく 鳴らす、 放 哉 も 手紙 

の 中に、 島 は 風が 強いと よく 書いて いた。 そんな こと も 忍ばれた ので。 

そナ からい よく 南 郷庵を 訪ねる。 ここ は 西 光寺に 属し 小豆 島 八十 八ケ 所の 番外と して 観音 

様が おまつりして ある。 放 哉 は 大正 十四 年 八月から、 十五 年の 四月までの 八 ヶ月 を 此の 庵の 守 
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として 住し、 酒 はよ く 呑んだ が、 肺病 を 忘れて 句作 三昧だった。 大 松が 一本 昔の まま 崩れた 土 

塀の 内に あって、 その 根方に、 

いれものがない 両手で うける  放 哉 

と、 井泉水の 筆になる 句 碑が ちょこ なんと 立って いる。 石 は 古びて、 苔が つき、 此の 石の 上 

に 流れ 去った 三十 年の 風雪 を 思わせる。 一月 前に は、 故里 鳥 取で 句 碑 を 撫で、 今茲に また 終焉 

の 地で 碑 を 拝む。 お 堂 は 昭和 七 年に ぉ詣 りした 時より 建て 替 つて 向きが 変って いる。 放 哉が 淋 

しさに 堪えかねて 叩いたり、 さすった りした 木魚が よく 禿げて 坐って いる。 なつかし さの 余り 

私 は その 木魚 を 叩いて 般若 心 経 を 誦する と、 一二さん も 後に 坐って、 唱和され た。 

裏山の 墓地の 西 光寺 歴代の 墓に 竝ん で、 放 哉に して は 立派す ぎる ような 墓に 詣 でる。 それ か 

ら山を 越して 今夜の 宿と なって いる 観 海楼に 入る。 屋島を 波の 彼方に おくいい 眺めで ある。 郵 

便 局 長大 森さん が 来て くれ、 いろくと 往時 を 語る。 やがて、 土庄 公民館で、 講演。 毛 利 局長 

さんの 日頃の 訓育の よろし さ を 思わせる ような、 ほんとう にいい 人々 の 集りであった。 海から 

くる 風 を 左に 受け 乍ら、 私は凉 しい 思いして 語った。 宿に 帰る ともう 八 時 近かった。 空腹に 注 

ぎこむ ビ I ルの味 は、 体に しみて うまい と 思った。 -  .」  -, 

翌、 二十 二日。 室 田さん と 二人 バ スで 一 路坂 手へ 急ぐ。 オリ— ブの 畑が 多い。 道路 もよ く、 

天気 もよ い。 車窓の 眺めの 美し さ。 池 田、 草 壁、 内海、 苗 羽 を 経て 坂 手に 着く と、 そこに 川 野 


雅 章さん が 待って いる。 小さくて よく 浄 めら れたキ チンと した 局で しばらく 休んで、 川 野 家に 

落着く。 島で 古い 醤油 垦 である。 此の 町 は 北に 洞 雲 山 を 負い、 南に 深い 湾と 良港 を 持ち、 左右 

に 岬が 突出して、 小豆 島 東南 端の よく まとまった 静かな 町で ある。 女流作家 壺井栄 さんの 故里 

で、 その 作 「女の 曆」 「二十 四の 瞳」 の ロケ—； ：- ヨンが あり、 此の 春 は 島 も 賑やかだった と 

か。 しかも 壺 井さん は 小学校 を 出て、 しばらくの 間、 坂 手 局に 事務員と して 勤めて いられた こ 

とも あると 云われる。 私 は 此の 人の 作 は、 雑誌で 時々 見た 程度で あるが、 地味で 気取らぬ、 女 

の 心 を 実によ く 素直に 描き出す 作風に は、 何だか 小豆 島の、 いい 醤油の 味に 似た もの を 感じて 

いたので あつたが。 後の 小高い 所に、 生 田 春 月の 碑が あるので 案内して 貰う。 昭和 五 年 播磨灘 

へ別府 航路の 堇 丸から 身を投じた 春 月の 死体 は 此処の 岬に 漂着した。 そ. こで まあ 坂 手が 春 月の 

終焉の 地と なった わけ。 碑の 面に は、 高 村 周豊铸 作になる 絶筆 「海図」 の 原稿の ままが、 よく 

出されて いる。 昭和 十一 年に 友人の 好意で 建てられ、 題字 は 石 川 三四郎 筆、 裏面の 選 文 は 加 藤 

武 雄の 作で、 加 藤氏 ははる，^ 除幕式に 島へ 来たと 云う ことで ある。 鳥 取の 放 哉 は 土庄で 死し 

米 子の 春 月 は、 坂 手で 死んだ。 北の 人が 妙に 南の 島に 憧れて くる。 

一風呂 浴びて バスで 内海へ。 佐 藤電々 局長さん の 社宅 を 会場と して、 職員の 人々 に 座談。 土 

庄と 同じく 温い 局 風を以 つて 皆と 共に 業 を 愛し 楽しむ と 云った 様な 気分に 打 たれ、 島 はいいな 

あと 思う。 川 野さん と 再び 坂 手に 帰って 凉 しく 泊る。 床に は、 前島密 先生の 軸が 掛 つていた。 


山 頭 火の 故里  , 

『この 塀が 七 八 間ば かりと、 あの 西側の 二階建の 一棟と が 昔の 大種 田の 頃の 残りで、 その外 

は、 皆、 あとで 建てた ものば かりであります。 さあ 屋激は どの位ありましょう。 八百评 あま 

りで ン ようよ。 今 は、 その 跡に こうして 十四 五軒 も 住んで おり、 私 も その 一人な のです が。 

^  ヽ、、 

へえ、 可し ろ 大きい 庄屋さん でして、 母屋 は 高い 草菁の 屋根で、 その 裾に 瓦のお だれ 力 四方 

に 出て おりました。 大きな 樹が たくさん 植えて ありまして のん た、 わしら は 正 一さん と 一緒 

によく 蟬を とって 歩いた ものでした。 わしの 方が 三つ 歳 上で、 わし はもう 七十 六になります 

お、 あの 頃の 盛んであった 大種 田の 屋敷の 様子 はま だはつ きり 覚えて おります のん た そォ 

は弋 ノ たもので した。 ちょいと こちらへ おい 出 ませ、 へえ、 あんた は 伊予の 松 山の 方から や 

つて 来られた のでした か。 そうです。 お母さん は、 とても 美しい 人でした が、 正 一さん が 十 

才の 時に、 井戸に 飛び こんで 自殺せられ ました。 その 井戸 は、 たしか この辺で あつたと 思い 

ます。 すぐに 土 を 入れて つぶされ ましたが。 あの 時、 わしゃ 正 一さん は、 納屋の ような 所で 

芝居 ごっこ をして 五六 人で 遊んで おった のです。 「わ あ」 と 皆が 井戸の 方へ 走って 行った の 
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で わしら もつ いて 行き ましたが 「猫が 落ちた のじ や、 子供 は あっちへ 行け」 と 云うて よせ 

つけて くれませんでした。 

種 田さん かな、 とても 善い 人で、 あれが 悪い と 云う 者 は 一人 もなかった 。学^で は、. はじ 

め は あまりよう 出来 ざったと 思う が、 中学へ 上った 頃から とてもよ く 出来る ようになって、 

いつも 一番だった と 云う ことです が、 わしら は その 頃から、 別々 の 道 を 歩く ような ことにな 

り そ ナカら のこと は 少しも 知りません。 俳句 を やる こと も、 山 頭 火と 云う 名 も  一. ^知らず 

にいました ような わけです。』 

河 本 老人 は 黒く はっきりした 眉の 下に、 人な つかし そうな 眼 を 光らせつつ、 山 頭 火さん の 生 

れた家 跡 を 案内して くれながら、 こう 語って くれた。 私と 柳 先生が、 お礼 を 云うて 道路へ 出て 

から も しばらく 軒下に 立って 私達の 後 姿 を 見送って いた。 木犀が ぶんと 句うて、 防苻 の^は 

静かで ある。 詳しく 云えば 此処 は 防 府市西 佐 波 令の 八 王 寺。  . 

生れた 家 は あと か たもない ほうた る  山 頭 た 

まったく 此の 句の 通りで、 この 句 を 作った 日の 山 頭 火さん の懷 古と 云う か 郷愁と いうか、 

の拔： s: たような 琳 しさが、 ここに 来て みると、 私に も 通うて くるよう な 感じが する。 

その 生家 跡から 南へ 三 田 尻 駅の 方へ 二 丁 下る と、 街路の 四つ角に 大きい 複 木ゃ襻 木の こん も 

りと 茂った 森が あって、 戎が 森と 云う。 小さい 祠も 立って いて、 今 は 児童 遊園地と， よって c 


—  194— 


る。 七の 森の 中へ、 山 頭 火さん の ふるさとの 人々 の 温い 贈り ものと して、 大きい 句 碑 力 建てら 

れ、 山 頭 尺さん の 十五 回忌に 当り 今日 その 除幕式が あるので ある。 私 は 先年、 筑 後の 柳 河 在で 

ヒ原白 火の 詩碑 を 観た ことがあ るが、 あの 碑 も 生家から 少し はなれた 小学校の 横の 森 かげで 

如何にも ふるさとの 碑ら しい ものであった こと を 思い出した。 はじめ 柳 先生から 刻むべき 句に 

ついて 相談が あった 時、 私 は 山 頭 火さん の 真筆が よいと 思って、 「分け入っても 分け入っても 

青い 山」 の 軸物 を 送って みた、 これ は 句と しても 代表作で も あるし、 ふさわし いかと 思った の 

である。 ところが、 石の 大きさ や 形に うまく 合わず、 また 文字が 続けて 書いて あるので、 読み 

にくい と 云う ことで、 今度 は 私に 書いて くれと 云う ことにな つた。 それが 九月の 終りで ある。 

私 は 急いで 例の 悪筆 を も 忘れて  、 

雨 ふる 故里 はは だしで ある. く  山 頭 火、 

と、 山 頭 火 流に 大書して 送った のであった。 それが、 石の 姿に ぴったり 合って いて、 なかな 

か 美事に 刻まれて いるので 一 目して ほっと 安心した。 山 頭 火さん の 句 碑と して は、 既に ， ： 

昭和 十六 年 三月、 終焉の 地 松 山 一草 庵に 

鉄鉢の 中へ も 霰 

昭和 二十 五 年 十月、 久しく 住した 小 郡 其 中 庵 跡に 

まる かぜの はちの こ ひとつ 
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昭和 二十 七 年 十月、 出家 得度の 地 熊 本 大慈寺 境内に 

まったく 雲 が 〔な い 笠 をぬ ぎ  . 

の 三つが 建てられて いるので ある。 これら は いづれ も その 土地 土地の 山 頭 火 を 慕う 人々 の 友 

_ 情 によって、 建てられた ものであるが、 その 経費 は 主として、 山 頭 火の 遺稿 を 私が 編著して 得 

た 印税に 拠って いたので ある。 ところが、 故郷 を 捨て 故郷 を はなれ、 ひょう^ \- として 雲の 如 

く 秋風の 如く、 気の 向く ま \ に 全国 各地 を 行脚 行 乞し、 旅に て 歳 を 重ね、 旅先き で 死んで 行つ 

た 山 頭 火さん が 逝いて 十五 年に して、 ふるさとの 土に 迎えられて 帰って来 たので ある。 温い 故 

虽の 人々 の 友情が ついに 結晶して 此の 一基の 碑と なった ので ある。 ふるさと は 有難い もの だと 

息う、 建設 委員長の 柳義雄 先生 は、 五十 余 年の 昔、 防府に 椋鳥 句会と いうの が あり、 若 かりし 

日の 山 頭 火と 時々 席 を 同じく せられた。 その後ず つと 俳 誌 「めばえ」 (定型) を 主宰して 来ら 

れた 関係から、 今日の 式に 集い よられる 故里の 俳人 はすべ てホト トギス 系の 人々 であって 『層 

• 雲』 の 誌 友 は 一人 も いないの である。 山 頭 火 は、 もう 既に 流派 を 超えた 俳人な ので ある。 むし 

ろ 人と しての 山 頭 火、 世に 例の ない 道 を 縦横に 歩いた 山 頭 火の 生活と 心境が、 その 作品と 共に 

ふるさとの 人々 に 慕われる ので ある。 由来、 山口県に は 維新の 関係 もあって、 政治家、 軍人、 

思想家に は、 一世に 名 をな した 人物が 多い。 防府 市の 人と 云えば 松 岡洋右 氏、 光田 健輔 氏が い 

る。 文人と して は、 山 頭 火 は、 国 木 田 独 歩に つぐ 存在 だと 云われて いる。 私 は、 碑の ぐるり を 
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廼り 乍ら、 「山 頭 火 故郷に 帰る。 山 頭 火 故郷に 帰る」 と、 独語した。 そして 「雨 ふる 故里 はは 

だしで あるく」 と 小さい 声で 囁いて みた。 

この 句 ま〕 頭 火さん が、 ふるさとの 土 を、 はだしで 踏みし めて 歩きつつ 詠った もの か、 ^く 

-歩喟 に 此の 句の リズムが よく 乗って くる。 人 は 故 鄉に錦 を 飾る と 云う 時代に、 山 頭 火さん は、 

黒い 衣 を 着て、 深い 笠 を かぶり、 裸足で あるいて 帰って来た。 変り 果てた 姿に、 その 頃の 故里 

の 人 は、 恐らく 誰 一人と して、 それが、 大種 田の 正 一さん である ことに 気がついた 者 はいな 力 

つたであろう。 それでい いので ある。 一切の もの を 脱ぎ捨てて、 人生 を 裸足で、 歩いて 来た 山 

頭 火さん に は 故郷に 飾るべき 何物 も 要らず、 また 持って いない。 その ありのままの 気安 さが 

此の 句の 感じ を 明るく 大らかな ものにし ている。 此の あたり は、 土が すべて 真砂 土で 浄ら かで 

, ある。 それが 少し 雨に ぬれていて、 踏み 心地が よい。 一歩一歩の 足の うらに、 生れた 土地の 温 

かさが きられる。 何処かで 一杯 ひっかけ たか、 山 頭 火さん のよ い 足 どり から 生れる 句の 調子 

は 浪漫的で ある。 しかも 全身、 全心で 作った 動かせな いもの を 持って いる。 昭和 七 年の 作で 

. 其 中 庵に 住みつ いて 最初に 出す 句集の 原稿の 一 番 はじめに、 此の 句 を 書いて 私のと こへ 送って 

来た こと も 覚えて いる。 

やがて、 妹さんで ある 町 田 しづさん、 咲 野 夫人のお 里で ある 和 田 村の 佐 藤 誠 一さん も 来られ 

.】 草庵に 保存 中の 山 頭 火 霞の 鉄鉢に、 山吹色の 酒が 注がれて 護国 S んの讓 で 式が はじま 
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つた。 柳 先生の 開会のお ことばに は、 友情 あふれる ものが あり、 病後のお 体で よくも ここまで 

運んで 来られた もの だと、 私 はたや 感謝の 心で 一 ぱい。 それから 小 沢 知事の 式辞 を 藤本 文教 課 

長が 代読せられ たが、 これ は 決して 形式的な もので なく、 山 頭 火の 生涯 をよ く 知る 人の 文で、 

文中 到る ところに、 山 頭 火の 句が 文章の 一部と なって 現われた りした。 それから 市長さん、 毛 

利 様な どの 実感 迫る 式辞が あって、 献句。 最後に 私が 立って、 山 頭 火さん の 追憶 談を しばらく 

語らして 貰った。 会衆 は 六十 人ば かり。 複 木の 黄ばんだ 葉が、 風の ない のに、 ほろほろ こぼれ 

しみ-^ としたい い 集いであった。 終って 附近の 小学校の 講堂で、 直ぐ 会に うつる。 桃源 洞 先 

生の 挨拶 も、 この 会に ふさわしく、 山 頭 火 的であった。 それから いと 和やかな 交歓 風景の 中の 

何処かに、 何だか 山 頭 火が あごひげ を 撫でながら 坐って いるよう に 思われて ならなかった。 つ 

づ いて 追悼 句会と なった のであった。 (二 九 年 十月) 


一 198 — 


坊 長の 友 


十月 十 一 日 

乍 友 は 淡い 秋 雲に 出たり 入ったり する 月 を 観て、 書物に 囲まれた ような 坂 田 常太郎 さんの 室 

で.^ の 疲れ を ぐっすりと 眠り 捨てる ほどに 眠った。 坂 田さん は 私が 寝てから また 一 杯 やって そ 

の 上、 学校の 仕事 もせられ たらしい。 山口^と いっても、 この 小川と 云う 所 は、 柿の 木の 多い 

農 吋で もう 稲 刈の 最中で ある。 田の 中の 道 を 手 を あげて 見送って 下さる 坊 チャン や 奥さんの 姿 

は、 初めてお 会いした 人と も 思われない。  . 

まづ湯 田へ 出て、 中学校で 全校 生徒に 山 頭 火さん について 話す。 今日は 山 頭 火 忌な ので、 松 

山 こ C ると、 一 草菴で 一 寸 した 法要で もす ると ころで あるが、 その代りに 此処で 坂 田さん の 苦 

、ひこなる 山 頭 火展を 観せ て 貰う。 故人の 書いた 短冊 類 もさる こと 乍ら、 私が 一 番心を 打 たれた 

の は、 山 頭 火に 関する 文献が もれなく 集められて 整然と 出展せられ、 また 句集 「草木 塔」 の抄 

本 を 印刷して 観覧者に 配られた ことで ある。 剣道 六 段と 云う 坂 田 校長さん が、 剣の道から、 禅 

、， 禅から 俳句へ、 そして 山 頭 火へ、 酒へ という 風に、 面識の ない 山 頭 火に 心を碎 いて 下さる 
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めで ある。 しかも 湯 田 は、 其 中 庵の 崩れた あと、 昭和 十三 年 十一月から、 翌年の 九月まで 山 頭 

火が しばし の栖 とした 風 来 居の あると ころ、 昨日 は 草 歩さん と共に 久しぶりに 前 町 龍 泉 寺 前の 

風 来 居 を 訪ねて、 徳 重さん から いろいろと 話 を 聴いた のであった。 また 小 郡に いる 間に も 旅館 

西 村 米 子さん が、 層雲の 同人だった のでし ば. 訪ねて 来て 居り、 私 も 何度か 山 頭 火と 共に 千 

入 風呂に 入って いる。 そうした ゆかりの 地に 坂 田さん がいて 下さる ので ある。 

山 頭 火に 心 をよ せて 集われた 人々 にも 私 はま， た 一時間 半ば かり、 山 頭 火の 禪、 俳句、 生活に 

ついて 語った。 あとで 山 口の 伊藤 理 基さん、 和 田 健さん、 林 進さん、 小学校の 平 田 先生な どと 

「花園」 で 会食し 乍ら いろく 話し合う の もた のしかった。 和 田さん 林さん は、 中原 中 也の 影 

響 下で 盛んに 詩 を やって いられた ので、 山 頭 火と 共鳴、 よく 語りよ く 飲み、 ある 時 は、 あの 四 

畳 一間し かない 風 来 居に、 十四 五 人 も 若者た ちが 詰め かけた と 云う。 平 田さん は徳 山の 久保白 

船の 遠縁に 当り、 伊藤さん は 早稲 田 は 十 年 以上 も 山 頭 火より 後で あるが、 縁 浅から ぬ 人。 

午後、 伊藤さん と バスで 小 郡へ 下る。 「其 中 曰 記」 の敬坊 は、 現に 山口県 農協 共済 連の 会長 

である。 その 事務所に 集って 草 歩さん の 先達で 矢 足の 其 中 庵 跡へ ゆく。 なつかしい 路だ。 樹明 

さん は、 もう 待ち 切れず ー坏 やって、 ほろ，/ \ ぼろ. で、 それでも 句 碑の まわりの 雑草 をと 

つて、 キ チンと して 私達 を 迎えて くれる。 碑 前に は、 その 辺の 木から もいだら しい 熟柿が 山 ほ 

ど^ えられて いる。 周囲の 垣で は 萩が きれいに 伸びて 咲いて いる。 句 碑の 根方の 石憨も 咲いて 
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いる。 西側の 柚子 は、 庵主 不在 十七 年の 星霜 を 経て、 在りし日の 如く 五つ 六つな つてい る 友 

沢さん 達 も 来られ、 句会で はなく 冷酒 会と なる、 山 頭 火に は 此の方が 気に入る であろう。 

、日が 頃く 頃、 バスで 山 口へ 急ぐ。 県庁 前に 下車す ると、 そこに 玖村敏 雄さん が 待って い 

て 下さる。 木 町 水の 上の 官舎まで 小径 を 少し 登る、 柿が うれて 虫が 鳴いて いる。 後の 山裾の 禅 

寺の 客殿と して 建てられた とか、 稲田 を 置いて 山 を 眺める 清楚な そして 心安 まる 家で ある。 ハ 

「十 年ぶりで すな あ。」 

「あんた に、 お礼と 報告せ ねばならぬ ことがある。 私が 追放 せられず 文部省に 止って 占領下 

の 日本の 教育に つくそう とした 時、 自分 は 日本の 防波堤と なる つもり だと、 手紙 を 書いた。 

その 返事と して あんた は、 今更 防波堤で も あるまい、 日本と アメリカの 間に 橋 を 掛けよ と 云 

うて 来た。 これ は 心に こたえた。 そこで 太平洋に 橋 を かける つもりで いろく やらして 貰つ 

たが、 日米 学者の 交流と 云う のが、 その 中での 一番 大きい 仕事だった かと 思う。 その 詳都を 

記した この 冊子 を 見て 貰いたい。」  . 

と 云って 日本語と 英語と 両 刷の 本 を 出して 下さる。 照彦 さんが、 元気に なって いられた の は 

W よりも うれしい。 原爆が 広 島に 落ちる 少し 前に、 お父さん を 東京に 送った 牛 田の 家で、 防空 

嚷の 代りに、 畳 を 重ねて、 その 蔭で 静養して いられる 時に 一寸 会って から 今日まで、 面壁 ブ年 

の 闘病、 それ も 原爆から つづく 敗戦 日本の 暗い 壁に 面しての 闘病であった。 病む 人 もよ く 耐え 
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られ たが 看病され るお 母さんの 愛情 こそ、 地 涌 無辺の ものであった ことと 思う。 

風呂から 上って 西 条の亀 齢 を しづ/ \- 味わう 頃に は 前面の 山に 月が のぼって、 八 時 四十 五分 

防府の 放送局から 「山 頭 火さん と 故里」 と 云う 私の 録音が 十五 分 出る ので 一所に 笑い 乍ら 聴 

く。 今日は まったく 山 頭 火デ— だ。 

山 頭 火の こと、 井本さん のこと、 馬 山人 (南蛮 寺) のこと、 それから また 米 司令部との 接 渉 

のこと、 文教 行政の こと、 いろくと 話 は つづく。 七 年の 間に 九 人の 文部大臣に 仕えての 占領 

下のお 仕事 は、 なか- —の ものであろう。 しかし 玖 村 先生の 骨格の 中には 矢 張 吉田松 陰の 筋金 

力 tp 貝 通して いる。 たや 至誠 そのもので、 米 側へ 体当り せられる ことによって 思わぬ 道が 開け、 

来 側の 信頼 も 篤かった の だと 思う。 六 ヶ月の 米国 出張 も 意義の 深い ものが あつたと 思う。 いろ 

いろ あちらの 話 を 聴かして 貰う。 そこへ 昨日 防府で 会った 藤本さん が、 広 島 文理 大時代の 親友 

後藤 貞 夫君から 貰った 山 頭 火の 句 「空へ 若 竹の なやみな し」 の 軸 を 持って来て 見せて 下さる。 

も、 もい いが これ は 酒の 醒めた 時に 書いた もので 字 も 美事で ある。 一時 半 頃に 木む。 

十月 十一 一 日 

i 室に は 秋の 光りが あふれる ほど？ 二階の 照彦 さんの 室の 西の 窓から 古い 塔の あるお 寺 を 

眺める。 山の 趣き も 静かで、 山 口 は 小さい 京都 だと 云う 感じがず る。 県庁 前まで 奥さんに 送つ 

て 貰って、 日 赤 病院に 藤 野 厚 君 を 訪ねる。 新 京の 大同 公園で 会って から 十四 五 年ぶり だ。 忙し 
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い 事^の 側ら 俳句 を 楽しみ 故郷の 自然 を 愛する と 云うよう な 風格が 出来て いる。 しばらく 話し 

て 別れる。 - 

川 棚 温泉 寮に つくと、 大耕 支部の 伊藤 延ー君 はじめ、 三 隅の 松 野さん、 仙 崎の 宮 川さん、 黄 

波 戸の 西 村さん、 下 関 上田 中 町の 本 田さん、 吉 見の 森 崎さん、 須 佐の 品 川さん、 それに 地元の 

武久 さん 達が、 もう 到着して 待って いて 下さる。 なつかしい 顔ば かり。 一 浴して 一杯に 及んで 

C ると、 豊田 中の 内野さん も 来られ、 秋の 一夜、 旧 情 を 温めた ことで ある。 そこへ、 徳 見さん 

が 「川， と 山 頭 火」 に 書かれた 木 下 旅館の 老 主人 や 貴 島さん、 高瀬さん、 倉 光さん 達と 一所に 

来て 下さる。 しばらく 山 頭 火の 宿 をして 下さった 木 下 旅館 は、 妙 青 寺の 直ぐ 右下で ある。 

「まったく 邪の ない 人ぢ やった。」 

と 二十 二 年 前 を 回想 せられる。 この 人々 は あれほど 川 棚の 土地と 風景と 温泉が 気に入 つ て、 

ここに 結 庵しょう とせられた 山 頭 火さん を どうして 他へ 行かした のか、 その 頃、 事に 当った 人 

は 皆もう 世に いないが、 せめて、 町内の 者で 句 碑で も 建てて、 山 頭 火さん の 記念と したい、 そ 

の 事に ついていろ く 相談し. たいと 云われる のであった。 • 

十月 十三 日 

明け方 雨が ふったら しいが、 六 時にはもう 晴れて いた。 起拔け を湯壺 にっかる。 皆で 気持の 

いい 朝飯 をす まして、 妙 青 寺に 詣る。 昔の ままに 堂宇 も 庭 も 禅寺ら しく。 「黙 照窟」 と 大きく 
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复 まれた 益洲 老師の 額 も 年 を 経てい い 味が 出て いる。 

特牛 駅から 特 牛の 町まで バスで 一里 あまり。 しばらく 伊藤 君の 郵便局で 休む。 日記に よると 

山 頭 火の 足跡が あり、 泊った 宿 も あると 云う。 その 路を 歩いて 神 田 村の 中学校へ ゆく。 宿直室 

で 昼食 を 頂く。 小 使さん の 手料理で あるが、 水い かのう まいこと。 此処の 海から 今 とれて 生き 

たの を 料理せられ たもの。  ノ 

午後、 婦人 学級 を かねて 村の 男女の 人々 に 語る。 いい 集りであった。 - 

秋の 曰 は 暮れ 早い。 稲の うれた 匂いの する 道 を、 伊藤 君の 家に 帰った 時には、 とつぷり 暮れ 

ていた。 山と 山との 間の 静かな 三 軒 家の 一軒で ある。 六 人の子 女の 父と して、 戦前 戦後 満洲、 

別府、 掛 淵と、 流転しつつ、 一家 和やかに、 皆 達者で、 ここまで 7 おりつ いて 来られた 苦労 を 思 

う。 もう 長男 坊は、 大学 を 出て、 中学校に 勤め、 次男坊 は、 海員 養成 所 を 出て 遠く 南方の 航路 

について いる。 バン コックで 貰って 帰った と 云う 小 猿、 それから 山羊、 鶏まで、 生き物の 好き 

なま \ に 愛撫して いるの だ。 猿の 性 態に ついての 話 も 面白く タ飯を 頂く。 奥さんの 漬けられた 

沢庵の 味 は、 実にい いものであった。 表へ 出る と、 十七 夜の が 冴えて、 山の 木々 がすき 透つ 

て 見える。 寝る に は 昔し い 月で ある。 

十月 十四日 

猿が 起きて 寒そう にして いる。 南方の 生れな ので 日本 は 寒いで あろう。 伊藤 君が ゆく とひ 于、 
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ず；^ こ 両手で しっかり 抱きついて かくれる。 時々 ひげ を 爪先き でかけ 分けてい る。 虱で も 探す 

つもり かと 云う に、 それ は 愛情の 表現 だと 云う。 犬と 猿 は 仲の わるい 代表と なって いるが、 此 

の 猿 君 は、 犬の 子に も 抱きついて 仲よ く 遊ぶ。 可愛い もの だ。 秋の 深くな つたこと が 感じられ 

る 朝 だ。 隣 はもう 稲 刈に 田へ ゆかれる いでたち、 私達 は 汽車で 滝 部まで ゆく。 丘の 上の 日の 当 

つてい る 学校で、 村長さん はじめ、 村の 幹部の 人々 に 語る。 皆 揃った 人物ば かりなので 話 もよ 

く 通じて ゆく のが 感じられた。 

午後 は、 来 島 基 三さん のお 墓へ 詣 りたい と 思った が、 一寸 遠い ので 失礼 乍ら 仏壇 を 拝ませて 

頂く。 未亡人 や 三 郎君 を 後に 感じ 乍ら 香 を 立て、 鉦 をなら して 読経して いると 涙が こみあげて 

来て 仕方がなかった。 来 島さん は、 特定 局長 会長と して、 広 島ば かりで なく、 全国的に 名の 通 

つ VJ 立， よ 人物であった。 その 一生 は 自分の ためよりも、 公務と 隣人の ための 奉仕であった。 

滝 部 駅で、 伊藤 君に 別れて 下 関へ と 急ぐ。 右 は 朝鮮 海峽 だ。 長 州の 志士 は 維新の 頃、 此の 海 

の 防衛に 心 を 砕き 血 を 流した。 青い 青い 海の 彼方に、 李 ライン も あり、 北に よると 竹 島 も あ 

る。 歴史 は 同じ こと を 繰 返す のか。 汽車 はだん/^ 半島の 尖端に 近づく。 下 関の 駅に つくと、 

本 田さん、 森 永 君、 松 田 君の 丸い にこに こ 顔が 待って いて くれる、 何処へ 行っても 待 たれる 旅 

はほんと うに 有難い。  . 

先 づ下関 郵便局に 松 尾 明 男 君 を 訪ねる。 本州 西南 端 を 守る 大きな 局長と して、 よく 落着いた 
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物腰 は 昔 力ら のこと 乍ら 一入 頼 母し い 感じが する。 二 時間ば かり 語りつ づけて、 阿弥ち 寺 町 

の 紅 石山 麓に ある 愚 頑 洞へ ゆく。 山 本さん 夫妻が 私の 好きな 風呂 を 沸かして 待って いて 下さ 

る 海峡 力 眼下に 在り、 はっきりと 門 司 を 見渡す 南 向の 室で しばらく 休む。 やがて 大耕下 関 支 

部の 同人の 顔が 揃う。 飯台 を かこんで、 秋の 一夜 を 語った。 語った というよりも 放談した とい 

う 方が 当ってい る。 ある 時 はこ ちらの 灯 を 消して 対岸 門 司の 灯 を 眺めたり した。 おそい 月の出 

る 頃 散会。 門に 皆 を 送って 出る と、 ほろほろと 好い 加减に 酔った 顔に、 秋の 夜風が 快かった。 

それから 室に 帰って、 また 森 永さん 山 本さん としば らく 語り、 短冊 色紙 二三 十 枚 を 書き流し 

て、 愚 頑 洞の 名に ふさわしい 頑愚な 自分 を ふり 返りつつ、 洞 内に くつろぐ。 その 名 を 忘れた が 

^上の 草花が、 ライラック によく 似た 強い 句い を 放つ。 匂いと 云えば 今度の 旅の 宿々 では、 い 

づ こも 木犀が ふくいく と 句うて いた。 木犀 を 宿々 にした 防 長の^で あった ことよ。 

十月 十五 日  ， 

四時 半に 起きる。 洞 は 早 起 洞に て、 いつも 四時に は 起きる の だと 云われる。 お茶 をいた だい 

て、 一番の 電車で 一番の 汽車に のる。 海峡の 底 をく ぐって 九州から 来た 列車に は 空席が 多 かつ 

た。 山 頭 火 は、 いろ，/ \ の 思い をして 此の 海 狭 を、 数十 回 も 渡って いる ことな ど 思う。 柳 井 港 

力ら 大島 郡の 小さい 港 を 縫うよう にして 高 浜へ 通う 船 も、 お 客が 少く 静かであった。 私 はよ く 

眠って いたので、 六 時間 半の 船路 も 短い ものに 思われた。 (二十 九 年) 
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西 海 遊 記 

七月 十日 晴。 . 門 司から 長 崎へ  - 

早 鞘 丸の 一夜 は凉 しかった。 夜半に 窓 をし めに 起きた ほどだった。 梅雨 は、 もう 上ったら し 

い 海上の 空模様で ある。 右 は 宇 部、 左 は 鵜 島 あたりであろう か、 船 は 関門へ むけて 快い 調子で 

進んで いる。 九州の 山 並の 中に、 黒く 特異な 姿 を 見せて いるの は、 芙彦 山で ある。 曾って、 丈 

二さん 川 本 君と 登った の は 新 縁の 頃であった。  ， 

下 関の 街 を 海峡から 見る の も 久しぶり である。 壇ノ 浦、 赤 間宮、 春 帆楼、 それから 愚 頑 洞な 

どなつ かしく 眺める。 赤 間宮の 背後の 森 は、 とても 美しい。  - 

十 時半、 門 司で 東京発 長 崎 行の 急行 雲 仙に 坐 を 占める。 北 九州の 工業 地带を 通る の も 久しぶ 

りで ある。 福 岡の 手前で、 汽車 は 雨に ぬれたり して 割に 凉 しかった。 佐 賀. 山 口 を 通る 頃 は 暑 

くて ひるねから 醒めた。  • 

四時 前、 長 崎 駅頭に は、 草 石さん、 谷 端さん、 松 尾さん などが 待って いられた。 待 たれる 旅 

の 有難 さ を 思いながら、 今 町の 坂 本 旅館に 一先 づ落 つく。 一草 庵の ことな ど、 松 山 便り も そこ 
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そこにして 風呂に つかる。 桧 木の 湯槽 もな つかしく 旅の 疲れ を 一 掃す る。 うしろの 床に は、 

夢と 詩が あっての 人生で あり 

詩と 夢が あっての 文学で ある 

. -  宇 野浩ニ 

の 色紙が 力 かってい る。 六十す ぎた 人の 文字と も 思えぬ ほどに、 素直な くせの ない 字で あ 

る。 その 掛 ものに 港から くる 風が、 强く 当って、 活けて ある 草花 を 倒したり する」 西日の さす 

室で あるが 風が よく 入る ので、 凉 しい。 長 崎に は、 芥川龍之介の 河童の 屏風の ある 料亭が ある 

と 聞いて いますが、 原爆で 焼けなかった でしよ かと 云う と、 いや ある。 では 今から そこへ 案内 

しょうと、 草 石さん に つれられて ぶら りと 街に 出る。 寛 永年間に、 唐の 僧、 如定が 架設した 眼 

鏡 橋 を 渡る。 支那の 絵で 見る 寒 山寺に ありそうな 石橋で、 三百 余 年の 歳月 を 経て、 古く 寂び し 

かも 堅固 そのもの である。 

菊 本と 云う 純日本風な 料亭、 ここのお かみが 若き 日に、 龍 之 介に 愛されて、 河童の 絵な ど 描 

いて 貰い 大切に 保存して いるので あ， る。 そのお 若さん も、 今 は 六十 一歳 だと 云う。 背の 高い、 

感受性の 敏 そうな 容姿 は、 芥川 好みであった であろうと、 うな づ かれる。 料理が 出る までに ま 

だお 客の 来て ない 清楚な 室々 を 見て まわる。 玄関に は 鈴 木 信 太郎の 画が 衝立と なって いて、 そ 

の 上に 永 井 荷 風の 額が かかって いる。 そして 金 島 桂 華の 絵、 虚 子の 額、 足 利 紫 山の 額 等々、 い 
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づれも 見るべき もの。 凉 しいす だれの 内に 香が ほのかに 薰る 室に くつろぐ と、 渡 辺 与 茂 平さん 

が 来て 下さる。 与 茂 平さん は、 私く らいの 年配の 文人 遊客と 云った ような 人で、 斎 藤 茂 吉が長 

崎 医大 時代に、 師事して 短歌 を やり、 のち 上京して 芥川 などに 親しまれて 文学 を やって いた 

人。 この 人から 長 崎と 関係の ある 文士の 話な ど 聴きながら、 憧れの 屏風 を 観る。 銀 張りの 二 枚 

屏風で ある。 左側に 河童が 葭の穂 を かついで、 片手に は 魚 を 一匹 さげて 立って、 淋しそう にこ 

ちら をむ いている、 龍 之 介が 大正 十二 年頃 (三十 ニニ 一一 歳) 長 崎に 遊び、 ここが 気に入って 二 

十日 あまり も 滞在した と 云う、 その 間に 書いて 残した もの。 瘠せた 細い 河童の 背から、 手足の 

^にかけ て、 芥 川の 神経が 生きて 今尚 動いて いるよう である。 その 右側に 

- 橋の 上 ゆ 胡瓜な ぐれば 水 ひびき すなはら 

見 ゆる かぶらの あたま 

お 若さん の 為に 

我 鬼 醉筆圃 

と ある。 もう 一 つの 屏風に は、 同じく 龍 之 介の 扇 面が 六 七 枚 張り 交ぜて ある。 その 中の 草 籠 

に 活けて ある 俳画 風の 桔梗、 そして 女郎花、 芒の 絵 は、 なか-/ \ によろ しく、 若い 文士の 余技 

とも 思われな いような ものである。 

卓上に：^ ち 出される 料理 も、 此の 家と 室に ふさわし くいい ものであるが、 今宵 は、 眼の 御馳 


走、 耳の 裨 馳走で、 いかにも 長 崎の 夜ら しい。 いや、 長 崎でなくて は 味わい 得ない もの を、 ゆ 

つくり 楽しんだ。 「河童 供養」 と 題した 三、 四 冊の 凾 帳に は、 菊 池 寛 を はじめと して、 芥^の 

死後、 この 河童 を 訪ねる 多くの 芸術家の 手記が 蔵され ている。 若干の 戦後派 も 交りて。 

そこへ、 草 石さん 所有の 小川 芋戋の 河童の 軸が 持ち出されて 床に 掛けられる。 此の 河童 は 水 

の 中に 立って、 じっと 静かに 水面 を 見て いる。 私達 は、 河童 を 背に し、 河童 を 前にし 河童に か 

こまれて、 ちび りく 飲み 且つ 語った。 与 茂 平さん お 若さん に 別れて 私達 は 街に 出た。 繁華街 

に は 夜の 人が あふれ、 夏の 市 は 賑やかで ある。 その 裏 街に 入って 草 石さん は、 古道具屋から、 

徳利 や、 壺 のい いもの を 手に入れて 帰った。 その 何 焼と も 分らぬ 古い 壺は、 私が 貰った。 また 

一風呂 浴びて、 まったく 風の ない 夜に、 煙草 を 無心に くゆらせて 休む。 

七月 十 I 日 快晴。 長 崎 滞在 

控えの 室 は 四畳半で、 その 窓から、 冷え，^ と 朝の 風が 入って くる。 その 涼風の 中で 朝餉 を 

いただく。 食前に 私 は 持参の 梅干 を 一個 食べる。 此の 坂 本屋 は、 長 崎で もい い 一 百ら しく、 設備 

と 云い、 食事と その 器物。 そして 女中さん のしつ けと 云い、 申し分のない 宿な ので あるが、 今 

時、 私の ように 歯磨きの 塩 や、 食前の 梅干 を 必要と する 客 はない らしく、 その 用意 だけ はして 

ない。 だから 携行す るので あるが。 朝の 梅干 は、 腹の 中を浄 めて くれてい いば かりで なく、 
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にいて 我が家の 味 を 楽しむ た Y 一  つの ものである。 子供た ちに、 長 崎の 絵 ハガキ で 旅の 便りな 

ど 書く。 

県警 察 本部に 迎えられる。 草 石さん の 室に は、 武者 小路さん の 南瓜の 絵 や、 鈴 木 信太郞 さん 

の もの， よどあって、 世の 人の 想像す るよう な 本部 長 室ら しく はない。 信太郎 さんが 小 a にナ 

浦 天主 堂 を 書いて いるの を 「いいです な あ」 とほめ ると、 「では、 あげましょう」 と 云われる 

ので、 貰う。 此の 人の 前で は、 うっかり ほめられな いような 気がする。 しかし 惜しげ もな く、 

いい もの を どんく 人に 与える 人に は、 また 何処から ともなく、 好きな ものが 入って くるから 

面白い。  - 

六 階の 講堂で 「無我の 心境」 について 講演す る。 ぎっしり 一杯の 聴衆で あるが、 東の 窓から 

朝風が 入って、 皆 静かに 耳 を 傾けて いられる ので、 楽しく 無心に 語る ことが 出来た。 語る こと 

もド、 二 つの 遊びで あると ころまで 脱落した いもの だ。 本部 長 室で 冷し そうめん を 二人分 食べ 

て、 午 菱は長 崎 市中の 見物 を さして 貰う。 坂 本屋から 梅 田さん が、 わざく 案内に 廻って 下さ 

る。 まづ、 ヅ ー ボルトの 旧居 跡。 そこ は、 鳴 滝の 深まった 閑静な 所で、 今 は、 建物 は 何も 残さ 

ず、 古い 井戸に は 苔が 茂り、 夏木立に は蟬が 来て 鳴いて いるば かり。 此の オランダから 来た 

若き 科学者に、 オランダ 医学 を 学んだ 高 野 長英、 緖方洪 庵、 二宮 敬 作な ど は 皆 日本の 先覚者で 

あった。 丁荧 近くに、 大耕誌 友 西本妤 一さん のお 宅 を 尋ねて、 長 崎の カステラ など を 頂いて 
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しばらく 凉 しい 風で 暑さ を 拭い、 それから 諫訪 神社に 詣 でる。 長 崎の 総 鎮守で ある。 至る とこ 

ろに 茂って いる 楠の 大樹 は、 美しい と 思った。 街と 港 を 見 降す。 長 崎 は、 神 戸 を 小さく し、 尾 

道 を 大きく したよう な 感じが する。 しかし 港 は 深い 湾に なって いて、 対岸に 半島の 山々 が 青 

、 o 

車 は 暑い 街 を 走って 石畳の 上 をす ベり、 紅色の 壁 を 持つ 朱塗りの 支那 風な 美し い 門の 前にと 

る。 崇福 寺で ある。 明 僧 超然の 建てた 黄 檗宗の 寺で、 支那の 禅寺 そのままの 構造で ある。 お盆 

に は、 日本に 在住す る 中国人が 各地から 皆 ここに 集って、 供養 を 楽しむ とか、 日本に 於け る 中 

国人の 本山であろう。 隠元 ゃ即 非の 立派な 筆跡に 心 を ひかれて 額 ゃ聯を 見て 仏像 を 拝む。 山 頭 

火 は、 昭和 七 年の 二月 四日、 友人 十 返 花さん に 案内 せられて 此の 寺に 詣で  - 

冬 曇 りの 大 釜の ひび  山 頭 火 

の 句 を 残して いる。. その 大 釜と 云う の は、 直径 五 尺 五寸、 高さ 六尺 五寸、 重量 二 千 貫の 巨 釜 

で、 よく 見る と 少し ひびが 来て いる。 天 和 二 年長 崎 地方に 大 飢饉が あった。 その 時崇福 寺の 支 

都 僧 千 獣 和尚 は、 自分の 愛する 書籍 や 器物 を 皆 売 払って、 この 釜 を錡造 させ、 それで、 一度に 

米 四 石 二 斗の 粥 を 炊いて、 毎日 千 人 以上の 窮民に 食べさせ たと 云う ことで ある。 私 は 暑さ も e 

れて 此の 釜に 手 を 当て、 異国の 僧の 大 いなる 慈悲の 心 を 思い、 そして また その 思い切った 非^ 

時の 措置に 頭の 下る 思いが した。 
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寺 を 下りて、 車 は オランダ 屋敷 を 徐行して、 古い オランダ 建築 を 見せて くれる。 そこから 更 

らに 南に 出て、 坂 を 上って お 蝶 夫人の 家と 称する オランダ 風の 古い 邸 前に 立つ。 港口 を 直ぐ 下 

に 見下した 丘で ある。 「お 蝶 夫人」 はかり そめの 物語 を 創作に した もので あろうが、 世界中 を 

歌って 廻った 三浦缳 の 歌に よって 有名と なった。 少し あと 戾 りする と、 大 浦の 夭 主 堂が ある。 

つつまし く 石段 を 登って 礼拝して、 入 堂。  . 

冬 雨の 石段 をの ぽる サン タマリ ャ  山 頭 火 

の 句 も 思い出される。 冬 雨なら ぬ 炎暑 は、 石段の 石 を 熱く している。 白堊の 堂 内 は、 ひつ そ 

りと していて、 清浄 そのもの である。 フランス の 宣教師べ ルナ ルド. ブ チジャ ンが、 あの 慶長 

の 殉教者 二十 六 聖人 を 記念す るた めに、 慶応 元年に 建立した もので、 国宝と なって いる。 その 

天 中の 特異な 張り 方と 云い、 窓と 云い、 日本で は 他に ない 美し さで ある。 用材 は あちらから 運 

ん だもので、 島 原の 大工が 工作に 当った の だと 梅 田さん は 説明され る。 扎拝 壇上の 右側に は、 

大きい 殉教の 絵が 当時の 悲劇 を そのままに 掲げられ ている。 その他、 堂 内に 掲げられ ている 額 

ますべ て キリスト はじめ、 殉教者の 悲惨な 最後の 絵で ある。 仏教の 仏 • 如来 • 菩薩た ちの 円満 

象と は、 凡そ 異 つた 痛々 しい ものである。 そこから は、 悲壮な 熱意と、 烈しい 感激 は 涌く け 

れど、 人間愛 慕の 平常心 は 出て 来ない。 暴力に 対する 聖カは 導き出され るが、 無我の 安心感 は 

惑 じられ ない。 
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拝し 終って 堂 を 辞し、 下駄 を はく 時、 足袋の 裏 を 見る と、 両足 共に 少しも 汚れて いない。 朝 

タ 信者た ちが、 心 を こめて 拭き 浄 めら れる その 行が 思われて うれしかった。 今では 清浄で ある 

べき 害の 禅寺で さえ、 足袋の 裏 を 汚さない ような 板の間 は 珍ら しいのに。 門前で 久仁 子の ため 

に聖 女の コケシ を 求めて 車に 人る と、 曰 南で 待って いた 車中 は、 たまらぬ ほどに 暑い。 暑い 車 

は、 暑い 街 を 北に 走って、 駅前 を 通り、 原爆の 中心地 带に 入る。. _ 

広 島と 違って、 長 崎で は、 市街 を 北に はづれ て、 浦 上上 空で 爆破した。 焼 跡の 丘が 今 は 公園 

になって いて、 新しく 植えられた 樹木が 茂り 始めて いる。 その 中央に 平和 祈念 像が 建てられて 

いる。 高さ 三十 二 尺の 巨大な 坐像で、 片手 は、 空 を 指し、 片手 は 地上 を 愛撫しょう としてい 

る。 北 村 西 望 氏のお 作で、 まことに たくましい 大作で ある。 丘 を 越えて、 如 己 堂を訪 う。 ここ 

は、 永井隆 博士の 旧居で ある。 戦災 後、 僅か 二 畳 あまりの 一室 を 病床と して 「この 子 を 残し 

て」 以下、 多くの 著述 をせられ た その 原稿が、 故人の 在りし日の 如く 納められて いるの は、 涙 

なしに は 見られない。 これらの 書に 記されて いる 事柄 や、 故人の 思索の あとに ついては、 感青 

を 抜きに して 考える と、 まだ 若く して、 偏狭な ものが あるので あるが、 死の 病床で、 これ だけ 

の 労作 を敢 てな された 氏の 生命力の 強さに は、 何人も 頭が 下る であろう。 この 原稿が、 生前、 

デャ— ナ リズムに 華々 しく 取り上げられず、 若し 死後に 於て、 遺稿と して 世に出され たなら ば 

それ は、 一時の 有名で なく、 永遠に 残し 伝えられる ことであろう などと、 余計な こと を つて 
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いるう ちに、 車 はもう 浦 上天 主 堂の 下に 止って レた。 

日本 第一と 称せられた 天主 堂 も、 今 は、 その 一角の 残骸の み、 青い 空に 立って いる。 広 島の 

物産 館の それに 匹敵す る 原爆の 惨 跡で ある。 ここ 浦 上 は、 天 正 年間から づ つと 全 村 あげて 天主 

教 i5 者で ある。 しかも 為政者の 弾圧の 下で ひそかに 信じられた だけに、 ，強い ものが あった。 

明治 六 年 はじめて 信教の自由が 認められ、 明治 十三 年、 起工して、 実に 三十 四 年の 歳月 を 費し 

信者の 血と 汗の 積み重ね によって 完成した もので、 信者 自らの 力と 奉仕に よって、 一つ一つの 

煉瓦が 築かれて 行った。 入口の 左右に 立って いる 石の 聖像 を はじめ、 彫刻に 至る まで、 信者の 

手になる もので あり、 かくて 高さ 十四 間、 間口 十 間、 奥行 三十 四 間、 三千 人 を收容 する 大 殿堂 

と.. よった。 それが、 原爆に よって、 崩し 去られる と、 信者 達 は、 我が家よりも 先き に、 第二の 

反-天主 堂 を 建て そこで 現在 は 祈り をつ づけて いるので あるが、 今や 本格的な 堂の 再建 を 志して 

あの 残骸が、 物見高い 日本人の 見世物に なること を 好まず、 市 当局に いろく 申し入れて レる 

とのこと。 その 熱烈な 信仰心 は 仏教徒な どの 及ぶ ところではない。 梅 田さん のお 話に よると、 

今尙、 タ暮 になる と あちらの 丘の 畑、 こちらの 田の 中に 立って、 お 百姓さん が、 アン ゼ ラスの 

鐘に、 い を 澄まして、 静かな 祈り を 捧げる、 ミレ ー の 晩鐘の 絵 そのままの 美しい 光景 を 見る こと 

が 出来る と 云う ことで ある。 何人 かの 人間が 生き残る 限り、 原爆と 雖も、 人間の 絶対的な 信仰 

.、ぃ を破壞 する こと は 出来ない ので ある。  一 
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日の 傾き そめる 頃、 宿に 帰って、 一 浴し、 よく 冷えた 一本の ビ— ルを 痛飲す る。 腹から 背に 

しみとおつ てうまい と 思った。 今日 一日 流した 汗 を、 ビ— ルで 補給した わけで ある。 

タ方、 三菱の 西 本 君 来訪。 今日の 訪問で は、 物 足らぬ らしい。 食後、 街へ 案内して 貰う。 船 

に は 乗らない の だが、 大波 止の 棧 橋へ 出て、 港の 風 をう けて、 港 気分に 触れる。 それから ぶら 

ぶら 歩いて、 多 聞と 云う おでん 屋に 入る。 垢抜けの した 店で、 モロ キ ユウ、 冷豆脔 など あっさ 

りした もので、 長 崎の 夜 を 楽しむ。  . 

七月 十二 日 晴。 長 崎 

ぐっすり 寝て 起きて、 朝風呂 を 浴び、 旅の メモ をつ ける。 出来れば、 その 日 その 日に、 日記 

扉な 原稿 を 書いて 旅 をつ づけたい と 思い、 紙 だけ は m 意して 来たので あるが、 今度の 場合 は、 

山 頭 火の ように 孤独な 一人の 時が 少 いので、 メモ だけに 止る。 窓から は、 市街と そして 船の い 

る 港 風景と、 その 向う の 青い 山が 見られる。 下 を 見る と、 朝の 物売りが、 天 びん 棒に それぞれ 

の 商品 を かついで、 旅人に は 解らぬ 売 声で 売り歩い ている。 長 崎の 街 は 坂が 多い ので、 車が 利 

かぬ のであろう か。 のんびり していて よいと 思う。 

此の 宿で は、 毎日、 私の 着物 や 袴 をき ちんと たたんで くれる。 汗の ついた もの は、 黙って ハ 

て も 揮まで 洗濯して くれる、 ほんとう にいい 宿 だと S う。 
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午前中、 警察学校で、 午後 は、 長 崎 警察署で 講話。 

で 飞 から 署の 巡視船で、 長 崎 港から、 出 島 あたりまで 海の 上から、 街 を 眺めて 走る。 戦中に 

は、 日本 最後の そして 最大の 軍艦 武蔵を 進水 させた 三菱 ドックで は、 今、 アメリカの 注文で 四 

万 五 千 トンの タン 力 ，1 を 造って いる。 近く 進水す る その 日に は、 ァリ ソン 大使 もやって くると 

云う。 しかし、 外地 を 失った 日本、 外国 貿易の まだ 制限せられ ている 今日、 長 崎の 港 は、 その 

昔 ほどに、 船舶の 出入 はなく、 曽 つて 栄えた 港と しての 淋し さはおう ベく もない。 タ 食後、 一 

人で 街の 散歩に 出る。 街 幅の 狭い 賑やかな 通り を 上る。 行きこう 人々 は 男 も 女 も おっとり して 

いて、 黒い 頭髪が 目に 立つ。 果物 店 は、 桃. 西瓜. 真 瓜な ど、 梅雨の 晴れた あとの 美し さが 一 

\o 上る につ 1 て 淋しくな ると、 珍ら しく、 ゴマ 豆腐あります とした ゴマ 豆腐屋が あったり、 

女の 髪 を 気味 わるく 吊した カモ ジ屋、 美しく 光る 板の間 を 職場と した 桶屋 など、 古風な 店が あ 

つたり する。 宿に 帰って 少し 疲れた 体 を 按摩 を 呼んで あんまして 貰う。 

一に 一室、 そして 一 浴 ー坏、 そして ー燈の ぜいたくな 宿での 客と して、 山 頭 火の こと を 思 

う。 -U 頭 火 は 二月 三日から、 七日まで 旧正月の 頃、 寒い 長 崎であった。 行 乞 を 地でゆく 旅人に 

比して、 私の は、 高等 乞食の 横着 さで ある ことよ。 . 


一 217  — 


七月 十三 日 晴。 長 崎から 佐 世 保へ 

むし 暑くて よく 眠れなかった。 朝食に ゴマ 豆腐が 出た。 ここ は、 決して 同じ 献立ての 料 里 を 

出さない。 三 泊した この 宿に 一応 さよなら する C 谷 端さん に案內 せられる まま 県下の 講演に 出 

, 掛ける ことにな つた。 本部の 車で、 一路 諫 早へ 走る。 長い トンネル をく ぐると、 葉桜の 並木が 

つづく。 道 はすべ て鋪 装せられ ていて、 快い ドライブ である。 

諫早署 での 講話 は、 涼しい 風が 背-に 当る 二階で、 区内 各 駐在所から 寄って 来られた 純朴な 人 

々を 前にして、 しみぐ と 語る ことが 出来た。 あとで 頂いた 黒砂糖で 固めた 諫早 おこしの 味 も 

亦 素朴で いい 駄菓子であった。 城趾 や、 眼鏡橋 を 見て 車 は大村 湾に 沿うて 北へ 走る。 皮 杵の古 

墳を 右に 見て、 しばらく ゆく と大 村で ある。 戦中 は、 海軍 航空隊の 基地と して、 新聞 を 賑わし 

たと ころ、 ここで も 涼しい 二階で 一時間 半ば かり 語った。 福 田 署長さん の 前任地 は、 対 馬の 蕺 

原だった とのこと にて、 いろいろと 彼 地の 話 を 聴く。 島内に は 朝鮮人が 六 千 人ば かりい るが 多 

く は 山に 入って 炭 焼 をして いて、 従順 善良で、 たまに 朝鮮 本土から、 オルグの ような 者が やつ 

て 来ても、 黙々 と仂 くこと が 好きで、 新しい 理論に ついて 行こうと しないと 云う お 話 は、 李ラ 

イン 近くの こ の 島の 治安の 保 たれて いる ことの しるしであろう。 こちらに ある 程度の 備えが あ 

る 限り、 近年 は 別に 憂うべき 現象 もない らしい。 
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はいき  - 

更らに 北上して 早 岐の町 をす ぎ、 西に 廻り 路 して、 三 里 あまり 走る と、 今 殆んど 完成して い 

る 西 海 橋が ある。 此の 橋 は 東彼杵 郡から 西彼杵 郡へ、 海峽を 渡す もので、 三百 十六 米の 大 橋で 

ある。 下 は 急流の 深い 瀬戸な ので、 橋脚 を 据える ことが 出来ない、 そこに 技術 上の 苦心が あつ 

たわけで ある。 此の 瀬戸 は 琵琶湖と あまり 変らない 広さの 大村 湾の 入口に 当る ので、 近 江で 云 

えば 瀬 田の 唐 橋の ような 地位に ある。 これから は、 船に よらず、 西彼杵 半島から 早 岐 • 佐 世 保 

へ 向けて、 バス も 通ず る 訳で、 交通 上の 革命が 起る ことになると 云う、 陸運 上 ほんとうに 有意 

義な 架橋で ある。 

タ方 早く 佐 世 保に ついて、 山裾の 山水楼に 泊る。 門前に 青木 月 斗の 大きい 句 碑の ある、 大き 

な 構えの、 日本の 宿らし い 宿で ある。 室の 名 も 山 • 紫 • 水 • 明な どと つけて あって 私たち は そ 

の 明の 室に 汗に ぬれた シャツ を 脱いだ。 縁の 外 は 紅葉の 深い 林で、 何処から か溪 流の 水 音が 聞 

えてく る。 天井が 高くて、 十二 畳と 云う 大きな 室な ので、 じっとして いると ひんやり する。 

夕餉に 出された あわびの 刺身 は、 とても 美事に 切れて いて 美しく おいしい ものであった。 更ら 

に うれしかった の は、 漬物 を 重視す る 家風ら しく、 平たい 皿の 上に、 沢庵. ラン キヨ ゥ. 菜の 

古責 • 大 限の 味噌 漬 • 茄子の ドブ漬 など、 とても 渋い 味の もの を少 しづ っ竝 ベて ある ことで、 

私の ような 漬物 党に は 最上の 馳走であった。 果せる 哉、 翌朝 は 食事の 前の 番茶に、 梅干 一個が 

^えられて いた。 佐 世 保の ような 新しい 港 街で、 京都 的な 宿に 泊れ ると は 思わなかった。 
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七月 十四日 晴。 佐 世 保から 平 戸へ 

起き抜け、 ジ— プで弓 張 山の頂 上に 登る。 ここ は 昔 は 砲台の あつたと ころで あるが、 今 は 公 

園と なって いる。 佐 世 保の 全市 街 を 西に 見 降して、 近くに 九十 九 島の 西 海 国立公園 を、 遠くに 

五島 列島 を 望む 絶景で ある。 山上の 朝の 気 は 身にしみて 凉 しい。 ジ— プに ゆれた ペコく の 腹 

に は、 朝餉が とてもお いしい。 ここで もよ き 宿に お別れ を 告げて、 早岐 にあと 戾 りして 講話。 

午後 は、 佐 世 保署で 講話す る。 今度 は 十 一 回の 講話 をす る 旅な ので あるが、 一 回 一 回に、 新し 

い 感じと 熱意が 涌いて くるの を覚 ゆる。 

車で、 平 戸口まで 一 時間 半。 左岸に 展 ける 海の 色の 青 さ。 晴れた空の 美し さ。 凉 しい 渡し船 

で 平 戸まで 十分。 此の 島 は 弘法 大師が 支那 留学の 途中、 船 を 待った めに 立 寄られて おり、 また 

栄西禅 師は宋 からの 帰途、 まづ ここに 上陸して、 茶の 実 を 植えられた。 貿易港と して は、 長 崎 

以前に 開けた。 松 浦鎮信 公の 英断に よって、 十六 世紀の 頃、 既に、 オランダ、 イギリス、 ポル 

ト ガルの 商館が 出来、 しきりに 南蛮船が 往来した。 それに 伴って、 フラン^スコ • ザ ベリオが 

キリスト教 宣教の 拠点とした ところで ある。 また 鎮信 公が 山 鹿 素行 を 兵学の 師 とせられ、 その 

女 を 山 鹿 家へ 嫁がせて いる 関係から、 素行の 孫、 高 道 は 江戸 浅 草の 墊積徳 堂 を 平 戸に 移した。 

現在の 平 戸市 長 山 鹿 氏 は、 その 直系の 後裔で あるな ど、 西 海の 小島で ありながら 古くして 床し 
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い 伝統の ある 町で ある。 

宿で、 暑い けれども、 くつろいだ 食事 をす ましてから、 山 崎 署長の 案内で 街 を 散歩す る。 街 

や 路^で 出会う 若い 娘さん や、 学生た ちが、 山 崎さん に 笑顔で 会釈して 通る。 みんな 庭球の 対 

手 や、 パレ ー ポ ー ルの 弟子なん です と 云われる。  -  . 夢，： . 

「や あ、 おや ぢ居 るか。」 • 

と、 つか/^ 入った の は 池の 屋と 云う 畳屋さん。 私たちまで 不 遠慮に 座敷に 上って ゆく と、 

衝立に 大きい 江戸時代の 風俗画が 描かれて いる。 他で は 見られない 珍睡 であるが、 その 線の 美 

しい こと。 女の 顔の 表情の 無心 さは、 その 手足の 指の 先き にまで 通じてい る。 着物の 柄、 絵 具 

に 至る まで 美事な 大作で ある。 

「歌 麿の 作で はない かと 云う 人 もあります が、 も 少し あとの、 文化 文政 年代の ものの ように 

思います。 此の 春に は 池 部 良さん が やって来て、 足の 線の 美し さに は 見とれて いました。」 

と 主人 は 云われる。 それから 陶器 その他の 愛蔵の 美術品 を 手に とって 見せて 貰う。 谷 端さん 

は、 古い 香 筒が いいと 云って、 私に 貰って 下さる。 お金 を 払う からと 云えば 一文 も いらない 

た Y なら 気持よ く あげる が、 お金 を 出すなら あげられ ぬと 云う。 今の 世に 珍ら しい 老人で あ 

る。 それから 眼鏡橋 出て、 旧 オランダ 屋敷 あたりの 海岸で 雁木に 腰をおろして 夜が 更ける ま 

で凉ん こ。 宿/帚っても 暑くて とても 寝られな いので。 直ぐ 眼 近な 海上に、 黒子 島と 云う 原始 
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林の 黒い 島が 浮んで いる。 その上に 無数の 星が 輝いて、 はっきりと 天の川が かかって いる。 

谷 端さん は、 京都の 警察学校 教官 時代に、 大徳 寺の 太 田 大梅窟 老師に 深く 参 じ、 戦中よ、 大 

徳寺 道場に 雲水が いなくな つたので、 警察学校の 道場と して、 学生 を 指導 せられた。 また 京都 

の 広 誠 院へも 生徒 を つれて 行き、 益洲 老師から お 話 を 聞き、 広瀬老 夫人から は、 お茶 を 頂いた 

こと も あると 云われる。 柔道 は 六 段、 剣道 も 亦よ くし、 剣 禅 一致の 立場 を 今尚 掘り下げつつ、 

最近で は、 拳銃 射撃に、 禅の 数 息 観 をと り容れ て、 身心 一如、 技術と 人格の 調和 を 目 ざして、 

県下 警官の 指導に 当って いられる ような 人で ある。 また 京都で は、 新 村 出 も 主 や、 け 田 噴，^ ど 

に、 国文 や 短歌に ついて お世話にな つたこと も あると、 いろくと 夜の 海風 をう け 乍. り 京都 寺 

代の 話 を 聞いて みると、 何だか 遁信 時代に 私の やらせて 貰った 事と よく 似て いて、 そこに ニな 

相 通ず る もの を 感じ、 一 つの 道に つながる ことの よろこび を さえ 感ずる のであった。 

七月 十五 日 晴。 平 戸 滞在 

朝食 前、 山 崎さん の 案内で、 ジ ー プで 街の 裏山 を 越して、 一里ば かり 走って 千里が 浜へ ゆ 

く。 美しい 丘が あって 静かな 砂浜が つづく。 此処 は英蘭 貿易の 全盛時代に、 平 戸の 副 港と して 

殷盛 を 極めた 跡で ある。 樹の 茂った 丸い 丘 は 丸 山と 云って、 外人に 親 まれた 廓の 跡 だと 云う。 

海岸に 児誕 石と 云う のが ある。 近 松 門左衞 門の 小説 「国 姓 爺」 の鄭 成功が 誕生した ところ。 ま 
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た 三 浦 安 針が 琉 球から 初めて 我国に 甘蔗 を 持ち帰り、 試みに 栽培した と 云う 畑 もあった。 

朝日に むいて 帰る 頃が 丁度 学生た ちの 登校 時で ある。 此の 道に は バスが 通って いないので、 

営業の 妨害に はならぬ からと て、 山 崎さん は、 小学生、 中学生、 女子の 高校生、 平 戸の 町へ 茄 

子 を 売りに ゆく お婆さんに 至る まで、 「おうい、 乗って 行かん かね」 と、 車 を 止めて は 拾って 

ゆく、 峠を越す 頃に は、 十七、 八 人の 一行と なって、 和やかに 談笑しながら 帰って来た ことで 

ある。 とにかく 民衆から 敬遠され 易い 警察が、 このよう にして、 いつも 島の 人々 と 解け 合って 

いると は、 ゆかいな ことで は あるまい か。  ゾ 

山 頭 火が 平 戸へ 行 乞して 来たの は、 昭和 七 年 三月 三十 一 でで、 木 村屋と 云う 木賃宿に 四 泊し 

ている、 一日 三十 美で。 彼 は 町 を 托鉢して、 二度 巡査に 叱られて いる。 そして 

巡査が 威張る 春風が 吹く  山 頭 火 

と 一句 残して いる。 それから 二十 三年 を 経た 今日、 私 は、 まるで 此の 句と 反対の 風光の 中に 

いるので ある。 そこに 日本の 国の 変化 もあった が、 山 頭 火 も 今では 微笑して いる ことで あろ 

う。 

平 戸署楼 上の 講話 も凉 しい 思いです ました。 語る もの 聴く もの 一如であった。 それから 亀 岡 

神社に 詣 でて、 平 戸城 趾を 尋ねる、 今 は 櫓 を 一つ 残す のみで、 夏木立と 夏草が 茂って いる だ 

け。 古い 石 塞に 昔 をし のびつつ、 旧 天主 閣 跡に 立つ。 古い 樹立の 多い、 そして 海の 深く して 青 
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い 絵の ような 街で ある。 湾頭の 黒子 島 は 原始の ままの 木 を 茂らせて 黒い。 

常 盤と 云う 大きい 料亭で 冷い ビ— ルを 抜く。 ここの 鮮魚 料理 は その 一 つ 一 つが 生きて いた。 

ここで も あわび を 賞味す る。 しばらく 休んで、 旧藩 公 松 浦 家の 千歳 閣を 拝観。 素行の 陣羽織に 

は 心 を ひかれた。 山裾の 暑い 石段 を 登って、 聖ザ ビエルの 記念碑の 前に 立つ。 四百 年 記念と し 

て 昭和 二十 四 年に 建てられ たもの、 あたりに 平 戸つつ じの 木が 多い。 オランダ 塀に 沿うて、 商 

館 跡の 古い 井戸 を 見る。 その 近くに、 判 田さん と 云う 今 は 駄菓子な ど を 売る 家に 入って、 コル 

ネリ ャの 彫像 を 拝見す る。 上品な お婆さん は、 快く 仏壇から 牌の ような もの を 机の 上に 降して 

見せて 下さる。 コル ネリ ャの母 は 平 戸での 美人であった。 直ぐ 上の オランダ 商館 長に 請わる る 

ま X 結婚した。 そして 生れた のが コル ネリ ャ であった。 母に 似て 美しい 娘と なった 頃、 幕府の 

キリスト教へ の 粛正が 加えられた。 是れは 一 つに は、 どん^ \ 新しい 外国 兵器 を 備えて いた 松 

浦 公への 弾圧で もあった。 コル ネリ ャは、 デャガ タラお 春と 同じ 運命に 陥った。 他の 昆血 児と 

共に 遠く デャガ タラへ 流されて 行った。 それから 十数 年 を 経て、 唐 船で ひそかに 大きな 瓶が 判 

田家に とどけられた。 その 中に、 日本 恋し や、 恋し や 日本と、 連綿と した 日本と 母 を 愛慕す る 

所謂 デャガ タラ 文と 一所に、 この 彫像が 秘められて いたので ある。 小さい 鏡台の ような ものに 

横 四寸、 竪七寸 位の 板が、 はめられて いる。 板の 面に 日本髪に 結って、 愛児 を 抱いて いる 自分 

の 像 を 描き、 それ を こまかく 線 彫に させ、 つまり、 写真の 代り、 、いの 鏡と して 母の もとへ 送つ 
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て 来たので ある。 あちらで 島の 人と 結婚して 一子 を 成した その 姿 を 見せようと 云う、 涙な L に 

は 見られない 青の こまやか さは、 刻まれた 線の 中に もに じんで いる。 此の コル ネリ ャの 顔と 云 

い、 また 抱かれて いる 童 児の 愛らし さと 云い、 彼の 橋本雅 邦の 筆になる 悲母 観音の 絵 を 思わす 

ものが あった。 大きい 瓶 は 今尚、 店の 片隅にお かれて ある。 手 を あてて 撫でながら、 私 は、 そ 

の 中から、 夢の ような 小説の 糸が 引き出されて くるよう な 気分に さえな つた。 

四時 頃から、 田 助 浦へ 四 五 人の 釣 好きな 人々 につれ て 行っても らう。 田 助と 云えば 幕末の 頃 

に西郷 • 桂 • 高 杉な どの 志士が、 ここに 会して 密議した ところで ある。 一応 田 助の 港まで 舟で 

ゆき、 そこから 餌 や 道具 を 入れて 沖に 出る。 眘岐の 島が うつ すらと はるかに 見えて 波 は 荒い。 

流石に ここ は玄 海灘 である。 あ X 四国に 住む ものが、 玄 海に 釣 を たれる と は。 十尋 ばかり 降す 

と チク/ \ つつく。 陽が 頃く まで 悠々 と 大空の 下で 遊ぶ。 それでも 太い ベラな ど 五 尾 を 上げる 

宿 こ， 帰る ともう 七 時。 タ餉の 膳に は 海の幸が 一皿 加えられた。 

七月 十六 日 晴 のち 雨。 平 戸より 長 崎へ。  . 

. 山 崎さん の 案内で 平 戸 巿長山 鹿 光世 氏 を 訪ねる。 山 鹿積徳 堂で ある。 城跡から 南へ 山つ づき 

の 樹立の 中の、 如何にも 兵法家ら しい 邸で ある。 大きい 犬が 来て、 私の 手 をな める。 

ここに ま 山 鹿 素行の 「中 朝 事実」 の 原稿 その他 兵学に 関する 著述が 数百 冊 その ま i 保存 せら 
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れてレ る。 重い 中 朝 事実 を 手に した 時には、 日本の 国 を 一貫して 流れて いる 精気に 触れる よう 

な 思いが した。 そして 山 鹿 素行 全集の 編纂 者 広瀨豊 先生 や、 松 陰 全集の 玖 村敏雄 先生の 談に及 

んだ。 山 鹿 氏 は 更らに 箱の 中から 山 鹿 流 兵法 乃至 哲学の 秘伝と も 云うべき 「原 源 発 機」 の 一 冊 

を 出して 示された。 その 筆蹟 は、 私な どの 簡単に 読むべき もので はない が、 まことに 一代の 英 

哲 素行 その 人の.， 精魂に 接する 思いが した。 . -  ,  - 

吉田松 陰 は嘉永 三年 九月に、 長 崎 • 大 村 • 川 棚 • 早 岐 • 佐 世 浦 . 江 向と 見学して 十四日に 平 

戸 港に 入って いる。 はじめ 葉 山 佐內に 会って、， 佐 藤 一 斎の 伝習 録を 借り 紙屋と 云う 宿に 泊って 

こォを 写しつつ、 心 読したり して、 家老の 山 鹿 万 助に はな か/ \ 近 よれなかった ものら し い。 

二十 二日 入門して 「入門 起請文」 を 入れて いる。 

右の 趣き、 相 背く に 於て は、 日本 国中 大小 神 祗* 摩利支 尊 天 • 八幡宮 並びに 自分 崇敬の 神罰 

罷り 蒙るべき ものな り。 仍って 起請文 件の 如し。  吉田. 入 次 郞矩方 

と、 読ス でく ると、 古人の 高い 志の ほどが その 字に にじんで いるよう で、 頭の 下る S いがし 

た。 

「西遊 日記」 によると、 松 陰 は 十一月 六日、 平 戸 を 発って 八日に は 船で 再び 長 崎に 出て いる。 

その 間、 兵学 研究 は 勿論、 外国 船の 出入す る 此の 港で、 時局に ついての 認識 を 深めた こと は 云 

うまで もない。 山 鹿さん はまた 箱の 中から、 萩 焼の 抹茶々 碗 を 取 出して、 これ は 松 陰が 入門 D 
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時に 土産と して 萩から 持って来た ものです と 云う。 私 は 両手に 持って 少し 深い 茶碗 を 撫でたり 

した。 古くして、 さま ふ \ の 物語と 歴史 を 秘めた 美しい 青葉の 島 を 後に して、 平 戸口へ。 そこ 

から 江 迎署へ 車で 走る。  、 

新しい 庁舍 は、 塚 本さん が、 伊予の 宇 和 島まで 出張して 来て 宇 和 島署の 建築 を そのまま 取容 

れられ たもの。 暑い 朝で あつたが、 全員 真剣 そのもので 聴き とってくれ、 私 も 時 を 忘れて 語つ 

た。 時 を 忘れて はいるが、 話し 終る と 大抵 は 予定の 時間 を 二分と はくる わして いない。 時計 を 

持たぬ こと は、 却って 時 を 知る に 便利で あるよう にも 思う。 . 

塚 本さん の 案内で、 争議 中の ある 炭鉱の 寮で、 冷たい そうめん をいた やいて 昼食に する。 中 

小 炭鉱の 苦悩と、 そこから くる 鉱 員の 生活な どに ついて 聴く。 警察 は 資本家 を 守る ので はなく 

法と 社会秩序 を 守って いるので あるが、 とかく その 立場 は 労仂者 側から 誤解され 易い。 そこに 

仕事の むづ かし さが あるら しい。 佐 世 保の ボタ 山崩れの 時の 如く、 警官が、 身 を 挺して 労仂者 

とその 家族に つくされ たこと 等、 よかった と 思う。 .  , 

一路 相 ノ浦署 へ 向う。 ここで は吉谷 署長さん は、 御 夫人 はじめ、 職員の 家族 を も 一所に 招い 

て 居られた の も 家族 的で よかった と 思う。 いよいよ 暑い 午後で あつたが、 眠り 気 を 催す 人 もな 

く、 別れ を 惜しんで、 長 崎から はるん \ 迎えに 来て 下さった 車に のって、 来た 路を ぐんく 南 

へ 走る。 諌早 あたりから 雨に なって、 ぬれた 長 崎の 街に 入った の はもう 七 時であった。 直ちに 
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揮呂 にっかって、 今日の 強行 旅行 を 思い、 よくこれ に 堪えた と 我と 我が 腰 を、 少し 熱い 湯で た 

でる。 ， .  . 

草 石さん の 案内で、 タ食は 支那 料理と して 四海 楼に ゆく。 雨の 夜の 長 崎 は、 石畳が ぬれて、 

それに 青い 灯、 赤い 灯が 流れて、 ほんとうに 美しい と 思う。 ここへ は、 斎 藤茂吉 もよ く 来て い 

たらしく、  -  、 

四海 楼に陳 玉と 云う をと め 居り よくよく 今日 も 見つつ 帰り 来  . 

の 歌 も ある。 その 玉 姫 はもう 茂吉 と共に 此の世に 在らず、 その 妹の 清 姫が 五十 歳で、 背 も 声 

も 高く、 私たちに 酒 を 注いで くれる。 しかし 私 は 少し 疲れたの であろう、 油の 多い 料理 は 控え 

目に した。 そこから ぶらく 雨の 晴れ間の 石畳の 路を 歩いて、 坂 を 越したり して、 丸 山の 花 月 

へ 案内され る。 古くから 名の 通った 料亭で、 庭の 樹々 が 雨に ぬれて 光る の も 美しい。 坂 本 龍馬 

が 悲憤して 斬りつ けたと 云う、 傷の ある 床柱の ある 大広間で、 年増の 芸者さん は、 「春雨」 

「ぶら/ \- 節」 「長 崎 物語」 など を、 夜更けの 三味線で 唄って くれる のであった。 「春雨の 

間」 では 往時よ く 此処に 出入した 中国 その他 各国 人の 匂い を 嗅ぐ 思いが した。 階下の 六 畳 間 

は、 花 月が 女郎屋であった 頃、 若き 日の 頼 山陽が しばらく そこに 寝 起して いた 室 だと 云う。 彼 

の 天草 洋の 雄大な 詩 は、 その 頃の 作であろう。 楼 から 出る と • この あたり 深夜の 女が、 軒に 充 

ちて 雨の しづくの 下で、 男に 抱きつい ている、 これ も 雨の 夜の 丸 山 風景と して、 美しい ものに 
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： 見えた。 青い 灯 はいよ く 青く、 赤い 灯 は 赤く、 雨 は 夜で も竪に 降る。 

九月 十七 日 曇の ち晴。 長 崎より 雲 仙へ 

少し 腹具合が わるい。 坂 本 旅館 を 辞して 谷 端さん と 車で 雲 仙へ 走る。 途中 千々 岩と 云う 美し 

い 浜 を 通る、 ここ は 橘 中佐の 故郷で、 橘 神社の 社頭に 車 を 止めて 北 村 西 望 氏 作の 軍神の 像 を 仰 

ぐ。 ト 浜から 山に かかり、 桧の 林まで 上る と、 蜩が 降る ほど 鳴いて いて 急に 涼しくなる。 温泉 

宿 は 青い 沐の中 々あって、 雲の 去来の 間から、 紫外線が 快く 皮膚 を 刺す。 裏庭の 芝生の 中 

:|  、 、 、 、 

から、 穴が あいてし きりに 湯煙 を あげてい る 富貴 屋と 云う 大きい 宿に つく。 室の 名のし やくな 

もも 気に入る。 まづ 一 浴して 昼 は 食。 ハ ン だけ を 少しと る。 午後、 温泉 地带を 見て 廻って、 頂上 

も 雲が 切れたら しいので、 大きい 路を仁 田 峠に 上る。 有 明 海 を 見お ろして、 熊 本から 阿蘇 を 望 

み、 天草 を 南に 見る と 云う 大観で ある。 茶店の 寒暖計 は 十七 度で ある。 風が 肌に 寒い。 ここに 

大きい 碑が あるので よく 見る と 

也獄 天堂 一 念 中  回 光二 念 本来 空- -'. - --. 

空々. 寂.々 非 他. 物 ， 巌上松 I 青躑. 躅紅 

と。 これ は、 肥 後の 大智禪 師が雲 仙に 遊ばれた 時の 詩で、 筆者 は 徳富蘇 峰 翁で ある。 南に 転 

じて 天皇 歌碑の ある 方へ、 十 丁ば かり 山上の 稜線 を 歩く。 いぬつげの 林 もあって、 この あたり 
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海拔ー 二 〇〇 米 位であろう か、 冷え.，^ した 山気の 中で 鶯が しきりに 鳴く、 その他の 小藝も 

多い。 眺め を ほしいまま にして、 雲の 晴れ間から 阿蘇の 噴煙 や、 久 住の 山頂 を 指したり して ゆ 

くと、 大きい 自然 岩の 腹に、 

高原に みやまき りし ま 美しく むらがり 咲きて 小鳥 飛ぶな り - 

と 昭和 二十 四 年 行啓の 時の 御作が 刻まれて いる。 峠へ あと 戾 りする 間、 遠くで 時鳥が ニ荧ニ 

声づっ 鳴いた。 私 は、 この 山上で、 十日 間の 暑気 を 一掃した。 ゆっくり 歩いて、 山気 を 楽しみ 

再び は 観られない であろう、 偉大な 西 海の 大観 を あかず 眺めた。 

また 一 浴して 、夕餉の 膳に 向う。 凉 しいので、 ビ— ルは 止めて 酒に した。 鮮魚 はすべ て 島 原 

から 上って くると 云う、 腹 も 整って 健康な 食欲が ぐんと 涌く。 山の 特産物と して は 可 もない が 

おいしい 夕餉であった。 「君の 名 は」 以来、 春夏秋冬、 各地から のお 客が 大変に ふえた と 女中 

さん は 云う。 土産の 手拭 も、 せんべい も、 みな 真 知 子で ある。 此の 宿に は、 私の 眼に 止つ-ヒナ 

でも、 岸 恵 子の 大きい 写真が 十 枚 以上 も 掲げて ある。 窓から 見える 地獄のと ころの 岩 は、 真お 

子が 手 を あてた とか、 真 知 子 岩と 呼んで いる、 それ を、 ぞ ろ， /(- 何処かの 婦. ^団体が、 一人 一 

人手 を 当てて 見て 通る。 ラジオ、 そして 映画。 人々 はこの ようにして 引きつ けられて ゆく。 岸 

と 佐 田 は、 今や 雲 仙で は 新興宗教の 神様 以上で ある。 晴れた空に 星 を 見て X- る。 
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七月 十八 日 晴。 雲 仙より 島 原へ、 そして 柳 河 泊 

車で 島 原へ 降りる。 天草 四郞の 叛乱の あと は、 どの あたりであろう か。 そこ は 市から はなれ 

た 南方で あるが、 弾圧が きびしく その 跡に は 何物 も 残って いないと か、 市外に 須 川と 云う 村が 

ある、 九州 一うまい そうめんの 産地で ある。 此の 村の 先祖 は、 香川県の 小豆 島から、 幕府の 命 

で 強制的に 移住して 来た ものである。 すべての 信者 を 粛正して、 あとに 人間が いなくな つたの 

で、 全国 各地から、 島 原の 村々 へ 人 を 送りつ けたと 云う、 昔の 暴政が 思われる。 山から 降りて 

来た 体に は、 ここでの 講演 は 暑かった。 うだるよ うだった。 あとで 島 原 城趾を 見て、 海岸の 大 

きい 楼で、 名物の 大蟹を 腹 一 ぱいいた だく。 冷たい そうめん もうれ しかった。 

お別れの 蟹 を だまって 食べる 海からの 風  澄 太 

旅 を 共に した 谷 端さん と、 いよくお 別れの 時が 来た。 いや 長崎県の 警察の 人々 にお 別れす 

るの だ。 大牟田 行の 汽船 は、 いよいよ 港 を 出て ゆく、 棧 橋に いつまでも 立って 見送って 下さる 

谷 端さん と 署長さん に、 私 は 大きく 帽子 を 振り、 また 扇子 を 振った。 私 は 船室に 入って から 汗 

と 涙 を 一 所に ふいた。 

- 熊 本 あたりから タ立 雲が 北上す るの を 見つつ、 その タ 立と 一所に 大牟 田へ 上陸す る。 そして 

ぬれた 筑後 平野 を 西 鉄 電車で 柳 河へ 走る。 
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綠 平さん 夫妻 は、 タ 立の 通った あとの 凉 しい 家で 待って いて くれた。 「緑 平 居」 と 大書した 

山 頭 火の 額 もな つかしい。 山 頭 火 *綠 平 そして 澄 太。 此の 三角 を 結びつける もの は、 酒で はな 

く、 心の 純 一 さで あると 私 は 思う。 早速 山 頭 火の 軸物 を 三 四 点かけ て その 前で 山 頭 火 を 語る。 

床に は、 「其 中日 記」 に 出て いた あの 其 中 庵の 鍵， が、 表装して 掛けられ ている。 山 頭 火が 書い 

て 壁に 貼って いた もの を 持ち帰った ものである。 雀が ぬれた 葉 かげで 私 を 見て いる。 トマト. 

茄子 * 南瓜 • 胡 瓜から お茶に 至る まで、 タ餉の 料理 はすべ て 緑 平が 自ら 作り、 奥さんが、 巧み 

に 料理され たものば かり。 兄弟 以上の 親し さで ビ— ルを拔 く。 昭和 九 年頃、 山 頭 火が 奈 良に 行 

乞し、 女 高師の 兼行 桂 子さん と 二人で 古い 都 を 見物した 時、 楽 焼で r 奈 良の 旅に て、 同行 三人 

山 頭 火」 と 書いた 抹茶々 碗 を 土産に 貰う。  . 

山 頭 火さん。 あんた が 死んでも う 十五 年になる が、 綠 平さん も、 澄 太 も、 あんた が 生きて 

いて くれる 頃と、 少しも 変らぬ 思いで、 細々 と 生きて いるよ。 私を緣 平さん に 会わした の も 

山 頭 火で ある。 私と 草 石さん を 結びつけ たの も 山 頭 火で ある。 今度の 旅 も、 考えてみれば、 

あんた が 地下で 私達 を あやつって くれた ことのよ うに 思える。 あんた が、 漂泊の 旅 をして、 

一歩一歩 歩いた 足跡 を、 私 は 汽車に ー哩も 乗らず、 よい 自動車で 走り 廻った。 恥 かしい よう 

な 気 もす るが、 こうした 旅 も 今の 場合 また 已むを得ないの だ。 
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あ 独の 綠 平さん は、 いい 養子 夫婦 を 迎えられて、 清らかな 古い 家で、 相 変らず 雀 を 愛して 

句作して (る。 夫妻で 吊って 下さった 青い 蚊帳の 中で、 私 は、 あんた と 枕を竝 ベて 寝る 思い 

がする。 その 半生 を 旅に すごした あんた は、 死して 尙、 旅 をつ づけて いる ことであろう。 ど 

うか、 日々 よい 宿に ついて くれ。 今夜 は、 私と 一所に、 この 緣平 居で 雨後の 凉 しい 一夜 をぐ 

つす りと ねむって くれよ。 松 浦の 炭鉱 地帯で、 健さん を 探した が、 炭鉱が 変って いて 会えな 

かつ ヒ。 明日 は、 久留 米から 日 田へ 出て、 あんた の 足跡 をし のび、 大分から 船で 松 山へ 帰る 

つもりで ある。 松 山の 一草 庵の 句 碑に も、 苔が ついて、 草 石さん が 植えて 行った あんた の 好 

きな かぎの 木 も、 よくつ いて 年々 仲び ている。 (三 〇 年) 


十月 十 一 日 晴。 人情の 味 

今日は 山 頭 火の 命日な ので あるが、 九日の 日曜日に 一草 庵で 十六 回忌 を 営んだ ので、 予定の 

逋り 秋風に のって 北へ むけて 旅に 立つ。 少し 台風 気味 だが 海上 は 小波 程度で、 静かな 船室に ね 

ころんで、 小 泉 信 三 先生の 『国 を 思う 心』 を 読む。 もう 二十 四 年 も 昔の ことで あるが、 芝の 社 

会 政策 学院 で 、 先生 か ら 独逸の 国家 社会主義 について 講義 を 聴いて いた 日の ことが 思い出され 

る。 先生 は 高 橋 誠 一郎 先生と 共に、 いつも 和服の 着流しで 通って 来られた。 あの 頃 四十  一、 二 

才 であった かと 思う。 船客 は 皆 静かに 並んで 寝ころんで 雑誌 を 読んだり、 眠ったり している。 

そのうち 私 も 毛布 を 着て 寝て しまった。 眼が 醒める と、 窓に 近く 青い 松の 枝が 見える。 音 戸の 

瀬戸で ある。 船 は 此の 海峡 を拓 いた 清 盛の 塚の すぐそば を 通って いる。 しばらくして 鍋と いう 

港に 降りる。 そして バスで 呉 局まで ゆれて 走る。 

天 農 局長の 応接室に 素晴らしい 山の 日本画が かかって いる。 よく 見る と、 此の 前に 安田さん 

から その 人となり をき いていた 玉樹 画伯の 大作で ある。 玉樹 さん は、 小 林 古径の 門下で、 独^ 

的な 異彩 を 放って いる 人。 私 は その 山の 絵 を 見て、 お茶 をいた だき 乍ら、 に 島 時 弋に天 農 君な 


どと、 白木 山 • 野呂山 • 極楽 寺 山な ど、 よく 山 を 歩いた 日の こと をな つかしく 思い出した。 丁 

度 呉市 内の 特定 局長さん 達が 会合して いられた ので、 安田さん の 紹介で、 一所に 食事 をし、 一 

時間ば かり、 座談 を 交え 楽しんだ。 特定 局長と 云えば、 この頃 新聞で は、 ずいぶん ひどい 事 を 

する 者の ように 書かれて いるが、 私の 知り そして 交って いる 人々 は、 皆い い 人ば かりで、 よく 

部下 職員 を 愛し、 仕事の 仕方 も 正しい と 思う。  ノ 

立 花さん の 案内で、 市内 見物に 出かける、 見物す る 所 も 別にない ので、 水源 池の 土 堤に 登つ 

て、 石に 腰かけて. 桜の 木の間から、 全市 内 を 展望す る。 海軍々 港 時代の 呉の 空 は、 工場の 煙で 

どんより 曇って いたが、 今 は 空気が よく 澄んで いる。 立 花さん のしみ じみと した 処世 観 を 聴い 

て、 その 無我 的な 心境 は羡 しいと 思った。 郵便局に 帰って 五 時から 一時間 半 ほど 私の 感想 談を 

皆に きいて 貰う。 戦後、 こうした 会がなかった と 云う こと だ。 曰 下 君から 生の 人参の 汁が、 増 

血 栄養と して とてもよ いなどと 大病 克服の 体験談 をき く。 局長 官舎 は、 東 山腹に あって、 広い 

野菜畑 もつ いていて、 呉市 中に もこん な 静かな 住家が あるかと 思われる。 目で 温い 鍋 を かこみ 

人情の 味 をた のしむ。 熟睡。 . 

十月 十二 日 快晴。 原爆の 跡 

呉から^ 島へ バスで 走る。 林さん に 迎えられて 広 島 局へ。 食後、 佐久 間さん の 案内で 遞信病 


—235  — 


院に烽 谷 先生 を 訪ねる。 岡 山 弁 もな つかしく その後の 物語。 そして 「ヒロ^ マ 日記」 を 著者 か 

ら 直接 寄贈 をう ける。 そこへ 佐 伯のば ばんが お茶 を 汲んで くれる。 八月 六日から 九月 三十日 ま 

での 原爆 ドキュメント は、 今や ソ連 を 除く 世界 各国 語に 訳されて 出版せ られつつ あり、 ァ メリ 

力で はべ スト セラ— となり 既に 三十 万 部 も 売れ、 イギリス では 一 日 二 千部づ つ 出て いると か。 

自ら 大負 傷しながら、 あの 死生の 間 をく ぐるよう な 日日、 よくも これ だけ 記録せられ たこと だ 

と 思う。 

病院 を 退いて 比 治山 多聞院 へ。 山門の 右 脇に、 広 島 郵便局 原爆 殉難者の 塔が 建てられ てい 

る。 讃岐 庵治の 巨大な 花崗岩で ある。 建立 以来、 親族 故 友の 参詣が 多く、 香と 花が 絶えない と 

云われる。 私 は 頭 を たれて 合掌 念仏し、 裏へ 廻る と、 二百 八十 八 名 (電信局 • 電話局 は 別) の 

氏名が 刻まれて いる、 その 中の 多く は 知った 名で あり、 なつかしい 顔で ある。 涙な しに 仰がれ 

ようか。 そこから 山上の 御 便殿 跡の 広場に 立って 再建され た ヒロ、 ゾ マの 市街 を 展望す る。 私が 

はじめて 広 島に 赴任して、 ここから 巿街を 眺めてから 丁度 三十 五 年 振りで ある。 変り 果てた 姿 

の 中に、 日本の 悲しい 歴史と、 世界の 動きが、 そこに 縮景 されて いるよう に 思われる。 

山 を 下って、 幅広い 道路 を 走って 中島の 原爆 記念碑の 前に 立つ。 「安らかに 眠って 下さい。 

この 過ち は 繰返しません から」 と 二 行に 横 書され た 碑の 下で、 二十 余 万の 死者 は、 果して 安ら 

かに 眠って いるであろう か。 この あたり、 橋 や 建物の 設計 や 構図 は、 あまりに 新奇に すぎて、 
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比 治山に 於け る ほどの 実感が 迫って 来ぬ の は、 私 一人であろう か。 他の こと は ともかく 死人 

に対する 礼 だけ は、 国際的な 問題 や 、時局の 感覚と 云った ような もの を 離れて、 静かに 厳か 

に、 つつまし くやりたい もの だと 思う。 

郵便局に 帰る と、 上 川さん が 待って いた。 大耕誌 友 その他 有志の 人々 が 保険 課に 集って いら 

れた。 ここで もま づ しい 感想 を 静かに 聴いて 貰った。 保険 外務の 人々 は、 日日 街頭に 立って あ 

ら ゆる 階層の 人 を 対 手に して 苦心 せられる だけに、 社会人と して、 また 人間と して、 いろ， 

と 心 を 練って ゆかれる 場合が 多い ことであろう。 

タ餉 は、 佐久 間さん、 大 江さん と 三人、 本 川の 蠣 船で 頂く。 折からの タ 潮が、 ぐんく 川下 

から 逆流して くる、 その 水に 街の 灯が 映って 美しい。 蠣の すのもの、 そして フライ、 それから 

螺 めし。 まったく 昔な つかしい 広 島の 味で ある。 蠣 めしに 限って、 釜 を 座敷に 持ち こんで、 直 

接に ついで くれる。 松茸の 香 も 亦 わるくない。 漬物 は 特に 広 島 菜 を 出して 貰った。 此の 漬物 は 

不 g 議に蠣 の 風味 をよ くして くれる。 出て くる 女の人 達の 言葉が、 旅の 者の 興 を そそる 昔の よ 

うな まるだしの 広 島 弁で な いのは、 此の 船の 気分と しっくり しなかった。 

河の 畔で 佐久 間さん と 別れて、 高 須の横 畑 黙 壺居を 車で 探して 貰う。 病気 は 大分よ いらし く 

山 頭 火の 屏風の ある 座敷に くつろぐ。 一 浴して 山 頭 火の 回想 談で夜 を 更かす。 三枚 屏風に は、 

大きな 字で 「淡 如 水」 「白雲 白」 と 書いて いる、 なかく 雄渾で ある。 更らに 六 枚 屏風に は、 
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ひらく 蝶 はうた へない 

空へ 若 竹の なやみな し 

ぬれてて ふて ふ どこ へ ゆく 

うれしい こ ともな かしい こと も 草 しげる 

分け入っても 分け入っても 青い 山 

酔うて こうろぎ と 寝て ゐ たよ 

. .  一 

の 六 句が 大書せられ、 出 雲の 民芸 和紙で 仕立てて ある。 この あたり まだ 蚊が 出る ので、 山 頭 

火の 作品に かこまれて、. 蚊帳の 中で 深く ねむる。， As€ ま.！^ 」■ 

十月 十三 日 晴。 柚子の 香  ... 

明けても 矢張り 山 頭 火の 話が つきない。 私 は、 小 郡 其 中 庵の 写真 を 残して くれた 黙壺 さんの 

功 を 謝しつつ、 西条 柿の 渋 を 抜いた のに、 またしても 広 島ら しい 味覚 を 楽しんだ。 

バスで 広 島 駅へ 送って 貰う。 大 江さん、 林さん も わざわざ 見送って 下さる。 松 江 行の 夬速に 

乗る 時、 友 和 村の 岩見尙 文さん に 出会わし、 三次まで 同車。 友 和と 云えば、 杉 本 五郎 夫人 定 

枝さん の 故里で ある。 その 村へ 杉 本さん のこと を 語りに 行った 時には、 夫人 も、 その 老&> も、 
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岩 見さん の 母上 も 皆お 達者で あつたが、 今 は みんな 世に なしと は。 

備後庄 原に 下車。 耕 一 君に 迎えられる。 備 北の 山気が 快よ い。 耕 一 主人の 料理で 豆腐と 松葺 

の 泳いで いる 鍋 を 高木さん と 三人で 囲む。 まだ 青い 柚子 を 切って ちりと して 頂く。 季節 を 食べ 

ている という 感じで ある。 あたり は 寂と して、 何の 音 もしない。 外 は 満天の 星。 

十月 十四日、 十五 日 雨。 米 子-境 

醒める と はげしい 雨。 そこくに 朝餉 をす まして 雨の 中 を 七 時の 汽車へ 急ぐ。 雨がさめ^. 

降る ので、 別れの 窓へ 顔 を 出す こと も 出来ない。 車中 はがらん として、 寒い。 新 見で 乗り換え 

て rs 備線を 北上す る。 山陽 山陰の 境 あたり は 車窓に 迫 つ てく る 木々 が ぼつぼつ 紅葉し かけて い 

る o 

米 子 郵便局と 電報 電話局と 合同の 講演会に 臨む。 話し 終って 局長 室に 帰る と- 縁の 色 も 美し 

く ほんとうに ふ つくらと 温く たてられた 抹茶が 運ばれる。 疲れた 旅人に は 此の上 もない 馳走で 

ある。 「これ はどう も 鷲 見さん がた てられた ものら しい」 と 家 島 君が 言う。 永年 この 道 を 楽し 

んで 来た 人の 味と して、 重ねて 頂く。 志 谷 局長 はじめ 幹部の 人々 と、 しばらく 座談に 興じて、 

雨の 小 降りに なった 街 を、 角 盤 町へ 歩いて ゆく。 潮さん は 「ヒロ^ マ 日記」 では 潮 老人と なつ 

ている が、 もう 古稀に 近いと 言われる のに、 何時 会っても 若くて お 元気 だ。 
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十五 日、 米 子の 街の 神 由 神社の 秋 祭で 廳っ ている。 道 笑 町の 家 島 君 宅に 落着く。 

ま づ大雅 堂の ニ枚大 屏風 を 観る。 右面が 龍、 左 面が 虎、 まさしく 霞 樵^ 大雅の 大作で ある。 

龍と 言い、 虎と 言い、 大雅 でなくて は 描け ない 手法で ある。 虎 は、 何処かで 見た ことの あるよ 

うな ものであるが、 竜 は 虎 以上に 大膽で まるで 雲が うづまい ている よう、 雲 か 龍 か 見分けが つ 

かないよ うで、 その 中から 鋭い 龍の 眼光が 流れて くるので ある。 

まづ、 こう 見て、 抹茶 を 頂いて、 煙草 をく ゆらせて 又 じっと見る。 此の 虎 は、 童 児の ような 

無邪気な 顔 をして いる。 竹の 幹 を 踏まえた 手 は、 恐ろしい 爪 を 忘れて、 私に 向って 無心に 戯れ 

てく る。 私 はふと、 少年 時代に 八 年 も 愛して いた ふじ 猫の 表情 を 思い出した。 虎と 猫と を 混同 

して は、 作者に 叱られる かも 知らぬ が、 とても 可愛い 虎な ので ある。 或いは 其処に 大雅の 和 や 

かな 人柄が 出て いるの かも 知れない。 また、 大雅 ほど 墨の 色と 味 を 活かした 凾家 は、 雪 舟 以後 

あまり いないの では あるまい か、 その 優雅な 墨色が、 龍と なり 雲と な つ て 遊んで いるので ある。 

絵 を かくと いう こと も、 ここまで 脱落して 墨に 遊び、 紙に 戯れ、 筆に 飛ぶ ところまで ゆけば さ 

ぞ 楽しいで あろうと 思う。 とかく、 大作と いう もの は、 見て いて、 その 作者の 精気に ふれて 

か、 息づ まるよう な もの を 感じさせられる ものであるが、 この 龍 虎の 大作に は それがない。 

きわめて 大らかで あり、 肩の こりが 脱け て ゆく ような 平らか さが あるの み。 龍 も 虎 も 相 打つ の 

威 を 忘れて、 左右から 向き合って、 天下の 春 をた たえて いるので ある。 
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それからお 祭の 酒 を ゆるく 頂いて、 また じっと 眺める。 大雅は 南画 を 極めた ばかりでなく 

，木く 禅 こも 参 じていた。 こうした 絵が 書け る 心境 は、 まさしく 禅 そのもの である。 宝 麿 元年 

たまく 白 隠 禅 師が岡 山の 少林 寺に 赴いて、 その 帰途 京都に 立 寄った ことがある。 大雅は その 

時、 二十 九才 であった が、 直ちに 参 じて 偈を呈 している。 また ある 年、 大雅は 江戸へ 下る 途中 

駿， 可の 原 宿の 一 百に 一泊した。 その 頃、 原の 松 蔭 寺で は 白 隠 和尚 まだ 健在であった 害で あるが、 

参禅した かどう か 明らかで ない。 宿屋に は 丁度 仕立て だち の 白 張りの 二 枚 屏風が あった。 比 白の 

ものが 寝 しづ まっての ち、 彼 は 今日、 仰ぎ見た あの 富士山の 姿 を 書きたくて たまら なくなり、 

ひそかに 墨 をす つて 書いた。 無断で 書いた こと を 主人に 叱られ はせ ぬかと 思って、 彼 は 早く 起 

き、 朝め しも 食べずに 逃げる ようにして 去った。 あとで 女中が 見つけ、 「昨夜の 田舍絵 書きら 

しい 人が、 あの 新しい 屏風に、 楽書き をして 行きました。」 と言う、 主人 は その 楽 書 を 見て、 大 

いに 怒り、 「こんな 変て こな 富士山が、 凾 になる か、 美しい 屏風 を 汚 しゃがって。」 と 言った。 

大隹 は、 江戸の ある 殿樣に 頼まれて、 襖の 絵 を 書きに 行った ので ある。 話の ついでに 原 宿の 屏 

風に、 富 士の絵 を 書いて 逃げた こと を 物語った。 のち その 殿榛が 関西へ 帰国す る 途中、 その 宿 

を 探し、 屏風の こと を 尋ねた。 屏風 は、 座敷に 使えぬ とあって 納屋の 隅に 放り こまれて あつ 

た。 殿様が それ を 買い受けたい と言うと、 主人 は 急に その 絵が ほしくな つて、 とうとう 讓ら 

ず、 今日 原 宿. に 残って いると 言う ことで ある。 その 富士の 絵と いうの が、 山の 頭 だけ 大きく、 
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雲 は 子供の 楽 書の ように 遊んで いる。 その 筆法 は 或いは 此の 龍 • 虎の それと 同じ かも 知れな 

レ 

「こげな 屏風、 何ん のこと やら 解らん、 誰も 相手に して くれぬ ので もてあま している、 いれ 

ば 持って行きな さいと、 隣の 古道具屋が 言う ので、 僅か、 表具 代 以下の 値段で 貰って 来 まし 

たがよう、 ところが、 誰に 見せても、 是れ でも 絵 かと 言って、 問題に して くれません よ、 あ 

ん たが 一人 ほめて くれました よ。」 

と 呑気そう に 家 島 君 は 語る。 日 野 郡の 方の 旧家から 出た ものら しく、 表具 も 堂々 としていて 

面に は 少しの きづ もない。 まさに 家宝であろう。 そこへ 相賀 さんが やって来た。 赤 名 以来の い 

ろ，/ \- の 物語に ふける の もな つかしい。 此の 春、 頼まれて 私の 書いて あげた 井月の 句 「落 栗の 

座を定 むる や 窪た まり」 の 句の 半折が 表装 出来た ので 見て くれと 言われる。 それから 家 島 君が 

. 墨 をす つて、 支那の いい 画仙紙 を 切って 何 か 書け と言う。 大雅 のように 墨に 遊ぶ 能 はない が、 

とにかく 戯れて 書く。 「独 坐大 雄峰」 と 書く 時に、 力が 入りす ぎて、 紙が 破れた が、 かまわず 

にぐん/ \ 書いた。 その 私の 手つきが、 物凄かった と相賀 さんが 驚く。 今日は、 よい もの を 見 

せて 貰った。 私 は 所有しょう という 気がない ので、 見て いる 間が 心から 楽しい。 

十月 十六 日 晴。 伯耆 大山の 紅葉 
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昨夜の 二人に 送られて、 バスで 伯耆 大山へ。 坊領 と言う 所で 降りる。 そして 十 年ぶりに 美し 

い 流れ を またいで、 中津尾 家の 戸の ない 門 をく ぐる。 此の 夏の ことで ある。 私 はふと、 此処の 

泰治郎 翁の 夢 をみ た。 そこで 早速 ハガキ で 暑気の 見舞 を 出した ところ、 毎日 無事、 暑気に も あ 

てられずに 達者で いると 毛筆の 返事 を 貰った、 その 時、 此の 秋に は 久しぶりに 参ります と 書い 

たので あつたが、 秋 を 待たずに 九十 才を 一期と して、 枯れる ように 去って 逝かれた とか。 一昨 

日 は その 三十 五日の 法要であった。 私 は、 翁の 眉の 毛の 濃い おだやかな 写真と、 新しい 位牌に 

向って、 、い 経を唱 する 時、 涙が こみあげて 仕方がなかった。 翁より 数日 前に、 上の 部落に いら 

れた 九十 六 才の姉 様 も 亡くなられた と言う。 翁 は 若い 時から 御厨 屋 から 売りに くる 鯛が 好きだ 

つたので、 死の 前日、 大鯛を 一匹 買って 見せた ところ、 非常に よろこんで、 姉さんに も 持って 

行って 食べさせて やれと 言った、 しかし その 時 既に 老婆 は 一足先き に 逝って いられた、 それ を 

かくして 「はい」 と言う 嫁さん の 心 は 悲しかった と言うお 話 を 聴き 乍ら、 いい 茶碗の 数々 で抹 

茶 を 頂く。  - 

そして 進 君に 案内 せらる る まま、 バスで 御山へ 登る。 夏の 大山に は その 頂上まで 十回 も 登つ 

た 私で あるが、 秋の 大山 は 初めてで ある。 紅葉 はま だ 三分と 言う ほどの 色彩で、 山気 は 心に し 

みて 清浄で ある。 不老 園と 言う、 お 寺が 宿屋に なって いる 奥の間に 落着く。 もう 炬燧に 火 を 入 

れて ある。 広 島で は 蚊帳の 中に 寝た 旅人が 三日 後に は 炬撻に 足 を 入れる 山の 客と なって いるの 
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だ。 二人で、 湯豆腐 をす くい 上げ 乍ら 昼 酒 を ほんのり 醉ぅ ほどに 楽しむ。 大山の 亘腐は 山の 水 

のよ さに よるが、 三徳 山門 前の 豆腐 と共にお いしい。 私 は 特に 頼んで 山う どの 糟漬 を 出して 貰 

う。 その ほろ 苦い 味 は、 その 昔、 与 謝 野 晶子の 心を捉えた と言うが、 各地の 名物のう ち 此の 山 

うど ほどに 雅味の ある もの は少 いであろう。 大山の 雪が とけて 若葉す ると、 紫外線の あ ふるる 

中から 採って 来て、 夏 も 暑さ を 知らぬ ところに 漬けられた 野生のう どに は、 山の 精気が 尙 もこ 

もっている。 

寺 を 出て、 ゆる/ \ と 豪 円 山に 向う。 主峰 を 仰ぐ と、 あのぶな の 密林が 美しく うれ そめて、 

その上に 既に 初雪 を かむ つたと 言う 頂上 あたりが 白雲 を拔 いている。 よく 見る と、 登山す る 人 

の 影が、 かすかに 上り下り している。 その 主峰から 左に つづく 大雪 溪の 肌に も 既に 秋が 来て い 

る" ベンチに 腰かけて 大観す る その 山 色 は、 午後の 陽に あか/、 と 映えて いる。 じっと 吸い こ 

む 空気の 味のう まいこと。 豪 円 僧正と 中津尾 家との 関係な ど 聞き 乍ら、 寺に 帰って 茶 を 喫す 

る。 坊領と は、 大山 寺の 寺領 で、 中 津尾家 は、 古くから その 坊領を 管理す る 犬 庄屋だった。 帰 

つて、 一 浴して、 ゆるく タ餉 をいた だく。 ごま 豆腐 は 特に うれしかった。 離れの 二階で 熟 

• 眠。 

十月 十七 日 晴 のち 曇。 三 朝 温泉 
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起きいで て、 庭 を 歩いて 眺める、 古池の 鯉が 足音 を 知って 近よ つてく る。 庭木 は それ/^ 

に 年 を 経ていて、 その 枝の 間から 左に 大山 主峰、 右に は 高麗 山が 望まれる。 苔の ついた 石の 根 

に は石路 がもう 咲いて いる。 家の 裏 は、 あすなろ、 稷、 櫸の 古木が 立ち並んで 風 を 防いで い 

る。 門の 外に は浄ら かな 流れが 水車 を 廻す ようになつ ている、 その 流れの 上に、 無花果が、 い 

たづら に 口 を あけて いるので.、 ちぎって 食べる。 

出発 前 こ、 またお 茶 を 頂く、 一期一会 と言う こと を 身. に 感じないで いられよう 力 遠く 離れ 

住む 者が、 i の 家の人々 といつ また 会える ことか、 最後に 出された 古 萩の 茶碗 は、 まことにい 

いもので、 支那の 宋の 時代の もの そっくり である。  、 

弋 U 口まで バス、 そこ かる 赤碲 につく と、 佐 伯 友 幸 君が 微笑 をた たえて 待って いて くれる。 

局^ 追放 せられた あと、 家 を 再建し つ つ 米 子 信用金庫 赤猗 支店長と して 立直って から 最初の 訪 

れ である。 ここでた まく 一休 禅師の 真筆 を 見る の も 旅 中の 一楽であった。 父 佐 伯 氏 は、 馬 道 

楽と 言われた ほどの 愛馬 家で、 乃 木 大将が ス テツ セル 将軍から 旅 順で 貰った 寿 号と 言う 馬 を、 

馬齢 達して 軍馬から 払 下げられる 時、 東京の 乃 木 邸に 赴いて、 その 馬 を 貰って 帰って 飼った 人 

である。 ある 年、 乃 木 夫妻が、 はる，.^ その 馬 を 見に 訪ねて 此の 赤硫に 来り、 と ある 宿に 泊ら 

れた、 それと は 知らず むさくる しい 一室に 泊めた 宿の 主人 は、 あとて 乃 木さん と 知り、 大 あわ 

てし ヒ と言う 逸話 も 残って いる。 馬の たてがみ を撫 しつつ、 東京から 持参した 人参 を、 愛馬に 
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食べ させられ たという こと も、 世界の 名将と して 床 かしい 物語で ある。 

奥さん や、 ゆう 老母に お別れして 友 幸 君と 一所に 倉吉 へ。 途中から 浦 安の 吉田克 文 君 同車。 

三 朝 温泉 三澗荘 では 大 丸さん が 侍って いて 下さる。 吉田 君と、 ゆるく 温泉に 浴して、 一夜 語 

り、 枕 を 並べて 休む。 吉田 君が 四 男 四 女の 父と しての 心づ かいの 物語に は 心 を 打 たれる。 広 島 

時代 美少年だった 君が、 もう 孫 を 持つ ぉぢ いさんと 聞いて、 うたた 歳月の 流れの 速さ を 思う。 

十八 日 は 鳥 取 泊。 

. 十月 十九 日 曇。 熊さん 一家 

車中 「ヒロシ マ 日記」 を 読みつ づけ 乍ら、 山陰 本線 を 京都へ 上る。 すぐ 前の 行商人ら しい 人 

が、 「あなた は、 華道の 方の 先生です か。」 と言う。 妙な 見立て も ある もの だ。 柿が うれて 稲が 

うれて、 所に よると、 素早い 手振りで その 稲が 刈られて いる。 城 崎で 弁当 を 求め、 福 知 山で は 

ホ— ムに 降り 温い 丹 波の ゆで 栗 を 買った、 そして 胸に しみる ような うまい 山国の 水 を 飲んだ。 

綾部 • 亀 岡 • 嵯峨 をす ぎて、 花園 二 一条と だん-/ \ 古都の 中へ 汽車 はすべ つて ゆく。 丹 波 • 山 

. 城と、 山の 姿が、 松の 太 立が、 南画の ように 美しい。 京都の 駅で は、 藤 川 君、 稷本 君な どが 待 

ち うけていて、 京都 電報局へ ゆく。  二 年 前まで は、 共産党 員が、 一 つの 拠点として 活躍した 職 

場で あるが、 藤 川 君の 寛容な 友愛に よって、 そこに イデ ォロギ —の 相違 は 今尚 残る としても、 
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とにかく 和やかに 仕事 をす すめて いる。 そのた だ 中で、 私 は、 試みに 「王 舍 城の 悲劇」 と 題し 

て 古代 印度の 物語り をして、 いだいけ 夫人と その子 あじゃせ 王の 苦悩と、 転 迷 開悟の いきさつ 

と、 浄土に 生く る よろこび について 語った。  . 

そして 日暮れの 雑踏の 中 を 北 野 白梅 町の 社宅に 至る。 久しぶりに 熊さん 一 家の 客と なった の 

である。 街の ただ 中で ありながら、 、 静かな 住いで、 家のう ちに は、 広い 五六 十评の 空地が あ 

つて、 季節り 野菜が とり-^ に 作られて いる。 心 温く 語り、 身に 温く 飲み そして 食べて、 和 や 

かな 家風の 中に 眠る。 

十月 二十日 雨 *嵐* のち 曇。 一灯 園 

庭 や 畑 を 一 まわりして 朝餉 をいた だく。 床に は 川辺 寧 堂 画伯の 秋の 山が かかって、 その 下に 

藤 川 君の 亡き ちちははの 写真が じっと 私たち を 見て ござる。  . 

「熊 や、 え- f 家に 住んで、 もったいな いのう、 今までよう 辛抱して くれたのう。」 

と 囁いて いられる よう。 それと 同じ 思い のす る 私の 心に は 何 か 血の つながりの 様な ものが 通 

つて 来て、 和やかな 一家 を 眺めて いるので ある。 「行って 来ます」 「いって 参ります」 と、 潔 

いことば を 残して 学校へ、 勤めへ 出て ゆく。 その 中の 順 三 君 は、 私の つけた 名で ある。 藤 川 順 

三、 私 はもう 一 荧 此の 名から 流れて くるすな おな 気分 を かみしめて みた。 
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そして 長女 雅 子さん のために、 色紙の 筆 をと つた。  ， 

和ぎ て 流れず、 敬して 諂 はず、 清く して 潔く、 寂に して 噪し うせ ざれ 

右 利 休の-ことば .  澄 太 

と。 やがて、 いい 家へ 嫁入す るであろう 此の 娘の 幸 を 念じつつ。 藤 川 君の 車で 京大 病院の 眼 

科を訪 う。 秋の 雨が しきりに 降って、 御所の 木立が ぬれ、 街が ぬれ、 赤い ポストが ぬれてい 

た。 + 

「そこ ひ (綠內 症) でな、 四 五日 前に 手術して 貰った が、 おかげで、 今日はもう こうして 片 

目 を 明けて いる。 幸い 右 だけだった のでよ かった。 ところが 手術す るた めに 尿 を 調べて もら 

. つたと ころ、 糖 尿が ある ことが 解り、 それ を 治す のに 一ヶ月 も かかって な、 おからば かり 食 

ベて いる。」 

と、 益洲 老師 は どっしりと 寝台の 上に 坐って、 静かに 語られる。 三人で、 ぼつ， （\ いろく 

, 語って、 祈る ような 心で お別れす る。 「病気の 時 は、 病気す るの がよ ろしく 候」 と 良 寛 さま は 

申された が、 すべて を 名医に 任せて、 一切の 計らい を 捨て、 悠々 と 病気して いられる 姿に は不 

安の 感じが 少しも しないので あった。  - 

病院から 鞍馬口に 走って 小山 中 溝 町の 新 村出老 先生 をお 訪ねす る。 先生のお 好きな 朴の木が 

大分 大きぐな つて、 広い 葉が 雨 を 受けて 色づ いている。 丁度 御 在宅で、 快く 和室の 応接間に 通 
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さ^る。 先日 満七 十九 才に 達した と言われる。 八十に は 八十の 老が ある。 欝 かな 落着きの 4 

から 匂うよう に、 こまやか にいろ /\ 話して 下さる。 まだ 踏まれた ことのない 四国 路に心 をよ 

せられて 

「わたし は、 北海道 • 九州へ は 旅行し ましたが、 四国 は、 船の 上から 松 山 あたりの 山 を 人に 

化 日され て 見て 通った だけな のです。 老妻の 方 は、 父が 江 田 島の 兵学校 長 をして いました ので 

娘 時代に 大三島 や 道 後の 温泉に も 行って いるので すが。」 

と言われる。 それから 話が 荻 原 井泉水に 及び 

. 「井泉水さん も 私より 少し あとです が、 同じ 言語学 を やられた 人で、 よく 手紙 を 貰います。 

先 II も 芭蕉 随筆の 新著 を 送って 貰いました。 なかなか いい 本です、 芭蕉の 一筋に つながる と 

言います か、 あの人 もとに かく 自由 律 俳句 を 一生涯 一筋に 貫いて 来られ ましたね、 なかく 

それだけ でも 偉い ことです ね。 それから 昨年 あなたから 送って 貰った あの 加州で 亡くなられ 

た津 村木洋 さんの "わが 一 つ の 灯" あれ はな か/ \- にいい ものでした。」 

と 言って 書斎へ その 遺稿 集に 取りに ゆかれ、 まづ 巻頭の 写真 を 示して、 . 

「この 顔、 ほんとうに 純情 そのもので、 銳 いもの を 内に 蔵し、 品位の 高い、 とてもい い 顔で 

すね。 俳句の 外に 短歌に もい いものが あります ね、 この 

死期 知らば 生者 歎 かん 知らざる は 神の なさけと ポ ー プは 言へ り 
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は レレ 馭で すね。」 と、 めくられる 頁の いたるところに 先生の 朱点が ほどこされ ている。 

r ポ— プ と言う 文学者 も 調べて みました。 ポ —プの 書いた ものの、 何処に このような 説が あ 

るか 今 それ を 調べて いるので す。」  . 

「そんなに して 此の 遺書 を 愛読して 下さる と は、 木洋 さん も その 世話 をした ォ ー ク ランドの 

塩 沢さん もどん なに かよろ こぶ ことでしょう。 去年 帰国して 来られた 大月 夫人のお； ^で ま、 

病院で 自殺され たらしい のです。 和歌山県の 人で 早稲 田 を 卒業し、 愛人が 死ぬ るか どうか、 

とにかく 失恋して アメリカに 渡り、 六十 九才 まで 独り を 守り、 浄く 純に 生き抜いた 人な ので 

すが。」 

先生 は 深く 感じられた 顔つきで、 此の 人の 一 生 を 憶念 せられる 様子。 雨 を 外に 感じな がらお 

話 はっきず、 情 も 残る ので あるが、 おひる 前に 失礼す る。 玄関へ は老 夫人 も 出られ、 お 二人で 

見送って 下さる。 

「あの 朴の 花が、 何時頃から 咲く でしよう ね。」. 

「もう 五 年 位 先き でしよう か。」 ，  . 

私 は、 先生のお 好きな 朴が、 あの 大きく 白い 花 を 空に むいて 咲かす 日まで、 お 二人とも 今の 

ようにお 達者で いて 下さる こと を、 心に 念じながら、 青桐の 下の 清楚な 門 をく ぐつ ヒ。 

午後 は 太秦の 電気 通信 学園へ 案内せられ、 多くの 学生た ちに 「禅と 茶の 在る 人生」 を 語つ 
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た。 はじめ 台風 気味で 窓 を 打つ 風雨の 音で 困った が、 そのうち 静かに なり、 自他 共に 一 つのい 

い 気分に したる うちに 話し 終える ことが 出来た。 うしろで 傍聴して いられた 一 人の 紳士が、 

「いいお 話でした な あ。」 

と 云われる、 その 岡 山 弁の 主 は、 医博 岡 本 先生で、 備前 瀬戸の 人。 吉田 学園 長さん などと お 

茶 をいた だいて いるう ちに、 直ぐ 仲よ しにな つてし まい、 「うちへ 一所に 行こう、 あんた に 見 

せたい 書画が 沢山 ある」 と 誘われ、 早速 油 小路 三条 のお 宅へ ゆき、 数々 の 墨 跡 • 美術品 • 茶室 

*莛 を 拝見す る。 まるで 美術館に 入って いるよう だ。 雨が あがり かけた 門で お別れす る 時、 右 

に カリン、 左に 柘榴の 古木 を 仰ぐ と、 カリン は 珍ら しく も 美しい 実 を 沢山なら せて いる、 街の 

どまん 中に こうした 雅致が 保 たれる 京都の よさ を 思った。 

そこから 一 路山 科の 一 灯 園へ。 雨の あがった 光 泉 林 は 樹木が ぬれて、 しっとり している。 江 

谷さん に 迎えられて 漣 月 さまの たてられた お茶 をいた だく。 藤 川 君が 帰って から 江 谷さん のお 

室で、 沢山の 凾を 見せて 貰う、 この 五月に、 森 有 一先 生が 林に 来られてから 俄かに 絵心が 起き 

毎日、 一寸した 閑 を 得て は 習作され た、 その 一枚 一枚、 それ^, \- にたの しく 観る。 武者 流で も 

あり、 有 一流で も あるが、 そのうち 林 洞 流が 出て くる 気配が 見えて うれしい。 タ 飯に は、 谷 野 

さんと 三人で 私の 好物 湯豆腐 をいた だく。 そして 講堂での 勤行の 末席に 坐ら しても らう。 子供 

も 大人 も 卸 一所で 普 門 品から、 なむから たんのうに 至る まで、 少年少女 たちが よく 暗記して い 
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られ るのに は 驚く。 端坐した まま 行儀の よい こと。 だん-^ 眠くな つてく るら しく、 ふらく 

居眠りしながら、 それでも 読経して いる 子 もいて、 それが 一灯 園ら しくて いいと 思う。 一日よ 

く 学びよ く 遊んだ 子 は 満腹す ると、 いや 食べく 眠り こむ のが 普通で ある。 又 この 堂の 構造が 

どうも 天 香さん の 創作ら しく、 中央が 板の間で、 両側が 畳に なって いる 所 は、 岡 山の 曹原 寺の 

本堂 を 思わせる、 その 畳の 部分が 二 段に なって いて、 小さい ものが 第一 列で、 青年、 成人、 老 

人と 云う 風に 順々 に、 男女 別に 両側から 向き合って 坐に ついていられる。 その 配置 は、 禪の専 

門 道場の ような 感じが する。 正面に は 円窓が 切って あって、 そこ-に は 何物 もお 杞り せず、 外の 

自然の 風景が ある だけ。 その 自然の 中に、 お 庭の 燈 籠の 一灯が とぼって いる。 壮 厳で しかも 親 

しみの 持てる 構図の 中で、 人と 人、 人と 自然が 和やかに 溶け合って、 一 つの 光明に 抱かれて い 

る o 

その あとで 有志の 方々 に、 「大 原幽 学」 を 聴いて 頂く。 既成の 社会 機構 を はなれて、 長い 路 

頭の 托鉢から 一 つの 新しい 村づ くりにまで 身を以 つて 築き あげて 来られた 人々 なので、 幽学 

の 歩んだ 道 はよ く 解って いただける。 終って 天 香さん のお 室で 当番の 方々 と 更らに 談合す る。 

還 内の人々 は、 天 香 先生と か、 ぉ師尙 とか 呼ばないで、 皆ん な 気軽に 「天 香さん」 とだけ 云つ 

て いられる。 「親鸞 は 弟子 一人 も 持たず」 と 云われた ように 天 香さん は、 園内の 人々 を 弟子と 

見られず 御 自分と 同じ 地平に 置いて、 あみだぶつなら ぬお 光りに 直結 させて いられる ように 見 
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うけられる。 托鉢、 飲食、 作務、 勤行な どの 行 持 は、 禅 的で ありつつ、 信の 筋 は 親鸞 聖人から 

聖徳 太子に 通じてい るよう だ。 理論 はしば らく 後 廻し にして、 行 願と 云う 宗教 性の 強い 体験に 

よって、 こうして 調和して いこうと される 志が r く 解る。 十一 時 頃 室に 帰って 山気の 中に 眠ら 

して 貰う。  . 

十月 二十 一日 快晴。 旅， の 誕生日 

五 時 前に 眼が さめる。 外 はま だ 暗い が 満天の 星空で ある。 五十六 年 前の 今月 今日の、 今頃、 

私 は 母の 体から 離れて 出た ので ある。 その 日 も 今朝の ように 秋の 空が よく 澄んで、 経が 丸と い 

う 太い 山の 上に 星が 輝いて いたと 父から 聞いて いる。 旅に あって、 精舎で 誕生日 を 迎えさして 

貰い、 十三 年 前にお 別れした 父 を 思い、 母 を 思って いると、 いつの 間に か 皆もう 起きて いられ 

る 気配。 私の 眠り を醒 さない ように、 廊下の 方 を 拭いて いられる らしい。 ■ 

五 時半、 昨タ のお 堂で 勤行の 末席に 坐る。 行 持 終って 私に 何 か 一寸 話せと 天 香さん が 云われ 

るので、 山 頭 火さん の 生活の 一端 を 語らして 貰う。 朝餉 は 皆の 人と 同様に 飯台に つきたい と 思 

つたが、 天 香さん が 一 所に 食べようと 申される ので、 江 谷さん に ついて ゆく。 足 もと を 見る と 

朝 早い 一筋の 細い 水が 流れて いる。 ただ 何事 もない 秋の 水の 流れ、 それが 無心の ままに 美しい 

ので ある。 


朝飯 は 食パンと ピィ ナツ バタ— と 紅茶、 そして 果物。 簡素で、 栄養 十分。 この 席で は、 天 香 

さん は、 いろくと 自由 律 俳句に ついて 閜 かれる。 尾 崎 放 哉が しばらくお 世話にな つたこと も 

ある だけに 関心が 深い。 八十 四才と 云えば、 もう 翁で ある。 その 人が 眼 耳鼻 舌 身 意に 缺ぐ こと 

なく、 腰 も 曲らず、 此の頃 は 顔色 も 少し 赤黒く、 いよ，— お 元気で ある。 毎月の 光 誌に は、 自 

ら ペン を 取って 二十 枚 内外の 原稿 を 書いて いられる。 

三条大 橋で 藤 川 君達に 迎えられ 憧れの 桂 離宮へ 案内して 貰う。 九 時に 門 をく ぐって 一 時間 あ 

まり、 私 は 時 を 忘れて 此の ゆかしい 日本の 美の ただ 中に いた。 白い 二 枚の 障子の しまった 玄関 

と、 大らかな 靴 脱 石に 心 を 奪われて より、 全く 我 を 忘れて いたので ある。 古人が 筆 を なげうつ 

と 云った が 私はぺ ンを 捨てねば ならない。 私の 描写で はこ この美し さは とても 表現 出来ない。 

嵯峨野 を 走って、 高 雄の 紅葉 を 見に 入る。 紅葉に はま だ 早い が 楓樹の 古木の 間に 清流 を 見 降 

す。 この 少し 上流の 高山 寺に いられた 清 僧 明 恵 上人の ことが 慕われる。 午 後伏見 桃 山の 郵政 研 

修 所に 至る。 生徒に 一席お 話して、 いい 玉露の 茶 を 頂き、 構内の 亭 にくつ ろぐ。 

一 浴して 心 温い 一 杯。 石 丸 所長、 小 野さん、 清 原 君、 藤 川 君、 そこ へ 荒 谷 君 も大阪 から 帰つ 

て 加わる。 話 は 秋の 夜に ふさわしく、 お茶の こと、 宗教の ことな どし み.， ^と 人生 を 掘り下げ 

る 話題で つづく。 朝パ ン、 昼う どん、 タ、 山海の 珍味。 こうして 迎えられ、 友情で， かこまれる 
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いい 誕生日 を 感謝し ないで いられよ うか。 あとで 荒 谷 君に 肩 を もんで 貰い 二人 枕を竝 ベて， 秀 

吉の桃 山城の 跡、 愚 庵の 庵 居した 跡に 近く、 日本の 国 を竪に 貫く 伝統の 静けさの 中に 眠る。 

,- 十月 二十 二日 晴。 高野山 

短冊と 色紙 を 沢山 書き残して 近畿 電気 通信 局に 太田武 司さん を 訪ねる。 しばらく 語って、 昆 

布 茶のお いしいの を 頂く。 難 波まで 送られて、 高野山 行の 電車の 客と なる。 河内の 平野 を 南下 

して、 橋 本から 紀之 川に 沿うて 上り、 極楽 坂 をケ— ブルで 登る。 千古の 老杉の 林で ある。 林の 

中に、 あけびが 熟して 口 を あけて いるの も 山の 秋ら しい。 

一先 づ常 喜院に 荷物 を 預けて 投宿 を 頼んで おいて 一人で 奥の院に 詣 でた。 帰りみ ちで ある。 

杉と 石塔の 間で 白衣の 旧軍人が、 一本 足で、 ぴ よんく 飛ぶ ようにして、 あたり を 箒 木で 掃い 

ている ではない か。 終日、 ここに 立って 喜捨 を 乞うた のであろう、 その 自分の 場 を、 タべ 引き 

あげる 前に 清掃して いるの だ。 私 は 何気なく 通りす ぎた が、 五六 歩後戾 りして 志 を その 手に 渡 

した。 

それから 金剛 三昧 院を 訪ねる。 奥まった 静かな 古い 寺で、 庭先き の、 石楠花の 大樹が 眼に つ 

く、 こんなに 大きく 茂った 石楠花 を 見た ことがない。 よくみ ると 天然記念物 となって いる。 花 

盛り Q 項、 ー荧 見に 来たい と 思う。 住職 は、 見覚えの ある 顔。 去年の 晚秋、 金山 管長の 伴 をし 
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て. 八十 八 力 所の 巡礼 をし， 寒い 雨の ふる 日に、 隣り の 浄土 寺に 詣 でて 来られた 人であった。 

私 は、 大原幽 学が 文政 年間に 此の 寺の 秀漢と 云う 僧に 二 年ば かり 師事した こと を 告げ、 それ を 

確かめる 何 か 記録はないでしょう かと 尋ねた ので あるが、 その 頃 無名の 漂泊者 幽学 など 記録に 

残る 害 もなかった。 また 奥の院 道に ある 「ちちははの しきりに こいしき じの こえ」 の 芭蕉の H> 

碑の 大雅の 字が あまりに よく、 全国で いろくの 句， 碑 を 見て 来たが、 あんな 美事な もの はない 

此の 寺で 伊賀の 藤 堂 家の 墓地 を 管理して いられる らしい が、 あの 句 碑の 拓本で も 刷った もの は 

ないで しょうかと 尋ねた が、 当 寺と して は、 刷って いない、 欲しい 人に は 自由に 採らせて いる 

とのこと であった。 遠くで 鐘の 鳴る 頃 失礼す る。 お 山 はすべ て 清らかに 静かで ある。 ある 店頭 

では 柚子が ほのかに 句うて いた。 誰でもよ く 高 野 も 俗化して しまったと 云う が、 悪化した の は 

山よりも むしろ 我々 の 生活で はなかろう か。  丄 

常喜院 では、 十三 年 前の 夏、 母の 納骨に 来た 私 を 覚えて いられた。 上手の ない 親切な もてな 

しで ある。 大きい 風呂 を ゆるく 頂いて 書院の 一室に くつろぐ。 両面の 金 襖 は、 四枚づ つ、 八 

枚、 いづれ も 松に 鶴、 竹に 鶴の 大作で ある。 小僧さん が炬燧 をしょう かと 云われる が、 火鉢に 

して 貰い、 一 人で 石 丸さん に 頂いた 宇治の 茶の 封 を 切って、 しづかに 味わう。 舌に とける よう 

な 味、 水が よいので 一入うまい。 そこへ お膳が 運ばれる。 飯び つ を 置いて、 どうか 御 自由にと 

去って 行かれた あと、 試みに その 精進料理の 献立 を 記録す ると  - 
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豆腐の 味噌汁  松茸と 芋の てんぷら 

生 あげの あんかけ . 紫蘇の 入った 手製 福 神漬、 奈良漬  、 

二の膳に は 

コン ニヤ クの白 あえ。 高野豆腐、 椎茸、 松茸の 煮つ け。 富有 柿 一 つ、 それに 土産の 箸と 

, 杓子が 一 袋  f 

簡素で、 田舎風な 料理で ある ことが うれしい。 砂糖 は 高野豆腐 にだけ 用いて あるの もよ い。 

いづれ も 幼い 頃、 家の 法事な どで 母が 手料理した そのままの もの、 私 は 思わず、 「お母さん、 

一 所に 頂きましょう。」 と 独語して しまった。 母が 家内に つれられ てこの 寺の この 室に 泊った の 

は 七十 一才 昭和 七 年の 四月 はじめであった。 山 はま だ 寒く、 雨に こもって、 ゆっくり 三 泊して 

院の 気に 浸らして 貰った。 私が 最初の 文集 「青空 を 戴く」 を 世に出した ところ、 計らず も 七十 

円ば かりのお 金が 入った。 それ を 路銀と して、 京都、 奈良、 吉野、 高 野、 大阪、 神 戸と、 十日 

ばかりの 旅 をして 貰った のであった。 その 旅の 中で 母が 一番 気に入つ たの は、 高 野の 山で あつ 

た。 「澄 太 や、 外に 望み はない が、 もう 一度 あの 高野山へ ぉ詣 りさして くれい。 もったいない 

所ぢ やけえ」 とよく 云って いた。 そのうち 大病され たり、 戦争で 私の 公用 も 忙しくな り、 また 

母 も 弱くな つたり して、 とうく それ を 叶えて あげる ことが 出来ずに 昭和 十八 年の 夏、 去って 

ゆかれた。 ， 
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そこで. 母のお 骨の 一部分 を、 母の 憧れた 山に 納めようと 思って 登って 来た 時 も、 私 は 此の 

寺に 泊めて 貰った。 その 時 は、 向う の 室で 庫裡の 方から まだ ラジオが 流れて くるの を 聞き 乍ら 

疲れ切って いたので 早く 休んだ。 ラジオが 閬 えてい るのに、 私 は 母の 夢を見た。 ほんとうにば 

悦に あふれる ような 顔して、 静かに 大きい 門 をく ぐって、 本堂へ 入って ゆかれた。 それが、 は 

つきり 見えた。 あまりの なつかし さに、 「お母さん」 と 呼んで 眼が さめた。 実は 肉腫と 云う 不 

治の 病で、 それ も 医師の 誤診で 足の 手術 をし、 ほんとうに 痛い，^ \ と 苦しんで 死んで ゆかれ、 

ノ から は 生 仏の ように 云われた 人と して は、 あまりに 悲惨な 最後だった ので、 私 は いつまでも 

心を喑 くして いたので ある。 その 母が、 私と 一所に お 山へ 来て、 あの はればれしい 顔 を 見せて 

下さった ので、 私 は うれしくて うれしくて、 枕が ぬれる ほどに 泣いた のであった。 

それから 十三 年の 歲 月が 流れた。 やがて 故郷で 法要 も 営む が、 先づ こうして、 高 野の 母に 会 

いに 来て いるので ある。 夜更けて 位牌堂に 入れても らい、 寂然と した 光りの 中で、 たど 一人 静 

かに 誦経した。  • 

南無 敬 信院釈 慈眼 妙育大 姉。 (三 〇 年)  . 
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, . 伯 耆 大 山  +  ：  . .:: ま舊， 

大ニ郎 さん、 私たちの うしろ 姿 を じ つ と 見送って いられる あんた の 視線 を 背に 感じながら、 

私たち は ぼつ つりく 一歩一歩、 あの 木の 根の 重なる 路を 登りました。 久仁子 も 正風 も 私 も、 

靴 や ズック や 下駄 をぬ いで 素足に 草履ば きとい う 古風な 素朴ないで たちが、 やつば りよかった 

ようです。 山の 水で しっとり ぬれた 草履 を 通して 足の うらに 浸み 通って くる 山気の 快よ さは、 

何とも 云えない ものでした。 私 はこれ で 第 十三 回目な のです が、 子供た ちが 果して 頂きまで つ 

いてく るかと 実は 少々 案じて いたのです、 ところが 身の 軽い 子供た ち は 案外す た./, \ 登り、 十 

八 貫 五 百と いう 私の 方が あとに なりが ちでした。 それでも 往年に 比べ て 別に ひどい 苦し さも 感 

ぜず のぼる ことが 出来、 すつ か り 体の 自信 を 得た と い う も のです。 

ぶな の 巨木の 密林 は、 大山 特有の 山林 美です ね、 木肌 は 白樺に 似て 葉は襻 のよう なぶな は、 

年 を 経てい よく 強く 山に 根 を 張って いました。 その 密林 を 抜け出る 頃から、 うぐいすが 近く 

の 茂みで 春の ように 囀って いて、 脚下に は 高山植物 か 咲き、 霧の 晴れ間 を ふり 返る と、 弓が 浜 

から 中 海、 島根 半島が 絵の ように 浮んで 見えました。 五合 目、 六合 目と いう 標木を 見て は そこ 
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で 一寸 休みました。 私 は 国 上 山の 良 寛の 五合 庵 を 思う のでした が、 山 頭 火 は 酒の 五合 を 思った 

ことでしょう。 彼 は 昭和の はじめ 頃、 新庄 から 日光 村へ 出て、 この 山に 一 度 登って います。 大 

山の 主 ともいうべき 桐 山さん や、 米 子の 相賀 さんに は、 ゆる-^ ゆく 私たちの nil どり は、 却つ 

て やっかいで あつたかと 思います が、 私に とって は 此のお 二人 は 何よりも 心強い リ j ダ— でし 

た。  - 

• 大山 キャラ 木の 原始林に 立って、 桐 山さん は 

「今、 空から 姿 を 現わした、 あれが 三酤 峰です、 そして その 右の 崩れた 大 斜面、 あそこに は 

まだ 雪が 残って いますよ。 先月 島根 大学の 学生が 一 人で あの 岩角 を 登って いて 遭^した ので 

す、 僕が 馳 けつけ た 時には、 頭 を 打って いて、 もう 駄目でした。 大山 はやさし い 山の ようで 

毎年、 夏 も 冬 も 何人 かの 遭難者 を 出して います。 そんな 時、 山岳部の 青年 は、 実に 友 青に 篤 

く、 また 僕の 頼む こと を、 昔の 軍人 以上に 忠実に 守って、 あらゆる 苦難 を 物ともせず 潔く  LT 

i して くれます よ。 ごらんなさい、 此の キャラ 木 を、 指 ほどの 小さい 枝です が、 路を m 理す 

るた めに、 たまに 切って みると、 三百 年 を 経てい るよう な 年輪が 数えられる のです、 雪に 埋 

つていて、 なか./^ 太れない のです。 あつ、 あそこ を 飛んで いるの が、 岩 ツバ メ です よ。」 

と 語って くれました。 その キャラ 木 は あんた の 好きな 信 州で いう ァ ララ ギ、 飛驛の 国の 一位 

め 木と 同じ 種類の ものの ようで、 ここの 密林 すべてが、 天然記念物 となって います。 キャラの 
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原生林 をす ぎる と、 灌木が 段々 小さくな り、 八 合 目 あたりから は 高山植物が 次第に 多くな り、 

九 合 目から は そのお 花畑な のです。 山の 上 はもう 秋で、 紫、 紅、 白、 桃色な ど、 その 名 も 知ら 

ぬ 草が、 胸に くいこむ ほどに 澄んだ 青空の 中で ほんとうに 無垢 清浄に、 つつまし く 咲き揃って 

いるので す。 

晴れる と ここ は 天国で 浄ら がな 葉 も 花 も  -  へ」 #: 一 f^^」 

天人の ように 鳴く うぐいす も 草花の かげ 

1 at 一足 を 惜しむ ようにして ついに 頂上に 迪 りつきました、 十 時でした。 子供た ち は 感激の 

あまり、 言葉 もない のでした。 ここで 桐 山さん に 記念の 写真 をと つて 貰って いる 間に も 脚下 を 

霧が 去来す るので した。 子供た ち は 、鳥 取 砂丘-から はじめて 見た 日本海 を、 ここから 又 遠望す 

るので す、 その 青く 遠く つづく 海原の 上に、 いろくの 色と 形 をした 雲が、 無心に 浮いて 流れ 

るので した。 

私 は その 雲の 中から 幻の ような 面影 を 思い起す のでした" 大正 十 年の 夏、 私 はま だ 二 1! 四才 

でした。 はじめて 此の 大山に 登った のです、 その 時 は バスが なく 伯耆 大山 駅から ずっと 歩いた 

のでした。 宿に 一 泊して 朝早く 此の 頂上に 達しました。 丁度 今の ように 海と 雲の 美し さに 見と 

れ ている と、 私の 脚下の 草花の 中に 一人の 紳士が 坐って、 魔法 びんから 熱湯 を 注いで 静かに 抹 

茶 を 立てて うまそう に 契して いるので す、 その 人 は 私 を 顧みて 一 ぷく いかがです かとすす めて 
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くれました。 お茶の 味な ど 皆目 わからぬ 頃の 私でした が、 私 は その 人と 竝んで 坐り、 そのお 茶 

をいた だきました。 その 時と 同じような 草花が 今 ここに 咲き、 同じような 雲が 去来して いるの 

です、 その 人 は 出 雲の 出身で 大阪で 何 か 実業に ついていて 府会 議員 もして いると 話され まし 

た。 三十 五 年 も 昔、 ここで 戴いた 山上の 馳走 を、 私 は 昨日の 如く 思い出して いるので す。 

頂上から 少し 降りて 神社の 出張所に 至り、 そこから 石室 や 小さい 池の ある あたり を 歩き まし 

た。 草花 はいよ，， （-浄 く 美しく、 足 もとに 咲き つづく のです。 あとで 桐 山さん から 久仁 子が 一 

つ 一 つに ついて 教えられた 草の 名 を ここにし るして みます と、 . 

みやま あじさい、 しこく ふうろう、 岩 かがみ、 つが 桜、 ま いづる 草、 しろ 草、 こうもり 草、 

もっけ 草、 こめ 葉、 深山お だまき、 ちゃ ぽ せきしょう、 大山く もがた、 おとぎり 草、 しらた 

ま、 いわ はせ、 ほうじょば かま、 大文字 草、 等々、 愛しく、 あわれな 花の 可憐な 名前です 

ね。  - 

:. 撫でて は 通る 一花. の 名 を 知る の 知らぬ の. - く 

その 小さい 花 をよ く 見る と、 麓の 村から とんで 来たので しょうか、 蜜蜂が しきりに 仂 いてい 

るので す。 淋しい 花に とって、 何とい うなつ かしい 年に 一 度の 来訪者でしょう。 花 も 花 も柔ら 

かくすべ て • を 蜜蜂に 任せて いるので す。 ， 

こ. んな ところに 蜜烽が 花に 口 づけて ゆく 
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池の 北の 一寸 出張った 草原で 弁当に しました。 久しぶりに 戴く 私の 好きな 握りめ し、 うまし 

ともう ましでした。 

握りめ し. 握って 食べる 手 も 口 も 雲の 中..  .■  ^ 

その 雲に 大きい 窓が 出来ました。 絵に したら よい 構図で その 中に 弓ケ 浜、 米 子の 街、 関の 灯 

台な どが はっきり 描かれて いる。 その 米 子の 街へ タ 方までに は 降りて ゆく 私たちな のです。 

雲で、 美しい 北の 窓が ふさがつ たので 眼 を 西に 転ずる と、 そこ は あんた の 生国 出 雲の 山々 で 

す。 まさしく 八 雲 立つ 国で、 山々 の 間から 白い 雲が あちこち 立ち 昇って いるので す。 宍道湖 も 

白く 光って います。 

八 雲 立つ 国原 を そこに 見て 雲の上に いる. 

帰り は 正面 登 山路 を 桝水原 を 目 ざして 下山し ました。 こ 〇 道で は 二、 三人の 人に 出会った だ 

けで、 通る 人 も 稀れ でした。 その 小径から 眺める 限りの 草原が、 実にす ばらしい お 花畑な のに 

は 驚きました。 誰も 見る ものの ない 山の 上で 浄ら かに 咲いて、 白雪に 埋れて ゆく 草の いのち を 

愛しく 思わずに いられましょう か。 

いちめんに 咲く 花よ 山の 上の かなしみよ 

咲いて 知られず 散って 雪が 早う くるお 山  ノ 

お 山の 上 はお 花畑で 真昼 ひっそり みつばち 
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咲いて 雲に かくれて いる 草花よ さよなら 

幾度 も 身辺 を 通る 雲 は、 暖かかったり、 寒かったり しました。 ある 時 は、 肌 冷え^, \- と、 腕 

のうぶ 毛に、 さっと 霧 を 点じて ゆく 雲 も ありました。 これ は 季節に よって は 霧氷になる のでし 

ようか。 

, 一直線に 下りる 脚 は、 上る 時よりも 痛い のです が、 桝 水の 開拓地 を 眼下に した 時には、 足の 

痛み も 忘れて いました。 それから 溝 口 へ あんた が バス で 帰った その 道 を 逆に 山の 家まで ゆる ゆ 

る 蝶 や 草 を あさりながら 歩いた のでした。 正風が 途中と てもう まい 筧の水 を 見つけて、 久仁子 

も 私たち も 歯に しみる その 味 を 楽しんだ ことです。 (三 二 年 八月) 
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山脈の 彼方  , - 

三 坂 峠に かかる と、 パスの 窓から 撫子の 花が 見えたり して 山路 はもう 秋 だな と 思う、 耳が つ 

ん とつ まるの は、 標高がず い 分 高くな つた しるしであろう。 久谷村 を 眼下に 見 降したり すると 

. 何だか 飛行機に 乗つ ている よう、 でも 久米 あたり は 暑そう な もやが かか つ ていて よく 見えな 

い。 峠を越す と、 とうきびの 穂が 至る ところに 立ち 竝ん で、 秋風に ゆれて いる 山国ら しい 風景 

となる。 久 万で 乗換えて 菅生山 を 南に 廻り、 川瀬 村に 入る。 岡さん の 門口で 車 を 降りて、 仰ぐ 

と 空 は 澄んで、 陽の 光りが 肌に しみて、 くす ば ゆいよう な 快感 をう ける。 

座敷に 通された 私たち 一行 はま づ、 きちんと 整頓して 七、 八 段に 本が ぎっしり 竝 ベら れ てい 

る 新しい 書棚の 前に 坐る。 この 千 冊 あまりの 書籍に、 私 は 「哲友 文庫」 と 名 づけて おいた ので 

あった。 哲友 文庫と は 「禅 哲院義 貫智友 居士」 の 哲と友 をと らして 貰った ので ある。 哲友 居士 

と は 川 崎義友 君の 戒名で ある。 その 義友君 は 壬 生 川 町 川崎義 之さん の 一人息子、 同志 社 大学の 

文学部 を 優秀な 成績 で 卒業して、 厚生省 の 官吏 として 人口問題に ついての 仕事に 精励 していた 

ので あるが、 昭和 十九 年 七月 応召し、 満洲へ 出征した。 チチハルで 軍務に 服して いたので ある 
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が、 二十 年 八月の、 あの ソ連 侵略の 時、 二十 六才を 一期と して 戦死して 帰らなかった。 たった 

一人の 愛児、 しかも 学問と 公務に 熱心で、 親 を 思う 念の 強かった 義友君 を 失った 両親の 歎き は 

われわれの 想像 以上の ものであった。 その 義友君 は 大変な 読書家で、 特に 日本の 古い 文化に 憧 

れて、 よく 大和 や 京都の 古寺 を 訪ね、 仏教、 建築、 絵 II その他 工芸品の 研究に は 深い 興味 を 持 

つていた。 従って 愛読した 書籍の 中には、 工芸、 美術、 文学、 歴史、 宗教、 社会に 関する もの 

が 多く、 その 数 は 凡そ 一千 冊に 及び、 いづれ も 当時 一流 人の 著わした ものば かり。 両親 はこの 

遺愛の 図書 を、 愛児の かたみと して 戦後 大阪 から 故郷に 帰る 時に も、 沢山の 荷物の 中で 一番 大 

切に して 持ち帰った。 それから 十三 年、 図書 は 箱に 蔵め られ たま まだった。 読んで くれる 弟 も 

妹 もい ない、 親族の 子弟 も 既に それん \ に 一家 をな している。 遺愛の 書で は あるが、 それ を 死 

■ 蔵して いたので は 故人の 志に 添わない であろう こと を 考え出した 川 崎さん は、 ある 日、 私に こ 

う 云われた。 

「うちの 義 友の 本 を、 川瀬 村の 岡 楽 木さん に 寄贈した いと 思う のです が、 受けて 下さる でし 

ようかな。」 

「それ は、 いいでしょう、 よい 人 を 選ばれ ましたね、 あの人 だと、 書物 を 大切に し、 家と し 

. て も 転勤 や 移住の ない 古い 農家です から、 書物が 散逸し ないで しょう、 また 六 人のお 子さん 

が 将来 愛読す るよう にもな り、 あの 村に は 耕 友が 三十 人ば かりいて 下さる ので、 代る-,^ 利 
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用 さして 貰われる でしよう。 その上、 川瀬 村 は、 愛媛県 下で は、 社会教育の 一番 進歩して レ 

る 村で、 一般の 村人の 中に も、 利用す る 人が 沢山 いられる でしよう。」 . 

というよ うな ことで、 図書 は 荷造り されて、 山脈の 彼方へ 送られた のであった。 ところが、 

その 時 ^奇 さん はま だ 岡さん に 会われた ことがなかった ので ある。 一面識 もない 人に、 愛児の 

形見 を琅 条^で 贈る という こと は、 一寸お かしい ことに 違いない ので あるが、 この 二人の 心 を 

結びつけて. いたの は 実は r 大耕」 だった ので ある。 先年の 寒中、 一灯 園の 六 万 行 願と して、 光 

友達が 大阪府 枚 方 地方の 家々 を、 一軒々々 便所 掃除 をして 廻る という 行 をした。 その 中へ 松 山 . 

の 亀 田 孝さん と、 岡さん とが 参加して、 寒中の 下座 奉仕の 行 を 全うせられ、 その 日々 の 感想 日 

記 文を大 耕に 掲げた ことがあった。 その 記事が、 両親の 膽に銘 じ、 この 人なら、 義 友の 志 を 守 

つて 下さる に 塞 いないと 思う ようになられたら しいので ある。 この 念願、 この 直感 は 当った。 

その 人が ふさわしい ばかりでなく、 その 家、 その 村、 その 環境 も 亦、 まことに ふさわし いので 

ある。 そこで 私 は よろこんで 仲 を とりもって r 哲友 文庫」 と 名 づけ さして 貰った のであった。 

しかも 岡 家の 長男 仁君 も 同じ 満洲で、 義友 君と 同じよう にして 戦死して いられる ので、 靖国 神 

社で は、 既に 両家の 英霊 は 戦友と して 共に 眠って いられる ので ある。 今日は、 その 義友 君の 伯 一 

父 伯母に 当ら れる小 糸春吉 さん 夫妻 も 行 を 共に して、 曽 つて 京都 時代、 我が 子と 同じように 愛 1 

した 若者の、 遺愛の 書籍の 落着き どころ を 見て 置こうと せられる ので ある。 短い 一生で は あつ 


たが、 書物 を 熱愛した 義友 君の 魂 は、 . この 静かな 山村の、 温い 人々 の 手に 抱かれて、 書物と 共 

に、 いつまでも 生き 育って ゆく ことであろう。 私たち はそう 信じつつ、 香を炷 てて 文庫の 前で 

誦経した のであった。 

- 日が 傾いて から 私たち は、 植物の 採集 を するとい う 正風 を 先 顔に して、 住吉 神社の 古い 森に 

入った。 この 森に は、 かやと か、 けんぽ 梨と か、 珍ら しい 大木が 茂って いる。 小径 をぬ ける と 

うらの 山裾の 県営 養 鱒 場で は、 大きい 鱒が 群 をな して 泳いで いた。 そこから 山 かげの 畦 を ゆく 

と、 いろ/ 、 の 秋草が、 可憐に 咲いて いる。 嬉々 として 草 を 採る 子供た ちと 同じように 大 供た 

ち も 草 を 楽しんで ゆく と、 そこに も 亦 山裾に 稚魚の 養 鱒 池が ある。 池に 手 を 入れる と、 水 は 氷 

のように 冷い、 その 山 清水が 鱒に なくて はならぬ ものら しい。 涌 清水が 五分で も 流れ 止まる と 

もう 稚魚 は 死んで しまう という ことで ある。 池に 入れた 掌で 水 を かきまぜ ると、 魚 はよ く 馴れ 

ていて、 五 百 も 八 百 も 掌に ふれる ところまで 慕って くる。 聴けば 牛乳 や 刻み 玉葱、 豚の 肉な ど 

一： L の 栄養 を 毎日 与えて いるとの こと。 それから 岡さん の 隠居 を 一寸お 訪ねして 帰る。 浴衣 一枚で 

は凉 しすぎる よう だ。 

タ觭 のお 膳に は、 鱒の 焼物が 頭を竝 ベて いた。 塩焼き、 油揚、 いづれ も 他で は 食べられぬ 清 

浄な 淡水魚の 味で ある。 その 土地で 造られた もの、 とれた ものが、 私たちに は 最大の 薬 食で あ 

り、 味覚 も 亦 満足す る。 自家で 作った 大豆 を、 豆腐屋へ 持って行って 造らせられた 豆腐の 味 も 
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水が よいた めで も あるが 一入お いしい。 その 翌タ は、 珍ら しい 鰻の 茶漬 飯 をいた だいた。 これ 

は 珍ら しいと いうよりも、 岡 家 先祖 代々 から 伝えられた 家風 料理で ある。 まづ鳗 はとろ 火で 時 

間 を かけて 焼く、 御飯 は 少しく 堅 目に 炊く。 茶碗む し 茶碗 を 大きく したよう な 茶碗の 中に、 焼 

いた 鳗を三 切れ 程 入れ、 その上に 御飯 をつ ぎ、 醤油 を 一寸 かける、 この 醤油 は、 アミノ酸で 即 

製した もので なく、 岡家自 造の ほんとうの もの。 最後に 煎茶 を 少し 濃く 出した の をパッ とかけ 

て ふた をし、 しばらく 経って 食べる。 その 注ぎ 方、 その ふたの 取り 時に、 こつと 勘が 要る わけ 

で、 先年 亡くなられた お母さんが 一番い い 味 を 出され、 次が 楽 木 君 だと 云われる。 私たち は 楽 

木 君が 鰻 焼きに 着いて いたので、 奥さんに 注いで もらった ので あるが、 油つ こい 嫒 めし を、 こ 

ん なに さら/^ と 淡い 口当りで 食べた こと はなく、 此 の 家の 味と して とてもい いもの を 頂い 

た。 村の 話で は、 岡の 鰻 茶漬 は、 八 杯 は 食べねば 損ぢゃ —— と 云う とか。 久 万から 来て いられ 

た捤 川さん など、 相当 やられたら しかった。 私 はうまい からと 云って、 酒と 同じく、 量に 動き 

のない 腹 を 持って いる こと を、 この 時ば かり は、 損 だと 思って みたかった。 

この 村の 米のう ま 味に は、 正風が すぐ 気がついた。 一般の 人 は、 この頃の 米の 味覚に 異状 を 

感じて いられない かも 知れない が、 私 は、 農家で ホリド ー ルを 稲が 穂に なつてから も 使用す る 

ようになって、 米の 味に 実は 異状 を 感じて いた。 この こと を 職業的に、 いち 早く 察知した の は 

酒 4n の 杜氏だった。 むし 米 をす る 時に、 ホリド —ルを 使って 作られた 米 は、 昔の 小米、 くず 米 


程度に 扱わない と、 すぐむ しすぎと なり、 酒の 味が 弱く、 うっかり すると 腐る おそれ も ある。 

農薬に よって、 この頃の 米 は 力 (りき) を 失って いると 云う ので ある。 この こと は 国民の 栄養 

上、 相当 大きな 問題 だと 私 は 思う。 特に 玄米 食 は 健康 上い いので あるが、 その 玄米の 皮に 影響 

する 農薬の こと も 考えねば ならぬ と 思う。 しかし、 北陸、 東北な ど 寒い 地方の 米 は、 ホ リド— 

ルが 使われて いない かも 知れない。 と 云う の は、 気温が 低く、 夜 は 土用で もりんと 冷える この 

川瀬 村で は、 村 内の 申合せで、 一切 ホリド —ルを 使用し ない ことにし、 また 使用せ ぬで も 虫害 

がない 村な ので ある。 そこで、 この 村の 米に は 力 (りき) が ある。 その 味が 力 (りき) のない 

米 を 食べて いる 私たちに は、 なつかし いものと して 味われ るので ある。 そして また、 鱒の 稚魚 

を 育てる に、 ここで は 毒薬の 不安 を いささか も 感じない ことと なって いるので ある。 

ところが、 私たちが 来た 二、 三日 前、 養 鱒 池の 大きい 鱒が 一夜に 千 何百 尾 も 変死した という 

事故が あった。 池の 水 を 調べた が 毒性 はちつ ともない、 警官 はいろ，/ \ 探って みられた が 悪意 

の 行為ら しい ものが 感じられない、 まったく 迷の 死なので ある。 ところが、 池の すぐ 隣に 住ん 

で いられる 大西清 一 さんの 説 はこうな ので ある。 

夜半、 二 時す ぎだった か、 池の 中で バタ/ \- 異様な 音が した。 それ は 聞いた が、 その外に は 

人の 足音 もせず、 何の こと もなかった、 朝起きて みると 沢山 こと 白い 腹 を 返して いる、 まあ、 

僕の 解と して は、 いたちの しわざで はない かと 思 うんです よ、 いたち. が 千 何百の 鱒 を 殺す と 
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云えば おかしい のです がね、 池の 辺で 僕 は 此の頃よ くいた ちの 子 をみ ていた、 大分 大きくな つ 

たなと 思って いた。 そのいた ちが、 鱒 を ねらった のか、 すべり 落ちた のか、 とにかく 池に 落ち 

たのです ね、 入る の は 入った が、 コンク リ なので なか/ \這 い 上れない、 バタ/ している そ 

こ/、 鳟 ま.、 餌 を 投げられ たと 思って 沢山 こと 集って 来た。 いたち 奴、 やっと 這い 上った がそ 

の あばれ 苦しんで いる 間に、 例の ぁづり 屁と いう 奴 を 放った のでし ようね、 あれ は 人間で も 気 

分が 遠くなる 程、 アン モ ニヤ 性が 強いので、 清純な 水で 育った 鱒 は、 きっと、 いたちの ぁづり 

屁で アン モ ニヤ 中毒に かかり 沢山 こと 変死した のです よ il と。 これに は 一 同大 笑い。 如何に 

も 山脈の 皮 方の 山村の 夜話ら しい 話で ある。 ところが これが 冗談で はなく、 その 筋からの 要求 

で、 大 西さん は、 これ を 詳しく 書いて、 参考 意見と して 印を捺 して 提出した と 云う ので ある。 

あんほ ど 熱心に 北海道から 来て 養 鱒に 尽 して いられる 場 長さん に、 責任 上の 傷が ついては いけ 

ない。 科学的 調査に よっても 変死の 理由が わからぬ とすれば、 いたちの ぁづり 屁と いう ことに 

ノ ておけ ま、 村民 も 安堵し、 場 長さん にも 責任が なくなる でしようと、 管って 村長 をした こと 

の ある 大 西さん らしい 話ぶ りなので ある。 

中の 日 は、 十一 時の バスで 一 同 岩屋 寺へ 拝 参した。 岩屋 寺 はお 四国 第 四十 五番の 霊場で、 川 

瀨村下 胡 野 川と、 美 川 衬仕七 川の 村 境の 山中に ある 不動 尊 を まつる 聖域で ある。 

途中 トさ い. It を遴 したと ころに 嵯峨 山と いう 古い 部落が ある。 平家の 落ち 人の 末 だとい うこ 
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とで、 嵯峨 ，d は 京都の 嵯峨 をと つて、 昔 をし のんだ ものであろう か、 昨年 は、 犬 西さん の 案内 

で、 その 宗家 小 椋氏を 訪ねて、 家に 伝わる いろくの 什物 を 見せて 貰ったり した。 木材の 多い 

土地柄と して、 代々 木工 を 業と せられた らしい。 その 仙境から 流れ出る 溪流を 少し 下った とこ 

ろに 山の 湯が 細い 煙 を 上げて いる、 嵯峨山 温泉で ある。 僅かに 涌く 鉱泉 を 汲んで 沸かす ので あ 

るが、 泉 質が よくて、 皮膚病と 神経痛に 特効が ある。 私 も 二度ば かり 岡さん に つれられて 来た 

が、 肌 ざ わりの よい 湯で ある、 道 後の ような 観光地と 違った、 素朴な 山の 湯 も 亦な つかしい も 

の だと 思う。 

その 湯の あたりから、 岩層が 変って 来て、 礫の ような 丸い 小石 を、 セメントで 堅めた ような 

地質で. ある。 岩 松が その 断層に 頻 しく 茂って いるの が 眼に 立つ 。溪 流が、 無心な 雑魚 を 遊ばせ 

ている の も 呑 閑で ある、 こ の 川 は 仕 七 川の 町で 面 河川と 合して 仁 淀川と なつ て 土. 左 を 流れて 太 

平洋に そそぐ ので ある。 私たち は、 岩屋 橋のと ころで 下車し そこから 参道 を 十 丁ば かり 登る。 

杉 や、 桧の 大樹の 中に、 私の 好きな 大きい 橡の樹 が、 緑の 葉 をす かして、 青い 空 を 仰がして く 

れる、 まさしく 深山の 巨木で ある。 蟬が寂 かに 鳴き 沈んで いる。 やがて 本堂に 達し、 奇岩怪石 

を 眺め、 礼拝 をす ませてから、 子供た ちと 一行 十 人、 仁王門 を凉 しく 吹き抜ける 風の 中に 坐つ 

て、 お 弁当 をいた だく。 今日の 東 道 者 曰 野 友 幸 君のお 話に よると、 この 門から 更に 奥山へ 登る 

と、 古 岩屋と いう 霊場が あって、 その あたりの 秋の 風趣 は 眺め もよ く、 紅葉 も 一入 美しい との 
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こと ひ 

大師 堂の 右 横に 暗い 洞穴が ある、 燭を つけて 杖で 探って ゆく と、 そこに 千古の 霊水が 浦いて 

いる、 その 昔、 空 海上 人が 久しく 禅定せられ 跡で ある。 身心 清浄、 寂と して、 浮世の 垢 をす す 

ぐの 思いが する、 此の頃 は 八十 八ケ所 も、 所に よって は、 俗化したり、 荒廃したり、 清掃 さえ 

も 怠ったり している 有様で あるが、 この 岩屋 寺な ど は、 今 も 昔 も 変り なく、 山の 神聖 さがよ く 

保 たれて いて、 お 遍路さん はいう まで も はく、 われわれ かりそめの 参詣 者 さえ、 大師の 遺徳に 

触れさして 貰える ような 気がして ありがたい。 .  • 

ー燈 寂と して 霊水の 涌く ところ  澄 太  . 

和尙 さんから 人な つかしく 招せられ る ままに、 庫裡の 二階の 書院に 通される。 奇岩 を 背に し 

た 特殊の 建築 も 見るべき ものであるが、 一 塵 を も 止めない 広い 座敷の 清風 も 亦 うれしい。 よい 

茶菓 を 頂きながら、 いろくと お 山の 話 を 承る。 句 碑の よいの をもう 一 つ 建てたい の だが、 山 

頭 火に 岩屋 寺の 句はないだろう かと 云われる、 山 頭 火 も 二、 三回 拝 登して いる 害で あるが、 そ 

の 頃の 曰 記 は 焼き、 句 は 残して いないの である。 和尚さん は、 曽 つて は 南画 も 学び、 「渋柿」 

で 俳句 も やられた という 風雅 を 身に つけた 人で ある。 「ゆっくり、 泊り がけで もう 一度、 来て 

下さい」 といわれる 言葉 を 背に して、 日盛りの バス 停留所へ 降った のであった。 . 

楽 木 居へ 帰る と、 村 内の 直 瀬から 渡 辺 典 美さん が 私 を 訪ねて 来て 待って いられた、 東洋 レ ー 
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ヨンに いられた 時には 如法 寺の 大耕 会に も 来て、 お茶 を 点じて 下さった の だが、 ここで も 亦， 

皆で 典 美さん の 抹茶 を 頂いた。 大雨と なった。 肌寒い 冷気 を 感じながら 竹 山 翁が 曽 つて、 面 河 

と 岩屋 寺に 遊ばれた 時の 大作の 画 を 拝見した。 その 夜、 私 は 鬼子 雄 君の 案内で 公民館へ ゆき、 

「道徳から 宗教へ」 と 題して、 釈尊の 十 善戒を 中心に して、 一時間 半ば かりし み^ \ 語った。 

黒板のう しろの 窓から 流れて くる 夜風が あまりに 冷え -^\> する ので、 窓 をし めた ほどで あ つ 

た。 聴いて 下さる 人 も、 講座に 慣れた 方ば かりで、 自他 一如の 共感 を もって、 立秋の 一夜 を こ 

の 道に 遊ぶ の 思いが した。  . 

川 崎、 小糸両 夫妻 をお 送りして から 私と 正風 はもう 一日、 この 村に 止った。 皿 ケ嶺の 裏山に 

かかって いる 朝 雲 を 眺め 乍ら 私 は 川 を 遡って 善 通 寺 を 訪ねた。 皿ケ嶺 は、 こちらから 見る のが 

山の 表 かも 知れない。 私たちが 松 山から 毎日 見て いるの は 北に むいた 裏側であろう。 しかし 山 

の 姿 どして はこの 山 は 北から 見る のが 高くて 美しい。 

信 一 君が 山から 採って 来て くれた 実の ついている またたび かづら は、 生れて はじめて 見る 珍 

らしい もの だ。 その 乾いた 実は、 よく 貰って 筋の 薬と して 酒に 漬けて おいて 飲み、 人に もす す 

めた ものであるが、 これ は 深山で ない と 育たない。 私 は 越後から マ タタ ビの 青い 実の 塩漬 をと 

りよせ て 食べて いるの だが、 越後の は 実の 形が こんなに 丸味で なく、 唐辛子の 短い の 位に. 1. 

い。 そこで 哲友 文庫から 牧野 博士の 「日本 植物 図鑑」 を 抜いて 調べて みると、 越後の は 深山 マ 
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タタ ビで、 ：=• 瀬 村の がほんと うの マ タタ ビ である。 そうして いるう ちに 隣の 猫が もう や つて 来 

て、 体 を 転がして いる。 辞書に は 「猫 大いに 是を嗜 む」 と ある。 名 は アイヌ 語の 「またたむ 

ぶ」 から 来た もので、 珍妙な 実の 形から アイヌが そう 呼んだ ものら しい。 俗に、 マ タタ ビを食 

ベて 精 を 養い、 そして また 旅 をつ づける から マ タタ ビ というと 云う の は、 違った こじつけ だと 

ある。 (三 三年 八月) 


5 

7 

2 


宝 塚 • 清 香 軒 (九月 十三 日 泊) 

大阪で 宝 塚 行 急行 電車 y のりかえる。 午後 五 時半で ラッシュ なの だが、 幸い 席が めぐまれ 

た。 豊中を 過ぎる と大阪 郊外と いう 感じが なくなって、 窓に 入る 風 も 涼しくて 清い。 宝 家の 一 

つ 手前の め ふ 神社 前で 降りる と、 妙 子さん が よし子 チャン を つれて 迎 いに 出て いて 下さる。 一 

応 街道に 出て、 三 丁ば かりあと 戾 りする と、 北側に、 十 戸ば かりの 住宅が 竝ん でいて、 その 中 

の 一 つが 今度 移って 来られた 酒 井 竹 山 翁の 新居で ある。 翁 御 夫妻 もお 元気で 待って いて 下さつ 

た。 

「おかげさまで、 こんなよ い 家に、 住みつ かして 貰いました。 妙 や、 よし子が 通う のに、 今 

までの 家よ 力 か、 一時間 以上 も 近くなりまして。」 

「ここから は、 聖心女 学院まで 僅か 三十 分です の、 よし子 は、 夏の 間ぢ ゆう、 そこの 溝^で 

ドン コゃ鮒 取りば かりして、 あんなに 元気そう になり ました。」 

「茨木で は、 雨が ふると、 バケツ や、 ドンブ リ等、 十二 三も竝 ベて、 その 雨 もりの ない， へ 


身 をよ せて 寝た ものです が、 もうこれ で 安心し ました。」 

敷地 四十 坪、 建坪 十二 坪と いう 小 ちん まりした 住宅。 一年 前に 建てて、 東京へ 転勤 せられた 

あと を、 買いう けられた ので ある。 設計 はとても よく 岀来 ていて、 桧の 風呂 もつ いている。 玄 

関 や 廊下 はよ く 雑巾が かかって いて、 大切に 住み こなして 来たよう な 家。 これなら、 自分で 新 

築す るより 却ってよ かった と 思う。 四 人が 静かに 生活せられ るのに、 すべてが ふさわしい 環境 

である。 去年の 春、 画会 を 起してから、 約 三百 八十 人の 御 援助 を 得て、 浄財と して 私の 方から 

お送りした 二十 八 万円が、 大体 総 費の 半額と してお 役に立た せて 貰った わけで、 ここで 私 は あ 

ら ためて 大耕 をめ ぐる 人々 に 感謝せ ずに はいられ なか つ た。 それにしても 流石 は 墨 竹 五十 五 年 

の 翁で、 よくも まあ 求めに 応じて、 大小 沢山の 豳を かかれた こと、 御苦労 さまでした。 しかも 

その 一つ 一 つ は、 私な どの 駄文 駄句と 違って、 それ^ \ に 清 香 を 放ちつつ、 各 家の 床に 掲げら 

れ、 末永く 多くの 人々 から 敬愛せられ ずに いないであろう。 玄関に 御自 刻の 額が 上って いる。 

益洲 老師の 書で 『清 香』 と ある。 清 香 軒と 名づ けられて はどうであろう。 風呂から 上る と、 西 

宮の 山上 克巳 君が 来て くれていた。 話 は 西 条の故 桐 野さん、 山下義 夫君に 及ぶ の も 自然で あろ 

う。 聖心女 学院と いうの は、 東京の 方 は 大学院 を 持って いるが、 幼稚園から 大学まで、 一学 年 

一 クラス だけ を、 キリスト教 精神 を 根底と して 教育し、 神 母 は、 ドイツ人で、 立派な 人ら し 

い。 妙 子さん は 高校 二年生の 担任で 国文 を 講じ、 よし子 チャン は、 お母さんに つれられて 小学 
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1 年生。 

. 東京. 冬花亭 (九月 十四日 沿)： ゾマ i- 

特急 ツバ メで、 まる 五 年 振の 東京 駅に 降りる。 長 岡さん 宮崎丈 二さん と、 齊藤泰 全 和尚が 待 

つていて 下さった。 泰 全和尙 は、 越後 田 口の 人で 北京に も いられ、 先年 は 永 平 寺 高 階 管長に 随 

伴して 伊予の 内 子、 大瀬 などへ も 来られた の だが、 初対面で ある。 長 岡さん にお 別れして すぐ 

新 宿へ 廻る と、 斎 藤清衞 先生、 南蛮 寺 萬 造 そして アポロ ン 社の 加 瀨正治 郎君が 待ち うけていて 

裏 街の ある 二階へ 上り、 六 人車 座に なって 秋 田の 太平 山で 一 杯。 会いたい 人々 に 会う よろこび 

は 酒の 味 をい よ/ \ よ いものに する。 斎 藤 先生 は、 明治 書院の 俳句 講座で 山 頭 火 を 担当して 御 

執筆 中、 「あの 山越えて」 を 電車の 中で よんで いられた らしく 握って いられた。 御飯よりも、 

ー喬 麦に しょうと いう ことにな り、 その 辺の 路地に 出て 信 州の 養 麦屋に 入る。 私 は 藤 村の 「旅 

情」 のの れんに 向いて、 ザル をす すった。 中 村屋で 一寸 買物 をして、 バスで 長 崎へ。 そして 宮 

崎 冬 花亭に 落ちついた。 小雨に ぬれて 秋 海棠が 咲いて いる。 風呂から 帰って、 詩の 話、 豳 の 話 

武者 小路さん は 此の頃 少し 御 病身で お訪ねし ない 方が よいと いうよう な 話。 筑摩 書房から 贈つ 

て くれた 高 村 光太郎の 写真 を 見たり して 凉 しい 二階の 話 はっきない。 床に 入って から 泰全 和尚 

に 貰った 弟さんの 三郞 作る 初 窯の 湯 呑 を、 もう 一度 出して、 握って みる。 三郞 さん は、 富本憲 
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吉 先生に ついて 久しく 修行して いられた が 今度 田 口に 窯 を 築かれた ので ある。 その 包紙の 和紙 

こ は 

「この 男、 雪の 中に 窯 をつ き、 土 もて 玉に かえんと する 夢 をい まだ はぐくめる。 とぼしき 薪 

に 寒き 膳。 され ど 雪の 夜 を 汗して 焚け る 三日三晩、 とり 出す 陶の、 千に 一 つ はや 乂 心に かなへ 

りと、 にがき つらに ほく そ ゑめ るか。 雪 はや 消えん、 雪国に 梅の 蕾 はい まだ かたき か。」 

と ある。 石版の 文字 もよ く 文 も 亦よ い。 私 は 一度 一茶の 柏 原から 野 尻 湖に 出て 泊り、 歩いて 

落葉松と 白樺の 峠を越して 赤 倉 を 通り 田 口に 出た あの 一人の 旅 を 思い、 日本一 の 雪国で まづし 

さに 耐えて、 陶 ものの 道に、 心 を こめて、 あかあかと 火 を 燃やしつ づける たくましい 作者 を 想 

うてみ るので あった。 

ぐっすり、 実に ぐっすりと 眠って、 醒める と 窓の 外 は 深い 朝霧で ある。 古くて おいしい 味噌 

漬も 出て、 朝餉 を 頂き、 八十 六才 のお 母 さま 手造りの 小さい 毬を久 仁 子の 土産に 貰い、 バスの 

来る 路傍で ァ リタ 草 (水虫の 妙薬) を 見たり して、 宮 崎さん に 池 袋まで 送って いただき、 上野 

から 常 盤 線に のる。  . 

茨城 県警 祭 本部 長 夏 目 草 石さん の 室。 松 山 や、 山 頭 火の 話な どして 昼食 をす ますと、 九 • 一 

五の 午後 一時、 草 石さん が 云った。 

「割に 静か だね。」 
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「三百 人ば かり、 主として 茨大の 学生です。 教育長に 交渉 を 申入れ ましたが、 勤 評 は、 教組 

. の 問題で 大学生と 関係 はない と 云って 拒否し ました。」  , 

「そうだろう。」 

そこへ 他の 部下の 人が やって来て、 「結局 デモ隊 は 一寸 気勢 を あげて、 解散し ました。 その 

一部が 庁 内に 入って 廊下 を うろつい ている 程度です。 どういた しまし ようか。」 

「警官 は 出ない 方が よい。 少し は、 学生 も 県庁 内 を 見学して よかろう。 どうしても 引 揚げね 

ば、 大学の 生徒 課長に 云って、 連れて 帰らせたら よい。 われわれの 方 は、 手 を 出さぬ 方が よ 

い。」  . . 

「はい。 では、 万一の 事態に 若干 を 備えて おく ことにします。」 

「うん、 しかし 機動隊の 必要 は あるまい。」 

本部 長 は悠々 たる もの。 小川 芋戋 や、 小 林 古徑、 鈴 木 信太郞 など、 夏 目さん の 好きな 凾 家の 

話が はずみ、 やっと 東京の 古本屋で 手に入れられ たという、 芋戋の 「河童 百 図」 を 見せて もら 

う。 午後、 警察学校で、 講演 をす ませてから、 偕楽 園 を 案内して もらい、 常 盤 神社に 参拝し 妤 

文亭を 拝観す る。 お 城と 共に 戦災に 合って 新築され ていた。 水 戸 学の 立場から いっても、 ここ 

は 戦時中の 方が、 盛んであった。 公園 は 荒れ、 弘道舘 も廢れ ていて、 ただ 梅の 林 だけが、 水 戸 

のよ さ を 見せて いるかの ようだった。 しかし 藤 田 東 湖 先生の 墓に 詣 でた 時には、 流石に 襟 を 正 
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し、 頭の 下る 思いが した。 その 辺 一体の 墓石の 中に、 桜 田 門外で 井伊 大老 を 倒し、 大義に 殉じ 

た 志士の 墓が 見出される。 その後 藩內ニ 派に 対立した 理論闘争が ついに 血戦と なり 両派 合せて 

千 七 百 余人の 有能の 士が、 倒れて いる その 墓に は、 心が 痛む。 安政の 地震で 東 湖が 変死し なか 

つたら、 藩 論 は 統一 せられた のではなかった かな どと 思って みた。 それにしても 新しい 日本 を 

產み 出す ために、 水 戸が 演じた と 同じ 歴史 を、 現代の 日本人が 繰返して いるので は あるまい 

か。 平和 を 希望し ない 者が 日本に いるであろう か。 真の 平和 を 築く 方法 を 異にして いるもの 同 

志が、 鬪 争の 火花 を 散らして いるので ある。 水 戸の 内戦に は 外国の 手が 仲び ていなかった だけ 

まだよ かった の だ。 今 は、 かりそめの 鬪 争が、 ワシントン、 モス コ—、 北京、 台湾に も 通じて 

いないと 誰が 云い 得よう。 タ餉は 山 口 楼の凉 しくて 静かな 一室で、 夏 目さん たちと ゆる/ ^頂 

いた。 私 は 芸者さん に 頼んで 本場の 磯 節 を ほのぼの とする 思いで 聴いた。 一人 は ひき、 一人 は 

唄う。 はる-^,.. 旅に 来て、 その 土地の 民謡に 耳 を 傾ける の は 旅の 楽しみの 一 つ。 そこから 大洗 

の 南端まで 送って 頂いて はま ざく 荘に 落着く。  ：  ./ 

大洗 • は まざく 茌 (九月 十五 日) 

風 はない ので あるが、 太平洋 はう ねりが あって、 砂浜に 打ちよ せる 音が、 鈍重な ひびきと な 

つてく る。 磯 節の リズム だ。 窓 を あける と、 浜 干しの 鰯の 旬い がぶんと 漂うて くる。 太平洋の 


—  281 一 


うねり を 体に 感じて 寝る の は、 幾年ぶ りであろう か。 時々 その 音で 眼が さめたり した。 早く 起 

きて、 一人で そっと 風呂場へ 降りて みると、 まだ 熱くて きれいな ので、 朝風呂に つかる。 外 は 

小雨ら しい。 食後、 雨が 止んだ ので 庭下駄 を はいて 砂浜 を 散歩す ると、 荘の 犬が 二 匹 よろこん 

でつ いてく る。 水平線 は どんより 曇って いて はっきり しない。 渚の 妙の 上に、 私と 犬の 足跡が 

何処まで も つづく。 足の 曲んだ 松の木が 遠く 鹿 島灘に つづく。 

犬 洗から 水 戸へ 出る 道路 は、 直線で、 両側の 銀杏 や プラタナスの 並木 もどつ しりして 美しい 

路だ。 午前 は 水 戸署で 講話。 午後 一寸 官舎に 夏 目 夫人 をお 訪ねし、 松 山の こと や、 先日 水 戸へ 

来られた 吉岡 清風さん 御 夫妻の 噂な どして、 一 路太田 市の 西 山荘へ 車 は 走る。 今日は 谷川 教養 

課長さん の 御 案内で ある。 西 山荘 は 義公水 戸 光園 卿の 隠栖 せられた あとで、 太 田の 街から、 関 

東 平野 特有の 丘陵と 丘陵との 間に 深く つづく 狭 田の 奥まった 所に、 昔の ままに 残って いる。 古 

ぃ大 杉の 間から 流れて くるせ せらぎ の 水が 浄ら かで ある。 門 をく ぐると 右側に 大きい 山椒の 木 

が 赤く つぶらな 実 を 沢山つ けて いる。 荘 はすべ て 茅葺で 簡素 そのもの である。 萩の 武士 屋敷の 

何処かで 見た ことの あるよう な 建物 だ。 早口な お婆さんに ついて 説明 を 聞きながら 表に 廻り、 

縁から 座敷に 上らせて もらう。 公の 室と 客間との 間に 敷居がない。 これ は 地方の 農民た ちまで 

遠慮 させずに 気楽に 近よ せて、 主客 一如と なろうと せられた 公の 心の 現われであろう。 その 左 

奥の 一室 は 御 寝室で その 隣の 控えの間に は、 所謂、 助さん か 格さん かが 崈に 侍って いた ことで 
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あろう。 寝室の 表に 三 畳 間が あって、 梅の 木の 窓 下に 清楚な 机が 昔の ままにつつ ましく 置かれ 

て ある。 ここが 大 日本史 を 著述 せられた 室で ある。 窓が 西南に むいて いるの も 京都の 皇居に む 

かって 筆 を とられた 忠誠 心 を 思わせる。 心の 字形の 池 も 古 寂び ている。 昔から 善政 をし いて 民 

を 愛した 名君の 住居 はき まった ように 質素で ある。 朝タの 食事 も 簡素であった。 今日の 政治家 

は、 大いに 学ぶべき であろう などと 思いながら 太 田署に 帰って 講話 一席。 途中から ひどい 雨と 

なった。 その 席で 耕 友で あり 一灯 園の 光友で も ある 横 山 ひとし 氏に 会う。 その 横 山さん の 案内 

で、 佐 竹 寺に 詣る。 ひどく 荒廢 している が、 本堂と、 聖徳 太子 作と 伝えられ ている 本尊 様が 国 

宝と なって いる。 秋 田へ 転 封され た 佐 竹 氏の 菩提寺だった ので ある。 そこから 大門の 枕 石 寺 は 

近い。 

門 をく ぐると 雨に ぬれて 秋草が 庭 一 めんに 乱れ 咲いて いる。 親切な 奥さんに 教えられて 本堂 

で 礼拝 をす ませ、 右 横の 壇の 厨子の 中に ま つ つ て ある 石 を 拝んだ 私 はな つかしい ままに 思わず 

その 石 こ. 手 を 当てた。 枕に して は 少しく 小さす ぎる かと 思われた、 「犬 心 海」 の 文字 は 親鸞 聖 

人の 刻まれた もの、 私 はまた その 掌 を はなして 合掌 瞑目した。 その 時、 心に 浮んで 来たの は、 

大正 十 年頃 広 島の 寿 座で 観た 倉 田 百 三 原作の 「出家と その 弟子」 第一 幕の 光景で ある。 守 田 勘 

弥 が親鬵 を 演じた。 その 劇で は、 現在 一灯 園す わらじの 山田隆 也さん が 唯 円で、 岡田嘉 子が 

かえで だ-つたと 記憶す る。 


建 暦 二 年 十一月 二十 七日、 聖人が 越後から 関東に 入って 来られて 間の ない 頃、 四十 才の 初冬 

である。 大門の 隠士 曰 野 佐 衞門尉 は、 一夜の 宿 を 乞う 旅僧に 向って、 仏道 を修 ずる 者なら ば、 

樹 下石 上 を 宿に せよ と 冷く 拒否した C 旅僧 はすな おにうな づ いて 門前に 出で、 石 を 枕に して 横 

になった、 夜と なって、 雪 はふり つづけ、 旅人の 体 を 埋めよう とする、 その 中で 聖人 は 念仏 を 

唱えて いられた。 その 夜更けて 佐 衞門尉 は 息苦しく なり 夢に 観世音の お告げ をう けた、 驚いて 

出て みると、 旅人 は 石 を 枕に して 雪の 中で 念仏 三昧に 入って いるで はない か。 彼 は 後悔して 旅 

人 を 招 じ 容れて ねんごろに もてなした。 それが 緣 となって 彼 は 聖人の 弟子と なり、 出家して 入 

西 房 道 円 法師と なり、 念仏 信仰が この 地方に 広まり、 のち この 枕 石 寺 建立と なった ので ある。 

枕 石の 横に 安置して あるの は、 聖人のお 首 だけの 絵で ある。 これ は 法 橋が 描いた もの、 また 

聖人 御 真筆の 「南無阿弥陀仏」 の 六 字の 名号 も 手に とって 拝ませて 貰った。 また 入 西 房が 聖人 

に 石 を 枕に させた 曰から 満一年 経った 霜月 二十 七日に 聖人 を 慕って 刻んだ とい う 御木 像 も 拝ま 

して 貰った。 この 寺に 遠近から 参拝す る 信者 は 今尚 あと を 絶たない。 西 山荘の 光園 卿 は 

伝え こし 石 を 枕に こ とわり や 世 々にか かぐる 法のと もしび 

と 詠 じ、 広 島 市 寺 町 報 専坊の 慧雲和 上の 詩 は  ， ， 

. 聞 道 厳冬 夜 聞くなら く 厳冬の 夜 pfcllK^  -  -  ノ- 

褥雪臥 門前  じょく 雪 門前に 臥す 
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枕 石 今猶在 枕 石 今な お在り 

何 耐就安 眠  いづく んぞ 安眠に 耐えん や  . 

横 山さん は、 この 道に つながる 人で、 不具の 少年 七 八 人 を わが 子の 如く 愛育し 乍ら、 農 を 営 「 

み PTA の 会長 をして いられる。 そして 山 頭 火の 好きな 人。 一路 水 戸へ 車の 走る 此の あたり は 

広い^ \ 常 陸の 美田で 稲の うれ そめた 色が 美しい。  • 

水 戸 • 清風 園 (九月 十六 • 七 • 八日 三 泊) 

小雨の 秋の 日 はもう 暮れて いた。 高台の 屋敷 街の はづれ たと ころ 今夜の 宿 は その 名 もこの ま 

しい 清風 園で ある。 静かな 離れの 室の 縁に 立つ と、 芝生の 庭の 下に 千 波 湖と いう 小さい 湖水が 

かすかに 光って いる。 その 向う に 水 戸 郊外の 丘が つづいて 木立の 影 か 黒い。 芝生の 崖 下 を 常 盤 

線が 走って いるので あるが、 汽車 も 見えず、 騒がしく もない。 観光 的な 宿で ない のが、 私に は 

うれしい。 ゆっくり 風呂に 浸って から、 旅の 絵 ハガキ を 書いたり する。 枕 石に 掌 を 当てた もの 

の、 私に は、 いづく んぞ 安眠に 耐えん やという ような 道心 はない。 安眠 を 貪る ほどで もない が 

安眠す る。  - 

十七 日 は 終日 雨。 市 川さん の 案内で 仙 台へ 通ず る 街道 を 北に 走る。 「埃が しないから、 雨の 

方が いいです よ 一 と 云われる。 日立 署で 講話。 此処 は、 新しい 建築で、 警察 型で ない のが 眼に 
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立つ。 午後、 同じ 道 を 更らに 北進して、 高 萩署で 講話。 日立、 多賀、 高 萩と、 この あたり は 近 

代 的な ェ 鉱業 地 带で、 日立 製作所 は 一 つの 王国 を 成した 観が ある。 高 萩から 更らに 北へ 走って 

勿 来 関の 少し 手前の 五 浦に 岡 倉 天心の 旧居 を 訪ねる。 

門 をく ぐると 右 脇に 茨城 大学 研究所の 事務所が あって、 緒 方さん が 親切に 案内して 下さる。 

旧居の 庭に 立つ と、 松の 間に 太平洋の 大海原が 展開して、 右と 左に 岩壁の 岬が 突出して いて 小 

さい 湾 を 抱いて いる。 湾内に は 点々 と 岩石が 竝ん でいて 白波 を 立てて いる。 その 湾の 中心に 一 

つの 突起が あって、 そこに 天心の 夢 殿 ともいうべき 六角堂が 昔ながら に 立って いる。 頭 をめ ぐ 

ら すと 天心 旧居の 左方 松原の 間に、 木村武 山、 下 村 観 山の 旧居が 眺められる。 右上の 林の 向う 

に は、 横 山 大観 旧居の 屋根が 見える。 菱田春 草の 旧居 は 丘の 彼方で 見えない。 天心 は 美術学校 

を 創立して 初代の 校長と して、 縦横に その 手腕 を 発揮して いたので あるが、 例の 事件が あって 

潔く 職 を 辞して、 此の 五 浦に 居 を 定めて 閑居した。 そこへ 以上の 弟子た ちが 後を慕って 移り 住 

み、 所謂 日本 美術 院の 発祥地と なった わけで ある。 旧居の 南側の 松の木の 間に は、 r 亞細亞 は 

一な り」 の 巨大な 碑が 建てられ ている。 これ は 大観の 筆になる もので、 その上 部に は 天心の 肖 

像が 浮彫りに されて いる。 

緒 方さん は 六角の 堂の 錠 を あけて その 中にまで 入らせて 下さる。 正面に は 床の間が あ つ て、 

天心 はこ こに 仏像 を まつって、 静坐 瞑想に 耽ける こと を 楽しみと したら しい。 此の 六角 は 京都 
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の 六角堂に ならった もの か、 それとも 法隆 寺の 夢 殿の 八 角に 準じた もの か、 私 は 脚下の 波音に 

梵音 海潮音 を 観じながら しばらく 考えて みたが、 矢 張 夢 殿であろう。 * 

彼が エド ヮ— ド • モ— スの 紹介で アメリカから 東京大学に 招かれて 来た 若き 美術 学者 フ ェ ノ 

ロサを 案内して、 夢 殿 秘仏 を 開扉した の は、 明治 十七 年の 夏であった。 秘仏 は 聖徳 太子の 念じ 

られ たもので、 太子 亡き あと は、 千年の 秘仏と して 厨子に 蔵め られ たま ま、 夢 殿 は 扉 を とざさ 

れ、 太子の 夢 を そのままに 伝え つづけられ ていた。 フェノロサ は、 世界 最高の 仏像と して 驚き 

よろこんだ。 その フェノロサの 墓 は、 彼の 愛した 日本の 土に (三 井寺) 今尙 眠って いる。 天心 

が アメリカの ポスト ンで 日本 美術 を 彼の 国に 普及させる ようになつ たの もフ エノ 口 サの緣 によ 

る もので、 天心 を 慕う ラング ドン • ヮ— ナ— は、 度々 日本へ 来て この 五 浦に も 久しく 寄 偶し 院 

展の 人々 や 白樺 派の 人々 に 親しく 交った。 太平洋戦争で、 京都、 奈良、 法隆寺 あたり を、 米軍 

の 爆撃から 衞 つて くれたの もヮ —ナ —であった。 彼 は 戦後 日本 を 訪れて 京都、 奈 良が 無事で あ 

つたこと を 確かめてから 「不滅の 日本 美術」 の 大著 を 残して 死んで 行った。 その 記念碑 は法隆 

寺 内に 建てられて いるの だが、 そうした フェノロサ、 天心、 ヮ— ナ— の 国境 を 超えた 美しい 交 

り を、 私 は 堂 内に たたずんで 回顧し ない わけに は ゆかない のであった。 そして 京都、 奈良を 救 

つた 精神の 根 は、 わが 岡 倉 天心の、 しかも 此の 五 浦の 夢 殿の 中から 生えて いるの だと 観じても 

いいよう にさえ 思った。 それから 旧居の 中に 入れて もらって、 一 つ 一 つの 室に 心 をと どめ 乍ら 


坐ったり 立ったり した。 天心 は 六角が 好きだつ たと 見え、 今 は 無い が 湯殿まで 六角に していた 

と 緒 方さん は 云って 下さる。 一応 門 を 出て、 今度 は 横 山 大観の 旧居に 入れて 貰う、 門に 至る ま 

での 掛橋 からして 既に 純 日本的で ある。 玄関、 茶室、 すべて 京都 的で ある。 特に 彩管 を 振った 

画室. は 神聖な 殿堂に 昇る の 思いが した。 小雨の 降り注ぐ 庭に は 萩が 垂れ 咲いて いた。 

最後に 天心の 墓に 詣 でる。 ここへ は 海の 音 もと どかない 林の 中、 寂然と した 境域の 中に、 ふ 

ん わりと した 大きい 土まん ぢ ゆうに 短い 草が 青く 茂つ ている。 何とい う 独創的な 墓であろう、 

ただ 正面に 石の 香炉が あり、 その 両側に 石の 花 立が 配置され ている だけ。 

明治 三十 七 年が 初 渡米。 最後の 渡米 は 大正 元年の 八月で、 翌ニ 年の 四月に 少しく 予定 を 早め 

て 帰って来た、 痔と、 腎臓 を 患って いた。 彼 は 和服が 好きで 、米国で も 和服だった。 天心 こそ 

平和と 文化の 使者であった。 基 子 夫人の 話に よると、 和服 はすべ て 天心 独創の 型で、 はじめ 紙 

で 見本 を 造り、 それが 身に 合って から、 紡お 召しの 生地で、 元禄袖の ような もの を 縫わせた も 

の だ。， 帰朝して から は 大体に づ つと 五 浦で 静養し、 沖に 出て 釣 を 楽しみ、 読書に 耽ったり し 

た。 彼 は 肉食せ ず、 野菜 を 好んで 時に 魚類 をと つたと いう。 八月に なって 文部省の 古社寺 保存 

会の 委員と して 東京に 出で、 会議 中から 病勢 悪化し、 田 端の 別邸に 落着いた が、 赤 倉の 高原に 

ある 山荘に 憧れて 越後に 赴き、 九月 二日、 そこで 大観、 観 山な どの 門人に かこまれて 五十二 才 

という 若さで、 偉大なる 生涯に 終り を 告げた。 


「よく 勉强 して 芸術の ためにつ くせ。」 

と は 門人 へ の 最後の 言葉で ある、 

十二 万年 名月の 夜 訪ひ 来ん 人 を 松の 影  • 

と は 辞世の 句で ある。 その 時、 五 浦に 瑩域を 定めて くれと 希望した、 その 松の 影に、 幽玄な 

眠り をつ づけて いるので ある。 かがんで 合掌して いる 私の 傍らで 萩の 花が 地に こぼれた。 緒 方 

さん は、 非常に 人な つかしい 微笑 をた たえて、 旅 を 急ぐ 私たちの 車 を 見送って 下さる ので あつ 

た。 

一里 あまり 帚る と、 洋 岸に 磯原と いう 漁村が ある、 市 川さん は、 車 を 止めて、 大きい 門構え 

の 旧家へ 案内して 下さる、 ここ は 野 口 雨 情の 生れた 家で ある。 奥さん は よろこんで、 旅 ゾを招 

じ 入れ、 茶菓 を 馳走して 下さる、 そして 数々 の 半折、 色紙な どの 遺墨 を 見せて 下さる。 私 はふ 

と映凾 「雨 情」 を 思い起した。 映画の 夫人 は木暮 だった が、 ここに 見る 夫人の 若 かりし 頃 は、 

木暮 よりも はるかに 美人で あ つたと 察せられる。 そして あ \ して 劇化され たような 冷い 人で は 

ない。. 

「ロケ は 二十日ば かり 此の辺で ありまし たのよ。 森繁 という 方 は、 元来が 喜劇 役者な のです 

から、 表 青が どうしても 喜劇 的になります が、 雨 情 は、 もっと 真剣な ところが ありました。」 

卸 自分の こと は 云わないで、 亡き 雨 情の こと だけ を 語られる ところ は、 流石に 明治時代の 日 
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本 婦人 だと 思う。 

「雨 情 は、 あまり 直したり せず、 すべて 筆 を 手に してから 心に 浮ぶ まま を、 すらく と 歌に 

した ものです よ。 だから あまりよ くないので すが、 そのままの 作ば かりです。 時に ま 是でヽ 

いかね と 私に 相談した ものです。 旅が 妤 きでして ね、 よく 旅. に 出ました。」 ， 

おいと まする 時には、 小雨の 日 はもう 暮れて いた。 清風 園に 帰った の は 八 時半 頃だった。 し 

かし 今日はい いこと をした とつ く^ \ 思う。 

十八 日 は 夜明け 前 頃から 暴風雨と なった。 二十 一 号 台風が 鹿 島灘を 北に 進んで いるら しい。 

私 は 少し 疲れ 気味で 下痢 もす るので 午前中 は 床に 入つ て 体 をいた わる ことにした。 台風 は大し 

た 被害 もな く 茨城県 を 通りす ぎたら しい。 千 波 湖の 水面 も 静かに なった。 宿 は 実に 親切で、 女 

中さん は 余計な こと はしゃべ らず心 を こめて 旅人の 世話して くれた。 室 も 調度 品 も 何となく 気 

品が あって、 古い 城下町 水 戸の 宿らし い。 朝 も 昼 も 少量の 食パンに したので、 何となく 力が 抜 

けたよう な 気がする が、 椎 名さん の 案内で、 車を馳 せて 稲田の 西 念 寺に ぉ詣 りさして もらう。 

椎 名さん は 剣道 五段の 水 戸 人で、 気魄に 充 ちた 人。 途中 笠 間から は钿谷 署長さん も 一所に 東 道 

して 下さる。 ありがた いこと だ。  - 

広 島の F 先生へ。 

一昨日 は 枕 石 寺、 今日は 稲田の 御坊と いう 風に、 先生が お 手紙で 教えて 下さった 聖人の 御廪 
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跡 を、 お訪ねい たす ことが 出来ました。 山門 内 左 脇に は、 七 八 百年の 歳月の 流れ を 黙って 見 

て 来たよう な 大きい 襻ゃ 銀杏が 立ち 竝ん でい ました。 夜来の 台風が 落して 行った 銀杏の 実 を 

对 童が 四 五 人で 拾って 遊んで、 いるの も ほほえましい 稲田の 風景でした。 「御 草庵 跡」 と 大書 

した 古い 標木を 見た だけで、 「あ \」 と 口ずさんで なつかしい 心で いっぱいです。 今日は 不 

思議に も 恵 信 尼 公の 御 命日な ので、 男女 多数の 参詣が ありました。 その 信者た ちが、 広い 本 

堂 や 書院の あちこちに、 五六 人 づっ相 寄って、 ごろり と 横にな つたり して、 お 念仏 を 唱え、 

何んだ か 自分の 親の 方へ 帰った ように 寛いだ 姿で いるの も 一 入 うれしく 思いました。 備後、 

金 沢、 讃岐 など 遠方の 人 も いられる ようでした。 その 中の 一人の 大柄な 老人 は 昔 乍ら に、 

髪の チョン マ- ゲを 結うて いました。 その 眼の 凉 しさ、 信に 生きる ものの 眼 は 美しい ものです 

ね。 本堂 内陣に 入れて 貰って 礼拝の のち 役僧さん から、 本尊 様の 右に まつって ある 親鸞 聖人 

のお 像と、 左側の 恵 信 尼 公のお 像に ついての 縁起 を 説明しても らいました。 その 説明と いう 

のが、 金閣寺な どの 商売人 口調と 違って、 香 を 立てて 経 机に 向って 坐し、 長い 巻物 を 打ち ひ 

ろげ つつ、 あの 白骨の 御文 章 を 朗誦す るよう な 口調で、 ゆるゆると 読んで 下さる のです。 そ 

れ によると、 聖人のお 像 は、 聖人 五十二 才の 年に 『教行 信証』 の 草稿 を 完成せられ、 その 開 

教立 宗の大 著述 を 終えられた 歓喜の 心 を そのままに、 御自身で 楠 木に 刻まれた もの、 恵 信 尼 

公の わさいお 像 は、 八十 七才で この 御坊で 御 往生 せられた 時、 御子 息の 如 信 さまが、 名残 を 
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惜しむ の あまり、 荼 毘に附 された 灰 を 固めて、 母君の 面影の 如く 創り、 それに 漆 を 塗って ま 

つられた もの。 歓 びと 悲しみの 像が、 阿弥陀 仏 をまん 中に して、 夫と 妻の 坐に ついて 後世に 

残されて いる ことの 貴と さ。 私 は 心に しみて 迫って くる もの を 感じました。 それから 客間に 

通されて、 稲田 良憲 御門 主と、 その 御 令息に も 親しくお 眼に かかり、 いろ^ (-と 御坊のお 話 

. を 承りました。 聖人 はこ こに 二十 年 も 御 在住せられ、 その 間、 遠く 鹿 島、 潮 来の あたりまで 

念仏 を 広める 行脚 をせられ ました。 しかし、 聖人の 場合 は 人 を 集めた 説教 や、 大道の 演 舌で 

はなく、 悩める ものが あれば、 その 家に 泊って 寝食 を 共に しつつ、 どうしょう もない 人間性 

からく る 苦悩 を 涙して 聴いて やられた のではないでしょう か。 ああせ よ、 こうせ よと 申され 

ないで、 解決の すべ を 知らない 自分 を 歎きつつ、 一所に 悩んで やられた のでし ようね。 しか 

し 二十 年の 間に は、 ずい 分 多くの 同朋 同行 を 得られた ことでしょう。 その 間 恵 信 尼との 間に 

は 六 人のお 子さん も 出来て いる、 その 肉親の 愛情 を、 一. 応 捨てる ようにして、 六十す ぎて か 

ら 『教行 信証』 を ひつ さげて、 法然 上人の 亡くなられた あとの 京都へ はる^ \ 上って 行かれ 

た 仏法に 対する 情熱の 強さ、 . たくましい 御意 力 は、 矢張り 日本一 流の 大人物で すね。 みかえ 

りの 橋と いうの が 横 門から 眺められます。 あなた は 愛児と 関東の 信者 を、 自分に 代って 守り 

育てて くれと 云い 遺し、 再び 帰らぬ 決意 を もって、 峠の 道から 見 かえられた 橋な のでし よ 

う。 聖人のお 姿が 見えなくなる まで，、 涙 乍ら に 立ちす くんで いられた 尼 公の 姿と お 気持 はわ 
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かるよう な 気が いたします。 私の 口から は、 無心に お 念仏が 出ました。 弁 円の 板 敷 山 ゃ大覚 

寺 も、 程遠から ぬ 所に あると 知り 乍ら、 私 は、 一 つの 公用 を 主と した 旅人で ある ことに 気が 

ついて、 はるか 青い 松 山の 方 を 拝んで、， 御坊 を あとに したので あります。 (九月 十八 日) 

帰途、 笠 間 焼の 窯元 を 一寸見 学 さしても らう。 古い 伝統の ある 大きい 登り 窯で ある。 多く は 

昔 乍ら の すりばち とかめ を 産す るの だが、 近時 どちら かと 云えば 民芸 調の 新しい 作品 も 相当 製 

作せられ ている。 しかし 所謂 あまりに 民芸 的な 嫌味が なく、 素朴で、 比較的 安くて よいと 思 

う o  、 

同じ 室に 三 泊 もす ると、 何だか 身辺が、 我が家の ように 思われる。 今日は 台風の 通った あと 

の 秋晴れで 肌が 冷え^ \ す るので、 セルに 衣更えした。 十九 日 は 機関誌 『警 泉』 の 編輯 長 井川 

さんの 案内で ある。 松 山の 『かがり 火』 と 森 川 編輯 長 を 思わない 訳に は ゆかない。 午前中 石 岡 

署、 午後 は 下 館署と 二回の 講話で ある。 どこの 会 も 皆 熱心に 聴いて 下さる ので、 毎日 二回の 講 

話が 少しも 苦にならない。 遠く 旅に 来て 初めての 人々 と 感銘 を 共に する こと も 生く る 日の よろ 

こびと 云うべき か。 石 岡から 田と 林の つづく 路を筑 波 山へ なけて 走る。 碧い 空に 聳える 関東 平 

. 原の 孤山 筑 波の 峰 は、 車の 位置に よって 様々 に 変化す る。 車 はいよ くその 筑 波の 山麓 を 右に 

切って 真 壁の 町に 出る。 真 壁の 平 四郞を ふと 思い出した。 真 壁から 下 館まで は、 茨城県 一流の 

穀倉地帯が つづく。 稲 はよ く 出来て 薄 黄色の 穗竝が 秋の 日に 光って 匂う。 下 館 は、 もう 栃木県 


に 近い。 下 館から 一路 水 戸へ。 翌日 は 水 戸 を 去る ので 祕書 室の 飯 島さん や 教養 課の 方々 にお 別 

れの 挨拶 を. して、 再び 大 洗へ 運んでも らう。 . . . , - - - -. ■ 

大洗茌 (九月 十九 日) ： 

かねて 念願の 山村 暮 鳥の 詩碑 を 井川さん が 探して 下さる の だが、 移転して いてな か-/ \ 見つ 

からない。 ところが 電車 終点の 東海 荘の 主人が 現われて、 すぐ 近くの 海に むいた 松林の 中へ つ 

れて 行って 下さる。 

いたいた  ， 

あなた はこ こに 立って いた 

海 を 見て 松の 間に  - 

淋しく 一人で 立って いた 

すっかり 暮れた 波の音 を 

背に 感じながら  - 

マッチ をす つて  • 

指頭で よむ 「雲」 の 詩 

途方に 暮れた 暮 鳥の 詩碑よ 
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「わたしの 父 は暮鳥 先生と 仲よ しでよ く 遊びに 行った ものです。 奥さん は 立派な 人で、 病気 

がわる くな つてからの 詩 は、 すべて 先生が 口で 云われる の を、 そばで 書いて は 発表 せられた 

ものです。 今 は 水 戸に いられ、 千草さん も、 玲 子さん も 皆お 達者です。 この頃 は、 浮いた 観 

光 客ば かりで 暮 鳥の 此の 詩碑な ど 尋ねて くれる 人 はめ つたに ありま せんよ。 あなた は 四国の 

松 山から 来られました か、 先生 も よろこばれる でしよう。」 

と 主人 はわが ことのよ うに 喜んでく ださる。 私 は その 東海 荘に 泊りたい なと 思った が、 宿 は 

既に 大洗荘 に 指定され ていた。 大洗荘 も 大洋 を 前にした 磯に あって、 これ は 観光 的な お 客 を 呼 

ぶ 宿。 翌朝 早く 起きて、 太平洋から 昇る 真 赤な 太陽 を 拝んだ。 波音 も 静かで 素晴らしい 朝 だ。 

宿 はま だ 寝て いるので、 裏口から 浜に 出て、 もう 一度 暮 鳥の 詩碑の 方へ 歩いて 行った。 

見えた 見えた 

砂丘の 細々 とした 松の 間  - . . 

あなた は洋 からの ぽる 日に むいて 

+ 今朝 は 白く 光って いる ■  - 

あなたの 親しい 友だった 雲が 

遠い 水平に 浮いて 

ポ ン ポンポ ン と 漁船が 帰って くる 
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大洗 さまの 松 をめ あてに 

足 もと. では 芒の 穂が 風に ゆれて いる 

暮鳥ょ 今 はもう 

淋しい と は 言わない でしよう。 

改めて 碑 面 をよ むと 小川 芋戋 子の 字で 

雲 もまた 自分の よう だ 

自分の ようにす つかり 途方に くれてい るの だ 

あまりに あまりに ひろす ぎる  ， 

涯 のない 蒼 空な ので 

おう 老子よ こんなと き だ 

にこに ことして ひょっこり とでて きません か 

と ある。 私が 暮 鳥の 「雲」 を 知った の は 昭和 二 年で、 彼が ここで 亡くなって からしば らく 経 

つてからの ことだった。 あんまり いい 詩な ので、 しかもび んぽ うで それが 買えない ので、 その 

, 頃 広 島 高校の 学生だった 南蛮 寺に 借った。 家内 は それ を 私の ために 毛筆で 写して くれた、 その 

一冊 は 私の 写した 放 哉の 「大空」 と共に 今 も 書架に 竝ん でい る。 志 をと げた 思い をして 大洗神 

社の 方へ 松林の 道 をの ぼる。 磯 節の あの 大洗 さま だ。 境内 は浄ら かに 清掃され て、 みたらしの 
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永が あふれて いる。 杞神は 大国 主命と 少彦名 命で ある。 いと 爽やかに 拝礼して、 また 遠い 海原 

をみ る。 境内に 再び 視線 をむ ける と、 秋の 七草が 一ヶ所に まとめて 植えられて、 その 中に 立札 

があって 山上 憶 良の 歌が しるされ ている。 神主 様の 心が わかる ようで うれしい。 

はぎの 花 尾花く ず 花 なでしこの 花 をみ なへ しまた 藤 袴 朝顔の 花  . 

これ は 萬 葉集卷 八の 歌で、 朝顔 は 今日の 桔梗で ある。 今の 朝顔が 支那から 日本に 入って 来た 

の は、 利 休の 時代であった。 今日は 市 川さん の 東 道で、 水 戸に さよならして 土 浦へ 向う。 土 浦 

署は 人員が 多い ので マイクの 化 意が して あり、 大いに 助った。 無心に 語りつ づけて、 茨城県 最 

後の 講演 を 終えた ときには、 感無量だった。 午後 千葉県 香 取 郡久賀 局まで 送って 頂く。 途中 牛 

久に 廻って 小川 芋戋の 旧居 や 碑 を 見たい と 思った が、 台風で 橋が 通れない 由に て、 霞が 浦に 沿 

うて ゆく、 この あたり は、 映画 「米」 で 見た 風景で ある。 わかさぎ を 獲る 舟 帆が 風 を はらんで 

七 八十 も 横に 展開して いる 光景 は 他で は 見られな いもの、 湖 は 夢の ように かすんで、 遠く 筑波 

山が 見え かくれす る。 水郷の 美し さに 飽 くこと なく 眺め 入り、 やがて 潮 来 を 左に 見て 利根 川 を 

渡って 佐 原に 入る。 ついでと 云って はすまない が、 香 取 神宮に 参拝して 多 古 街道 を 南下し、 次 

浦の 久賀局 米 本邸の 門前に 迪 りつく。 米 本 旭 窓 翁、 重 信 君 父子 はじめ、 御 一族お 達者で 歓喜し 

て 迎えて 下さる。 また 茨城県 大野 村の 石 馬 賢 洲和尙 は 河 を 渡って 私に 会うた めに 来て いて 下さ 

つた。 更らに うれしかった の は、 満洲 弥栄村 郵政 局長 米 本秀雄 君の 未亡人 時 子さん が、 北海道 
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から 帰って来られ ていた。 会いたい 人々 に 会う よろこび は、 やがて、 市 川さん や 運転手 さんと 

お別れし なくて はならぬ 悲しみと なって 来た。 一期一会の お茶 を 喫し 合って、 お 互いに 健康 を 

析 りながら、 門前で 記念の 写真 を 撮って もらった？  - - 

下 総 • 旭 窓 庵 (九月 二十日 •  二十 一日 二 泊) 

まづ うれしかった こと は、 旭 窓 句集 「交譲 木」 が 実に 美事に 出来 上って いた ことであった。 

その 題名と なった 交讓木 は、 広い 屋敷の 一隅に 珍ら しく 千年の 樹齢 を 保って いるの が、 二十 一 

号 台風で 枝 を 折られて いた。 また 築山の 千年 椎も 太い 枝 を 折られて いた。 台風の 眼が 此の 村の 

上空 を 通った とのこと。 父 は 「原人」 の 俳句、 子 は吉植 庄亮の 「橄 欖」 の 短歌の 道に つなが 

つて いられる。 六 年ぶりの 邸内 は、 古い 樹林 を 背に していつ 来ても 静かで ある。 賢洲 和尚 は武 

州 平 林 寺の 大休 老師の 身辺に 侍して 十 年 も 修行 せられた 人で、 「若葉」 につな がる 俳人で あ 

る。 昭和 十八 年頃 平 林 寺で お会いし てから 十五 年ぶりで ある。 その 賢洲 さんと 枕を竝 ベて 床に 

入って から、 茨城県 六日の 旅 を 回想して みた。 曽 遊の 地 鹿 島 地方 を 除いて、 大体に 全 県下 を 巡 

つたよう な 気がする。 その 間 ー哩も 汽車に 乗らず 玄関から 玄関へ すべて 自動車だった。 だから 

こそ 八ケ 所の 講演が 予定の 通り 進められ たので ある。 警察官の 使命が 重大で ある だけに、 その 

一 人 一 人の 教養が 高められなくて はならぬ こと はいう まで もない。 そして 職務 を 正しく 守る た 
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めに は、 一人一人の 人格が、 高潔で しかも 無我 中正の 立場に 於て 国民へ 奉仕され なくて はなら 

ぬかと 思う、 そしてそう ある 限り、 自己の 人格と 職務の 尊厳 性 を 自覚し、 一 つの 信念 を以 つて 

生きて ゆく 道、 それ はまた 家庭 を 和やかな ものにする であろう 等と 思いながら、 心に Kt: ぶま ま 

を 語らして 貰った ので あつたが、 いづれ の署 でも 一人の 例外な く、 真剣に 聴いて 下さった かと 

思う。 私 は 一期 一 会の 思い を こめて 語った つもりで ある、 語った ことが、 我が身に ついている 

かどう か、 深く 反省せ ずに はいられなかった。 

二十 一日。 重 信さん の 案内で 香 取 郡 干潟 町中 和、 小字 長 部に 大原幽 学 先生の 跡 を 訪ねる。 中 

和の 農協のと ころから 丘 を 越す と、 整然とした 田の 彼方に 遠 藤 家が. 見える。 丁度 御 当主 良太郞 

氏 も いられ 私 を 待って いて 下さった。 幽 学の 高弟 遠 藤 良左衞 門の 孫に 当ら れる。 先づ なつかし 

い 八 石 教会に 昇る。 入口に 「慎 其 独」 という 幽 学の 字が 碑に 成って いる。 文部省が 去年の 百年 

祭 を 機と して 援助し、 史蹟と しての 保存に 完全な 措置 をせられ、 力強い 限り だ。 農民の ために 

農民の 手で 建てた 日本 最初の 公民館と 云える だろう。 改心 楼は 受難の 時に 倒された の だが、 そ 

の あとに 立派な 拝殿が 建てられ ている。 その上に 先生のお 墓が ある。 自刃せられ たの は 八丁 程 

離れて いる 遠 藤 家 墓地の 大 松の 根で、 はじめ その 墓地に 埋葬され ていたが、 その後 ゆかりの 深 

い 此の 聖地へ 移された ので ある。 謹 しんで 拝礼して から 私 は 遠 藤さん に 云った。 一昨年 「大原 

幽学 物語 I をお 供えして 貰い ましたが、 あれ は、 どうもお 粗末で、 却って 先生の 徳を 傷つけ は 
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しなかった かと、 憂えて いるので す。 しかし 農村の 村づ くりの 一番 正しい 在り方と して まづぁ 

あした もの を幽学 先生 を 知らない 人々 に 読んでも らいたい と 思った の， です。 

遠 藤さん は、 幽学 精神の 実践 者と して、 また 遺蹟 保存の 責任者と して、 いろくと 苦心の あ 

と を 話され、 去年 秋の 百年祭に は 安岡正篤 先生、 また 春の 御 命日に は 菅原兵 治 先生が 来て 記念 

講演 をして 下さ つ て 盛会だった こと を 静かに 語られた。 この 丘 一 体の 地 は、， 幽学 先生の 遠大な 

設計になる もので 恰も 一 つ の 城址 を 思わせる ような 構えで ある。 「先生 は 築城の 術に も 長 じて 

いられた のです ね」 というと 遠 藤さん もうな づ かれた。 丘 を 下りて 今度 新設の 記念館に 入れて 

頂く。 こうして 一 ケ 所に 遺品 遺物が 陳列 保存され たの はいい こと だ。 自 匁の 時に 着て いた 白い 

着物。 短刀 は 別に 保存して その 型 を 布に 印して あるの だが、 一死、 門人の 再起 を 促した 貴い 最 

期が 忍ばれる。 その他 身辺の 日用品、 協同 購入の 器物。 煙管、 眼鏡。 それから 象牙の 入歯が 一 

個。 更 らに幽 学の 筆跡 数 点な ど 立ち去り がたい 思い を 残して、 辞す る 時、 越 川 春樹著 「大 原幽 

学 研究」 を 一冊 記念に 頂いた。 車に 入って から 思った ことで ある。 今の 農村の 人 はよ く 観光 や 

見学の 旅に 出る。 しかし その 多く は、 ただ 団体で バスにのって 遊び 騒いで 旅し、 見学に 名 を 借 

りて 温泉 地 を 享楽して 歩く という 有様で は あるまい か。 切りつ めた 日程で、 無理 をして 広く 浅 

く 見て 通る 旅が、 果して 人生の プラスに なって いるであろう か。 金 美の 浪費と 精力の 消耗 以外 

に 何が 残る であろう か。 ケ」 の幽 学の 村づ くりの 跡 こそ は、 世界 最初の 農民の 協同 購買、 世界に 
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例の ない 屋敷の 合理的 移転、 日本 最初の 農地 交換 分 合、 その他 結婚 はじめ、 生活 改善の 先端 を 

実行 ) た： r である。 こうした 史蹟と 幽 学の 教えが 今尙 生きて 残って いる 農村 を 一度 は 見学した 

上で、 ゃ少 くりとい う 偉大な ことば を 使って 貰いたい もの だ。 私な ど は村づ くりとい う 言葉 は 

恐し くて とても 口にし 得ないで いるの だが。. —— . 

帰り は府 馬、 小 見 川 を 経て 佐 原 市に 出で、 郵政の 家で、 伊能 正 也さん と 語る。 伊能さん は 戦 

時 中、 中 山の 法華経 寺での 私の 講習 をう けて 下さった 一人で、 無駄の ない 食 作法 はじめ 一 会の 

精 申 を 今日 尚、 実生活に 活用して いられる ような 人で ある。 その 正 純な お 話 を 聴いて 私 は 一筋 

につな がって 生きる ものの 喜び を さえ 感じた。 佐 原 駅前で 賢洲 さんに 別れる。 . - 

久賀へ 帚って 荷物 を 整理した りして ゆるく 風呂に つかる。 今夜 は 大きい 母屋で タ餉を 頂： 

く。 重 信さん は 「か 4卜ぃ」 の 編輯 長な ので、 その 名の オリ ー ブを、 四国から 吉植 さんと 此の 

邸に 一本 づっ 可と かして 贈る こと を 約した。 ここで 驚いた の は、 村の 耕 友 室 岡 善太郞 さんが 

(七十 五才) 私の 出した 「俳人 山 頭 火」 「草木 塔」 「山 頭 火の 生涯」 の 三 冊 を、 和紙に 毛筆で 

実に 克明に 書写して 製本して いられる ことだった、 私 はむ わるる ままに、 各冊に 一筆 づっ 記さ 

して 貰った。 山 頭 火 も 死して よき 知己 を 得、 よろこんで いる ことであろう。 「父 は 先生が く 

ると 知って、 何だか 恋人が くるよう 待ち焦がれて いました よ」 と 云われる、 その 旭 窓 翁に もお 

別れし なくて はならぬ 朝が 来た。 青い 柚子の 一枝 を 翁 は 私の かばんに 入れて くれた。 そうだ、 


柚子の 香、 これが 此の 大きく 古い 家の人々 の 匂いであろう。 

二十 二日の 午前 十一 時、 再び 東京 駅に 降りる。 郵政省の 山 崎 忠君が 待って いて くれる。 そこ 

へ 南蛮 寺が くる。 南蛮 寺と 二人で 住宅 公団 理事 室に 中 川 寿 君 を 訪ねる。 撫順 炭鉱 以来 だ。 広 島 

県 西条の 人。 三人で 一 つ 橋の 学士 会館へ 昼食. に ゆく。 ここが 新 村 先生 御上 京の 時の 常宿 だと 思 

うとな つかしい。 中 川 君 はしば らく 病気した ために、 仏教 書が 読めて よかった と 云う。 彼 は 転 

ん でも 太る 人材 だ。 別れ を 惜しんで 南蛮 寺 は 有 楽 町の 辺で 「戦争と 貞操」 をみ るの だと 云って 

映凾 館の 前で 降りた。 私 は 一人と なって 狸 穴の 郵政省に ついた o 

前 島 会 の 田 倉さん の 室で、 荘 内の 鶴 岡 や 公田 連 太郎翁 の 話 をして いると ころへ 玄米の 吉村正 

太 阆 氏が 来られた。 それから 省 内 を あちこち 歩いて 親しい 人々 に 会った。 六 時から 直ぐ 斤) くの 

札幌 郵政 寮の 二階で、 私 を かこむ 大耕 会、 いや 澄 太 会が 開いて 貰える ので ある。 ほんとう は 私 

の 方から お宅 やお 席へ お訪ねせ ねばなら ぬので あるが、 時間の 少ぃ 旅人に はこん な うれし ハ こ 

と はない。 
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の 諸氏で、 私の 在職 中の 先輩 や 僚友ば かり、 辞して 十七 年の 私の ために、 犬 耕に 心 をよ せて 

貰える 縁に もつな がって、 このような 楽しく 和やかな 会が めぐまれ ると は。 友情 は 温い 酒に よ 

つて、 ヽ. 1 と 心に 交流す る 一夜だった。 特に 松 尾さん は ソ連から 最後に 帰られた 人で、 会いた く 

てた まらなかった。 

代々 木-長 岡 邸 (九月 二十 二日) 

青木さん の 車で 代々 木 初 台まで 送って 貰った の は、 もう 九 時に 近かった。 床に 益洲 老師の 

「無一物」 がか かってい る 室に 寛いで、 仏 通 寺 や、 広 島、 愛媛の 人々 に 話 は 及んで 夜が ふけて 

から 風呂 を 頂いて、 ころりと 横にな つて ぐっすり 深く 眠った。 

実さん、 滋 さん、 温さん の 御 令息が それぐ に 大蔵省 (法) 病院 (医) 建設会社 (ェ) と 個 

fed に応じて 学問し 職業して いられる 和やかな 家風 は、 ほんとうに 美しい 限り だ。 近く 「凡人 私 

語」 につぐ 随筆集 をお 出しになる とのこと。 早く 読みたい もの だ。 明ける と 二十 三日 雨が 止ん 

でい る。 庭に 出て 枸杞 を 見せて 貰った。 初 台まで 長 岡さん に 送って 貰い 乍ら、 一度、 芸州 中黒 

瀬の 平賀 白雲 洞に 落ち合いましょうと 約束した りした。 • 

東京 駅 行の バスに 席 もあって、 半 蔵 門まで くると、 左が 宮城のお 堀と なる。 松 は 老い、 水 は 

和やか、 よく 見る と 三 宅 坂 あたりから は 向う の 堤に まんじゅしゃげが 沢山 咲いて いる。 お 彼岸 
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だな と 思う。 そして 宮中で 草木 を 培って 奉仕して いられる 斎 藤春彦 さんの こと を 思った。 この 

頃 は 車の 警笛が うんと 制限され たので、 両陛下 もお 静かで あろうと 拝察した。 鎌 倉 行の 国電 は 

空席が 多くて 速かった。 北 鎌 倉に 降りて、 歩いて 建 長 寺の 門前に 荻 原 井水 泉 先生 をお 訪ねす 

る。 小さい けれど 一 つの 谷が すべて 大泉 園で、 建物 も、 木立 も、 庭 も、 そこに 寝て いる 二つの 

石 も、 小さい 池 も すべてが、 随処に それぞれ 主と 作って、 それでいて 美しく 調和して いる 境内 

である。 ここから 俳句が 生れ、 詩が 涌き、 随筆の 文章が 日日 ほとばしり 出る の だとうな づく。 

お 話 は 佐 藤 一斎から 大原幽 学に 至り、 一茶、 山 頭 火と つきない。 師 はまた ボ ー ルペンで 白紙に 

描いて 鎌 倉 山 内 一 带で 見て おくべき 場所 を、 図面 を 引き 乍ら 教えて 下さる のであった。 床の 扇 

面 も、 室の 額 も 良 寛の 真筆で ある、 こうした 書画 を 実は もっと 拝見したかった ので あるが、 時 

の 流れの 早い ことに 気がつい ておいと まする。 書いて 頂いた 図に よって、 先づ 長寿 寺の 萩 を 見 

る。 盛り はすぎ ていたが その 仲び て 垂れ 下った 茎 や 葉の 風情 はいいと 思う。 ここ は 尊 氏の 屋敷 

跡で ある。 明月 院の アジ サイ は 「随筆」 で師が ほめられ ていたが、 今 は その 季節で ない。 石段の 

所の 小川 を 左に 渡って 建 長 寺 を 建立した 最明寺 入道 時 頼の 墓に 詣 でる。 政治の 心に 仏教 を以っ 

てした 人 だ。 浄智寺 は 鎌 倉 五山の 一 つで、 古い 門の 脇に 円覚寺 管長 朝 比 奈宗源 老師の 御 私宅が 

あった。 東 慶寺も 亦 本堂 は 大正 十二 年の 震災 e 焼失した まま だ。 奥まった 山 ふところの 林の 中 

に、 r 寸心 居士」 と 刻んだ 西 田 幾多 郎 博士の 墓が ある。 彼岸の 中日な ので 黄菊 白菊が^ けられ 
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て 箒の あと も浄ら かで ある。 先生の 貴い 一生 を 回顧し、 その 面影 を 慕いつつ、 香 を 立てて 心 経 

を 捧げた。 こ の 墓地 は 岩波 茂 雄が 安倍 能 成と 二人で 相談して 三人の 眠るべき 地 を 相した の だと 

安倍 先生 は、 その 著 「岩波 茂 雄 伝」 の 終りに 書いて いる。 その 岩波 氏が 寸心 先生より 十 ヶ月お 

くれて 二十 一年の 四月に 歿し、 先生の 右 隣に 眠って いる。 左 隣に は 「安倍 能 成 之 墓」 が 既に 建 

てられて いる。 手 廻し がよ すぎるな と 思った が、 実際 は 此の 墓の 下に は、 御 令息のお 骨が 納め 

られ ている とのこと。 生前 親しく 交った 人々 が、 死後 も 亦 枕を竝 ベて 永く 眠りつ づけと は。 友 

情 は 三世に つ づ く。 

一 つお いた 左の 端が 野 上 家の 墓で、 野上豊 一郎 氏で ある。 長 岡さん から は、 此の 山の 上に 野 

田大 塊の 墓が あると 聞いて いたので あるが、 ここから 後戾 りする。 鈴 木大拙 先生の 松 ヶ岡 文庫 

にも 心 を ひかれ 乍ら ふと 前方 を 見る と、 「真 杉 静枝之 墓」 があって、 誰が 詣 でた のか、 煙草が 

二 本、 線香の 代りと してく ゆって いた。 次 は円覚 寺、 三度 目な ので、 すうつ と 一番 奥の 黄梅院 

に 帰 一 協会の 辻 雙明氏 をお 訪ねす る。 「街頭の 禅」 を よんでから 一 度お 会いした いと 思って い 

たので ある。 丁度 いられて、 開山 堂の 夢 窓国師 のお 像の 前で 茶菓 を 頂いて 禅に ついていろ く 

と 伺った。 『静思に 生きる』 の 著者 中 村 健 介 氏の 奥さん こそ、 日本 婦人の あるべき 最も 美しい 

姿 だとのお 言葉 は、 ほんとうに そうだと 思う。 口 も 手 も 足 も その 仂 きを 失った 主人の 心 を、 あ 

れ だけに 著述せられ ると は。 
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此の 堂の 裏 を ふと 見る と、 伊予の 山 下 亀三郎 氏の 墓が あるで はない か、 私 はお 堂の 縁からで 

は あるが 合掌した。 「生前 徳を 積まれた 人な のでしょう、 誰か 知ら、 よく 墓参して 花 を 供えて 

ゆく ようです」 と 辻さん は 云われる。 今日 私 は 多くの 墓に 詣 でた、 旅の 中で 迎えた 中日ら しい 

中日だった。 縁者の 墓参 も 多く、 どの 墓に も 菊の花が 供えられ ていい 薰りを 放って いた。 

東京に 帰って 関さん の 玄関に 立った の は、 丁度 五 時だった。 芦子 夫人のお 手料理 は、 愛情に 

じむ 馳走だった。 軽 井沢から 帰って 私 を 待って いて 下さった ので ある。 室 を 飾る 焼物、 絵画、 

書、 日用の 器物に 至る まで、 その 一つ 一 つが、 お 二人の 性格に ぴったり する ものば かりで、 そ 

うでない もの は 徒らに 取容れ ない と 云った 御 家風で、 趣味 も 清純で、 すっきりした 一筋の もの 

が 通って いる。 いい 酒 を 少し 過して 何 を 話した かもう 忘れて しまったが、 あとで 豊 後日 田の 広 

瀬 淡 窓と 旭 窓、 備 後神 辺の 菅茶 山の 書 を 見せて もらった。 関さん はまた 沢山の 短冊 をと り 出し 

て、 その 中の 気に入った 歌 を 朗吟して 下さる、 何とい ういい 気分だろう。 歌 は 忘れた が 親交の 

深かった 与 謝 野 夫妻の もの、 下 総の 吉植 庄亮の もの、 川 田 順の もの、 小 泉 千 樫の もの。 関さん 

の 歌 は 久しく 拝見せ ぬが、 広 島遲信 局長 時代、 私が 編輯 させて 貰った 随筆集 「断 想」 に は、 台 

湾、 東北、 北海道の 旅の 歌が 三十 六 首 納められ ている。 台湾の 旅で は 夫人 も 同道で、 夫人 はお 

一 人で 東海岸にまで 足 を 仲ば された とのこと。 旅が 一 番 好きです。 「大 耕」 でも 旅行記が 何よ 

り もうれ しいと 云われる。 
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「つい 先年まで うちの 庭に は 雉が 降りて 来て 遊んだり、 いろくの 野鳥が 来て レ たの だ 力 

にこん^ (^こ の あたり もうる さくな つてね。」 

と 云われる その 庭で 作られた オクラの 種 を 頂いて 失礼す る。 

五反田 • 郵政 官舎 (九月 二十 三日) 

山 崎 君 は 今か今かと 待って いて くれたら しい。 私が 本省 時代、 同じ 課の 若手だった。 運輸省 

の 古山 君と 同じように、 過去 を 捨てないで いつま-でも 私 を 思って いて くれる の だ。 越後 新 発 田 

の 人で、 禅 曽の白 父さんが 書いて くれたの だとい う 達筆の 詩 を 見せて 貰う、 六 年生と いう 嬢チ 

ヤンが もうお a> チャンより はるかに 背が高い。 世 田 谷の 家へ も久 米の 家へ も 訪ねて 貰った ので 

き はなつ かしい。 ゆっくり 風呂に 浸って、 明日の 天気 を テレビで 聴いて 休む。. 

二十四日 は 雨。 五反田 駅で 山 崎 君と 別れ を 惜しんで 新 宿から 小 田 急に のる。 私の 旧居、 その 

隣の 萬 造 居に 心 を ひかれる の だ。 祖師 谷 大蔵で 降りて 雨の 道 を 歩く の もな つかしい。 旧居の ネ 

は^られ たらしく、 木蓮、 柿、 銀杏、 その他の 木々 が 茂って いた。 南蛮 寺 は 何 か 書いて いた。 

昨夜 は 広 島の 清水 文 雄 君が 泊って くれたと いう。  - . 

「あ ん た も白髮 がふえ たのう。」 

「あんた あ、 よく 禿げた のう。」 
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口に は 出さない が， お 互いに 頭 をし み ふ \ 眺める、 法 政 大学へ は 時々 出れば よいら しい。 比 

の 頃 は 太 閣記を 現代 文に 書いて いると いう、 彼の 書く 中学生 文庫 は、 正風の 愛読書 だ。 書斎の 

棚に は 私が 東京 を 去る 時、 置 土産と した 私の ひねった 大きい 花瓶で 芒の 穂が 光って いる。 ゴレ 

フリンクの 向う にいる 野 島の 中 西 悟堂さん を 訪ねる ことにし ていたの だが、 あの 辺 は^がぬ^ 

るので 止して ゆっくり する。 床に 掛っ ている 岸 田 劉 生の 画 は 大した もの だ。 彼 は 軸物 を^り 出 

した。 それ は 中 里 介 山の 書で、 

.， . 南船北馬 復茲煩 欲 渡 長江 江水飜 - 

回 首 中 山陵 上 望 里 風 白雨 溝 中原 

- 辛 未 洪水 歳 遊 南京 作 介 山 居士. 

と ある。 昭和 七 年、 介 山 四十 八 才の作 だ。 笹本 寅の 「中 里 介 山 伝」 に は 不思議な ことに これ 

がその まま 写真に なって 入って いる。 萬 造が 春陽 堂 時代に、 原稿 钭を恃 つて 行つ こところ、 ト 

山 は その 中の いくらか をつ かんで 呉れよう とした。 彼 は 苦労人で、 誰に 対しても そうした らし 

い。 しかし 萬 造 は それ を 辞退して 受取らなかった。 介 山 は、 大きく うな づ いて 此の 書 を 呉れた 

という。 茶の間に て 早 昼 だ、 湯豆腐で 呉の 千 福 を 傾ける。 お 互いにもう 自分の ことよりも、 子 

供た ちに ついて 語る 身の上と なって いる。 雨の 庭に は、 秋草が 風に 倒れて 咲いて、 栗が うれて 

落ちたり している、 流石 は 武蔵野 だ。 新 村 先生、 玖 村さん、 井本さん、 古田 拡 さんな どお 噂し 
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て、 道 後へ 銀婚 旅行して くるよう に 園 子からの ことづけ をして 奥さんに 別れる。 

新 宿で 伊予 豊岡 出身の 井原 茂 幸 君に 迎えられて、 八 王 寺の 都立 南 多 摩 高校へ ゆく。 藤 村の 

『千 曲 川 旅情のう た』 の 掲げられ ている 校長室で 池 田 文 雄 氏に 会う。 私の 「日本の 味」 以来の 

愛読者で、 広 島 文理 大 では 故杵築 順さん と 同期、 故 蓮 田 善 明君と 親しく 斎 藤 先生 門下の 人と き 

いてみ ると、 これ はもつ と 早く 会うべき お 互いだ つたと 思う。 体育館と 兼ねて 新築 せられた 講 

堂の 使い 始めと して 私の 講演と いう わけで ある。 女生徒の 方が 多かった が 千 数百 人の 全校 生徒 

は、 ほんと に 視線 も 正しく 姿勢 も 美しく よく 聴いて くれた。 私 は 壇に 上って から 心に 浮ぶ まま 

を、 原稿 を 書く ような 気持で、 ゆっくりと 語る ことが 出来た。 一部の 学生 は 別と して、 好き 教 

師を 得た 東京の 学生 は、 地方の 学生よりも 一 足 も 一 一足 も 早く 戦後 的な ものから 立ち直つ ている 

かに 感じた。 明るい 間にと 云って 池 田さん は、 校舎の 屋上へ つれて 上って、 八 王 寺の 全景 を 見 

せ、 丹 沢、 奥 多 摩、 秩 父の 山々 を揩 して 下さる のであった。 

あとで-一時間 ばかり、 有志の 先生た ちと 座談。 五 時から は 定時制の 全 生徒に もう 一度 語つ 

た。 テ— マ は 同じで も、 その 云い 廻し は、 自ら 別の ものと なって 行った。 この 仂 きつつ 学ぶ 人 

々もすな おだった。 私と して は、 戦時中 成 城 高校と、 学習 院の 学生に 語って 以来、 ナ四五 年ぶ 

りに 東京の 学生に 相対した ので あるが、 来て よかった と 思う。 余情 残心の ままに、 池 田さん と 

. 井原 君に 送られて、 小金 井に 下車す ると、 平 井定徳 君が 待って いて くれた。 
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小金 井 • 平 井新 居 (九月 二十四日 泊)  . 

静かで ある。 武蔵 野の 面影 を 残す 襻が ていていと 立って いる。 去年まで 松 山に いられた ので 

ある。 一家 揃って 待って いられた。 設計の 新しい こと、 気持の よい こと。 ゆみ子さん、 のぶ 子 

さん、 正 孝 君。 大学、 高校、 中学生。 それ，^ の 室で 机 を 構えて 勉強中 だ。 私たち は 畳の 室で 

大 あぐらで、 灘の 大関 を 味わう。 百 二十 评に、 二十 四 坪と 云えば ゆったりした もの だ。 私が 泊 

客 第一 号 だとい う。 茲に居 を 定めてから、 退官して、 無線通信 協会の 通信 技術者の 養成 所 を 創 

り、 その 校長と 云った 格で ある。 話 は、 広 島の 同窓 や、 松 山、 新 谷に 及んで なつかし いこと 

だ。 テレビ は、 明日 も 亦 雨 だと 告げる。 信 州へ 行っても 寒くて 山が 見えないで あろうから、 名 

古屋へ 出る ことにして ゆっくり 湯に 入って、 平 井 君と 枕を竝 ベて 休む。 ほんとうに 熟睡した。 

旅で は 食べる ものよりも、 安眠が 一番 うれしい。 早く 起きて、 裏庭 を 見て、 家 を 一 廻りして、 

：比 の 新しい 家に 禍の 入らない こと を 念じた。，. .  .^^w 

大阪行 急行な にわ は、 空席が 多かった。 東京の 人々 よ、 さようなら。 会いたくて 会えな かつ 

た 人よ さようなら。 淡い 感傷 を 煙草に くゆらせ たりした。 曇って いて 富士は 見えなかった。 名 

古屋 につく と片岡 庫吉さん、 染 井さん、 吉崎三 洞 子さん、 深 見武朗 さんが 待って いて 下さった。 

熱 田 • 竜珠寺 (九月 二十 五日) 
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山 下 照 山 和 尙には 八 年ぶり だ。 吉 田の 大乗 寺 以来で ある。 大きい 寺に、 小僧さん とたった 二 

人。 まづ 風呂 を 頂いて、 それから 抹茶。 話 は 宇 和 島の 坂 村 真 民 氏から はじまる。 明日 は 妙 香 山 

の 河 野宗寛 老師が 提唱に 来られる との こと。 足 利 紫 山 翁の 御近况 をい ろ. 聞く こと もな つ か 

しかった。 大乗 寺 時代の 如く 「終日 作務」 なのであろう。 境内の 清浄な こと、 板の間 や 廊下の 

美しい こと、 日本の 美が 磨き 出されて いる。 坐った 合間に は、 短歌 を 作り 読書 を 楽しむ 人 だ。 

居候のお 婆さんの 年が 豊後 にいる 母と 同じな ので、 母の ような 気がする と 云われる。 外 は 雨。 

眠くな つたので 休ませて もらう。 本堂の 一 室で、 寂然と した 一 室。 

明けても 雨。 京都に つくと 藤 川 拙 堂 君が 待って いる。 先づ 広誠院 に益洲 老師 を 訪ね、 竹 山 さ 

んの 新居の 次第 を 詳しく 報告して よろこんで もらう。 

京都 • 広誠院 . (九月 二十 六日)， . ， .A^w^  ■ 

午後、 一灯 園 を 訪ねてから、 いよいよ 広 誠院. に 落着く。 その後ず つと 御 好調で、 私の 旅の 話 

を 聴いて 下さる。 湯豆腐で 広 島の 酒 をいた だく。 老師さん のお 話に よって、 加州 バ— クレ〜 の 

桂つ る 子さん が、 大耕を 通して 知られた 老師 を 敬慕 せられる まごころに は、 心う たれる ものが 

あった。 老師 はまた 橋 本 恵 光さん の 「正 法眼 蔵」 は 親切で とてもよ い 記事 だと 云われた。 仏 通 

寺の こと、 伊予の 人々 の 話な ど、 この 道に つながる 物語 はっきない のであった。 大阪 住友銀行 
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の 石 丸豊氏 達が、 機疆 にの せられた 伊庭 貞剛幽翁 で 事 さ , 

ぐっすり 寝た。  ，蹄 ^翁の f 事 をよ まして もらって 二階の 広い 室で 


朝、 泰山 君が 京都 駅に 聞き合せて、 東， I 線 は 不通で セト号 は 下き、 ことき , 

たので、 京都 仕立ての 準急で 帰る ことこ t」。 そこ sf ミ なレ こと を 知らせて くれ 

裏の 広 瀬 家のお 墓に 参った。 筆 t 、  ？^  ^^磨さん のお 伴して 南 禅寺に 詣 で天詹 

ズ ダカ st^N 习 満正斤 歌 子 夫人の ことな ど 田ひ ハ、 ハ、 お. 5 ま 旨 . 

て もらった ことで ある。 永靈、 六 i を 拝んで から 駅へ 出た。 I レレ あ 彼岸 詣 りさせ 

"終りの 車中、 私 はう つら/、 眠りつ づけた。 長い 旅路の 十一の、 し 

4J 白 o  4>£ 一^ 1 1 4TTG 」  ー、\  ： .•  C  f  ^ f  3  ^ 一 ダ 一-.? 一」 

-泊 寺院 二 泊 すへ て わか 家と 同じ 心地で ほんとう S く 心と 体 をく つ  ：^ 

こと だ。 そして 毎憲々 として 風呂 を 楽しませて もらった。 I  ^^h^ 

ョ 咨 どつ ゴ』 z  ,  ^  r  ^し レ その 宿の 香 を 身に っサ て^ 

路パ U たこと であった。 I で 人に 待って いただく 旅の もったい なさ。 地上い 

レ して さて、 やがて 永遠の 旅へ 私 も 例外な く 日々 近づきつつ あるの，」。 ^ 

さらばして あの世へ ゆく 時、 果して、 私  -ニ あるの， た この 世に 

る 存在 を、 しっかり つぶで、？ L  ろうか 待って いて 下意 大 いな 

h つ 力り つ 力ん てレて 今度の 旅の 如く、 その 待って いて 下さる もののふき ろ、 

そのまま 抱かれて 永 I 眠りつ づける ことの 出来る よ 功  h の，^」 ろへ 

船が 薦 港に 近づいた 頃、 ラさ， 羞ぅ。 ： 

に 転ずる と、 If:  ^ ,  ^震の ff 雲 直した と 報じた。 その 時、 眼 を 外 

，ると 仲秋の 名月 力 まんまるく 屋 島の 上 空に 浮んで いる  1 
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